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す
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す
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。
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又
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完
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保
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検
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等
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第
八
十
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第
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第
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認
定
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度
保
安
実
施
者
等
（
第
九
十

二
条
の
七
の
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第
九
十
二
条
の
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の
十
六
）

第
十
三
章
　
雑
則
（
第
九
十
三
条―

第
九
十
九
条
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
適
用
範
囲
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二
十

六
年
法
律
第
二
百
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
に

基
づ
い
て
、
液
化
石
油
ガ
ス
（
炭
素
数
三
又
は
四
の
炭

化
水
素
を
主
成
分
と
す
る
も
の
に
限
り
、
か
つ
、
液
化

石
油
ガ
ス
の
分
離
又
は
精
製
の
た
め
の
設
備
及
び
液
化

石
油
ガ
ス
以
外
の
高
圧
ガ
ス
の
原
料
に
係
る
液
化
石
油

ガ
ス
の
貯
蔵
設
備
に
お
け
る
も
の
並
び
に
冷
凍
保
安
規

則
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
一
号
）
の

適
用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
関
す

る
保
安
（
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
（
昭
和
六
十
一

年
通
商
産
業
省
令
第
八
十
八
号
）
に
規
定
す
る
特
定
製

造
事
業
所
に
係
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
関
す
る
保
安
を

除
く
。
）
に
つ
い
て
規
定
す
る
。

（
用
語
の
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
規
則
に
お
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語

の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

一
　
第
一
種
保
安
物
件
　
次
に
掲
げ
る
も
の
（
事
業
所

の
存
す
る
敷
地
と
同
一
敷
地
内
に
あ
る
も
の
を
除

く
。
）

イ
　
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六

号
）
第
一
条
に
定
め
る
学
校
の
う
ち
、
小
学
校
、

中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教

育
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
特
別
支
援
学
校
又
は

幼
稚
園

ロ
　
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）

第
一
条
の
五
第
一
項
に
定
め
る
病
院

ハ
　
劇
場
、
映
画
館
、
演
芸
場
、
公
会
堂
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
収
容
定
員
三
百

人
以
上
の
も
の

ニ
　
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十

四
号
）
第
七
条
の
児
童
福
祉
施
設
、
身
体
障
害
者

福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三

号
）
第
五
条
第
一
項
の
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支

援
施
設
、
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第

百
四
十
四
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
の
保
護
施
設

（
授
産
施
設
及
び
宿
所
提
供
施
設
を
除
く
。
）
、
老

人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三

号
）
第
五
条
の
三
の
老
人
福
祉
施
設
若
し
く
は
同

法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
母

子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九

年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の

母
子
・
父
子
福
祉
施
設
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法

（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
十
五
条

の
七
第
一
項
第
五
号
の
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な

確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第

六
十
四
号
）
第
二
条
第
四
項
（
第
四
号
を
除
く
。
）

の
特
定
民
間
施
設
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法

律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
条
第
二
十
八
項
の
介
護

老
人
保
健
施
設
又
は
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平

成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項

の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
同
条
第
七
項
の
生

活
介
護
、
同
条
第
十
二
項
の
自
立
訓
練
、
同
条
第

十
三
項
の
就
労
移
行
支
援
又
は
同
条
第
十
四
項
の

就
労
継
続
支
援
に
限
る
。
）
を
行
う
施
設
、
同
条

第
十
一
項
の
障
害
者
支
援
施
設
、
同
条
第
二
十
七

項
の
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
若
し
く
は
同
条
第

二
十
八
項
の
福
祉
ホ
ー
ム
で
あ
つ
て
、
収
容
定
員

二
十
人
以
上
の
も
の

ホ
　
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百

十
四
号
）
の
規
定
に
よ
つ
て
重
要
文
化
財
、
重
要

有
形
民
俗
文
化
財
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
若
し

く
は
重
要
な
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
、
又
は
旧

重
要
美
術
品
等
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
八

年
法
律
第
四
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
つ
て
重
要
美

術
品
と
し
て
認
定
さ
れ
た
建
築
物

ヘ
　
博
物
館
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
八
十

五
号
）
第
二
条
に
定
め
る
博
物
館
及
び
同
法
第
二

十
九
条
に
よ
り
博
物
館
に
相
当
す
る
施
設
と
し
て

指
定
さ
れ
た
施
設

ト
　
一
日
に
平
均
二
万
人
以
上
の
者
が
乗
降
す
る
駅

の
母
屋
及
び
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

チ
　
百
貨
店
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
公
衆
浴
場
、
ホ
テ

ル
、
旅
館
そ
の
他
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
を
収
容

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
建
築
物
（
仮
設
建
築
物

を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
そ
の
用
途
に
供
す
る
部

分
の
床
面
積
の
合
計
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の

も
の

二
　
第
二
種
保
安
物
件
　
第
一
種
保
安
物
件
以
外
の
建

築
物
で
あ
つ
て
、
住
居
の
用
に
供
す
る
も
の
（
事
業

所
又
は
販
売
所
の
存
す
る
敷
地
と
同
一
敷
地
内
に
あ

る
も
の
を
除
く
。
）

三
　
貯
槽
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
貯
蔵
設
備
で
あ
つ
て
、

地
盤
面
に
対
し
て
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

四
　
低
温
貯
槽
　
液
化
石
油
ガ
ス
を
温
度
零
度
以
下
又

は
当
該
ガ
ス
の
気
相
部
に
お
け
る
常
用
の
圧
力
（
通

常
の
使
用
状
態
に
お
い
て
、
当
該
設
備
等
に
作
用
す

る
圧
力
（
当
該
圧
力
が
変
動
す
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
そ
の
変
動
範
囲
の
う
ち
の
最
高
の
圧
力
）
で
あ

つ
て
、
ゲ
ー
ジ
圧
力
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が

〇
・
一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
下
の
液
体
の
状
態
で
貯
蔵

す
る
た
め
の
貯
槽
で
あ
つ
て
、
断
熱
材
で
被
覆
し
、

又
は
冷
凍
設
備
で
冷
却
す
る
こ
と
に
よ
り
貯
槽
内
の

ガ
ス
の
温
度
が
常
用
の
温
度
を
超
え
て
上
昇
し
な
い

よ
う
な
措
置
を
講
じ
て
あ
る
も
の

五
　
バ
ル
ク
貯
槽
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及

び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成

九
年
通
商
産
業
省
令
第
十
一
号
。
以
下
「
液
化
石
油

ガ
ス
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
項
第

二
号
に
規
定
す
る
も
の

六
　
貯
蔵
能
力
　
貯
蔵
設
備
に
貯
蔵
す
る
こ
と
が
で
き

る
液
化
石
油
ガ
ス
の
数
量
で
あ
つ
て
、
貯
蔵
設
備
が

貯
槽
（
バ
ル
ク
貯
槽
を
除
く
。
）
で
あ
る
場
合
に
あ

つ
て
は
次
の
イ
の
算
式
に
よ
り
、
バ
ル
ク
貯
槽
に
つ

い
て
は
次
の
ロ
の
算
式
（
地
盤
面
下
に
設
置
す
る
も

の
で
あ
つ
て
、
内
容
積
が
二
千
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も

の
に
あ
つ
て
は
次
の
イ
の
算
式
）
に
よ
り
、
容
器
で

あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
次
の
ハ
の
算
式
に
よ
り
得
ら

れ
た
も
の

イ
　
Ｗ＝

Ｃ１
ｗ
Ｖ

ロ
　
Ｗ＝

０
．
８
５
ｗ
Ｖ

ハ
　
Ｗ＝

Ｖ
／
Ｃ２

こ
れ
ら
の
式
に
お
い
て
、
Ｗ
、
Ｃ１
、
ｗ
、
Ｖ
及
び

Ｃ２
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
数
値
を
表
す
も
の
と
す

る
。

Ｗ
　
貯
蔵
設
備
の
貯
蔵
能
力
（
単
位
　
キ
ロ
グ
ラ

ム
）
の
数
値

Ｃ１
　
〇
・
九
（
低
温
貯
槽
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
内

容
積
に
対
す
る
液
化
ガ
ス
の
貯
蔵
が
可
能
な
部

分
の
容
積
の
比
の
値
）

ｗ
　
貯
槽
の
常
用
の
温
度
に
お
け
る
液
化
石
油
ガ

ス
の
比
重
（
単
位
　
キ
ロ
グ
ラ
ム
毎
リ
ッ
ト

ル
）
の
数
値

Ｖ
　
貯
蔵
設
備
の
内
容
積
（
単
位
　
リ
ッ
ト
ル
）

の
数
値

Ｃ２
　
容
器
保
安
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業

省
令
第
五
十
号
）
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る

数
値

七
　
充
塡
容
器
　
現
に
液
化
石
油
ガ
ス
（
液
化
石
油
ガ

ス
が
充
塡
さ
れ
た
後
に
当
該
ガ
ス
の
質
量
が
充
塡
時

に
お
け
る
質
量
の
二
分
の
一
以
上
減
少
し
て
い
な
い

も
の
に
限
る
。
）
を
充
塡
し
て
あ
る
容
器

八
　
残
ガ
ス
容
器
　
現
に
液
化
石
油
ガ
ス
を
充
塡
し
て

あ
る
容
器
で
あ
つ
て
、
充
塡
容
器
以
外
の
も
の

九
　
移
動
式
製
造
設
備
　
製
造
（
製
造
に
係
る
貯
蔵
及

び
導
管
に
よ
る
輸
送
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
た

め
の
設
備
（
以
下
「
製
造
設
備
」
と
い
う
。
）
で
あ

つ
て
、
地
盤
面
に
対
し
て
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の

1



十
　
定
置
式
製
造
設
備
　
製
造
設
備
で
あ
つ
て
、
移
動

式
製
造
設
備
以
外
の
も
の

十
一
　
ガ
ス
設
備
　
製
造
設
備
（
製
造
に
係
る
導
管
を

除
く
。
）
の
う
ち
、
製
造
を
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
の

ガ
ス
（
そ
の
原
料
と
な
る
ガ
ス
を
含
む
。
）
が
通
る

部
分

十
二
　
高
圧
ガ
ス
設
備
　
ガ
ス
設
備
の
う
ち
、
高
圧
ガ

ス
が
通
る
部
分

十
三
　
処
理
設
備
　
圧
縮
、
液
化
そ
の
他
の
方
法
で
ガ

ス
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
で
あ
つ
て
、
高

圧
ガ
ス
を
製
造
す
る
も
の

十
四
　
減
圧
設
備
　
高
圧
ガ
ス
を
高
圧
ガ
ス
で
な
い
ガ

ス
に
す
る
設
備

十
五
　
処
理
能
力
　
処
理
設
備
又
は
減
圧
設
備
の
処
理

容
積
（
圧
縮
、
液
化
そ
の
他
の
方
法
で
一
日
に
処
理

す
る
こ
と
が
で
き
る
ガ
ス
の
容
積
（
温
度
零
度
、
圧

力
零
パ
ス
カ
ル
の
状
態
に
換
算
し
た
も
の
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
つ
て
、

次
に
掲
げ
る
処
理
設
備
又
は
減
圧
設
備
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
得
ら
れ
た

も
の

イ
　
ポ
ン
プ
　
Ｑ１＝

Ｗ１×

２
４×

ρ
×

２
２
．
４

／
Ｍ

ロ
　
圧
縮
機
　
Ｑ２＝

Ｗ２×

２
４

ハ
　
蒸
発
器
　
Ｑ３＝

Ｗ３×

２
４×

２
２
．
４
／
Ｍ

ニ
　
凝
縮
器
　
Ｑ４＝

Ｗ４×

２
４×

２
２
．
４
／
Ｍ

ホ
　
そ
の
他
処
理
設
備

（イ）
　
内
部
冷
却
器
付
貯
槽
　
Ｑ５＝

Ｖ５×

１
０
Ｐ
５

（ロ）
　
加
圧
蒸
発
器
付
低
温
貯
槽

①
　
気
化
ガ
ス
を
取
り
出
す
場
合
　
Ｑ６＝

Ｗ６
／

（
２
２
．
４
／
Ｍ×

ρ
×

１
０
０
０
）×

（
１
０
Ｐ
６

＋
１
）×

２
４

②
　
液
化
ガ
ス
を
取
り
出
す
場
合
　
Ｑ６＝

ｑ６×

（
１
０
Ｐ
６

＋
１
）×

２
４

（ハ）
　
液
化
石
油
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
の
加
圧
蒸
発
器
付

貯
槽
　
Ｑ７＝

（
１
０
Ｐ
７

＋
１
）×

Ｃ×

Ｖ７

（ニ）
　
加
圧
蒸
発
器
付
容
器
　
Ｑ８＝

（
１
０
Ｐ
８

＋

１
）×

０
．
９
Ｖ
８

（ホ）
　
処
理
設
備
で
あ
る
減
圧
弁
　
Ｑ９＝

０

ヘ
　
減
圧
設
備
　

Ｑ１０＝

ｑ１０

備
考
　
こ
れ
ら
の
式
に
お
い
て
、
Ｑ１
、
Ｗ１
、ρ

、

Ｍ
、
Ｑ２
、
Ｗ２
、
Ｑ３
、
Ｗ３
、
Ｑ４
、
Ｗ４
、
Ｑ５
、
Ｖ５
、

Ｐ５
、
Ｑ６
、
Ｗ６
、
Ｐ６
、
ｑ６
、
Ｑ７
、
Ｐ７
、
Ｃ
、
Ｖ７
、

Ｑ８
、
Ｐ８
、
Ｖ８
、
Ｑ９
、

Ｑ１０
及
び

ｑ１０
は
、
そ
れ
ぞ
れ

次
の
数
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ｑ１
　
ポ
ン
プ
の
処
理
能
力
の
数
値
（
単
位
　
立
方

メ
ー
ト
ル
毎
日
）

Ｗ１
　
ポ
ン
プ
の
能
力
の
数
値
（
ポ
ン
プ
の
能
力

は
、
ポ
ン
プ
の
性
能
曲
線
に
お
け
る
最
大
稼
働

し
た
場
合
の
吐
出
量
の
値
と
す
る
。
）
（
単
位
　

リ
ッ
ト
ル
毎
時
）

ρ

　
液
密
度
の
数
値
（
液
密
度
は
、
常
用
の
温
度

の
範
囲
に
お
い
て
最
大
と
な
る
値
と
す
る
。
）

（
単
位
　
キ
ロ
グ
ラ
ム
毎
リ
ッ
ト
ル
）

Ｍ
　
分
子
量
の
数
値

Ｑ２
　
圧
縮
機
の
処
理
能
力
の
数
値
（
単
位
　
立
方

メ
ー
ト
ル
毎
日
）

Ｗ２
　
圧
縮
機
の
能
力
の
数
値
（
圧
縮
機
の
能
力

は
、
圧
縮
機
の
性
能
曲
線
に
お
け
る
最
大
稼
働

し
た
場
合
の
吐
出
量
の
値
と
す
る
。
）
（
単
位
　

立
方
メ
ー
ト
ル
毎
時
）

Ｑ３
　
蒸
発
器
の
処
理
能
力
の
数
値
（
単
位
　
立
方

メ
ー
ト
ル
毎
日
）

Ｗ３
　
蒸
発
器
の
公
称
能
力
の
数
値
（
単
位
　
キ
ロ

グ
ラ
ム
毎
時
）

Ｑ４
　
凝
縮
器
の
処
理
能
力
の
数
値
（
単
位
　
立
方

メ
ー
ト
ル
毎
日
）

Ｗ４
　
凝
縮
器
の
公
称
能
力
の
数
値
（
単
位
　
キ
ロ

グ
ラ
ム
毎
時
）

Ｑ５
　
内
部
冷
却
器
付
貯
槽
の
処
理
能
力
の
数
値

（
単
位
　
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
日
）

Ｖ５
　
内
部
冷
却
器
付
貯
槽
の
内
容
積
の
数
値
（
単

位
　
立
方
メ
ー
ト
ル
）

Ｐ５
　
内
部
冷
却
器
付
貯
槽
の
最
高
圧
縮
圧
力
の
数

値
（
単
位
　
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
）

Ｑ６
　
加
圧
蒸
発
器
付
低
温
貯
槽
の
処
理
能
力
の
数

値
（
単
位
　
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
日
）

Ｗ６
　
高
圧
ガ
ス
の
取
り
出
し
部
に
接
続
さ
れ
る
送

ガ
ス
用
蒸
発
器
の
公
称
能
力
の
数
値
（
単
位
　

立
方
メ
ー
ト
ル
毎
時
）

Ｐ６
　
加
圧
蒸
発
器
付
低
温
貯
槽
の
最
高
圧
縮
圧
力

の
数
値
（
単
位
　
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
）

ｑ６
　
高
圧
ガ
ス
の
最
大
充
塡
量
の
数
値
（
単
位
　

立
方
メ
ー
ト
ル
毎
時
）

Ｑ７
　
液
化
石
油
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
の
加
圧
蒸
発
器
付

貯
槽
の
処
理
能
力
の
数
値
（
単
位
　
立
方
メ
ー

ト
ル
毎
日
）

Ｐ７
　
液
化
石
油
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
の
加
圧
蒸
発
器
の

常
用
の
圧
力
の
数
値
（
単
位
　
メ
ガ
パ
ス
カ

ル
）

Ｃ
　
〇
・
九
（
バ
ル
ク
貯
槽
に
あ
つ
て
は
〇
・
八

五
）

Ｖ７
　
貯
槽
及
び
こ
れ
に
接
続
す
る
貯
槽
又
は
容
器

の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
積
を
合
算
し
た
数
値
（
単

位
　
立
方
メ
ー
ト
ル
）

Ｑ８
　
加
圧
蒸
発
器
付
容
器
の
処
理
能
力
の
数
値

（
単
位
　
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
日
）

Ｐ８
　
加
圧
蒸
発
器
の
常
用
の
圧
力
の
数
値
（
単

位
　
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
）

Ｖ８
　
容
器
の
内
容
積
の
数
値
（
液
化
石
油
ガ
ス
ス

タ
ン
ド
に
あ
つ
て
は
、
容
器
及
び
こ
れ
に
接
続

す
る
貯
槽
又
は
他
の
容
器
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容

積
を
合
算
し
た
数
値
）
（
単
位
　
立
方
メ
ー
ト

ル
）

Ｑ９
　
処
理
設
備
で
あ
る
減
圧
弁
の
処
理
能
力
の
数

値
（
単
位
　
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
日
）

Ｑ１０
　
減
圧
設
備
の
処
理
能
力
の
数
値
（
単
位
　
立

方
メ
ー
ト
ル
毎
日
）

ｑ１０
　
当
該
減
圧
設
備
に
係
る
高
圧
ガ
ス
の
流
入
量

の
数
値
（
単
位
　
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
日
）

十
六
　
第
一
種
設
備
距
離
　
次
の
図
に
お
け
る
貯
蔵
能

力
（
単
位
　
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
対
応
す
る
距
離
（
単

位
　
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
つ
て
、
Ｌ１
に
よ
つ
て
表
さ
れ

る
も
の

備
考

１
　
Ｘ
は
、
貯
蔵
能
力
（
処
理
設
備
又
は
減
圧
設
備
に
あ

つ
て
は
、
当
該
設
備
に
接
続
す
る
貯
蔵
設
備
の
貯
蔵
能

力
を
い
う
。
単
位
　
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
表
す
も
の
と
す

る
。

２
　
Ｌ１
、
Ｌ２
、
Ｌ３
、
Ｌ４
、
Ｌ５
及
び
Ｌ６
と
Ｘ
と
の
関
係
は
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

　
Ｘ
０≦

Ｘ

＜

１

０

０

０
０

１
０
０
０
０

≦

Ｘ＜

５

２
５
０
０

５
２
５
０
０

≦

Ｘ＜

９

９

０

０

０
０

９
９
０
０

０

０≦

Ｘ

ＬＬ１

１
２√２

０

．

１

２√

（
Ｘ
＋
１
０

０
０
０
）

３
０
（
低
温

貯
槽
に
あ

つ
て
は
、

０
．
１
２

√

（
Ｘ
＋

１
０
０
０

０
）
）

３
０
（
低

温

貯

槽

に

あ

つ

て

は

、

１
２
０
）

Ｌ２

９
．
６

√

２

０
．
０
９
６

√

（

Ｘ

＋

１

０

０

０

０
）

２
４

２
４

Ｌ３

８
．
４

√

２

０
．
０
８
４

√

（

Ｘ

＋
２
１

２
１
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１

０

０

０

０
）

Ｌ４

８√

２

０

．

０

８√

（
Ｘ
＋
１
０

０
０
０
）

２
０
（
低
温

貯
槽
に
あ

つ
て
は
、

０
．
０
８

√

（
Ｘ
＋

１
０
０
０

０
）
）

２
０
（
低

温

貯

槽

に

あ

つ

て

は

、

８
０
）

Ｌ５

６
．
４

√

２

０
．
０
６
４

√

（

Ｘ

＋

１

０

０

０

０
）

１
６

１
６

Ｌ６

５
．
６

√

２

０
．
０
５
６

√

（

Ｘ

＋

１

０

０

０

０
）

１
４

１
４

十
七
　
第
二
種
設
備
距
離
　
前
号
の
図
に
お
け
る
貯
蔵

能
力
（
単
位
　
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
対
応
す
る
距
離

（
単
位
　
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
つ
て
、
Ｌ４
に
よ
つ
て
表

さ
れ
る
も
の

十
八
　
第
一
種
置
場
距
離
　
次
の
図
に
お
け
る
容
器
置

場
の
面
積
（
単
位
　
平
方
メ
ー
ト
ル
）
に
対
応
す
る

距
離
（
単
位
　
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
つ
て
、
ｌ１
に
よ
つ

て
表
さ
れ
る
も
の

備
考

１
　
ｘ
は
、
容
器
置
場
の
面
積
（
単
位
　
平
方
メ
ー
ト

ル
）
を
表
す
も
の
と
す
る
。

２
　
ｌ１
、
ｌ２
、
ｌ３
及
び
ｌ４
と
ｘ
と
の
関
係
は
、
そ
れ
ぞ
れ

次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

　
ｘ
０≦

ｘ＜

８

８≦

ｘ＜

２
５

２
５≦

ｘ

ｌｌ１

９√

２

４
．
５√

ｘ

２
２
．
５

ｌ２

６√

２

３√

ｘ

１
５

ｌ３

０

２
．
２
５√

ｘ

１
１
．
２
５

ｌ４

０

１
．
５√

ｘ

７
．
５

十
九
　
第
二
種
置
場
距
離
　
前
号
の
図
に
お
け
る
容
器

置
場
の
面
積
（
単
位
　
平
方
メ
ー
ト
ル
）
に
対
応
す

る
距
離
（
単
位
　
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
つ
て
、
ｌ２
に
よ

つ
て
表
さ
れ
る
も
の

二
十
　
液
化
石
油
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
　
液
化
石
油
ガ
ス
を

燃
料
と
し
て
使
用
す
る
車
両
に
固
定
し
た
容
器
に
当

該
液
化
石
油
ガ
ス
を
直
接
充
塡
す
る
た
め
の
処
理
設

備
を
有
す
る
定
置
式
製
造
設
備

二
十
一
　
第
一
種
製
造
設
備
　
貯
槽
又
は
導
管
を
設
置

す
る
定
置
式
製
造
設
備
（
液
化
石
油
ガ
ス
ス
タ
ン
ド

を
除
く
。
）

二
十
二
　
第
二
種
製
造
設
備
　
貯
槽
又
は
導
管
を
設
置

し
な
い
定
置
式
製
造
設
備
（
液
化
石
油
ガ
ス
ス
タ
ン

ド
を
除
く
。
）

２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
に
お
い

て
使
用
す
る
用
語
は
、
法
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の

例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章
　
高
圧
ガ
ス
の
製
造
又
は
貯
蔵
に
係
る
許

可
等第

一
節
　
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
係
る
許
可
等

（
第
一
種
製
造
者
に
係
る
製
造
の
許
可
の
申
請
）

第
三
条
　
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
第
一

号
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
一
の
高

圧
ガ
ス
製
造
許
可
申
請
書
に
製
造
計
画
書
を
添
え
て
、

事
業
所
の
所
在
地
（
移
動
式
製
造
設
備
を
使
用
す
る
者

に
あ
つ
て
は
、
当
該
設
備
の
使
用
の
本
拠
の
所
在
地
。

以
下
同
じ
。
）
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
当
該
事

業
所
の
所
在
地
が
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指

定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
の
区
域
内

に
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
事
業
所
に
係
る
事
務
が

高
圧
ガ
ス
保
安
法
施
行
令
（
平
成
九
年
政
令
第
二
十

号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
に
規
定
す

る
事
務
に
該
当
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
所
在

地
を
管
轄
す
る
指
定
都
市
の
長
。
次
条
第
二
項
、
第
四

条
、
第
十
条
、
第
十
条
の
二
、
第
十
五
条
第
一
項
、
第

十
六
条
第
二
項
、
第
十
七
条
第
一
項
、
第
二
十
九
条
第

二
項
、
第
三
十
八
条
の
二
、
第
四
十
二
条
第
一
項
及
び

第
二
項
、
第
五
十
一
条
第
一
項
、
第
五
十
一
条
の
二
、

第
五
十
四
条
第
一
項
、
第
五
十
六
条
、
第
六
十
一
条
第

一
項
、
第
四
項
及
び
第
十
項
、
第
六
十
五
条
第
一
項
及

び
第
二
項
、
第
六
十
九
条
、
第
七
十
三
条
、
第
七
十
六

条
第
三
項
、
第
七
十
七
条
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
六

項
、
第
七
十
八
条
第
三
項
及
び
第
五
項
、
第
七
十
九
条

第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
八
十
条
第
五
項
、
第
八
項
及

び
第
十
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
、
第
九
十
二
条
第
一
項

及
び
第
三
項
、
第
九
十
二
条
の
七
の
九
第
三
項
並
び
に

第
九
十
二
条
の
七
の
十
四
第
三
項
、
第
六
項
及
び
第
八

項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
遺
贈
、
営
業
の
譲
渡

又
は
分
割
（
当
該
第
一
種
製
造
者
の
そ
の
許
可
に
係
る

事
業
所
を
承
継
さ
せ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
よ
り
引
き

続
き
高
圧
ガ
ス
の
製
造
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
新
た
に

許
可
を
申
請
す
る
と
き
は
、
製
造
計
画
書
の
添
付
を
省

略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
製
造
計
画
書
に
は
、
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま

で
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
第
六
号
に
掲
げ
る
図
面

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
製
造
の
目
的

二
　
処
理
設
備
の
処
理
能
力

三
　
処
理
設
備
の
性
能

四
　
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技

術
上
の
基
準
及
び
同
条
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
事
項

五
　
移
設
、
転
用
、
再
使
用
又
は
こ
れ
ら
の
併
用
（
以

下
「
移
設
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
高
圧
ガ
ス
設
備

に
あ
つ
て
は
、
当
該
高
圧
ガ
ス
設
備
の
使
用
の
経
歴

及
び
保
管
状
態
の
記
録

六
　
製
造
の
た
め
の
施
設
（
以
下
「
製
造
施
設
」
と
い

い
、
貯
蔵
設
備
を
有
し
な
い
移
動
式
製
造
設
備
に
係

る
も
の
を
除
く
。
）
の
位
置
（
他
の
施
設
と
の
関
係

位
置
を
含
む
。
）
及
び
付
近
の
状
況
を
示
す
図
面

（
法
第
七
条
第
三
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
者
）

第
三
条
の
二
　
法
第
七
条
第
三
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
高
圧
ガ
ス
の

製
造
を
適
正
に
行
う
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断

及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と

す
る
。

２
　
法
第
五
条
第
一
項
第
一
号
の
許
可
を
受
け
た
者
、
法

人
で
あ
つ
て
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
又
は
こ
れ
ら
の
法

定
代
理
人
若
し
く
は
同
居
の
親
族
は
、
当
該
許
可
を
受

け
た
者
又
は
法
人
で
あ
つ
て
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
が

精
神
の
機
能
の
障
害
を
有
す
る
状
態
と
な
り
、
高
圧
ガ

ス
の
製
造
の
適
正
な
実
施
が
著
し
く
困
難
と
な
つ
た
と

き
は
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事

に
そ
の
旨
を
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
は
、
そ
の
病
名
、
障
害
の
程
度
、
病
因
、
病
後
の

経
過
、
治
癒
の
見
込
み
そ
の
他
参
考
と
な
る
所
見
を
記

載
し
た
医
師
の
診
断
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
第
二
種
製
造
者
に
係
る
製
造
の
事
業
の
届
出
）

第
四
条
　
法
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
第
一

号
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
の
高
圧

ガ
ス
製
造
事
業
届
書
に
製
造
施
設
等
明
細
書
を
添
え

て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
事
業
の
譲
渡

（
そ
の
事
業
の
全
部
を
譲
り
渡
す
も
の
を
除
く
。
）
、
遺

贈
又
は
分
割
（
そ
の
事
業
の
全
部
を
承
継
さ
せ
る
も
の

を
除
く
。
）
に
よ
り
引
き
続
き
高
圧
ガ
ス
の
製
造
の
事

業
を
行
う
者
が
新
た
に
届
け
出
る
と
き
は
、
製
造
施
設

等
明
細
書
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
製
造
施
設
等
明
細
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
製
造
の
目
的

二
　
処
理
設
備
の
処
理
能
力

三
　
処
理
設
備
の
性
能

四
　
法
第
十
二
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る

技
術
上
の
基
準
及
び
同
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
事
項

五
　
移
設
等
に
係
る
高
圧
ガ
ス
設
備
に
あ
つ
て
は
、
当

該
高
圧
ガ
ス
設
備
の
使
用
の
経
歴
及
び
保
管
状
態
の

記
録

（
第
一
種
製
造
者
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
五
条
　
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る

技
術
上
の
基
準
及
び
同
条
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
条
か
ら
第
九
条
ま
で
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
第
一
種
製
造
設
備
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
六
条
　
製
造
設
備
が
第
一
種
製
造
設
備
で
あ
る
製
造
施

設
に
お
け
る
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。
た
だ
し
、
製
造
設
備
の
冷
却
の
用
に
供
す
る
冷

凍
設
備
に
あ
つ
て
は
、
冷
凍
保
安
規
則
に
規
定
す
る
技

術
上
の
基
準
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
事
業
所
の
境
界
線
を
明
示
し
、
か
つ
、
当
該
事
業

所
の
外
部
か
ら
見
や
す
い
よ
う
に
警
戒
標
を
掲
げ
る

こ
と
。

二
　
製
造
施
設
は
、
貯
蔵
設
備
及
び
処
理
設
備
で
あ
つ

て
次
の
表
に
掲
げ
る
も
の
（
低
温
貯
槽
を
除
く
。
）

3



以
外
の
貯
蔵
設
備
及
び
処
理
設
備
（
貯
蔵
設
備
内
に

お
け
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
外
面
か
ら
、
第
一
種
保
安
物
件
に
対
し
第

一
種
設
備
距
離
以
上
、
第
二
種
保
安
物
件
に
対
し
第

二
種
設
備
距
離
以
上
の
距
離
を
有
す
る
こ
と
。
た
だ

し
、
経
済
産
業
大
臣
が
こ
れ
と
同
等
の
安
全
性
を
有

す
る
も
の
と
認
め
た
措
置
を
講
じ
て
い
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

貯
蔵
設
備
又

は
処
理
設

備
の
区
分

貯
蔵
設
備
又

は

処

理

設

備

の

外

面

か

ら

最

も

近

い

第

一

種

保

安

物

件

ま

で

の

距
離

貯
蔵
設
備
又

は

処

理

設

備

の

外

面

か

ら

最

も

近

い

第

二

種

保

安

物

件

ま

で

の

距
離

貯
蔵
設
備

　

　

（
イ
）

Ｌ２
以
上

Ｌ６
以

上

　
Ｌ５

未
満

（
ロ
）

Ｌ３
以

上

　
Ｌ２

未
満

Ｌ６
以
上

（
ハ
）

Ｌ１
以
上

Ｌ５
以

上

　
Ｌ４

未
満

（
ニ
）

Ｌ２
以

上

　
Ｌ１

未
満

Ｌ５
以
上

処
理
設
備

　

　

（
イ
）

Ｌ１
以
上

Ｌ５
以

上

　
Ｌ４

未
満

（
ロ
）

Ｌ２
以

上

　
Ｌ１

未
満

Ｌ５
以
上

備
考
　
Ｌ１
、
Ｌ２
、
Ｌ３
、
Ｌ４
、
Ｌ５
及
び
Ｌ６
は
、
そ
れ

ぞ
れ
第
二
条
第
一
項
第
十
六
号
に
規
定
す
る

Ｌ１
、
Ｌ２
、
Ｌ３
、
Ｌ４
、
Ｌ５
及
び
Ｌ６
を
表
す
も
の
と

す
る
。

三
　
前
号
の
表
に
掲
げ
る
貯
蔵
設
備
（
イ
）
及
び

（
ロ
）
（
低
温
貯
槽
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
当
該
貯

蔵
設
備
を
地
盤
面
下
に
埋
設
し
、
か
つ
、
次
の
イ
に

掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
、
同
号
の
表
に
掲
げ
る
貯
蔵

設
備
（
ハ
）
及
び
（
ニ
）
（
低
温
貯
槽
を
除
く
。
）
並

び
に
処
理
設
備
に
あ
つ
て
は
当
該
貯
蔵
設
備
若
し
く

は
処
理
設
備
を
地
盤
面
下
に
埋
設
し
、
か
つ
、
次
の

ロ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
、
又
は
次
の
ロ
及
び
ハ

に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
貯
蔵
設
備
に
は
、
第
一
種
設
備
距
離
内
に
あ
る

第
一
種
保
安
物
件
又
は
第
二
種
設
備
距
離
内
に
あ

る
第
二
種
保
安
物
件
に
対
し
厚
さ
十
二
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
以
上
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
又
は
こ

れ
と
同
等
以
上
の
強
度
を
有
す
る
構
造
の
障
壁
を

設
け
る
こ
と
。

ロ
　
貯
蔵
設
備
又
は
処
理
設
備
に
は
、
第
一
種
設
備

距
離
内
に
あ
る
第
一
種
保
安
物
件
又
は
第
二
種
設

備
距
離
内
に
あ
る
第
二
種
保
安
物
件
に
対
し
厚
さ

十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
強
度
を
有
す
る

構
造
の
障
壁
を
設
け
る
こ
と
。

ハ
　
貯
蔵
設
備
又
は
処
理
設
備
に
は
、
防
火
上
及
び

消
火
上
有
効
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

四
　
第
一
種
保
安
物
件
又
は
第
二
種
保
安
物
件
が
密
集

し
、
特
に
公
共
の
安
全
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
地

域
で
あ
つ
て
、
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
に

お
い
て
は
、
貯
槽
を
地
盤
面
下
に
埋
設
す
る
こ
と
。

五
　
地
盤
面
下
に
埋
設
す
る
貯
槽
は
、
次
に
掲
げ
る
基

準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
貯
槽
は
、
地
盤
面
上
の
重
量
物
の
荷
重
に
耐
え

る
こ
と
が
で
き
る
十
分
な
強
度
を
有
し
、
防
水
措

置
を
講
じ
た
室
（
以
下
「
貯
槽
室
」
と
い
う
。
）

に
設
置
し
、
か
つ
、
当
該
貯
槽
室
内
に
漏
え
い
し

た
ガ
ス
の
滞
留
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。
た
だ
し
、
腐
食
を
防
止
す
る
措
置
を
講

じ
た
貯
槽
を
地
盤
に
固
定
し
、
か
つ
、
地
盤
面
上

の
重
量
物
の
荷
重
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
措
置

を
講
じ
た
場
合
は
、
当
該
貯
槽
を
貯
槽
室
に
設
置

し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

ロ
　
第
三
号
又
は
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
貯
槽
を
地

盤
面
下
に
埋
設
す
る
と
き
は
、
貯
槽
の
頂
部
は
、

〇
・
六
メ
ー
ト
ル
以
上
地
盤
面
か
ら
下
に
あ
る
こ

と
。

ハ
　
貯
槽
を
二
以
上
隣
接
し
て
設
置
す
る
場
合
は
、

そ
の
相
互
間
に
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
間
隔
を
保
つ

こ
と
。

六
　
貯
槽
を
そ
の
一
部
が
地
盤
面
下
に
あ
る
よ
う
に
設

置
す
る
場
合
は
、
当
該
地
盤
面
下
の
部
分
の
貯
槽
に

は
、
地
盤
面
下
に
あ
る
部
分
の
腐
食
を
防
止
す
る
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

七
　
製
造
設
備
（
液
化
石
油
ガ
ス
が
通
る
部
分
に
限

る
。
）
は
、
そ
の
外
面
か
ら
火
気
（
当
該
製
造
設
備

内
の
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
取
り
扱
う
施
設
に
対
し
八
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離

を
有
し
、
又
は
当
該
製
造
設
備
か
ら
漏
え
い
し
た
液

化
石
油
ガ
ス
が
当
該
火
気
を
取
り
扱
う
施
設
に
流
動

す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
（
以
下
第
十
九

条
第
一
号
ロ
、
第
五
十
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第

二
項
第
一
号
並
び
に
第
五
十
八
条
第
七
号
に
お
い
て

「
流
動
防
止
措
置
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
液
化
石
油

ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
に
連
動
装
置
に
よ
り
直
ち

に
使
用
中
の
火
気
を
消
す
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

八
　
貯
槽
（
貯
蔵
能
力
が
三
百
立
方
メ
ー
ト
ル
又
は
三

千
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
そ
の
外
面
か
ら
他
の
貯
槽

又
は
酸
素
の
貯
槽
に
対
し
、
一
メ
ー
ト
ル
又
は
当
該

貯
槽
及
び
他
の
貯
槽
若
し
く
は
当
該
酸
素
の
貯
槽
の

最
大
直
径
の
和
の
四
分
の
一
の
長
さ
の
い
ず
れ
か
大

な
る
も
の
に
等
し
い
距
離
以
上
の
距
離
を
有
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
防
火
上
及
び
消
火
上
有
効
な
措
置
を

講
じ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

九
　
貯
槽
に
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
貯
槽
で
あ
る
こ
と

が
容
易
に
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

十
　
貯
槽
（
貯
蔵
能
力
が
千
ト
ン
以
上
の
も
の
に
限

る
。
）
の
周
囲
に
は
、
液
状
の
液
化
石
油
ガ
ス
が
漏

え
い
し
た
場
合
に
そ
の
流
出
を
防
止
す
る
た
め
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
一
　
前
号
に
規
定
す
る
措
置
の
う
ち
、
防
液
堤
を
設

置
す
る
場
合
は
、
そ
の
内
側
及
び
そ
の
外
面
か
ら
十

メ
ー
ト
ル
以
内
に
は
、
当
該
貯
槽
の
付
属
設
備
そ
の

他
の
設
備
又
は
施
設
で
あ
つ
て
経
済
産
業
大
臣
が
定

め
る
も
の
以
外
の
も
の
を
設
け
な
い
こ
と
。
た
だ

し
、
配
管
（
当
該
貯
槽
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
で

あ
つ
て
、
経
済
産
業
大
臣
が
こ
れ
と
同
等
の
安
全
性

を
有
す
る
も
の
と
認
め
た
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

十
二
　
製
造
設
備
を
設
置
す
る
室
は
、
液
化
石
油
ガ
ス

が
漏
え
い
し
た
と
き
滞
留
し
な
い
よ
う
な
構
造
と
す

る
こ
と
。

十
三
　
ガ
ス
設
備
（
高
圧
ガ
ス
設
備
を
除
く
。
）
は
、

気
密
な
構
造
と
す
る
こ
と
。

十
四
　
ガ
ス
設
備
に
使
用
す
る
材
料
は
、
液
化
石
油
ガ

ス
の
性
状
、
温
度
、
圧
力
等
に
応
じ
、
当
該
設
備
の

材
料
に
及
ぼ
す
化
学
的
影
響
及
び
物
理
的
影
響
に
対

し
、
安
全
な
化
学
的
成
分
及
び
機
械
的
性
質
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
五
　
高
圧
ガ
ス
設
備
（
配
管
、
ポ
ン
プ
、
圧
縮
機
及

び
こ
の
号
に
規
定
す
る
基
礎
を
有
す
る
構
造
物
上
に

設
置
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
基
礎
は
、
不
同
沈

下
等
に
よ
り
当
該
高
圧
ガ
ス
設
備
に
有
害
な
ひ
ず
み

が
生
じ
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
貯
槽
（
貯
蔵
能
力
が
百
立
方
メ
ー
ト
ル

又
は
一
ト
ン
以
上
の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
及

び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
支
柱
（
支
柱
の
な
い

貯
槽
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
底
部
）
は
、
同
一
の
基
礎

に
緊
結
す
る
こ
と
。

十
六
　
貯
槽
は
、
そ
の
沈
下
状
況
を
測
定
す
る
た
め
の

措
置
を
講
じ
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
そ
の
沈
下
状
況
を
測
定
す
る
こ
と
。
こ
の
測

定
の
結
果
、
沈
下
し
て
い
た
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ

の
沈
下
の
程
度
に
応
じ
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

十
七
　
高
圧
ガ
ス
設
備
（
容
器
及
び
経
済
産
業
大
臣
が

定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
常
用
の
圧
力
の
一
・

五
倍
以
上
（
特
定
設
備
検
査
規
則
（
昭
和
五
十
一
年

通
商
産
業
省
令
第
四
号
）
第
二
条
第
十
七
号
に
規
定

す
る
第
二
種
特
定
設
備
（
以
下
単
に
「
第
二
種
特
定

設
備
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
常
用
の
圧
力
の

一
・
三
倍
以
上
）
の
圧
力
で
水
そ
の
他
の
安
全
な
液

体
を
使
用
し
て
行
う
耐
圧
試
験
（
液
体
を
使
用
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
常
用

の
圧
力
の
一
・
二
五
倍
以
上
（
第
二
種
特
定
設
備
に

あ
つ
て
は
、
常
用
の
圧
力
の
一
・
一
倍
以
上
）
の
圧

力
で
空
気
、
窒
素
等
の
気
体
を
使
用
し
て
行
う
耐
圧

試
験
）
又
は
経
済
産
業
大
臣
が
こ
れ
ら
と
同
等
以
上

の
も
の
と
認
め
る
試
験
（
試
験
方
法
、
試
験
設
備
、

試
験
員
等
の
状
況
に
よ
り
試
験
を
行
う
こ
と
が
適
切

で
あ
る
と
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
る
者
の
行
う
も
の

に
限
る
。
）
に
合
格
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ

し
、
特
定
設
備
検
査
規
則
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る

耐
圧
試
験
の
う
ち
の
一
に
合
格
し
た
特
定
設
備
又
は

特
定
設
備
検
査
規
則
第
五
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き

経
済
産
業
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
行
つ
た
耐
圧
試
験

に
合
格
し
た
特
定
設
備
で
あ
つ
て
、
使
用
開
始
前
の

も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

十
八
　
高
圧
ガ
ス
設
備
（
容
器
及
び
経
済
産
業
大
臣
が

定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
常
用
の
圧
力
以
上
の

圧
力
で
行
う
気
密
試
験
又
は
経
済
産
業
大
臣
が
こ
れ

ら
と
同
等
以
上
の
も
の
と
認
め
る
試
験
（
試
験
方

法
、
試
験
設
備
、
試
験
員
等
の
状
況
に
よ
り
試
験
を

行
う
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
経
済
産
業
大
臣
が
認
め

る
者
の
行
う
も
の
に
限
る
。
）
に
合
格
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
特
定
設
備
検
査
規
則
第
三
十

五
条
に
規
定
す
る
気
密
試
験
に
合
格
し
た
特
定
設
備

又
は
特
定
設
備
検
査
規
則
第
五
十
一
条
の
規
定
に
基

づ
き
経
済
産
業
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
行
つ
た
気
密

試
験
に
合
格
し
た
特
定
設
備
で
あ
つ
て
、
使
用
開
始

前
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

4



十
九
　
高
圧
ガ
ス
設
備
（
容
器
を
除
く
。
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
常
用
の
圧
力
又
は
常
用
の

温
度
に
お
い
て
発
生
す
る
最
大
の
応
力
に
対
し
、
当

該
設
備
の
形
状
、
寸
法
、
常
用
の
圧
力
若
し
く
は
常

用
の
温
度
に
お
け
る
材
料
の
許
容
応
力
、
溶
接
継
手

の
効
率
等
に
応
じ
十
分
な
強
度
を
有
す
る
も
の
で
あ

り
、
又
は
特
定
設
備
検
査
規
則
第
十
二
条
及
び
第
五

十
一
条
の
規
定
に
基
づ
く
強
度
を
有
し
、
若
し
く
は

高
圧
ガ
ス
設
備
の
製
造
技
術
、
検
査
技
術
等
の
状
況

に
よ
り
製
造
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
経
済
産
業

大
臣
が
認
め
る
者
の
製
造
し
た
常
用
の
圧
力
等
に
応

ず
る
十
分
な
強
度
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
十
　
貯
槽
（
貯
蔵
能
力
が
三
ト
ン
以
上
の
も
の
に
限

る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
配
管

（
高
圧
ガ
ス
設
備
に
係
る
地
盤
面
上
の
配
管
（
外
径

四
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
で

あ
つ
て
、
地
震
防
災
遮
断
弁
（
地
震
時
及
び
地
震
後

の
地
震
災
害
の
発
生
並
び
に
拡
大
を
防
止
す
る
た
め

の
遮
断
機
能
を
有
す
る
弁
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に

お
い
て
同
じ
。
）
で
区
切
ら
れ
た
間
の
内
容
積
が
三

立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
又
は
貯
槽
か
ら
地
震
防

災
遮
断
弁
ま
で
の
間
の
も
の
を
い
う
。
）
並
び
に
そ

の
支
持
構
造
物
及
び
基
礎
（
以
下
「
耐
震
設
計
構
造

物
」
と
い
う
。
）
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
耐

震
に
関
す
る
性
能
を
有
す
る
こ
と
。

二
十
一
　
高
圧
ガ
ス
設
備
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
圧
力
計
を
設
け
、
か
つ
、
当

該
設
備
内
の
圧
力
が
許
容
圧
力
を
超
え
た
場
合
に
直

ち
に
そ
の
圧
力
を
許
容
圧
力
以
下
に
戻
す
こ
と
が
で

き
る
安
全
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

二
十
二
　
前
号
の
規
定
に
よ
り
設
け
た
安
全
装
置
の
う

ち
安
全
弁
又
は
破
裂
板
に
は
、
放
出
管
を
設
け
る
こ

と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
放
出
管
の
開
口
部
の
位

置
は
、
周
囲
に
着
火
源
等
の
な
い
適
切
な
位
置
で
あ

る
こ
と
。

二
十
三
　
低
温
貯
槽
に
は
、
当
該
貯
槽
の
内
部
の
圧
力

が
外
部
の
圧
力
よ
り
低
下
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
貯

槽
が
破
壊
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

二
十
四
　
貯
槽
に
は
、
液
面
計
（
丸
形
ガ
ラ
ス
管
液
面

計
を
除
く
。
）
を
設
け
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
ガ
ラ
ス
液
面
計
を
使
用
す
る
と
き
は
、
当
該
ガ

ラ
ス
液
面
計
に
は
そ
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
措

置
を
講
じ
、
貯
槽
と
ガ
ラ
ス
液
面
計
と
を
接
続
す
る

配
管
に
は
、
当
該
ガ
ラ
ス
液
面
計
の
破
損
に
よ
る
液

化
石
油
ガ
ス
の
漏
え
い
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

二
十
五
　
貯
槽
（
加
圧
蒸
発
器
付
き
低
温
貯
槽
で
あ
つ

て
、
当
該
貯
槽
に
係
る
配
管
の
当
該
貯
槽
の
直
近
の

部
分
に
バ
ル
ブ
を
設
置
し
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）

に
取
り
付
け
た
配
管
（
液
化
石
油
ガ
ス
を
送
り
出

し
、
又
は
受
け
入
れ
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
も
の
に

限
り
、
か
つ
、
貯
槽
と
配
管
と
の
接
続
部
を
含
む
。
）

に
は
、
当
該
貯
槽
の
直
近
に
バ
ル
ブ
（
使
用
時
以
外

は
閉
鎖
し
て
お
く
こ
と
。
）
を
設
け
る
ほ
か
、
一
以

上
の
バ
ル
ブ
（
次
号
の
規
定
に
よ
り
講
ず
る
措
置
に

係
る
バ
ル
ブ
を
除
く
。
）
を
設
け
る
こ
と
。

二
十
六
　
貯
槽
（
内
容
積
が
五
千
リ
ッ
ト
ル
未
満
の
も

の
を
除
く
。
）
に
取
り
付
け
た
配
管
（
液
状
の
液
化

石
油
ガ
ス
を
送
り
出
し
、
又
は
受
け
入
れ
る
た
め
に

用
い
ら
れ
る
も
の
に
限
り
、
か
つ
、
貯
槽
と
配
管
と

の
接
続
部
を
含
む
。
）
に
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
が
漏

え
い
し
た
と
き
に
安
全
に
、
か
つ
、
速
や
か
に
遮
断

す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二
十
七
　
高
圧
ガ
ス
設
備
に
係
る
電
気
設
備
は
、
液
化

石
油
ガ
ス
に
対
し
、
そ
の
設
置
場
所
に
応
じ
た
防
爆

性
能
を
有
す
る
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
十
八
　
地
盤
面
上
に
設
置
す
る
貯
槽
及
び
そ
の
支
柱

に
は
、
十
分
な
耐
熱
性
を
有
す
る
た
め
の
措
置
又
は

当
該
貯
槽
及
び
そ
の
支
柱
を
有
効
に
冷
却
す
る
た
め

の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二
十
九
　
製
造
施
設
に
は
、
当
該
施
設
か
ら
漏
え
い
す

る
液
化
石
油
ガ
ス
が
滞
留
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所

に
、
当
該
液
化
石
油
ガ
ス
の
漏
え
い
を
検
知
し
、
か

つ
、
警
報
す
る
た
め
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

三
十
　
製
造
設
備
に
は
、
当
該
製
造
設
備
に
生
ず
る
静

電
気
を
除
去
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
十
一
　
製
造
施
設
に
は
、
そ
の
規
模
に
応
じ
て
、
適

切
な
防
消
火
設
備
を
適
切
な
箇
所
に
設
け
る
こ
と
。

三
十
二
　
製
造
施
設
の
保
安
の
確
保
に
必
要
な
設
備
で

あ
つ
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
設
置
す
る

製
造
施
設
に
は
、
停
電
等
に
よ
り
当
該
設
備
の
機
能

が
失
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

三
十
三
　
事
業
所
に
は
、
事
業
所
の
規
模
及
び
製
造
施

設
の
態
様
に
応
じ
、
事
業
所
内
で
緊
急
時
に
必
要
な

通
報
を
速
や
か
に
行
う
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

三
十
四
　
製
造
設
備
に
設
け
た
バ
ル
ブ
又
は
コ
ッ
ク

（
操
作
ボ
タ
ン
等
に
よ
り
当
該
バ
ル
ブ
又
は
コ
ッ
ク

を
開
閉
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
操
作
ボ
タ
ン

等
。
以
下
同
じ
。
）
に
は
、
作
業
員
が
当
該
バ
ル
ブ

又
は
コ
ッ
ク
を
適
切
に
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
十
五
　
容
器
置
場
並
び
に
充
塡
容
器
及
び
残
ガ
ス
容

器
（
以
下
「
充
塡
容
器
等
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に

掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
容
器
置
場
は
、
明
示
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
外
部

か
ら
見
や
す
い
よ
う
に
警
戒
標
を
掲
げ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
。

ロ
　
容
器
置
場
は
、
二
階
建
以
下
と
す
る
。

ハ
　
容
器
置
場
（
貯
蔵
設
備
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）

で
あ
つ
て
、
次
の
表
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

は
、
そ
の
外
面
か
ら
、
第
一
種
保
安
物
件
に
対
し

第
一
種
置
場
距
離
以
上
の
距
離
を
、
第
二
種
保
安

物
件
に
対
し
第
二
種
置
場
距
離
以
上
の
距
離
を
有

す
る
こ
と
。

容
器
置
場
の

区
分

容
器
置
場
の

外

面

か

ら

最

も

近

い

第

一

種

保

安

物

件

ま

で
の
距
離

容
器
置
場
の

外

面

か

ら

最

も

近

い

第

二

種

保

安

物

件

ま

で
の
距
離

容
器
置
場

　

　

（
イ
）

ｌ１

ｌ４
以

上

　
ｌ２

未
満

（
ロ
）

ｌ３
以

上

　
ｌ１

未
満

ｌ４
以
上

備
考
　
ｌ１
、
ｌ２
、
ｌ３
及
び
ｌ４
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
二

条
第
一
項
第
十
八
号
に
規
定
す
る
ｌ１
、
ｌ２
、
ｌ３

及
び
ｌ４
を
表
す
も
の
と
す
る
。

ニ
　
ハ
の
表
に
掲
げ
る
容
器
置
場
に
は
、
第
一
種
置

場
距
離
内
に
あ
る
第
一
種
保
安
物
件
又
は
第
二
種

置
場
距
離
内
に
あ
る
第
二
種
保
安
物
件
に
対
し
厚

さ
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
り
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
強
度
を
有
す

る
構
造
の
障
壁
を
設
け
る
こ
と
。

ホ
　
充
塡
容
器
等
（
車
両
に
固
定
し
た
容
器
で
あ
つ

て
配
管
に
よ
り
接
続
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
除

く
。
）
に
係
る
容
器
置
場
（
断
熱
材
で
被
覆
し
て

あ
る
充
塡
容
器
等
の
み
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

に
は
、
直
射
日
光
を
遮
る
た
め
の
措
置
（
液
化
石

油
ガ
ス
が
漏
え
い
し
、
爆
発
し
た
と
き
に
発
生
す

る
爆
風
が
上
方
向
に
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
妨
げ
な

い
も
の
に
限
る
。
）
を
講
ず
る
こ
と
。

ヘ
　
容
器
置
場
は
、
当
該
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き

滞
留
し
な
い
よ
う
な
構
造
と
す
る
こ
と
。

ト
　
二
階
建
の
容
器
置
場
は
、
ニ
、
ホ
及
び
ヘ
に
掲

げ
る
も
の
の
ほ
か
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
構

造
と
す
る
こ
と
。

チ
　
容
器
置
場
に
は
、
そ
の
規
模
に
応
じ
、
適
切
な

消
火
設
備
を
適
切
な
箇
所
に
設
け
る
こ
と
。

三
十
六
　
導
管
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
導
管
は
、
地
崩
れ
、
山
崩
れ
、
地
盤
の
不
同
沈

下
等
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
そ
の
他
経
済
産
業
大

臣
が
定
め
る
場
所
又
は
建
物
の
内
部
若
し
く
は
基

礎
面
下
に
設
置
し
な
い
こ
と
。

ロ
　
導
管
を
地
盤
面
上
に
設
置
す
る
と
き
は
、
地
盤

面
か
ら
離
し
て
設
置
し
、
か
つ
、
そ
の
見
や
す
い

箇
所
に
液
化
石
油
ガ
ス
の
導
管
で
あ
る
旨
、
導
管

に
異
常
を
認
め
た
と
き
の
連
絡
先
そ
の
他
必
要
な

事
項
を
明
瞭
に
記
載
し
た
危
険
標
識
を
設
け
る
こ

と
。

ハ
　
導
管
を
地
盤
面
下
に
埋
設
す
る
と
き
は
、
〇
・

六
メ
ー
ト
ル
以
上
地
盤
面
か
ら
下
に
埋
設
し
、
か

つ
、
適
当
な
場
所
に
埋
設
位
置
を
示
す
標
識
を
設

け
る
こ
と
。

ニ
　
導
管
を
水
中
に
設
置
す
る
と
き
は
、
船
、
波
等

の
影
響
を
受
け
な
い
よ
う
な
深
さ
に
設
け
る
こ

と
。

ホ
　
導
管
は
、
常
用
の
圧
力
の
一
・
五
倍
以
上
の
圧

力
で
水
そ
の
他
の
安
全
な
液
体
を
使
用
し
て
行
う

耐
圧
試
験
（
液
体
を
使
用
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
常
用
の
圧
力
の
一
・

二
五
倍
以
上
の
圧
力
で
空
気
、
窒
素
等
の
気
体
を

使
用
し
て
行
う
耐
圧
試
験
）
及
び
常
用
の
圧
力
以

上
の
圧
力
で
行
う
気
密
試
験
又
は
経
済
産
業
大
臣

が
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
も
の
と
認
め
る
試
験

（
試
験
方
法
、
試
験
設
備
、
試
験
員
等
の
状
況
に

よ
り
試
験
を
行
う
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
経
済
産

業
大
臣
が
認
め
る
者
の
行
う
も
の
に
限
る
。
）
に

合
格
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ヘ
　
導
管
は
、
常
用
の
圧
力
又
は
常
用
の
温
度
に
お

い
て
発
生
す
る
最
大
の
応
力
に
対
し
、
当
該
導
管

の
形
状
、
寸
法
、
常
用
の
圧
力
、
常
用
の
温
度
に

お
け
る
材
料
の
許
容
応
力
、
溶
接
継
手
の
効
率
等

に
応
じ
、
十
分
な
強
度
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、

又
は
導
管
の
製
造
技
術
、
検
査
技
術
等
の
状
況
に

よ
り
製
造
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
経
済
産
業

大
臣
の
認
め
る
者
の
製
造
し
た
常
用
の
圧
力
等
に

応
ず
る
十
分
な
強
度
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

ト
　
導
管
に
は
、
腐
食
を
防
止
す
る
措
置
及
び
応
力

を
吸
収
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

チ
　
導
管
に
は
、
常
用
の
温
度
を
超
え
な
い
よ
う
な

措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
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リ
　
導
管
に
は
、
当
該
導
管
内
の
圧
力
が
常
用
の
圧

力
を
超
え
た
場
合
に
直
ち
に
常
用
の
圧
力
以
下
に

戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

ヌ
　
事
業
所
を
連
絡
す
る
導
管
に
は
、
緊
急
時
に
必

要
な
通
報
を
速
や
か
に
行
う
た
め
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。

２
　
製
造
設
備
が
第
一
種
製
造
設
備
で
あ
る
製
造
施
設
に

お
け
る
法
第
八
条
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る

技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
製
造
は
、
そ
の
発
生
、
加
圧
、

減
圧
又
は
充
塡
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ

る
こ
と
に
よ
り
保
安
上
支
障
の
な
い
状
態
で
行
う
こ

と
。

イ
　
安
全
弁
又
は
逃
し
弁
に
付
帯
し
て
設
け
た
止
め

弁
は
、
常
に
全
開
し
て
お
く
こ
と
。
た
だ
し
、
安

全
弁
又
は
逃
し
弁
の
修
理
又
は
清
掃
の
た
め
特
に

必
要
な
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ロ
　
貯
槽
に
液
化
石
油
ガ
ス
を
充
塡
す
る
と
き
は
、

液
化
石
油
ガ
ス
の
容
量
が
当
該
貯
槽
の
常
用
の
温

度
に
お
い
て
そ
の
内
容
積
の
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
を

超
え
な
い
よ
う
に
充
塡
す
る
こ
と
。

ハ
　
車
両
に
固
定
し
た
容
器
（
内
容
積
が
四
千
リ
ッ

ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
に
液
化
石
油
ガ
ス

を
送
り
出
し
、
又
は
当
該
容
器
か
ら
受
け
入
れ
る

と
き
は
、
車
止
め
を
設
け
る
こ
と
等
に
よ
り
当
該

車
両
を
固
定
す
る
こ
と
。

ニ
　
液
化
石
油
ガ
ス
を
容
器
に
送
り
出
し
、
又
は
容

器
か
ら
受
け
入
れ
る
製
造
設
備
の
配
管
と
当
該
容

器
の
配
管
と
の
接
続
部
分
に
お
い
て
液
化
石
油
ガ

ス
が
漏
え
い
す
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
を
確
認

し
、
か
つ
、
送
り
出
し
、
又
は
受
け
入
れ
た
後

は
、
こ
れ
ら
の
配
管
内
の
液
化
石
油
ガ
ス
を
危
害

の
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
少
量
ず
つ
放
出

し
た
後
に
こ
れ
ら
の
配
管
を
取
り
は
ず
す
こ
と
。

ホ
　
液
化
石
油
ガ
ス
を
容
器
に
充
塡
す
る
た
め
充
塡

容
器
等
、
バ
ル
ブ
又
は
充
塡
用
枝
管
を
加
熱
す
る

と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り

行
う
こ
と
。

（イ）
　
熱
湿
布
を
使
用
す
る
こ
と
。

（ロ）
　
温
度
四
十
度
以
下
の
温
湯
そ
の
他
の
液
体

（
可
燃
性
の
も
の
及
び
充
塡
容
器
等
、
バ
ル
ブ

又
は
充
塡
用
枝
管
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
の
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
使
用
す
る
こ

と
。

（ハ）
　
液
化
石
油
ガ
ス
に
対
し
、
設
置
場
所
に
応
じ

た
防
爆
性
能
を
有
す
る
構
造
の
空
気
調
和
設
備

（
空
気
の
温
度
を
四
十
度
以
下
に
調
節
す
る
自

動
制
御
装
置
を
設
け
た
も
の
で
あ
つ
て
、
火
気

で
直
接
空
気
を
加
熱
す
る
構
造
の
も
の
及
び
可

燃
性
ガ
ス
を
冷
媒
と
す
る
も
の
以
外
の
も
の
に

限
る
。
）
を
使
用
す
る
こ
と
。

ヘ
　
容
器
保
安
規
則
第
二
条
第
十
一
号
に
規
定
す
る

一
般
複
合
容
器
（
以
下
単
に
「
一
般
複
合
容
器
」

と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
当
該
容
器
の
刻
印
等
（
法

第
四
十
五
条
並
び
に
第
四
十
九
条
の
二
十
五
第
一

項
及
び
第
二
項
（
法
第
四
十
九
条
の
三
十
三
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
で
定
め

る
刻
印
等
に
限
る
。
第
九
条
第
二
項
第
一
号
ヌ
、

第
十
三
条
第
二
項
第
五
号
、
第
十
九
条
第
二
号

ハ
、
第
四
十
八
条
第
一
号
の
二
及
び
第
四
十
九
条

第
一
号
の
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
示
さ
れ
た
年

月
か
ら
十
五
年
を
経
過
し
た
も
の
に
は
、
液
化
石

油
ガ
ス
を
充
塡
し
な
い
こ
と
。

二
　
充
塡
す
る
と
き
は
、
エ
ア
ゾ
ー
ル
又
は
ガ
ス
ラ
イ

タ
ー
ガ
ス
の
製
造
用
そ
の
他
工
業
用
に
使
用
さ
れ
る

液
化
石
油
ガ
ス
に
あ
つ
て
は
「
工
業
用
無
臭
」
の
文

字
を
朱
書
し
た
標
紙
を
貼
り
、
又
は
そ
の
文
字
を
表

示
し
た
容
器
に
充
塡
し
、
そ
の
他
の
液
化
石
油
ガ
ス

に
あ
つ
て
は
空
気
中
の
混
入
比
率
が
容
量
で
千
分
の

一
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
感
知
で
き
る
よ
う
な
に
お

い
が
す
る
も
の
を
容
器
に
充
塡
す
る
こ
と
。

三
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
、
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
ガ
ス
又
は
液
化
石

油
ガ
ス
こ
ん
ろ
（
カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
に
限
る
。
）
用

燃
料
ガ
ス
（
以
下
本
号
に
お
い
て
「
エ
ア
ゾ
ー
ル

等
」
と
い
う
。
）
の
製
造
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に

よ
り
す
る
こ
と
。

イ
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
等
の
製
造
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準

に
適
合
す
る
容
器
に
よ
り
行
う
こ
と
。

（イ）
　
内
容
積
が
百
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
容
器
は
、
そ
の
材
料
に
鋼
又
は
軽
金
属
を
使

用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（ロ）
　
金
属
製
の
容
器
に
あ
つ
て
は
、
内
容
物
に
よ

る
腐
食
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
も

の
で
あ
り
、
ガ
ラ
ス
製
の
容
器
に
あ
つ
て
は
、

合
成
樹
脂
等
に
よ
り
そ
の
内
面
又
は
外
面
を
被

覆
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（ハ）
　
温
度
五
十
度
に
お
け
る
容
器
内
の
圧
力
の

一
・
五
倍
の
圧
力
で
変
形
せ
ず
、
か
つ
、
温
度

五
十
度
に
お
け
る
容
器
内
の
圧
力
の
一
・
八
倍

の
圧
力
で
破
裂
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た

だ
し
、
圧
力
一
・
三
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
で
変
形
せ

ず
、
か
つ
、
圧
力
一
・
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
で
破

裂
し
な
い
も
の
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

（ニ）
　
内
容
積
が
三
十
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
容
器
は
、
エ
ア
ゾ
ー
ル
等
又
は
そ
の
他
の

用
途
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
。

（ホ）
　
使
用
中
噴
射
剤
が
噴
出
し
な
い
構
造
の
容
器

に
あ
つ
て
は
、
使
用
後
当
該
噴
射
剤
で
あ
る
高

圧
ガ
ス
を
当
該
容
器
か
ら
容
易
に
排
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
等
の
製
造
設
備
の
周
囲
二
メ
ー
ト

ル
以
内
に
は
、
引
火
性
又
は
発
火
性
の
物
を
置
か

な
い
こ
と
。

ハ
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
等
の
製
造
は
、
防
火
上
有
効
な
措

置
を
講
じ
て
行
う
こ
と
。

ニ
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
等
の
製
造
を
行
う
室
に
は
、
作
業

に
必
要
な
物
以
外
の
物
を
置
か
な
い
こ
と
。

ホ
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
等
の
製
造
は
、
温
度
三
十
五
度
に

お
い
て
容
器
の
内
圧
が
〇
・
八
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以

下
に
な
り
、
か
つ
、
エ
ア
ゾ
ー
ル
の
容
量
が
容
器

の
内
容
積
の
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
に
な
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。

ヘ
　
容
器
を
転
倒
し
て
エ
ア
ゾ
ー
ル
等
を
製
造
す
る

と
き
は
、
当
該
容
器
を
固
定
す
る
転
倒
台
を
使
用

す
る
こ
と
。

ト
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
等
の
充
塡
さ
れ
た
容
器
は
、
そ
の

全
数
に
つ
い
て
当
該
エ
ア
ゾ
ー
ル
の
温
度
を
四
十

八
度
に
し
た
と
き
に
、
当
該
エ
ア
ゾ
ー
ル
が
漏
え

い
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

チ
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
等
の
充
塡
さ
れ
た
容
器
（
内
容
積

が
三
十
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
に

限
る
。
）
の
外
面
に
は
、
当
該
エ
ア
ゾ
ー
ル
等
を

製
造
し
た
者
の
名
称
又
は
記
号
、
製
造
番
号
及
び

取
扱
い
に
必
要
な
注
意
（
使
用
中
噴
射
剤
が
噴
出

し
な
い
構
造
の
容
器
に
あ
つ
て
は
、
使
用
後
当
該

噴
射
剤
を
当
該
容
器
か
ら
排
出
す
る
と
き
に
必
要

な
注
意
を
含
む
。
）
を
明
示
す
る
こ
と
。

四
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
製
造
は
、
製
造
設
備
の
使
用
開

始
時
及
び
使
用
終
了
時
に
当
該
製
造
設
備
の
属
す
る

製
造
施
設
の
異
常
の
有
無
を
点
検
す
る
ほ
か
、
一
日

に
一
回
以
上
製
造
設
備
の
態
様
に
応
じ
頻
繁
に
製
造

設
備
の
作
動
状
況
に
つ
い
て
点
検
し
、
異
常
の
あ
る

と
き
は
、
当
該
設
備
の
補
修
そ
の
他
の
危
険
を
防
止

す
る
措
置
を
講
じ
て
す
る
こ
と
。

五
　
ガ
ス
設
備
の
修
理
又
は
清
掃
（
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
「
修
理
等
」
と
い
う
。
）
及
び
そ
の
後
の
製
造

は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
る
こ
と
に
よ
り
保
安
上

支
障
の
な
い
状
態
で
行
う
こ
と
。

イ
　
修
理
等
を
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
修
理

等
の
作
業
計
画
及
び
当
該
作
業
の
責
任
者
を
定

め
、
修
理
等
は
、
当
該
作
業
計
画
に
従
い
、
か

つ
、
当
該
責
任
者
の
監
視
の
下
に
行
う
こ
と
又
は

異
常
が
あ
つ
た
と
き
に
直
ち
に
そ
の
旨
を
当
該
責

任
者
に
通
報
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
行
う
こ

と
。

ロ
　
ガ
ス
設
備
の
修
理
等
を
す
る
と
き
は
、
危
険
を

防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ハ
　
修
理
等
の
た
め
作
業
員
が
ガ
ス
設
備
を
開
放

し
、
又
は
ガ
ス
設
備
内
に
入
る
と
き
は
、
危
険
を

防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ニ
　
ガ
ス
設
備
を
開
放
し
て
修
理
等
を
す
る
と
き

は
、
当
該
ガ
ス
設
備
の
う
ち
開
放
す
る
部
分
に
他

の
部
分
か
ら
ガ
ス
が
漏
え
い
す
る
こ
と
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ホ
　
修
理
等
が
終
了
し
た
と
き
は
、
当
該
ガ
ス
設
備

が
正
常
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
で
な
け

れ
ば
製
造
を
し
な
い
こ
と
。

六
　
製
造
設
備
に
設
け
た
バ
ル
ブ
を
操
作
す
る
場
合

は
、
バ
ル
ブ
の
材
質
、
構
造
及
び
状
態
を
勘
案
し
て

過
大
な
力
を
加
え
な
い
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。

七
　
容
器
置
場
並
び
に
充
塡
容
器
及
び
残
ガ
ス
容
器

（
以
下
「
充
塡
容
器
等
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ

る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
充
塡
容
器
等
は
、
充
塡
容
器
及
び
残
ガ
ス
容
器

に
そ
れ
ぞ
れ
区
分
し
て
容
器
置
場
に
置
く
こ
と
。

ロ
　
容
器
置
場
に
は
、
計
量
器
等
作
業
に
必
要
な
物

以
外
の
物
を
置
か
な
い
こ
と
。

ハ
　
容
器
置
場
の
周
囲
二
メ
ー
ト
ル
以
内
に
お
い
て

は
、
火
気
の
使
用
を
禁
じ
、
か
つ
、
引
火
性
若
し

く
は
発
火
性
の
物
を
置
か
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、

容
器
と
火
気
又
は
引
火
性
若
し
く
は
発
火
性
の
物

の
間
を
有
効
に
遮
る
措
置
を
講
じ
た
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

ニ
　
充
塡
容
器
等
は
、
常
に
温
度
四
十
度
（
容
器
保

安
規
則
第
二
条
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
超

低
温
容
器
又
は
低
温
容
器
に
あ
つ
て
は
、
容
器
内

の
ガ
ス
の
常
用
の
温
度
の
う
ち
最
高
の
も
の
。
以

下
第
四
十
一
条
第
四
号
ハ
、
第
四
十
八
条
第
二

号
、
第
四
十
九
条
第
二
号
及
び
第
五
十
八
条
第
五

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
下
に
保
つ
こ
と
。
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ホ
　
充
塡
容
器
等
（
内
容
積
が
五
リ
ッ
ト
ル
以
下
の

も
の
を
除
く
。
）
に
は
、
転
落
、
転
倒
等
に
よ
る

衝
撃
及
び
バ
ル
ブ
の
損
傷
を
防
止
す
る
措
置
を
講

じ
、
か
つ
、
粗
暴
な
取
扱
い
を
し
な
い
こ
と
。

ヘ
　
容
器
置
場
に
は
、
携
帯
電
灯
以
外
の
灯
火
を
携

え
て
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
。

３
　
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
経
済
産
業
大
臣
の
地

域
の
指
定
が
あ
つ
た
と
き
、
現
に
当
該
地
域
内
に
存
す

る
貯
槽
に
つ
い
て
は
、
当
該
指
定
が
あ
つ
た
日
か
ら
九

月
間
は
、
同
号
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

（
第
二
種
製
造
設
備
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
七
条
　
製
造
設
備
が
第
二
種
製
造
設
備
で
あ
る
製
造
施

設
に
お
け
る
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
前
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第

三
号
ま
で
、
第
七
号
、
第
十
二
号
か
ら
第
十
四
号
ま

で
、
第
十
五
号
（
前
段
に
限
る
。
）
、
第
十
七
号
か
ら
第

十
九
号
ま
で
、
第
二
十
一
号
、
第
二
十
二
号
、
第
二
十

七
号
及
び
第
二
十
九
号
か
ら
第
三
十
五
号
ま
で
の
基
準

と
す
る
。

２
　
製
造
設
備
が
第
二
種
製
造
設
備
で
あ
る
製
造
施
設
に

お
け
る
法
第
八
条
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る

技
術
上
の
基
準
は
、
前
条
第
二
項
の
基
準
と
す
る
。

（
液
化
石
油
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
八
条
　
製
造
設
備
が
液
化
石
油
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
で
あ
る

製
造
施
設
に
お
け
る
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省

令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

一
　
第
六
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
十
五
号
ま
で
の

基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

二
　
デ
イ
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
そ
の
本
体
の
外
面
か
ら
公

道
の
道
路
境
界
線
に
対
し
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離

を
有
す
る
こ
と
。

三
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
に
は
、
充
塡
終
了
時
に
、
液
化

石
油
ガ
ス
を
停
止
す
る
装
置
を
設
け
、
か
つ
、
充
塡

ホ
ー
ス
か
ら
の
漏
え
い
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

四
　
充
塡
を
受
け
る
車
両
は
、
地
盤
面
上
に
設
置
し
た

貯
槽
の
外
面
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
て
停
止
さ

せ
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
た
だ
し
、
貯
槽

と
車
両
と
の
間
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
防
護
措
置
を

講
じ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
製
造
設
備
が
液
化
石
油
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
で
あ
る
製
造

施
設
に
お
け
る
法
第
八
条
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

一
　
第
六
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
七
号

ま
で
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

二
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
充
塡
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に

よ
る
こ
と
に
よ
り
、
充
塡
し
た
後
に
液
化
石
油
ガ
ス

が
漏
え
い
し
、
又
は
爆
発
し
な
い
よ
う
な
措
置
を
講

じ
て
す
る
こ
と
。

イ
　
容
器
と
デ
イ
ス
ペ
ン
サ
ー
と
の
接
続
部
分
を
外

し
て
か
ら
車
両
を
発
車
さ
せ
る
こ
と
。

ロ
　
空
気
中
の
混
入
比
率
が
容
量
で
千
分
の
一
で
あ

る
場
合
に
お
い
て
感
知
で
き
る
よ
う
な
に
お
い
が

す
る
も
の
を
充
塡
す
る
こ
と
。

３
　
第
一
項
第
一
号
で
準
用
す
る
第
六
条
第
一
項
第
四
号

の
規
定
に
よ
る
経
済
産
業
大
臣
の
地
域
の
指
定
が
あ
つ

た
と
き
、
現
に
当
該
地
域
内
に
存
す
る
貯
槽
に
つ
い
て

は
、
当
該
指
定
が
あ
つ
た
日
か
ら
九
月
間
は
、
同
号
の

規
定
は
適
用
し
な
い
。

（
移
動
式
製
造
設
備
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
九
条
　
製
造
設
備
が
移
動
式
製
造
設
備
で
あ
る
製
造
施

設
に
お
け
る
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

一
　
製
造
施
設
は
、
引
火
性
又
は
発
火
性
の
物
を
た
い

積
し
た
場
所
の
付
近
に
な
い
こ
と
。

二
　
製
造
施
設
に
は
、
充
塡
作
業
中
そ
の
外
部
か
ら
見

や
す
い
よ
う
に
警
戒
標
を
掲
げ
る
こ
と
。

三
　
第
六
条
第
一
項
第
十
七
号
か
ら
第
十
九
号
ま
で
の

基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

四
　
製
造
施
設
に
は
、
そ
の
規
模
に
応
じ
て
、
適
切
な

消
火
設
備
を
適
切
な
箇
所
に
設
け
る
こ
と
。

五
　
貯
蔵
設
備
で
あ
る
充
塡
容
器
等
及
び
そ
の
容
器
置

場
は
、
第
六
条
第
一
項
第
三
十
五
号
（
ホ
を
除
く
。
）

の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

２
　
製
造
設
備
が
移
動
式
製
造
設
備
で
あ
る
製
造
施
設
に

お
け
る
法
第
八
条
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る

技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
充
塡
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
に

よ
り
保
安
上
支
障
の
な
い
状
態
で
行
う
こ
と
。

イ
　
車
両
に
固
定
さ
れ
た
容
器
（
当
該
車
両
の
燃
料

の
用
の
み
に
供
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
を
充
塡
す
る

た
め
の
も
の
に
限
る
。
）
に
は
、
充
塡
し
な
い
こ

と
。

ロ
　
充
塡
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
製
造
設
備

の
外
面
か
ら
第
一
種
保
安
物
件
に
対
し
十
五
メ
ー

ト
ル
以
上
、
第
二
種
保
安
物
件
に
対
し
十
メ
ー
ト

ル
以
上
の
距
離
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
移
動
式
製
造
設
備
か
ら
高
圧
ガ
ス
を
受

け
入
れ
る
者
（
以
下
「
受
入
者
」
と
い
う
。
）
が

法
第
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
若
し
く
は
法
第

五
条
第
二
項
の
届
出
を
行
つ
た
と
こ
ろ
に
従
つ
て

設
置
し
た
高
圧
ガ
ス
設
備
又
は
貯
蔵
設
備
に
、
又

は
法
第
十
六
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
若
し
く
は

法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
届
出
を
行
つ
た
と
こ

ろ
に
従
つ
て
設
置
し
た
貯
蔵
設
備
に
、
あ
ら
か
じ

め
明
示
さ
れ
た
停
止
位
置
に
お
い
て
高
圧
ガ
ス
を

充
塡
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
受
入
者
の
設
備
と

同
一
敷
地
内
に
あ
る
当
該
物
件
に
対
し
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

ハ
　
内
容
積
千
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
る
容
器
又
は
貯
槽

に
充
塡
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
充
塡
を
受

け
る
容
器
又
は
貯
槽
に
、
液
面
計
若
し
く
は
過
充

塡
防
止
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
。

ニ
　
内
容
積
千
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
容
器
又
は
貯
槽
に

充
塡
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
充
塡
を
受
け

る
容
器
又
は
貯
槽
に
、
液
面
計
及
び
過
充
塡
防
止

装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ

と
。

ホ
　
貯
槽
に
充
塡
す
る
と
き
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
の

容
量
が
当
該
貯
槽
の
常
用
の
温
度
に
お
い
て
そ
の

内
容
積
の
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
。

ヘ
　
充
塡
す
る
と
き
は
、
移
動
式
製
造
設
備
の
原
動

機
か
ら
の
火
花
の
放
出
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ

て
す
る
こ
と
。

ト
　
液
化
石
油
ガ
ス
を
貯
槽
若
し
く
は
容
器
に
送
り

出
し
、
又
は
貯
槽
若
し
く
は
容
器
か
ら
受
け
入
れ

る
と
き
は
、
製
造
設
備
の
配
管
と
当
該
貯
槽
又
は

容
器
の
配
管
と
の
接
続
部
分
に
お
い
て
液
化
石
油

ガ
ス
が
漏
え
い
す
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
を
確
認

し
、
か
つ
、
充
塡
し
た
後
は
、
こ
れ
ら
の
配
管
内

の
液
化
石
油
ガ
ス
を
危
害
の
生
ず
る
お
そ
れ
が
な

い
よ
う
に
少
量
ず
つ
放
出
し
た
後
に
こ
れ
ら
の
配

管
を
取
り
外
す
こ
と
。

チ
　
充
塡
す
る
と
き
は
、
製
造
設
備
に
生
ず
る
静
電

気
を
除
去
す
る
措
置
を
講
じ
て
す
る
こ
と
。

リ
　
車
両
に
固
定
し
た
容
器
（
内
容
積
が
四
千
リ
ッ

ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
に
液
化
石
油
ガ
ス

を
送
り
出
し
、
又
は
当
該
容
器
か
ら
液
化
石
油
ガ

ス
を
受
け
入
れ
る
と
き
は
、
車
止
め
を
設
け
る
こ

と
等
に
よ
り
当
該
車
両
を
固
定
す
る
こ
と
。

ヌ
　
一
般
複
合
容
器
で
あ
つ
て
当
該
容
器
の
刻
印
等

に
示
さ
れ
た
年
月
か
ら
十
五
年
を
経
過
し
た
も
の

に
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
を
充
塡
し
な
い
こ
と
。

二
　
貯
蔵
設
備
で
あ
る
充
塡
容
器
等
及
び
そ
の
容
器
置

場
は
、
第
六
条
第
二
項
第
七
号
（
二
を
除
く
。
）
の

基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

３
　
製
造
設
備
が
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取

引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第

百
四
十
九
号
。
以
下
「
液
化
石
油
ガ
ス
法
」
と
い
う
。
）

第
三
十
七
条
の
四
第
一
項
の
充
塡
設
備
（
液
化
石
油
ガ

ス
法
施
行
規
則
第
六
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
充
塡

設
備
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
製
造

施
設
に
お
け
る
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四

号
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
液
化
石
油
ガ
ス
法
施

行
規
則
第
六
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
と
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
充
塡
設
備
」
と

あ
る
の
は
「
移
動
式
製
造
設
備
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

４
　
製
造
設
備
が
液
化
石
油
ガ
ス
法
第
三
十
七
条
の
四
第

一
項
の
充
塡
設
備
で
あ
る
製
造
施
設
に
お
け
る
法
第
八

条
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準

は
、
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
液
化
石

油
ガ
ス
法
施
行
規
則
第
七
十
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る

基
準
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
充
塡

設
備
」
と
あ
る
の
は
「
移
動
式
製
造
設
備
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

（
第
一
種
製
造
者
に
係
る
承
継
の
届
出
）

第
十
条
　
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
種
製
造

者
の
地
位
の
承
継
を
届
け
出
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式

第
三
の
第
一
種
製
造
事
業
承
継
届
書
に
相
続
、
合
併
又

は
当
該
第
一
種
製
造
者
の
そ
の
許
可
に
係
る
事
業
所
を

承
継
さ
せ
た
分
割
が
あ
つ
た
事
実
を
証
す
る
書
面
（
相

続
の
場
合
で
あ
つ
て
、
相
続
人
が
二
人
以
上
あ
る
と
き

は
、
承
継
す
べ
き
相
続
人
の
選
定
に
係
る
全
員
の
同
意

書
）
を
添
え
て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道

府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
第
二
種
製
造
者
に
係
る
承
継
の
届
出
）

第
十
条
の
二
　
法
第
十
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第

二
種
製
造
者
の
地
位
の
承
継
を
届
け
出
よ
う
と
す
る
者

は
、
様
式
第
三
の
二
の
第
二
種
製
造
事
業
承
継
届
書
に

事
業
の
全
部
の
譲
渡
し
又
は
相
続
、
合
併
若
し
く
は
そ

の
事
業
の
全
部
を
承
継
さ
せ
た
分
割
が
あ
つ
た
事
実
を

証
す
る
書
面
（
相
続
の
場
合
で
あ
つ
て
、
相
続
人
が
二

人
以
上
あ
る
と
き
は
、
承
継
す
べ
き
相
続
人
の
選
定
に

係
る
全
員
の
同
意
書
）
を
添
え
て
、
事
業
所
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
第
二
種
製
造
者
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
十
一
条
　
法
第
十
二
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
技
術
上
の
基
準
及
び
同
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省

令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
条
及
び
第
十
三
条

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
た
だ
し
、
製
造
設
備
の
冷
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却
の
用
に
供
す
る
冷
凍
設
備
に
あ
つ
て
は
、
冷
凍
保
安

規
則
に
規
定
す
る
技
術
上
の
基
準
に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
十
二
条
　
第
二
種
製
造
者
の
う
ち
処
理
能
力
が
三
十
立

方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
者
に
係
る
法
第
十
二
条
第
一

項
及
び
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の

基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
製
造
設
備
が
第
一
種
製
造
設
備
で
あ
る
製
造
施
設

に
あ
つ
て
は
、
第
六
条
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

二
　
製
造
設
備
が
第
二
種
製
造
設
備
で
あ
る
製
造
施
設

に
あ
つ
て
は
、
第
七
条
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

三
　
製
造
設
備
が
液
化
石
油
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
で
あ
る
製

造
施
設
に
あ
つ
て
は
、
第
八
条
の
基
準
に
適
合
す
る

こ
と
。

四
　
製
造
設
備
が
移
動
式
製
造
設
備
で
あ
る
製
造
施
設

に
あ
つ
て
は
、
第
九
条
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

第
十
三
条
　
第
二
種
製
造
者
の
う
ち
前
条
に
掲
げ
る
者
以

外
の
者
に
係
る
法
第
十
二
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も

の
と
す
る
。

一
　
製
造
設
備
が
定
置
式
製
造
設
備
で
あ
る
製
造
施
設

に
あ
つ
て
は
、
第
六
条
第
一
項
第
一
号
、
第
七
号
、

第
九
号
、
第
十
二
号
、
第
十
三
号
、
第
十
七
号
か
ら

第
二
十
二
号
ま
で
、
第
二
十
四
号
、
第
二
十
七
号
及

び
第
二
十
九
号
か
ら
第
三
十
一
号
及
び
第
三
十
五
号

ま
で
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

二
　
製
造
設
備
が
液
化
石
油
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
で
あ
る
製

造
施
設
に
あ
つ
て
は
、
第
八
条
第
一
項
第
二
号
か
ら

第
四
号
ま
で
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

三
　
製
造
設
備
が
移
動
式
製
造
設
備
で
あ
る
製
造
施
設

に
あ
つ
て
は
、
第
九
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号

ま
で
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

２
　
第
二
種
製
造
者
の
う
ち
前
条
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

に
係
る
法
第
十
二
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め

る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
液
化
石
油
ガ
ス
を
充
塡
す
る
と
き
は
、
火
気
を
取

り
扱
う
場
所
、
多
数
の
人
が
集
合
す
る
場
所
又
は
引

火
性
若
し
く
は
発
火
性
の
物
を
た
い
積
し
た
場
所
か

ら
五
メ
ー
ト
ル
以
内
で
し
な
い
こ
と
。

二
　
製
造
設
備
が
液
化
石
油
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
で
あ
る
製

造
施
設
に
あ
つ
て
は
、
第
八
条
第
二
項
第
二
号
の
基

準
に
適
合
す
る
こ
と
。

三
　
製
造
設
備
が
移
動
式
製
造
設
備
で
あ
る
製
造
施
設

に
あ
つ
て
は
、
車
両
に
固
定
し
た
容
器
に
は
充
塡
し

な
い
こ
と
。

四
　
第
六
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
七
号
の
基
準
（
製

造
設
備
が
液
化
石
油
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
で
あ
る
製
造
施

設
に
あ
つ
て
は
、
同
項
第
七
号
の
基
準
）
に
適
合
す

る
こ
と
。

五
　
一
般
複
合
容
器
で
あ
つ
て
当
該
容
器
の
刻
印
等
に

示
さ
れ
た
年
月
か
ら
十
五
年
を
経
過
し
た
も
の
に

は
、
液
化
石
油
ガ
ス
を
充
塡
し
な
い
こ
と
。

（
そ
の
他
製
造
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
十
四
条
　
法
第
十
三
条
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技

術
上
の
基
準
は
、
第
六
条
第
二
項
第
二
号
、
前
条
第
二

項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
基
準
と
す
る
。

（
第
一
種
製
造
者
に
係
る
変
更
の
工
事
等
の
許
可
の
申

請
）

第
十
五
条
　
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を

受
け
よ
う
と
す
る
第
一
種
製
造
者
は
、
様
式
第
四
の
高

圧
ガ
ス
製
造
施
設
等
変
更
許
可
申
請
書
に
変
更
明
細
書

を
添
え
て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県

知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
変
更
明
細
書
に
は
、
第
三
条
第
二
項
各
号
に

掲
げ
る
事
項
の
う
ち
、
変
更
の
あ
つ
た
部
分
に
つ
い
て

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
第
一
種
製
造
者
に
係
る
軽
微
な
変
更
の
工
事
等
）

第
十
六
条
　
法
第
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
の
工
事
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

一
　
高
圧
ガ
ス
設
備
（
特
定
設
備
を
除
く
。
）
の
取
替

え
（
第
六
条
第
一
項
第
十
九
号
に
規
定
す
る
製
造
す

る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
る

者
が
製
造
し
た
も
の
又
は
保
安
上
特
段
の
支
障
が
な

い
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
へ
の
取
替
え
に
限

る
。
）
の
工
事
で
あ
つ
て
、
当
該
設
備
の
処
理
能
力

の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の

一
の
二
　
特
定
設
備
の
部
品
の
取
替
え
（
保
安
上
特
段

の
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
へ
の

取
替
え
に
限
る
。
）
の
工
事

一
の
三
　
開
放
検
査
に
使
用
す
る
仮
設
の
高
圧
ガ
ス
設

備
の
設
置
又
は
撤
去
の
工
事

二
　
ガ
ス
設
備
（
高
圧
ガ
ス
設
備
を
除
く
。
）
の
変
更

の
工
事

三
　
ガ
ス
設
備
以
外
の
製
造
施
設
に
係
る
設
備
の
変
更

の
工
事

四
　
製
造
施
設
の
機
能
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
な

い
高
圧
ガ
ス
設
備
の
撤
去
の
工
事
（
認
定
高
度
保
安

実
施
者
が
行
う
法
第
三
十
九
条
の
十
三
の
認
定
に
係

る
製
造
施
設
に
お
け
る
処
理
能
力
の
変
更
を
伴
う
も

の
を
除
く
。
）

四
の
二
　
第
三
十
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
変
更
工
事
に

よ
り
追
加
さ
れ
た
製
造
施
設
に
お
け
る
変
更
の
工
事

（
認
定
高
度
保
安
実
施
者
が
行
う
法
第
三
十
九
条
の

十
三
の
認
定
に
係
る
製
造
施
設
に
お
け
る
処
理
能
力

の
変
更
を
伴
う
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
保
安

上
特
段
の
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
た

も
の

五
　
試
験
研
究
施
設
に
お
け
る
処
理
能
力
の
変
更
を
伴

わ
な
い
変
更
の
工
事
で
あ
つ
て
、
経
済
産
業
大
臣
が

軽
微
な
も
の
と
認
め
た
も
の

六
　
認
定
完
成
検
査
実
施
者
又
は
認
定
高
度
保
安
実
施

者
が
自
ら
特
定
変
更
工
事
に
係
る
完
成
検
査
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
製
造
施
設
に
お
い
て
行
う
工
事
（
特

定
設
備
（
設
計
圧
力
が
三
十
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の

も
の
を
除
く
。
）
の
管
台
（
当
該
特
定
設
備
の
胴
板

又
は
鏡
板
に
直
接
溶
接
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限

る
。
）
の
取
替
え
（
処
理
設
備
の
処
理
能
力
及
び
性

能
並
び
に
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
技
術
上
の
基
準
及
び
同
条
第
二
号
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
事
項
そ
の

他
設
備
に
関
す
る
事
項
の
変
更
が
な
い
も
の
に
限

る
。
）
の
工
事
で
あ
つ
て
、
溶
接
の
方
法
が
す
み
肉

溶
接
で
あ
り
、
か
つ
、
溶
接
に
用
い
ら
れ
る
母
材
の

種
類
が
告
示
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
も
の
（
特
定

設
備
検
査
規
則
第
二
十
九
条
た
だ
し
書
に
該
当
す
る

場
合
に
限
る
。
）
に
限
る
。
）

七
　
特
定
認
定
事
業
者
（
令
第
十
条
た
だ
し
書
の
認
定

を
受
け
た
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
認
定

完
成
検
査
実
施
者
（
以
下
「
特
定
認
定
完
成
検
査
実

施
事
業
者
」
と
い
う
。
）
又
は
特
定
認
定
高
度
保
安

実
施
者
（
令
第
十
条
の
二
た
だ
し
書
の
適
用
を
受
け

る
認
定
高
度
保
安
実
施
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

が
自
ら
特
定
変
更
工
事
に
係
る
完
成
検
査
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
製
造
施
設
に
お
い
て
行
う
工
事
で
あ
つ

て
、
次
に
掲
げ
る
設
備
の
変
更
の
工
事

イ
　
特
定
設
備
の
管
台
（
当
該
特
定
設
備
の
胴
板
又

は
鏡
板
に
直
接
溶
接
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限

る
。
）
の
取
替
え
（
処
理
設
備
の
処
理
能
力
の
変

更
が
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
か
つ
、
同
等
以
上
の

性
能
を
有
す
る
も
の
へ
の
取
替
え
に
限
る
。
）
の

工
事
で
あ
つ
て
、
溶
接
の
方
法
が
す
み
肉
溶
接
で

あ
り
、
か
つ
、
溶
接
に
用
い
ら
れ
る
母
材
の
種
類

が
告
示
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
も
の
（
特
定
設

備
検
査
規
則
第
二
十
九
条
た
だ
し
書
に
該
当
す
る

場
合
に
限
り
、
前
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

ロ
　
特
定
設
備
の
取
替
え
（
処
理
設
備
の
処
理
能
力

の
変
更
が
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
か
つ
、
同
等
以

上
の
性
能
を
有
す
る
も
の
へ
の
取
替
え
に
限
る
。
）

の
工
事
（
イ
及
び
前
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除

く
。
）

ハ
　
特
定
設
備
（
特
定
設
備
検
査
規
則
の
施
行
前
に

製
造
さ
れ
た
設
備
で
あ
つ
て
、
同
令
第
三
条
に
規

定
す
る
特
定
設
備
に
相
当
す
る
も
の
を
含
む
。
）

の
変
更
（
保
安
上
特
段
の
支
障
が
な
い
も
の
と
し

て
認
め
ら
れ
た
も
の
へ
の
変
更
に
限
る
。
）
の
工

事
で
あ
つ
て
、
当
該
設
備
の
処
理
能
力
及
び
位
置

の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の
（
イ
、
ロ
及
び
前
号
に

該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

ニ
　
高
圧
ガ
ス
設
備
（
配
管
、
バ
ル
ブ
、
継
手
又
は

附
属
機
器
類
（
特
定
設
備
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）

の
変
更
の
工
事
で
あ
つ
て
、
当
該
設
備
の
処
理
能

力
の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の
（
第
一
号
に
該
当
す

る
も
の
を
除
く
。
）

八
　
認
定
完
成
検
査
実
施
者
、
認
定
保
安
検
査
実
施

者
、
認
定
高
度
保
安
実
施
者
そ
の
他
高
圧
ガ
ス
の
保

安
に
関
す
る
自
主
的
な
活
動
を
十
分
に
実
施
し
て
い

る
と
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
る
者
（
以
下
「
自
主
保

安
高
度
化
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
行
う
工
事
で
あ

つ
て
、
次
に
掲
げ
る
設
備
の
変
更
の
工
事

イ
　
高
圧
ガ
ス
設
備
（
特
定
設
備
を
除
く
。
）
の
変

更
（
第
六
条
第
一
項
第
十
九
号
に
規
定
す
る
製
造

す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
経
済
産
業
大
臣
が
認

め
る
者
が
製
造
し
た
も
の
又
は
保
安
上
特
段
の
支

障
が
な
い
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
へ
の
変

更
に
限
る
。
）
の
工
事
で
あ
つ
て
、
当
該
設
備
の

処
理
能
力
の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の
（
第
一
号
及

び
前
号
ニ
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

ロ
　
高
圧
ガ
ス
設
備
（
特
定
設
備
を
除
く
。
）
の
変

更
（
配
管
、
バ
ル
ブ
又
は
継
手
か
ら
配
管
、
バ
ル

ブ
又
は
継
手
へ
の
変
更
に
限
り
、
当
該
変
更
に
伴

う
配
管
、
バ
ル
ブ
又
は
継
手
の
撤
去
を
含
む
。
）

の
工
事
で
あ
つ
て
、
当
該
設
備
の
処
理
能
力
及
び

位
置
の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の
（
イ
、
第
一
号
及

び
前
号
ニ
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

ハ
　
ガ
ス
設
備
（
特
定
設
備
を
除
く
。
）
の
取
替
え

（
処
理
設
備
の
処
理
能
力
、
性
能
並
び
に
法
第
八

条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の

基
準
及
び
同
条
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め

る
技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
設
備
に

関
す
る
事
項
の
変
更
が
な
い
も
の
に
限
る
。
）
の

工
事
（
ロ
、
第
一
号
、
第
二
号
及
び
前
号
ニ
に
該

当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

２
　
法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
よ
う

と
す
る
者
は
、
様
式
第
五
の
高
圧
ガ
ス
製
造
施
設
軽
微

変
更
届
書
に
当
該
変
更
の
概
要
を
記
載
し
た
書
面
を
添

え
て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
第
二
種
製
造
者
に
係
る
変
更
の
工
事
等
の
届
出
）

第
十
七
条
　
法
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を

し
よ
う
と
す
る
第
二
種
製
造
者
は
、
様
式
第
六
の
高
圧

ガ
ス
製
造
施
設
等
変
更
届
書
に
変
更
明
細
書
を
添
え

て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
変
更
明
細
書
に
は
、
第
四
条
第
二
項
各
号
に

掲
げ
る
事
項
の
う
ち
、
変
更
の
あ
つ
た
部
分
に
つ
い
て

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
第
二
種
製
造
者
に
係
る
軽
微
な
変
更
の
工
事
）

第
十
八
条
　
法
第
十
四
条
第
四
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
の
工
事
は
、
第
十
六
条
第

一
項
に
定
め
る
工
事
と
す
る
。

第
二
節
　
高
圧
ガ
ス
の
貯
蔵
に
係
る
許
可
等

（
貯
蔵
の
方
法
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
十
九
条
　
法
第
十
五
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

一
　
貯
槽
に
よ
り
貯
蔵
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に

掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
貯
蔵
は
、
通
風
の
良
い
場
所
に
設
置
さ
れ
た
貯

槽
に
よ
り
す
る
こ
と
。

ロ
　
貯
槽
の
周
囲
二
メ
ー
ト
ル
以
内
に
お
い
て
は
、

火
気
の
使
用
を
禁
止
し
、
か
つ
、
引
火
性
又
は
発

火
性
の
物
を
置
か
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
貯
槽
と

火
気
若
し
く
は
引
火
性
若
し
く
は
発
火
性
の
物
と

の
間
に
当
該
貯
槽
か
ら
漏
え
い
し
た
液
化
石
油
ガ

ス
に
係
る
流
動
防
止
措
置
又
は
液
化
石
油
ガ
ス
が

漏
え
い
し
た
と
き
に
連
動
装
置
に
よ
り
直
ち
に
使

用
中
の
火
気
を
消
す
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ハ
　
貯
蔵
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
容
量
が
当
該
貯
槽

の
常
用
の
温
度
に
お
い
て
そ
の
内
容
積
の
九
十
パ

ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ニ
　
貯
槽
の
修
理
又
は
清
掃
（
以
下
ニ
に
お
い
て

「
修
理
等
」
と
い
う
。
）
及
び
そ
の
後
の
貯
蔵
は
、

次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
る
こ
と
に
よ
り
保
安
上
支

障
の
な
い
状
態
で
行
う
こ
と
。

（イ）
　
修
理
等
を
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
修

理
等
の
作
業
計
画
及
び
当
該
作
業
の
責
任
者
を

定
め
、
修
理
等
は
当
該
作
業
計
画
に
従
い
、
か

つ
、
当
該
責
任
者
の
監
視
の
下
に
行
う
こ
と
又

は
異
常
が
あ
つ
た
と
き
に
直
ち
に
そ
の
旨
を
当

該
責
任
者
に
通
報
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て

行
う
こ
と
。

（ロ）
　
貯
槽
の
修
理
等
を
す
る
と
き
は
、
危
険
を
防

止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

（ハ）
　
修
理
等
の
た
め
作
業
員
が
貯
槽
内
に
入
る
と

き
は
、
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。

（ニ）
　
貯
槽
を
開
放
し
て
修
理
等
を
す
る
と
き
は
、

当
該
貯
槽
に
他
の
部
分
か
ら
液
化
石
油
ガ
ス
が

漏
え
い
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

（ホ）
　
修
理
等
が
終
了
し
た
と
き
は
、
当
該
貯
槽
に

漏
え
い
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
後
で
な
け
れ

ば
貯
蔵
を
し
な
い
こ
と
。

ホ
　
貯
槽
（
貯
蔵
能
力
が
百
立
方
メ
ー
ト
ル
又
は
一

ト
ン
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
は
、
経
済
産
業
大

臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
沈
下
状
況
を

測
定
し
、
沈
下
し
て
い
た
場
合
に
は
、
そ
の
沈
下

の
程
度
に
応
じ
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ヘ
　
貯
槽
又
は
こ
れ
に
取
り
付
け
た
配
管
の
バ
ル
ブ

を
操
作
す
る
場
合
に
バ
ル
ブ
の
材
質
、
構
造
及
び

状
態
を
勘
案
し
て
過
大
な
力
を
加
え
な
い
よ
う
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二
　
容
器
（
液
化
石
油
ガ
ス
を
燃
料
と
し
て
使
用
す
る

車
両
に
固
定
し
た
容
器
（
当
該
車
両
の
燃
料
の
用
の

み
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
に
よ
り
貯

蔵
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適

合
す
る
こ
と
。

イ
　
貯
蔵
は
、
船
、
車
両
若
し
く
は
鉄
道
車
両
に
固

定
し
、
又
は
積
載
し
た
容
器
に
よ
り
し
な
い
こ

と
。
た
だ
し
、
法
第
十
六
条
第
一
項
の
許
可
を
受

け
、
又
は
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
届
出
を
行

つ
た
と
こ
ろ
に
従
つ
て
液
化
石
油
ガ
ス
を
貯
蔵
す

る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ロ
　
貯
蔵
は
、
通
風
の
良
い
場
所
で
す
る
こ
と
。

ハ
　
一
般
複
合
容
器
で
あ
つ
て
当
該
容
器
の
刻
印
等

に
示
さ
れ
た
年
月
か
ら
十
五
年
を
経
過
し
た
も
の

を
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
貯
蔵
に
使
用
し
な
い
こ

と
。

ニ
　
第
六
条
第
二
項
第
七
号
の
基
準
に
適
合
す
る
こ

と
。

三
　
バ
ル
ク
貯
槽
に
よ
り
貯
蔵
す
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
前
二
号
の
規
定
に
係
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
基

準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
貯
蔵
能
力
が
一
ト
ン
未
満
の
バ
ル
ク
貯
槽
に
あ

つ
て
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
法
施
行
規
則
第
十
九
条

第
三
号
イ
及
び
ハ
か
ら
ヘ
ま
で
並
び
に
第
四
号
の

規
定
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

ロ
　
貯
蔵
能
力
が
一
ト
ン
以
上
の
バ
ル
ク
貯
槽
に
あ

つ
て
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
法
施
行
規
則
第
十
六
条

第
二
十
号
、
第
五
十
四
条
第
二
号
イ
、
ハ
、
ホ

（
第
十
九
条
第
三
号
ハ
及
び
第
四
号
に
係
る
部
分

に
限
る
。
）
及
び
ヘ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
基
準

と
す
る
。

（
貯
蔵
の
規
制
を
受
け
な
い
容
積
）

第
二
十
条
　
法
第
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
容
積
は
、
〇
・
一
五
立
方
メ
ー
ト
ル

（
液
化
ガ
ス
の
状
態
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
・
五
キ

ロ
グ
ラ
ム
）
と
す
る
。

（
第
一
種
貯
蔵
所
の
設
置
の
許
可
の
申
請
）

第
二
十
一
条
　
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
七
の
第
一
種
貯
蔵

所
設
置
許
可
申
請
書
に
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
並
び
に
第
四
号
に
掲
げ
る

図
面
を
添
え
て
、
貯
蔵
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道

府
県
知
事
（
当
該
貯
蔵
所
の
所
在
地
が
指
定
都
市
の
区

域
内
に
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
貯
蔵
所
に
係
る
事

務
が
令
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
事
務
に
該
当
し
な
い

場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
所
在
地
を
管
轄
す
る
指
定
都

市
の
長
。
第
二
十
六
条
及
び
第
四
十
三
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
貯
蔵
の
目
的

二
　
法
第
十
六
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る

技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
事
項

三
　
移
設
等
に
係
る
貯
蔵
設
備
に
あ
つ
て
は
、
当
該
貯

蔵
設
備
の
使
用
の
経
歴
及
び
保
管
状
態
の
記
録

四
　
貯
蔵
所
の
位
置
及
び
付
近
の
状
況
を
示
す
図
面

（
第
一
種
貯
蔵
所
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
二
十
二
条
　
法
第
十
六
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
条
及
び
第
二
十
四
条
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
貯
槽
に
よ
り
貯
蔵
す
る
場
合
の
技
術
上
の
基
準
）

第
二
十
三
条
　
貯
槽
又
は
バ
ル
ク
貯
槽
に
よ
り
貯
蔵
す
る

第
一
種
貯
蔵
所
に
係
る
法
第
十
六
条
第
二
項
の
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
第
六
条
第
一
項

第
一
号
か
ら
第
二
十
六
号
ま
で
（
バ
ル
ク
貯
槽
に
あ
つ

て
は
、
第
二
十
四
号
か
ら
第
二
十
六
号
を
除
く
。
）
、
第

二
十
八
号
か
ら
第
三
十
一
号
ま
で
、
第
三
十
三
号
及
び

第
三
十
四
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
第
六
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
経
済
産
業
大

臣
の
地
域
の
指
定
が
あ
つ
た
と
き
現
に
当
該
地
域
内
に

存
す
る
貯
槽
に
つ
い
て
は
、
当
該
指
定
が
あ
つ
た
日
か

ら
九
月
間
は
、
同
号
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

（
容
器
に
よ
り
貯
蔵
す
る
場
合
の
技
術
上
の
基
準
）

第
二
十
四
条
　
容
器
に
よ
り
貯
蔵
す
る
第
一
種
貯
蔵
所
に

係
る
法
第
十
六
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る

技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
貯
蔵
設
備
で
あ
つ
て
、
次
の
表
に
掲
げ
る
も
の
以

外
の
も
の
は
、
そ
の
外
面
か
ら
、
第
一
種
保
安
物
件

に
対
し
第
一
種
設
備
距
離
以
上
、
第
二
種
保
安
物
件

に
対
し
第
二
種
設
備
距
離
以
上
の
距
離
を
有
す
る
こ

と
。貯

蔵
設
備
の

区
分

貯
蔵
設
備
の

外

面

か

ら

最

も

近

い

第

一

種

保

安

物

件

ま

で
の
距
離

貯
蔵
設
備
の

外

面

か

ら

最

も

近

い

第

二

種

保

安

物

件

ま

で
の
距
離

（
イ
）
　
貯
蔵

能
力
が
三

千
キ
ロ
グ

ラ
ム
未
満

の
貯
蔵
設

備

１

２√

２

メ

ー

ト

ル

未

満

８√

２
メ
ー

ト
ル
未
満

（
ロ
）
　
同
右

１

２√

２

メ

ー

ト

ル

未

満

８√

２
メ
ー

ト
ル
以
上

（
ハ
）
　
同
右

１

２√

２

メ

ー

ト

ル

以

上

８√

２
メ
ー

ト
ル
未
満

（
ニ
）
　
貯
蔵

能
力
が
三

千
キ
ロ
グ

ラ
ム
以
上

一
万
キ
ロ

グ
ラ
ム
未

満
の
貯
蔵

設
備

９

．

６√

２

メ

ー

ト

ル

以
上

６

．
４√

２

メ

ー

ト

ル

以
上

８√

２
メ
ー

ト
ル
未
満

（
ホ
）
　
同
右

９

．

６√

２

メ

ー

ト

ル

以
上

１

２√

２

メ

ー

ト

ル

未

満

６

．
４√

２

メ

ー

ト

ル

以
上

二
　
前
号
の
表
に
掲
げ
る
貯
蔵
設
備
に
は
第
一
種
設
備

距
離
内
に
あ
る
第
一
種
保
安
物
件
又
は
第
二
種
設
備

距
離
内
に
あ
る
第
二
種
保
安
物
件
に
対
し
厚
さ
十
二

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
強
度
を
有
す
る
障
壁
を
設

け
る
こ
と
。

三
　
容
器
が
配
管
に
よ
り
接
続
さ
れ
た
も
の
に
あ
つ
て

は
、
第
六
条
第
一
項
第
三
十
五
号
イ
、
ロ
及
び
ホ
か

ら
チ
ま
で
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

四
　
容
器
が
配
管
に
よ
り
接
続
さ
れ
た
も
の
に
あ
つ
て

は
、
そ
の
配
管
（
高
圧
ガ
ス
が
通
る
部
分
に
限
る
。
）
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に
つ
い
て
は
第
六
条
第
一
項
第
十
七
号
か
ら
第
十
九

号
ま
で
に
規
定
す
る
高
圧
ガ
ス
設
備
の
例
に
よ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

五
　
容
器
が
配
管
に
よ
り
接
続
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に

あ
つ
て
は
、
第
六
条
第
一
項
第
三
十
五
号
の
基
準
に

適
合
す
る
こ
と
。

（
第
一
種
貯
蔵
所
に
係
る
承
継
の
届
出
）

第
二
十
五
条
　
法
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ

の
設
置
の
許
可
を
受
け
た
者
の
地
位
の
承
継
を
届
け
出

よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
八
の
第
一
種
貯
蔵
所
承
継

届
書
を
、
第
一
種
貯
蔵
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道

府
県
知
事
（
当
該
第
一
種
貯
蔵
所
の
所
在
地
が
指
定
都

市
の
区
域
内
に
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
第
一
種
貯

蔵
所
に
係
る
事
務
が
令
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
事
務

に
該
当
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
所
在
地
を
管

轄
す
る
指
定
都
市
の
長
。
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
第
二
種
貯
蔵
所
の
設
置
の
届
出
）

第
二
十
六
条
　
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
九
の
第
二
種
貯

蔵
所
設
置
届
書
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
書
面
を
添
え
て
、
貯
蔵
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都

道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
貯
蔵
の
目
的

二
　
法
第
十
八
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る

技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
事
項

三
　
移
設
等
に
係
る
貯
蔵
設
備
に
あ
つ
て
は
、
当
該
貯

蔵
設
備
の
使
用
の
経
歴
及
び
保
管
状
態
の
記
録

（
第
二
種
貯
蔵
所
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
二
十
七
条
　
法
第
十
八
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

一
　
貯
槽
に
よ
り
貯
蔵
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
二

十
三
条
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

二
　
容
器
に
よ
り
貯
蔵
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
二

十
四
条
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（
第
一
種
貯
蔵
所
に
係
る
変
更
の
工
事
の
許
可
申
請
）

第
二
十
八
条
　
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
第
一
種
貯
蔵
所
の
所
有
者
又
は
占

有
者
は
、
様
式
第
十
の
第
一
種
貯
蔵
所
位
置
等
変
更
許

可
申
請
書
に
変
更
明
細
書
を
添
え
て
、
第
一
種
貯
蔵
所

の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
変
更
明
細
書
に
は
、
第
二
十
一
条
各
号
に
掲

げ
る
事
項
の
う
ち
、
変
更
の
あ
つ
た
部
分
に
つ
い
て
記

載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
第
一
種
貯
蔵
所
に
係
る
軽
微
な
変
更
の
工
事
等
）

第
二
十
九
条
　
法
第
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
の
工
事
は
、
次
に
掲
げ

る
も
の
と
す
る
。

一
　
貯
蔵
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
高
圧
ガ
ス
が
通
る
部

分
（
貯
槽
を
除
く
。
）
の
取
替
え
（
第
六
条
第
一
項

第
十
九
号
の
規
定
に
よ
り
製
造
す
る
こ
と
が
適
切
で

あ
る
と
経
済
産
業
大
臣
の
認
め
る
者
が
製
造
し
た
も

の
又
は
保
安
上
特
段
の
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
認

め
ら
れ
た
も
の
へ
の
取
替
え
に
限
る
。
）
の
工
事
で

あ
つ
て
、
当
該
設
備
の
貯
蔵
能
力
の
変
更
を
伴
わ
な

い
も
の

二
　
貯
蔵
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
ガ
ス
（
そ
の
原
料
と

な
る
ガ
ス
を
含
み
、
高
圧
ガ
ス
を
除
く
。
）
が
通
る

部
分
の
変
更
の
工
事

三
　
貯
蔵
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
ガ
ス
（
そ
の
原
料
と

な
る
ガ
ス
を
含
む
。
）
が
通
る
部
分
以
外
の
液
化
石

油
ガ
ス
の
貯
蔵
所
に
係
る
設
備
の
変
更
の
工
事

四
　
貯
蔵
所
の
機
能
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
な
い

貯
蔵
設
備
の
撤
去
の
工
事

２
　
法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
よ
う

と
す
る
第
一
種
貯
蔵
所
の
所
有
者
又
は
占
有
者
は
、
様

式
第
十
一
の
第
一
種
貯
蔵
所
軽
微
変
更
届
書
に
当
該
変

更
の
概
要
を
記
載
し
た
書
面
を
添
え
て
、
事
業
所
の
所

在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
第
二
種
貯
蔵
所
に
係
る
変
更
の
工
事
の
届
出
）

第
三
十
条
　
法
第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を

し
よ
う
と
す
る
第
二
種
貯
蔵
所
の
所
有
者
又
は
占
有
者

は
、
様
式
第
十
二
の
第
二
種
貯
蔵
所
位
置
等
変
更
届
書

に
変
更
明
細
書
を
添
え
て
、
第
二
種
貯
蔵
所
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
当
該
第
二
種
貯
蔵
所
の

所
在
地
が
指
定
都
市
の
区
域
内
に
あ
る
場
合
で
あ
つ

て
、
当
該
第
二
種
貯
蔵
所
に
係
る
事
務
が
令
第
二
十
二

条
に
規
定
す
る
事
務
に
該
当
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当
該
所
在
地
を
管
轄
す
る
指
定
都
市
の
長
）
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
変
更
明
細
書
に
は
、
第
二
十
六
条
各
号
に
掲

げ
る
事
項
の
う
ち
、
変
更
の
あ
つ
た
部
分
に
つ
い
て
記

載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
第
二
種
貯
蔵
所
に
係
る
軽
微
な
変
更
の
工
事
）

第
三
十
一
条
　
法
第
十
九
条
第
四
項
た
だ
し
書
の
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
の
工
事
は
、
第
二
十
九

条
第
一
項
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
三
節
　
完
成
検
査

（
完
成
検
査
の
申
請
等
）

第
三
十
二
条
　
法
第
二
十
条
第
一
項
本
文
又
は
第
三
項
本

文
の
規
定
に
よ
り
、
製
造
施
設
又
は
第
一
種
貯
蔵
所
に

つ
い
て
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
が
行
う
完

成
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
第
一
種
製
造
者
又
は
第
一

種
貯
蔵
所
の
所
有
者
若
し
く
は
占
有
者
は
、
製
造
施
設

に
あ
つ
て
は
様
式
第
十
三
の
製
造
施
設
完
成
検
査
申
請

書
を
、
第
一
種
貯
蔵
所
に
あ
つ
て
は
様
式
第
十
四
の
第

一
種
貯
蔵
所
完
成
検
査
申
請
書
を
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業
所

又
は
第
一
種
貯
蔵
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県

知
事
（
当
該
事
業
所
又
は
第
一
種
貯
蔵
所
の
所
在
地
が

指
定
都
市
の
区
域
内
に
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
事

業
所
又
は
第
一
種
貯
蔵
所
に
係
る
事
務
が
令
第
二
十
二

条
に
規
定
す
る
事
務
に
該
当
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当
該
所
在
地
を
管
轄
す
る
指
定
都
市
の
長
。
次
条

第
二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
三
十
五
条
第
一
項
及
び

第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２
　
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
は
、
法
第
二
十

条
第
一
項
本
文
又
は
第
三
項
本
文
の
完
成
検
査
に
お
い

て
、
製
造
施
設
が
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る

と
き
は
様
式
第
十
五
の
製
造
施
設
完
成
検
査
証
を
、
第

一
種
貯
蔵
所
が
法
第
十
六
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る

と
き
は
様
式
第
十
六
の
第
一
種
貯
蔵
所
完
成
検
査
証
を

交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
協
会
等
に
よ
る
完
成
検
査
証
の
届
出
等
）

第
三
十
三
条
　
前
条
の
規
定
は
、
協
会
が
行
う
完
成
検
査

に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中

「
法
第
二
十
条
第
一
項
本
文
又
は
第
三
項
本
文
」
と
あ

る
の
は
「
法
第
二
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は
第
三
項

第
一
号
」
と
、
「
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長

が
行
う
」
と
あ
る
の
は
「
協
会
が
行
う
」
と
、
「
事
業

所
又
は
第
一
種
貯
蔵
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府

県
知
事
（
当
該
事
業
所
又
は
第
一
種
貯
蔵
所
の
所
在
地

が
指
定
都
市
の
区
域
内
に
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該

事
業
所
又
は
貯
蔵
所
に
係
る
事
務
が
令
第
二
十
二
条
に

規
定
す
る
事
務
に
該
当
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当

該
所
在
地
を
管
轄
す
る
指
定
都
市
の
長
）
」
と
あ
る
の

は
「
協
会
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
又

は
指
定
都
市
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
協
会
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
二
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は
第
三
項
第
一
号

の
規
定
に
よ
り
、
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
第
一
種
製
造

者
又
は
第
一
種
貯
蔵
所
の
所
有
者
若
し
く
は
占
有
者

は
、
当
該
製
造
設
備
又
は
貯
蔵
設
備
に
つ
い
て
協
会
が

行
う
完
成
検
査
に
応
じ
、
様
式
第
十
七
の
高
圧
ガ
ス
保

安
協
会
完
成
検
査
受
検
届
書
を
、
完
成
検
査
を
受
け
た

事
業
所
又
は
第
一
種
貯
蔵
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都

道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
条
の
規
定
は
、
指
定
完
成
検
査
機
関
が
行
う
完
成

検
査
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一

項
中
「
法
第
二
十
条
第
一
項
本
文
又
は
第
三
項
本
文
」

と
あ
る
の
は
「
法
第
二
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は
第

三
項
第
一
号
」
と
、
「
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市

の
長
が
行
う
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
完
成
検
査
機
関
が

行
う
」
と
、
「
事
業
所
又
は
第
一
種
貯
蔵
所
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
当
該
事
業
所
又
は
第
一

種
貯
蔵
所
の
所
在
地
が
指
定
都
市
の
区
域
内
に
あ
る
場

合
（
当
該
事
業
所
又
は
第
一
種
貯
蔵
所
に
係
る
事
務
の

う
ち
、
令
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
も
の
に
係
る
場
合

を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
当
該
所
在
地
を
管
轄
す
る

指
定
都
市
の
長
。
次
条
第
二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第

三
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と

あ
る
の
は
「
指
定
完
成
検
査
機
関
」
と
、
同
条
第
二
項

中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
完
成
検
査

機
関
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４
　
法
第
二
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は
第
三
項
第
一
号

の
規
定
に
よ
り
、
指
定
完
成
検
査
機
関
が
行
う
完
成
検

査
を
受
け
た
旨
を
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長

に
届
け
出
よ
う
と
す
る
第
一
種
製
造
者
又
は
第
一
種
貯

蔵
所
の
所
有
者
若
し
く
は
占
有
者
は
、
様
式
第
十
八
の

指
定
完
成
検
査
機
関
完
成
検
査
受
検
届
書
を
、
完
成
検

査
を
受
け
た
事
業
所
又
は
第
一
種
貯
蔵
所
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
完
成
検
査
を
要
し
な
い
変
更
の
工
事
の
範
囲
）

第
三
十
四
条
　
法
第
二
十
条
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
も
の
は
、
製
造
設
備
に
あ
つ
て
は
第
一
号
及
び

第
二
号
に
、
第
一
種
貯
蔵
所
に
あ
つ
て
は
第
三
号
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
ガ
ス
設
備
（
耐
震
設
計
構
造
物
に
係
る
特
定
設
備

を
除
く
。
）
の
取
替
え
又
は
設
置
位
置
の
変
更
（
高

圧
ガ
ス
設
備
の
取
替
え
を
伴
う
も
の
に
あ
つ
て
は
、

第
六
条
第
一
項
第
十
九
号
の
規
定
に
よ
り
製
造
す
る

こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
経
済
産
業
大
臣
の
認
め
る
者

が
製
造
し
た
も
の
へ
の
取
替
え
に
限
り
、
特
定
設
備

の
取
替
え
を
伴
う
も
の
に
あ
つ
て
は
特
定
設
備
検
査

合
格
証
又
は
特
定
設
備
基
準
適
合
証
の
交
付
を
受
け

て
い
る
も
の
へ
の
取
替
え
に
限
る
。
）
の
工
事
（
第

十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
工
事
を
除
く
。
）
で
あ

つ
て
、
当
該
設
備
の
処
理
能
力
の
変
更
が
告
示
で
定

め
る
範
囲
で
あ
る
も
の

二
　
処
理
能
力
が
一
日
百
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
製
造

設
備
（
耐
震
設
計
構
造
物
に
係
る
も
の
を
除
き
、
当

該
設
備
が
特
定
設
備
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
特
定

設
備
検
査
合
格
証
又
は
特
定
設
備
基
準
適
合
証
の
交

付
を
受
け
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
製
造
施

設
の
追
加
に
係
る
変
更
工
事
で
あ
つ
て
、
他
の
製
造

10



施
設
と
ガ
ス
設
備
で
接
続
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
、

か
つ
、
他
の
製
造
施
設
の
機
能
に
支
障
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
の
な
い
も
の

三
　
貯
蔵
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
ガ
ス
（
そ
の
原
料
と

な
る
ガ
ス
を
含
む
。
）
が
通
る
部
分
（
耐
震
設
計
構

造
物
に
係
る
貯
槽
を
除
く
。
）
の
取
替
え
又
は
設
置

位
置
の
変
更
（
高
圧
ガ
ス
が
通
る
部
分
の
取
替
え
を

伴
う
も
の
に
あ
つ
て
は
、
第
六
条
第
一
項
第
十
九
号

の
規
定
に
よ
り
製
造
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
経

済
産
業
大
臣
の
認
め
る
者
が
製
造
し
た
も
の
へ
の
取

替
え
に
限
り
、
貯
槽
の
取
替
え
を
伴
う
も
の
に
あ
つ

て
は
特
定
設
備
検
査
合
格
証
又
は
特
定
設
備
基
準
適

合
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
も
の
へ
の
取
替
え
に
限

る
。
）
の
工
事
（
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る

工
事
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
当
該
設
備
の
貯
蔵
能

力
の
変
更
が
告
示
で
定
め
る
範
囲
で
あ
る
も
の

（
協
会
等
の
完
成
検
査
の
報
告
）

第
三
十
五
条
　
法
第
二
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
協

会
が
同
項
の
報
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第

十
九
の
完
成
検
査
結
果
報
告
書
に
完
成
検
査
の
記
録
を

添
え
て
、
完
成
検
査
を
し
た
事
業
所
又
は
第
一
種
貯
蔵

所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
二
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
完
成
検

査
機
関
が
同
項
の
報
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様

式
第
二
十
の
完
成
検
査
結
果
報
告
書
に
完
成
検
査
の
記

録
を
添
え
て
、
完
成
検
査
を
し
た
事
業
所
又
は
第
一
種

貯
蔵
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
完
成
検
査
の
方
法
）

第
三
十
六
条
　
法
第
二
十
条
第
五
項
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
完
成
検
査
の
方
法
の
う
ち
、
製
造
施
設
に
つ
い

て
行
う
法
第
二
十
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
完
成
検
査

の
方
法
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
法
第
二
十
条
第
五
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
完

成
検
査
の
方
法
の
う
ち
、
第
一
種
貯
蔵
所
に
つ
い
て
行

う
法
第
二
十
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
完
成
検
査
の
方

法
は
、
別
表
第
二
の
と
お
り
と
す
る
。

（
特
定
設
備
検
査
合
格
証
等
の
有
効
期
間
）

第
三
十
七
条
　
法
第
二
十
条
の
二
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
期
間
は
、
三
年
と
す
る
。

第
三
章
　
高
圧
ガ
ス
の
販
売
事
業
に
係
る
届
出
等

（
販
売
業
者
に
係
る
販
売
の
事
業
の
届
出
）

第
三
十
八
条
　
法
第
二
十
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
届
出
を

し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
一
の
高
圧
ガ
ス
販

売
事
業
届
書
に
次
項
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
販
売

所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
当
該
販
売

所
の
所
在
地
が
指
定
都
市
の
区
域
内
に
あ
る
場
合
で
あ

つ
て
、
当
該
販
売
所
に
係
る
事
務
が
令
第
二
十
二
条
に

規
定
す
る
事
務
に
該
当
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当

該
所
在
地
を
管
轄
す
る
指
定
都
市
の
長
。
第
四
十
四
条

及
び
第
七
十
二
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
事
業
の
譲
渡
（
そ
の
事
業

の
全
部
を
譲
り
渡
す
も
の
を
除
く
。
）
、
遺
贈
又
は
分
割

（
そ
の
事
業
の
全
部
を
承
継
さ
せ
る
も
の
を
除
く
。
）
に

よ
り
引
き
続
き
液
化
石
油
ガ
ス
の
販
売
の
事
業
を
営
も

う
と
す
る
者
が
新
た
に
届
け
出
る
と
き
は
、
次
項
に
掲

げ
る
書
類
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
法
第
二
十
条
の
四
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
書
類

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
販
売
の
目
的
を
記
載
し
た
も
の

二
　
法
第
二
十
条
の
六
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た

も
の

（
販
売
業
者
に
係
る
承
継
の
届
出
）

第
三
十
八
条
の
二
　
法
第
二
十
条
の
四
の
二
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
販
売
業
者
の
地
位
の
承
継
を
届
け
出
よ
う
と

す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
一
の
二
の
高
圧
ガ
ス
販
売
事

業
承
継
届
書
に
事
業
の
全
部
の
譲
渡
し
又
は
相
続
、
合

併
若
し
く
は
当
該
届
出
に
係
る
事
業
の
全
部
を
承
継
さ

せ
た
分
割
が
あ
つ
た
事
実
を
証
す
る
書
面
（
相
続
の
場

合
で
あ
つ
て
、
相
続
人
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
承

継
す
べ
き
相
続
人
の
選
定
に
係
る
全
員
の
同
意
書
）
を

添
え
て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知

事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
周
知
の
義
務
）

第
三
十
九
条
　
法
第
二
十
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
販
売
業
者
等
は
、
販
売
契
約
を
締
結
し
た
と
き
及

び
本
条
に
よ
る
周
知
を
し
て
か
ら
一
年
以
上
経
過
し
て

液
化
石
油
ガ
ス
を
引
き
渡
し
た
と
き
ご
と
に
、
次
条
第

二
項
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
そ
の
販
売

す
る
液
化
石
油
ガ
ス
を
購
入
し
て
消
費
す
る
者
に
配
布

し
、
同
項
に
規
定
す
る
事
項
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
周
知
さ
せ
る
べ
き
高
圧
ガ
ス
の
指
定
等
）

第
四
十
条
　
法
第
二
十
条
の
五
第
一
項
の
高
圧
ガ
ス
で
あ

つ
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
溶
接
又
は
熱
切
断
用
の
液
化
石
油
ガ
ス

二
　
燃
料
用
の
液
化
石
油
ガ
ス

２
　
法
第
二
十
条
の
五
第
一
項
の
高
圧
ガ
ス
に
よ
る
災
害

の
発
生
の
防
止
に
関
し
必
要
な
事
項
で
あ
つ
て
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

一
　
使
用
す
る
消
費
設
備
の
そ
の
販
売
す
る
液
化
石
油

ガ
ス
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に
「
液
化
石
油
ガ

ス
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
適
応
性
に
関
す
る
基
本

的
な
事
項

二
　
消
費
設
備
の
操
作
、
管
理
及
び
点
検
に
関
し
注
意

す
べ
き
基
本
的
な
事
項

三
　
消
費
設
備
を
使
用
す
る
場
所
の
環
境
に
関
す
る
基

本
的
な
事
項

四
　
消
費
設
備
の
変
更
に
関
し
注
意
す
べ
き
基
本
的
な

事
項

五
　
ガ
ス
漏
れ
を
感
知
し
た
場
合
そ
の
他
液
化
石
油
ガ

ス
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
に
消
費
者
が
と
る
べ
き
緊
急
の
措
置
及

び
販
売
業
者
等
に
対
す
る
連
絡
に
関
す
る
基
本
的
な

事
項

六
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
液
化
石
油
ガ
ス

に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
に
関
し
必
要
な
事
項

３
　
法
第
二
十
条
の
五
第
一
項
た
だ
し
書
き
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
者
は
、
車
両
用
の
燃
料
と
し
て
液
化
石

油
ガ
ス
を
消
費
す
る
者
と
す
る
。

（
販
売
業
者
等
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
四
十
一
条
　
法
第
二
十
条
の
六
第
一
項
の
経
済
産
業
省

令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

一
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
引
渡
先
の
保
安
状
況
を
明
記
し

た
台
帳
を
備
え
る
こ
と
。

二
　
充
塡
容
器
等
の
引
渡
し
は
、
外
面
に
容
器
の
使
用

上
支
障
の
あ
る
腐
食
、
割
れ
、
す
じ
、
し
わ
等
が
な

く
、
か
つ
、
液
化
石
油
ガ
ス
が
漏
え
い
し
て
い
な
い

も
の
を
も
つ
て
す
る
こ
と
。

三
　
充
塡
容
器
等
の
引
渡
し
は
、
法
第
四
十
八
条
第
一

項
第
五
号
の
期
間
（
同
条
第
三
項
の
許
可
に
係
る
充

塡
容
器
等
に
あ
つ
て
は
同
項
の
規
定
に
よ
り
条
件
と

し
て
付
さ
れ
た
期
間
）
を
六
月
以
上
経
過
し
て
い
な

い
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
明
示
し
た
も
の

を
も
つ
て
す
る
こ
と
。

四
　
液
化
石
油
ガ
ス
を
燃
料
（
工
業
用
燃
料
を
除
く
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
用
に
供
す
る
消

費
者
に
液
化
石
油
ガ
ス
を
販
売
す
る
と
き
は
、
当
該

販
売
に
係
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
消
費
設
備
に
つ
い

て
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
た
後
に
す
る
こ
と
。

イ
　
充
塡
容
器
等
（
内
容
積
が
二
十
リ
ッ
ト
ル
以
上

の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
は
、
当
該
容
器
を
置
く
位
置
か
ら
二
メ
ー
ト
ル

以
内
に
あ
る
火
気
を
さ
え
ぎ
る
措
置
を
講
じ
、
か

つ
、
屋
外
に
置
く
こ
と
。
た
だ
し
、
屋
外
に
置
く

こ
と
が
著
し
く
困
難
な
場
合
（
告
示
で
定
め
る
場

合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
充
塡
容
器
等
及
び
こ

れ
ら
の
附
属
品
か
ら
漏
れ
た
液
化
石
油
ガ
ス
が
屋

内
に
滞
留
し
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
じ
、
か
つ
、

漏
え
い
し
た
液
化
石
油
ガ
ス
が
火
気
に
触
れ
な
い

よ
う
な
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
屋
内
に
置
く
こ

と
が
で
き
る
。

ロ
　
充
塡
容
器
等
（
当
該
容
器
に
取
り
付
け
た
ス
カ

ー
ト
を
含
む
。
）
に
は
、
湿
気
、
水
滴
等
に
よ
る

腐
食
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ハ
　
充
塡
容
器
等
は
、
常
に
温
度
四
十
度
以
下
に
保

つ
こ
と
。

ニ
　
充
塡
容
器
等
（
内
容
積
が
五
リ
ッ
ト
ル
以
下
の

も
の
を
除
く
。
）
に
は
、
転
落
、
転
倒
等
に
よ
る

衝
撃
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ホ
　
充
塡
容
器
等
と
閉
止
弁
と
の
間
に
は
、
高
圧
側

の
耐
圧
性
能
及
び
気
密
性
能
が
二
・
六
メ
ガ
パ
ス

カ
ル
以
上
の
圧
力
で
行
う
耐
圧
試
験
及
び
一
・
六

メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
で
行
う
気
密
試
験
に

合
格
す
る
調
整
器
を
設
け
る
こ
と
。

ヘ
　
配
管
に
は
、
充
塡
容
器
等
と
調
整
器
と
の
間
の

部
分
に
あ
つ
て
は
二
・
六
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の

圧
力
、
調
整
器
と
閉
止
弁
と
の
間
の
部
分
に
あ
つ

て
は
〇
・
八
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
（
調
整
器
に
接
続
す

る
長
さ
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
（
屋
外
に
設
置
し
た
風

呂
が
ま
に
用
い
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
メ
ー
ト

ル
）
未
満
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
〇
・
二
メ
ガ
パ

ス
カ
ル
）
以
上
の
圧
力
で
行
う
耐
圧
試
験
又
は
経

済
産
業
大
臣
が
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
も
の
と
認

め
る
試
験
（
試
験
方
法
、
試
験
設
備
、
試
験
員
等

の
状
況
に
よ
り
試
験
を
行
う
こ
と
が
適
切
で
あ
る

と
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
る
者
の
行
う
も
の
に
限

る
。
）
に
合
格
す
る
管
を
使
用
す
る
こ
と
。

ト
　
硬
質
管
以
外
の
管
と
硬
質
管
又
は
調
整
器
と
を

接
続
す
る
と
き
は
、
そ
の
部
分
を
ホ
ー
ス
バ
ン
ド

で
締
め
付
け
る
こ
と
又
は
継
手
を
用
い
る
こ
と
に

よ
り
確
実
に
行
う
こ
と
。

五
　
液
化
石
油
ガ
ス
を
燃
料
の
用
に
供
す
る
消
費
者
に

当
該
ガ
ス
を
販
売
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
配
管
の
気

密
試
験
の
た
め
の
器
具
又
は
設
備
を
備
え
る
こ
と
。

第
四
章
　
高
圧
ガ
ス
の
製
造
の
開
始
等
に
係
る

届
出

（
液
化
石
油
ガ
ス
の
製
造
の
開
始
又
は
廃
止
の
届
出
）

第
四
十
二
条
　
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

届
出
を
し
よ
う
と
す
る
第
一
種
製
造
者
は
、
様
式
第
二

十
二
の
高
圧
ガ
ス
製
造
開
始
届
書
を
、
事
業
所
の
所
在
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地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２
　
法
第
二
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
、
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
第
一
種
製
造
者
又
は
第
二

種
製
造
者
は
、
様
式
第
二
十
三
の
高
圧
ガ
ス
製
造
廃
止

届
書
を
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知

事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
第
一
種
貯
蔵
所
又
は
第
二
種
貯
蔵
所
の
廃
止
の
届
出
）

第
四
十
三
条
　
法
第
二
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

届
出
を
し
よ
う
と
す
る
第
一
種
貯
蔵
所
又
は
第
二
種
貯

蔵
所
の
所
有
者
又
は
占
有
者
は
、
様
式
第
二
十
四
の
貯

蔵
所
廃
止
届
書
を
、
貯
蔵
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都

道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
液
化
石
油
ガ
ス
の
販
売
の
事
業
の
廃
止
の
届
出
）

第
四
十
四
条
　
法
第
二
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、

届
出
を
し
よ
う
と
す
る
販
売
業
者
は
、
様
式
第
二
十
五

の
高
圧
ガ
ス
販
売
事
業
廃
止
届
書
を
、
販
売
所
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
五
章
　
高
圧
ガ
ス
の
輸
入
に
係
る
検
査
等

（
輸
入
検
査
の
申
請
等
）

第
四
十
五
条
　
法
第
二
十
二
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ

り
輸
入
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十

六
の
輸
入
検
査
申
請
書
に
様
式
第
二
十
六
の
二
の
輸
入

高
圧
ガ
ス
明
細
書
を
添
え
て
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
陸
揚

地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
当
該
陸
揚
地
が
指
定

都
市
の
区
域
内
に
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
陸
揚
地

に
係
る
事
務
が
令
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
事
務
に
該

当
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
陸
揚
地
を
管
轄
す

る
指
定
都
市
の
長
。
次
条
第
二
項
及
び
第
四
項
並
び
に

第
四
十
五
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
輸
入
高
圧
ガ
ス
明
細
書
に
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
高
圧
ガ
ス
の
圧
力
及
び
成
分
並
び
に
製
造
を
し
た

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

二
　
容
器
の
種
類
並
び
に
製
造
所
の
名
称
及
び
所
在
地

３
　
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
は
、
輸
入
を
し

た
高
圧
ガ
ス
及
び
そ
の
容
器
が
第
四
十
五
条
の
三
の
基

準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
様
式
第
二
十

七
の
輸
入
検
査
合
格
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
協
会
等
が
行
う
輸
入
検
査
の
申
請
等
）

第
四
十
五
条
の
二
　
前
条
の
規
定
は
、
協
会
が
行
う
輸
入

検
査
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一

項
中
「
法
第
二
十
二
条
第
一
項
本
文
」
と
あ
る
の
は

「
法
第
二
十
二
条
第
一
項
第
一
号
」
と
、
「
液
化
石
油
ガ

ス
の
陸
揚
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
当
該
陸
揚

地
が
指
定
都
市
の
区
域
内
に
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当

該
陸
揚
地
に
係
る
事
務
が
令
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る

事
務
に
該
当
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
陸
揚
地

を
管
轄
す
る
指
定
都
市
の
長
。
次
条
第
二
項
及
び
第
四

項
並
び
に
第
四
十
五
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
協
会
」
と
、
同
条
第
三

項
中
「
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
」
と
あ
る

の
は
「
協
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
二
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
届
出

を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
輸
入
を
し
た
液
化
石
油

ガ
ス
及
び
そ
の
容
器
に
つ
い
て
協
会
が
行
つ
た
輸
入
検

査
に
応
じ
、
様
式
第
二
十
七
の
二
の
高
圧
ガ
ス
保
安
協

会
輸
入
検
査
受
検
届
書
を
当
該
液
化
石
油
ガ
ス
の
陸
揚

地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３
　
前
条
の
規
定
は
、
指
定
輸
入
検
査
機
関
が
行
う
輸
入

検
査
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一

項
中
「
法
第
二
十
二
条
第
一
項
本
文
」
と
あ
る
の
は

「
法
第
二
十
二
条
第
一
項
第
一
号
」
と
、
「
液
化
石
油
ガ

ス
の
陸
揚
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
当
該
陸
揚

地
が
指
定
都
市
の
区
域
内
に
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当

該
陸
揚
地
に
係
る
事
務
が
令
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る

事
務
に
該
当
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
陸
揚
地

を
管
轄
す
る
指
定
都
市
の
長
。
次
条
第
二
項
及
び
第
四

項
並
び
に
第
四
十
五
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
輸
入
検
査
機
関
」

と
、
同
条
第
三
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は

「
指
定
輸
入
検
査
機
関
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４
　
法
第
二
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
届
出

を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
輸
入
を
し
た
液
化
石
油

ガ
ス
及
び
そ
の
容
器
に
つ
い
て
指
定
輸
入
検
査
機
関
が

行
つ
た
輸
入
検
査
に
応
じ
、
様
式
第
二
十
七
の
三
の
指

定
輸
入
検
査
機
関
輸
入
検
査
受
検
届
書
を
当
該
液
化
石

油
ガ
ス
の
陸
揚
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
輸
入
高
圧
ガ
ス
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
四
十
五
条
の
三
　
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
経
済
産
業
大
臣
が

定
め
る
高
圧
ガ
ス
に
関
す
る
内
容
物
確
認
試
験
及
び
容

器
に
関
す
る
安
全
度
試
験
又
は
経
済
産
業
大
臣
が
こ
れ

ら
と
同
等
以
上
の
も
の
と
認
め
る
試
験
（
試
験
方
法
、

試
験
設
備
、
試
験
員
等
の
状
況
に
よ
り
試
験
を
行
う
こ

と
が
適
切
で
あ
る
と
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
る
者
の
行

う
も
の
に
限
る
。
）
に
合
格
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
検
査
を
要
し
な
い
輸
入
高
圧
ガ
ス
）

第
四
十
五
条
の
四
　
法
第
二
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
を
燃

料
と
し
て
使
用
す
る
車
両
に
固
定
さ
れ
た
容
器
（
当
該

車
両
の
燃
料
の
用
に
供
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
を
充
塡
す

る
た
め
の
も
の
に
限
る
。
）
内
に
お
け
る
液
化
石
油
ガ

ス
を
輸
入
す
る
場
合
と
す
る
。

（
協
会
等
に
よ
る
輸
入
検
査
の
報
告
）

第
四
十
五
条
の
五
　
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
、
協
会
が
同
項
の
報
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

様
式
第
二
十
七
の
四
の
輸
入
検
査
結
果
報
告
書
に
輸
入

検
査
の
記
録
を
添
え
て
、
当
該
検
査
に
係
る
液
化
石
油

ガ
ス
の
陸
揚
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
輸
入

検
査
機
関
が
同
項
の
報
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

様
式
第
二
十
七
の
五
の
輸
入
検
査
結
果
報
告
書
に
輸
入

検
査
の
記
録
を
添
え
て
、
当
該
検
査
に
係
る
液
化
石
油

ガ
ス
の
陸
揚
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
輸
入
検
査
の
方
法
）

第
四
十
六
条
　
法
第
二
十
二
条
第
四
項
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
輸
入
検
査
の
方
法
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲

げ
る
検
査
項
目
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
方
法

と
す
る
。

検
査
項
目

輸
入
検
査
の
方
法

１
　
第
四
十
五
条
の

三
に
規
定
す
る
高
圧

ガ
ス
に
関
す
る
内
容

物
確
認
試
験

１
　
輸
入
を
し
た
高
圧
ガ
ス
の
圧

力
、
成
分
等
を
、
分
析
、
記
録
等

に
よ
り
検
査
す
る
。

２
　
第
四
十
五
条
の

三
に
規
定
す
る
容
器

に
関
す
る
安
全
度
試

験

２
　
輸
入
を
し
た
高
圧
ガ
ス
の
容

器
の
安
全
度
を
、
法
第
四
十
四
条

第
一
項
の
容
器
検
査
の
方
法
、
記

録
等
に
よ
り
検
査
す
る
。

第
六
章
　
高
圧
ガ
ス
の
移
動
に
係
る
保
安
上
の
措

置
等

（
移
動
に
係
る
保
安
上
の
措
置
及
び
技
術
上
の
基
準
）

第
四
十
七
条
　
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
保
安
上
必
要
な
措
置
及
び
同
条
第
二
項
の
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
条
及
び

第
四
十
九
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
車
両
に
固
定
し
た
容
器
に
よ
る
移
動
に
係
る
技
術
上

の
基
準
等
）

第
四
十
八
条
　
車
両
又
は
鉄
道
車
両
に
固
定
し
た
容
器

（
液
化
石
油
ガ
ス
を
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
車
両
に
固

定
し
た
容
器
（
当
該
車
両
の
燃
料
の
用
の
み
に
供
す
る

も
の
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
に
よ
り
液
化
石
油
ガ
ス
を

移
動
す
る
場
合
に
お
け
る
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
保
安
上
必
要
な
措
置
及
び
同
条

第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
車
両
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
見
や
す
い
箇
所
に
警
戒

標
を
掲
げ
る
こ
と
。

一
の
二
　
一
般
複
合
容
器
で
あ
つ
て
当
該
容
器
の
刻
印

等
に
示
さ
れ
た
年
月
か
ら
十
五
年
を
経
過
し
た
も
の

を
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
移
動
に
使
用
し
な
い
こ
と
。

二
　
充
塡
容
器
等
（
鉄
道
車
両
に
固
定
し
た
も
の
を
除

く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
そ
の
温

度
（
ガ
ス
の
温
度
を
計
測
で
き
る
充
塡
容
器
等
に
あ

つ
て
は
、
ガ
ス
の
温
度
）
を
常
に
四
十
度
以
下
に
保

つ
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
液
化
ガ
ス
の
充
塡

容
器
等
に
あ
つ
て
は
、
温
度
計
又
は
温
度
を
適
切
に

検
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

三
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
充
塡
容
器
等
（
国
際
輸
送
用
タ

ン
ク
コ
ン
テ
ナ
に
係
る
も
の
及
び
液
化
石
油
ガ
ス
を

燃
料
と
し
て
使
用
す
る
車
両
に
固
定
さ
れ
た
も
の

（
当
該
車
両
の
燃
料
の
用
の
み
に
供
す
る
も
の
に
限

る
。
）
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
容
器
（
鉄
道
車
両

に
固
定
し
た
も
の
を
除
く
。
第
八
号
を
除
き
、
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
内
部
に
液
面
揺
動
を

防
止
す
る
た
め
の
防
波
板
を
設
け
る
こ
と
。

四
　
容
器
（
当
該
容
器
の
頂
部
に
設
け
た
附
属
品
を
含

む
。
）
の
地
盤
面
か
ら
の
高
さ
が
車
両
の
地
盤
面
か

ら
の
最
大
高
よ
り
高
い
場
合
に
は
、
高
さ
検
知
棒
を

設
け
る
こ
と
。

五
　
液
化
石
油
ガ
ス
を
送
り
出
し
、
又
は
受
け
入
れ
る

た
め
に
用
い
ら
れ
る
バ
ル
ブ
（
以
下
「
容
器
元
弁
」

と
い
う
。
）
を
そ
の
後
面
に
設
け
た
容
器
（
次
号
に

お
い
て
「
後
部
取
出
し
式
容
器
」
と
い
う
。
）
に
あ

つ
て
は
、
容
器
元
弁
及
び
緊
急
遮
断
装
置
に
係
る
バ

ル
ブ
と
車
両
の
後
バ
ン
パ
の
後
面
と
の
水
平
距
離
が

四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

六
　
後
部
取
出
し
式
容
器
以
外
の
容
器
に
あ
つ
て
は
、

容
器
の
後
面
と
車
両
の
後
バ
ン
パ
の
後
面
と
の
水
平

距
離
が
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
な
る
よ
う
に

当
該
容
器
が
車
両
に
固
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

七
　
容
器
元
弁
及
び
緊
急
遮
断
装
置
に
係
る
バ
ル
ブ
そ

の
他
の
主
要
な
附
属
品
が
突
出
し
た
容
器
に
あ
つ
て

は
、
こ
れ
ら
の
附
属
品
を
車
両
の
右
側
面
以
外
に
設

け
た
堅
固
な
操
作
箱
の
中
に
収
納
す
る
こ
と
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
操
作
箱
と
車
両
の
後
バ
ン
パ
の
後

面
と
の
水
平
距
離
は
、
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

で
あ
る
こ
と
。

八
　
前
三
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
附
属
品

が
突
出
し
た
容
器
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
の
附
属
品

の
損
傷
に
よ
り
液
化
石
油
ガ
ス
が
漏
え
い
す
る
こ
と

を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

12



九
　
充
塡
容
器
等
に
は
、
ガ
ラ
ス
等
損
傷
し
や
す
い
材

料
を
用
い
た
液
面
計
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

十
　
容
器
に
設
け
た
バ
ル
ブ
又
は
コ
ッ
ク
に
は
、
開
閉

方
向
及
び
開
閉
状
態
を
外
部
か
ら
容
易
に
識
別
す
る

た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
一
　
充
塡
容
器
等
の
移
動
を
開
始
す
る
と
き
及
び
移

動
を
終
了
し
た
と
き
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
漏
え
い

等
の
異
常
の
有
無
を
点
検
し
、
異
常
の
あ
る
と
き

は
、
補
修
そ
の
他
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

を
講
ず
る
こ
と
。

十
二
　
充
塡
容
器
等
を
移
動
す
る
と
き
は
、
消
火
設
備

並
び
に
災
害
発
生
防
止
の
た
め
の
応
急
措
置
に
必
要

な
資
材
及
び
工
具
等
を
携
行
す
る
こ
と
。

十
三
　
車
両
に
固
定
し
た
容
器
に
よ
り
移
動
す
る
場
合

に
お
い
て
駐
車
（
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法

律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
十
八
号
に
規
定
す

る
駐
車
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
す
る
と
き
は
、
当

該
容
器
に
液
化
石
油
ガ
ス
を
受
け
入
れ
、
又
は
当
該

容
器
か
ら
液
化
石
油
ガ
ス
を
送
り
出
す
と
き
を
除

き
、
第
一
種
保
安
物
件
の
近
辺
及
び
第
二
種
保
安
物

件
が
密
集
す
る
地
域
を
避
け
、
か
つ
、
交
通
量
が
少

な
い
安
全
な
場
所
を
選
ぶ
こ
と
。
ま
た
、
駐
車
中
移

動
監
視
者
（
次
号
の
規
定
に
よ
り
液
化
石
油
ガ
ス
の

移
動
に
つ
い
て
監
視
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

又
は
運
転
者
は
、
食
事
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
場
合

を
除
き
、
当
該
車
両
を
離
れ
な
い
こ
と
。

十
四
　
車
両
に
固
定
し
た
容
器
に
よ
り
、
質
量
三
千
キ

ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
液
化
石
油
ガ
ス
を
移
動
す
る
と
き

は
、
甲
種
化
学
責
任
者
免
状
、
乙
種
化
学
責
任
者
免

状
、
丙
種
化
学
責
任
者
免
状
、
甲
種
機
械
責
任
者
免

状
若
し
く
は
乙
種
機
械
責
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け

て
い
る
者
又
は
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
（
以
下
「
協

会
」
と
い
う
。
）
が
行
う
液
化
石
油
ガ
ス
の
移
動
に

つ
い
て
の
講
習
を
受
け
、
当
該
講
習
の
検
定
に
合
格

し
た
者
に
液
化
石
油
ガ
ス
の
移
動
に
つ
い
て
監
視
さ

せ
る
こ
と
。

十
五
　
前
号
の
移
動
監
視
者
は
、
高
圧
ガ
ス
の
移
動
を

監
視
す
る
と
き
は
、
常
に
前
号
の
免
状
又
は
講
習
を

修
了
し
た
旨
を
証
す
る
書
面
を
携
帯
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

十
六
　
車
両
に
固
定
し
た
容
器
に
よ
り
、
質
量
三
千
キ

ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
液
化
石
油
ガ
ス
を
移
動
す
る
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
移
動
中
充
塡

容
器
等
が
危
険
な
状
態
と
な
つ
た
場
合
又
は
当
該
充

塡
容
器
等
に
係
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る

次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
て
す
る
こ
と
。

イ
　
荷
送
人
へ
確
実
に
連
絡
す
る
た
め
の
措
置

ロ
　
事
故
等
が
発
生
し
た
際
に
共
同
し
て
対
応
す
る

た
め
の
組
織
又
は
荷
送
人
若
し
く
は
移
動
経
路
の

近
辺
に
所
在
す
る
第
一
種
製
造
者
、
販
売
業
者
そ

の
他
高
圧
ガ
ス
を
取
り
扱
う
者
か
ら
応
援
を
受
け

る
た
め
の
措
置

ハ
　
そ
の
他
災
害
の
発
生
又
は
拡
大
の
防
止
の
た
め

に
必
要
な
措
置

十
七
　
車
両
に
固
定
し
た
容
器
に
よ
り
、
質
量
三
千
キ

ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
液
化
石
油
ガ
ス
を
移
動
す
る
者

は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
て
す
る
こ
と
。

イ
　
移
動
す
る
と
き
は
、
繁
華
街
又
は
人
ご
み
を
避

け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
著
し
く
回
り
道
と
な
る
場

合
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

ロ
　
運
搬
の
経
路
、
交
通
事
情
、
自
然
条
件
そ
の
他

の
条
件
か
ら
判
断
し
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
て
移
動
す
る
場
合
は
、
交
替
し
て
運
転
さ

せ
る
た
め
、
容
器
を
固
定
し
た
車
両
一
台
に
つ
い

て
運
転
者
二
人
を
充
て
る
こ
と
。

（イ）
　
一
の
運
転
者
に
よ
る
連
続
運
転
時
間
（
一
回

が
連
続
十
分
以
上
で
、
か
つ
、
合
計
が
三
十
分

以
上
の
運
転
の
中
断
を
す
る
こ
と
な
く
連
続
し

て
運
転
す
る
時
間
を
い
う
。
）
が
、
四
時
間
を

超
え
る
場
合

（ロ）
　
一
の
運
転
者
に
よ
る
運
転
時
間
が
、
一
日
当

た
り
九
時
間
を
超
え
る
場
合

十
八
　
車
両
に
固
定
し
た
容
器
に
よ
り
、
液
化
石
油
ガ

ス
を
移
動
す
る
と
き
は
、
移
動
中
の
災
害
防
止
の
た

め
に
必
要
な
注
意
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
運
転
者

に
交
付
し
、
移
動
中
携
帯
さ
せ
、
こ
れ
を
遵
守
さ
せ

る
こ
と
。

（
そ
の
他
の
場
合
に
お
け
る
移
動
に
係
る
技
術
上
の
基

準
等
）

第
四
十
九
条
　
前
条
に
規
定
す
る
場
合
以
外
の
場
合
（
液

化
石
油
ガ
ス
を
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
車
両
に
固
定
し

た
容
器
（
当
該
車
両
の
燃
料
の
用
の
み
に
供
す
る
も
の

に
限
る
。
）
に
よ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
け
る
法
第
二

十
三
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
保
安
上
必

要
な
措
置
及
び
同
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め

る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
車
両
に
積
載
し
て
移
動
す
る
と
き
は
、
当
該
車
両

の
見
や
す
い
箇
所
に
警
戒
標
を
掲
げ
る
こ
と
。
た
だ

し
、
容
器
の
内
容
積
が
二
十
五
リ
ッ
ト
ル
以
下
で
あ

る
充
塡
容
器
等
の
み
を
積
載
し
た
車
両
で
あ
つ
て
、

当
該
積
載
容
器
の
内
容
積
の
合
計
が
五
十
リ
ッ
ト
ル

以
下
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

一
の
二
　
一
般
複
合
容
器
で
あ
つ
て
当
該
容
器
の
刻
印

等
に
示
さ
れ
た
年
月
か
ら
十
五
年
を
経
過
し
た
も
の

を
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
移
動
に
使
用
し
な
い
こ
と
。

二
　
充
塡
容
器
等
は
、
常
に
温
度
四
十
度
以
下
に
保
つ

こ
と
。

三
　
突
出
し
た
バ
ル
ブ
の
あ
る
充
塡
容
器
等
に
は
、
固

定
式
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
又
は
キ
ャ
ッ
プ
を
施
す
こ
と
。

四
　
充
塡
容
器
等
は
、
転
落
、
転
倒
等
に
よ
る
衝
撃
及

び
バ
ル
ブ
の
損
傷
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
、
か

つ
、
粗
暴
な
取
扱
い
を
し
な
い
こ
と
。

五
　
充
塡
容
器
等
を
車
両
に
積
載
し
て
移
動
す
る
と
き

は
、
消
火
設
備
並
び
に
災
害
発
生
防
止
の
た
め
の
応

急
措
置
に
必
要
な
資
材
及
び
工
具
等
を
携
行
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
容
器
の
内
容
積
が
二
十
五
リ
ッ
ト
ル

以
下
で
あ
る
充
塡
容
器
等
の
み
を
積
載
し
た
車
両
で

あ
つ
て
、
当
該
積
載
容
器
の
内
容
積
の
合
計
が
五
十

リ
ッ
ト
ル
以
下
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

六
　
充
塡
容
器
等
は
、
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律

第
百
八
十
六
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
危
険

物
と
同
一
の
車
両
に
積
載
し
て
移
動
し
な
い
こ
と
。

た
だ
し
、
内
容
積
百
二
十
リ
ッ
ト
ル
未
満
の
充
塡
容

器
等
と
同
法
別
表
に
掲
げ
る
第
四
類
の
危
険
物
と
の

場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

七
　
充
塡
容
器
等
を
車
両
に
積
載
し
て
移
動
す
る
場
合

に
お
い
て
、
駐
車
す
る
と
き
は
、
当
該
充
塡
容
器
等

の
積
み
卸
し
を
行
う
と
き
を
除
き
、
第
一
種
保
安
物

件
の
近
辺
及
び
第
二
種
保
安
物
件
が
密
集
す
る
地
域

を
避
け
る
と
と
も
に
、
交
通
量
が
少
な
い
安
全
な
場

所
を
選
び
、
か
つ
、
移
動
監
視
者
又
は
運
転
者
は
食

事
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
当
該
車
両

を
離
れ
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
容
器
の
内
容
積
が
二

十
五
リ
ッ
ト
ル
以
下
で
あ
る
充
塡
容
器
等
の
み
を
積

載
し
た
車
両
で
あ
つ
て
、
当
該
積
載
容
器
の
内
容
積

の
合
計
が
五
十
リ
ッ
ト
ル
以
下
で
あ
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

八
　
質
量
三
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
液
化
石
油
ガ
ス
を

移
動
す
る
と
き
（
液
化
石
油
ガ
ス
の
充
塡
容
器
等
を

車
両
に
積
載
し
て
移
動
す
る
と
き
に
限
る
。
）
は
、

前
条
第
十
四
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
の
基
準
を
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
十
七
号
ロ
中

「
容
器
を
固
定
し
た
車
両
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
ガ

ス
の
充
塡
容
器
等
を
積
載
し
た
車
両
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

九
　
液
化
石
油
ガ
ス
を
移
動
す
る
と
き
（
液
化
石
油
ガ

ス
の
充
塡
容
器
等
を
車
両
に
積
載
し
て
移
動
す
る
と

き
に
限
る
。
）
は
、
前
条
第
十
八
号
の
基
準
を
準
用

す
る
。
た
だ
し
、
容
器
の
内
容
積
が
二
十
五
リ
ッ
ト

ル
以
下
で
あ
る
充
塡
容
器
等
（
液
化
石
油
ガ
ス
移
動

時
の
注
意
事
項
を
示
し
た
ラ
ベ
ル
が
貼
付
さ
れ
て
い

る
も
の
に
限
る
。
）
の
み
を
積
載
し
た
車
両
で
あ
つ

て
、
当
該
積
載
容
器
の
内
容
積
の
合
計
が
五
十
リ
ッ

ト
ル
以
下
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

（
導
管
に
よ
る
移
動
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
五
十
条
　
法
第
二
十
三
条
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
第
六
条
第
一
項
第
三
十
六

号
の
基
準
と
す
る
。

第
七
章
　
高
圧
ガ
ス
の
消
費
に
係
る
届
出
等

（
特
定
高
圧
ガ
ス
の
消
費
者
に
係
る
消
費
の
届
出
）

第
五
十
一
条
　
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
液
化
石
油
ガ
ス
（
以
下
「
特
定
高
圧
ガ
ス
」
と
い

う
。
）
を
消
費
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
八

の
特
定
高
圧
ガ
ス
消
費
届
書
に
消
費
施
設
等
明
細
書
を

添
え
て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知

事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
定
高

圧
ガ
ス
の
消
費
者
で
あ
つ
て
事
業
の
譲
渡
（
そ
の
事
業

の
全
部
を
譲
り
渡
す
も
の
を
除
く
。
）
、
遺
贈
又
は
分
割

（
そ
の
事
業
の
全
部
を
承
継
さ
せ
る
も
の
を
除
く
。
）
に

よ
り
引
き
続
き
消
費
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
新
た
に
届

け
出
る
と
き
は
、
消
費
施
設
等
明
細
書
の
添
付
を
省
略

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
消
費
施
設
等
明
細
書
に
は
、
第
一
号
か
ら
第

三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
第
四
号
に
掲
げ

る
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
消
費
（
消
費
に
係
る
貯
蔵
及
び
導
管
に
よ
る
輸
送

を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
目
的

二
　
特
定
高
圧
ガ
ス
の
貯
蔵
設
備
（
以
下
単
に
「
貯
蔵

設
備
」
と
い
う
。
）
の
貯
蔵
能
力

三
　
法
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
技
術
上
の
基
準
及
び
同
条
第
二
項
の
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
事
項

四
　
特
定
高
圧
ガ
ス
の
消
費
の
た
め
の
施
設
（
以
下

「
消
費
施
設
」
と
い
う
。
）
の
位
置
（
他
の
施
設
と
の

関
係
位
置
を
含
む
。
）
及
び
付
近
の
状
況
を
示
す
図

面

（
特
定
高
圧
ガ
ス
消
費
者
に
係
る
承
継
の
届
出
）

第
五
十
一
条
の
二
　
法
第
二
十
四
条
の
二
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
十
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
特

定
高
圧
ガ
ス
消
費
者
の
地
位
の
承
継
を
届
け
出
よ
う
と

す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
八
の
二
の
特
定
高
圧
ガ
ス
消

費
者
承
継
届
書
に
事
業
の
全
部
の
譲
渡
し
又
は
相
続
、

合
併
若
し
く
は
そ
の
事
業
の
全
部
を
承
継
さ
せ
た
分
割
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が
あ
つ
た
事
実
を
証
す
る
書
面
（
相
続
の
場
合
で
あ
つ

て
、
相
続
人
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
承
継
す
べ
き

相
続
人
の
選
定
に
係
る
全
員
の
同
意
書
）
を
添
え
て
、

事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
高
圧
ガ
ス
の
貯
蔵
能
力
の
算
定
基
準
）

第
五
十
二
条
　
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
貯
蔵
能
力

の
算
定
基
準
は
、
第
二
条
第
一
項
第
六
号
に
定
め
る
算

式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
特
定
高
圧
ガ
ス
の
消
費
者
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
五
十
三
条
　
法
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
も
の
と
す
る
。

一
　
消
費
設
備
に
は
、
そ
の
周
囲
か
ら
見
や
す
い
よ
う

に
警
戒
標
を
掲
げ
る
こ
と
。

二
　
消
費
施
設
は
、
そ
の
減
圧
設
備
の
外
面
か
ら
第
一

種
保
安
物
件
に
対
し
第
一
種
設
備
距
離
以
上
、
第
二

種
保
安
物
件
に
対
し
第
二
種
設
備
距
離
以
上
の
距
離

を
有
す
る
こ
と
。

三
　
特
定
高
圧
ガ
ス
の
消
費
設
備
は
、
そ
の
貯
蔵
設

備
、
導
管
及
び
減
圧
設
備
並
び
に
こ
れ
ら
の
間
の
配

管
（
以
下
「
貯
蔵
設
備
等
」
と
い
う
。
）
の
外
面
か

ら
火
気
（
当
該
消
費
設
備
内
の
火
気
を
除
く
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
使
用
す
る
場
所
に
対

し
八
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
有
し
、
又
は
当
該
貯

蔵
設
備
等
か
ら
漏
え
い
し
た
液
化
石
油
ガ
ス
に
係
る

流
動
防
止
措
置
若
し
く
は
液
化
石
油
ガ
ス
が
漏
え
い

し
た
と
き
に
連
動
装
置
に
よ
り
直
ち
に
使
用
中
の
火

気
を
消
す
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

四
　
消
費
設
備
を
設
置
す
る
室
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
が

漏
え
い
し
た
と
き
滞
留
し
な
い
よ
う
な
構
造
と
す
る

こ
と
。

五
　
消
費
施
設
に
は
、
当
該
施
設
か
ら
漏
え
い
す
る
液

化
石
油
ガ
ス
が
滞
留
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
、

液
化
石
油
ガ
ス
の
漏
え
い
を
検
知
し
、
か
つ
、
警
報

す
る
た
め
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

六
　
貯
蔵
設
備
等
は
、
常
用
の
圧
力
の
一
・
五
倍
以
上

（
第
二
種
特
定
設
備
に
あ
つ
て
は
、
常
用
の
圧
力
の

一
・
三
倍
以
上
）
の
圧
力
で
水
そ
の
他
の
安
全
な
液

体
を
使
用
し
て
行
う
耐
圧
試
験
（
液
体
を
使
用
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
常
用

の
圧
力
の
一
・
二
五
倍
以
上
（
第
二
種
特
定
設
備
に

あ
つ
て
は
、
常
用
の
圧
力
の
一
・
一
倍
以
上
）
の
圧

力
で
空
気
、
窒
素
等
の
気
体
を
使
用
し
て
行
う
耐
圧

試
験
）
及
び
常
用
の
圧
力
以
上
の
圧
力
で
行
う
気
密

試
験
又
は
経
済
産
業
大
臣
が
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の

も
の
と
認
め
る
試
験
（
試
験
方
法
、
試
験
設
備
、
試

験
員
等
の
状
況
に
よ
り
試
験
を
行
う
こ
と
が
適
切
で

あ
る
と
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
る
者
の
行
う
も
の
に

限
る
。
）
に
合
格
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

七
　
消
費
設
備
に
使
用
す
る
材
料
は
、
液
化
石
油
ガ
ス

の
性
状
、
温
度
、
圧
力
等
に
応
じ
、
当
該
設
備
の
材

料
に
及
ぼ
す
化
学
的
影
響
及
び
物
理
的
影
響
に
対

し
、
安
全
な
化
学
的
成
分
及
び
機
械
的
性
質
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

八
　
消
費
設
備
（
配
管
及
び
こ
の
号
に
規
定
す
る
基
礎

を
有
す
る
構
造
物
上
に
設
置
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）

の
基
礎
は
、
不
同
沈
下
等
に
よ
り
当
該
消
費
設
備
に

有
害
な
ひ
ず
み
が
生
じ
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ

と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
貯
槽
（
貯
蔵
能
力
が
百

立
方
メ
ー
ト
ル
又
は
一
ト
ン
以
上
の
も
の
に
限
る
。

以
下
こ
の
号
及
び
第
十
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

支
柱
（
支
柱
の
な
い
貯
槽
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
底

部
）
は
、
同
一
の
基
礎
に
緊
結
す
る
こ
と
。

九
　
貯
蔵
設
備
等
は
、
常
用
の
圧
力
又
は
常
用
の
温
度

に
お
い
て
発
生
す
る
最
大
の
応
力
に
対
し
、
当
該
貯

蔵
設
備
等
の
形
状
、
寸
法
、
常
用
の
圧
力
、
常
用
の

温
度
に
お
け
る
材
料
の
許
容
応
力
、
溶
接
継
手
の
効

率
等
に
応
じ
、
十
分
な
強
度
を
有
す
る
も
の
で
あ

り
、
又
は
貯
蔵
設
備
等
の
製
造
技
術
、
検
査
技
術
等

の
状
況
に
よ
り
製
造
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
経

済
産
業
大
臣
が
認
め
る
者
の
製
造
し
た
常
用
の
圧
力

等
に
応
ず
る
十
分
な
強
度
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

十
　
低
温
貯
槽
に
は
、
当
該
貯
槽
の
内
部
の
圧
力
が
外

部
の
圧
力
よ
り
低
下
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
貯
槽
が

破
壊
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。

十
一
　
貯
蔵
設
備
等
（
圧
縮
ガ
ス
の
減
圧
設
備
を
除

く
。
）
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
圧
力
計
を
設
け
、
か
つ
、
当
該
設
備
内
の
圧

力
が
許
容
圧
力
を
超
え
た
場
合
に
直
ち
に
そ
の
圧
力

を
許
容
圧
力
以
下
に
戻
す
こ
と
が
で
き
る
安
全
装
置

を
設
け
る
こ
と
。

十
二
　
消
費
設
備
に
は
、
当
該
設
備
に
生
ず
る
静
電
気

を
除
去
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
三
　
消
費
施
設
に
は
、
そ
の
規
模
に
応
じ
て
、
適
切

な
防
消
火
設
備
を
適
切
な
箇
所
に
設
け
る
こ
と
。

十
四
　
消
費
設
備
に
設
け
た
バ
ル
ブ
又
は
コ
ッ
ク
に

は
、
作
業
員
が
当
該
バ
ル
ブ
又
は
コ
ッ
ク
を
適
切
に

操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

十
五
　
貯
槽
は
、
そ
の
沈
下
状
況
を
測
定
す
る
た
め
の

措
置
を
講
じ
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
沈
下
状
況
を
測
定
す
る
こ
と
。
こ
の
測
定
の
結

果
、
沈
下
し
て
い
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
沈
下

の
程
度
に
応
じ
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

２
　
法
第
二
十
四
条
の
三
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

一
　
貯
蔵
設
備
等
の
周
囲
五
メ
ー
ト
ル
以
内
に
お
い
て

は
、
火
気
（
当
該
設
備
内
の
も
の
を
除
く
。
）
の
使

用
を
禁
じ
、
か
つ
、
引
火
性
又
は
発
火
性
の
物
を
置

か
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
貯
蔵
設
備
等
と
火
気
又
は

引
火
性
若
し
く
は
発
火
性
の
物
と
の
間
に
前
項
第
三

号
の
流
動
防
止
措
置
又
は
液
化
石
油
ガ
ス
が
漏
え
い

し
た
と
き
に
連
動
装
置
に
よ
り
直
ち
に
使
用
中
の
火

気
を
消
す
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

二
　
消
費
は
、
消
費
設
備
の
使
用
開
始
時
及
び
使
用
終

了
時
に
当
該
設
備
の
属
す
る
消
費
施
設
の
異
常
の
有

無
を
点
検
す
る
ほ
か
、
一
日
に
一
回
以
上
消
費
設
備

の
態
様
に
応
じ
頻
繁
に
消
費
設
備
の
作
動
状
況
に
つ

い
て
点
検
し
、
異
常
の
あ
る
と
き
は
、
当
該
設
備
の

補
修
そ
の
他
の
危
険
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
て
す

る
こ
と
。

三
　
消
費
設
備
の
修
理
又
は
清
掃
（
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
「
修
理
等
」
と
い
う
。
）
及
び
そ
の
後
の
消
費

は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
る
こ
と
に
よ
り
保
安
上

支
障
の
な
い
状
態
で
行
う
こ
と
。

イ
　
修
理
等
を
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
修
理

等
の
作
業
計
画
及
び
当
該
作
業
の
責
任
者
を
定

め
、
修
理
等
は
、
当
該
作
業
計
画
に
従
い
、
か

つ
、
当
該
責
任
者
の
監
視
の
下
に
行
う
こ
と
又
は

異
常
が
あ
つ
た
と
き
に
直
ち
に
そ
の
旨
を
当
該
責

任
者
に
通
報
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
行
う
こ

と
。

ロ
　
消
費
設
備
の
修
理
等
を
す
る
と
き
は
、
危
険
を

防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ハ
　
修
理
等
の
た
め
作
業
員
が
消
費
設
備
内
に
入
る

と
き
は
、
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。

ニ
　
消
費
設
備
を
開
放
し
て
修
理
等
を
す
る
と
き

は
、
当
該
消
費
設
備
の
う
ち
開
放
す
る
部
分
に
他

の
部
分
か
ら
ガ
ス
が
漏
え
い
す
る
こ
と
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ホ
　
修
理
等
が
終
了
し
た
と
き
は
、
当
該
消
費
設
備

が
正
常
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
で
な
け

れ
ば
消
費
を
し
な
い
こ
と
。

四
　
消
費
設
備
に
設
け
た
バ
ル
ブ
を
操
作
す
る
場
合
に

バ
ル
ブ
の
材
質
、
構
造
及
び
状
態
を
勘
案
し
て
過
大

な
力
を
加
え
な
い
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

（
特
定
高
圧
ガ
ス
の
消
費
者
に
係
る
変
更
の
工
事
等
の

届
出
）

第
五
十
四
条
　
法
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
特
定
高
圧
ガ
ス
消
費
者
は
、

様
式
第
二
十
九
の
特
定
高
圧
ガ
ス
消
費
施
設
等
変
更
届

書
に
変
更
明
細
書
を
添
え
て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
前
項
の
変
更
明
細
書
に
は
、
第
五
十
一
条
第
二
項
各

号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
、
変
更
の
あ
つ
た
部
分
に
つ

い
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
高
圧
ガ
ス
の
消
費
者
に
係
る
軽
微
な
変
更
の
工

事
）

第
五
十
五
条
　
法
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
た
だ
し
書
の

経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
の
工
事
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
貯
蔵
設
備
等
（
貯
槽
を
除
く
。
）
の
取
替
え
（
第

五
十
三
条
第
一
項
第
九
号
の
規
定
に
よ
り
製
造
す
る

こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
経
済
産
業
大
臣
の
認
め
る
者

が
製
造
し
た
も
の
又
は
保
安
上
特
段
の
支
障
が
な
い

も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
へ
の
取
替
え
に
限

る
。
）
の
工
事
で
あ
つ
て
、
当
該
設
備
の
貯
蔵
能
力

の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の

二
　
消
費
設
備
（
貯
蔵
設
備
等
を
除
く
。
）
の
変
更
の

工
事

三
　
消
費
設
備
以
外
の
消
費
施
設
に
係
る
設
備
の
変
更

の
工
事

四
　
消
費
施
設
の
機
能
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
な

い
消
費
設
備
の
撤
去
の
工
事

（
特
定
高
圧
ガ
ス
の
消
費
の
廃
止
の
届
出
）

第
五
十
六
条
　
法
第
二
十
四
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
特
定
高
圧
ガ
ス
の
消
費
者

は
、
様
式
第
三
十
の
特
定
高
圧
ガ
ス
消
費
廃
止
届
書

を
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
そ
の
他
消
費
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
従
う
べ
き
高

圧
ガ
ス
の
指
定
）

第
五
十
七
条
　
法
第
二
十
四
条
の
五
の
消
費
の
技
術
上
の

基
準
に
従
う
べ
き
高
圧
ガ
ス
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
（
液

化
石
油
ガ
ス
を
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
車
両
に
お
い

て
、
当
該
車
両
の
燃
料
の
用
の
み
に
消
費
さ
れ
る
液
化

石
油
ガ
ス
を
除
く
。
）
と
す
る
。
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（
そ
の
他
消
費
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
五
十
八
条
　
法
第
二
十
四
条
の
五
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

一
　
充
塡
容
器
等
の
バ
ル
ブ
は
、
静
か
に
開
閉
す
る
こ

と
。

二
　
充
塡
容
器
等
は
、
転
落
、
転
倒
等
に
よ
る
衝
撃
又

は
バ
ル
ブ
の
損
傷
を
受
け
な
い
よ
う
粗
暴
な
取
扱
い

を
し
な
い
こ
と
。

三
　
充
塡
容
器
等
、
バ
ル
ブ
又
は
配
管
を
加
熱
す
る
と

き
は
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
行
う

こ
と
。
た
だ
し
、
安
全
弁
及
び
圧
力
又
は
温
度
を
調

節
す
る
自
動
制
御
装
置
を
設
け
た
蒸
発
器
内
の
配
管

に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

イ
　
熱
湿
布
を
使
用
す
る
こ
と
。

ロ
　
温
度
四
十
度
以
下
の
温
湯
そ
の
他
の
液
体
（
可

燃
性
の
も
の
及
び
充
塡
容
器
等
、
バ
ル
ブ
又
は
充

塡
用
枝
管
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ

る
も
の
を
除
く
。
）
を
使
用
す
る
こ
と
。

ハ
　
空
気
調
和
設
備
（
空
気
の
温
度
を
四
十
度
以
下

に
調
節
す
る
自
動
制
御
装
置
を
設
け
た
も
の
で
あ

つ
て
、
火
気
で
直
接
空
気
を
加
熱
す
る
構
造
の
も

の
及
び
可
燃
性
ガ
ス
を
冷
媒
と
す
る
も
の
以
外
の

も
の
に
限
る
。
）
を
使
用
す
る
こ
と
。

四
　
充
塡
容
器
等
（
当
該
容
器
に
取
り
付
け
た
ス
カ
ー

ト
を
含
む
。
）
に
は
、
湿
気
、
水
滴
等
に
よ
る
腐
食

を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

五
　
消
費
は
、
通
風
の
良
い
場
所
で
し
、
か
つ
、
そ
の

充
塡
容
器
等
を
温
度
四
十
度
以
下
に
保
つ
こ
と
。

六
　
消
費
し
た
後
は
、
バ
ル
ブ
の
損
傷
を
防
止
す
る
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

七
　
貯
蔵
設
備
等
の
周
囲
五
メ
ー
ト
ル
以
内
に
お
い
て

は
、
火
気
（
当
該
設
備
内
の
も
の
を
除
く
。
）
の
使

用
を
禁
じ
、
か
つ
、
引
火
性
又
は
発
火
性
の
物
を
置

か
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
貯
蔵
設
備
等
と
火
気
又
は

引
火
性
若
し
く
は
発
火
性
の
物
（
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
「
火
気
等
」
と
い
う
。
）
と
の
間
に
、
当
該
貯

槽
か
ら
漏
え
い
し
た
液
化
石
油
ガ
ス
に
係
る
流
動
防

止
措
置
又
は
液
化
石
油
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
に

連
動
装
置
に
よ
り
直
ち
に
使
用
中
の
火
気
を
消
す
た

め
の
措
置
を
講
じ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

八
　
溶
接
又
は
熱
切
断
用
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
消
費

は
、
当
該
ガ
ス
の
漏
え
い
、
爆
発
等
に
よ
る
災
害
を

防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
行
う
こ
と
。

九
　
液
化
石
油
ガ
ス
法
第
二
条
第
五
項
の
消
費
設
備
に

係
る
消
費
施
設
以
外
の
消
費
施
設
に
は
、
そ
の
規
模

に
応
じ
て
、
適
切
な
消
火
設
備
を
適
切
な
箇
所
に
設

け
る
こ
と
。

十
　
液
化
石
油
ガ
ス
法
第
二
条
第
五
項
の
消
費
設
備
に

係
る
消
費
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
五
十
三
条

第
一
項
第
五
号
、
第
十
二
号
、
第
十
四
号
及
び
同
条

第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
基
準
に
適
合
す

る
こ
と
。

十
一
　
一
般
複
合
容
器
は
、
水
中
で
使
用
し
な
い
こ

と
。第

八
章
　
高
圧
ガ
ス
の
廃
棄
に
係
る
技
術
上
の
基

準
等

（
廃
棄
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
従
う
べ
き
高
圧
ガ
ス

の
指
定
）

第
五
十
九
条
　
法
第
二
十
五
条
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め

る
高
圧
ガ
ス
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
と
す
る
。

（
廃
棄
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
六
十
条
　
法
第
二
十
五
条
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る

技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
廃
棄
は
、
容
器
と
と
も
に
行
わ
な
い
こ
と
。

二
　
廃
棄
は
、
火
気
を
取
り
扱
う
場
所
又
は
引
火
性
若

し
く
は
発
火
性
の
物
を
た
い
積
し
た
場
所
及
び
そ
の

周
囲
八
メ
ー
ト
ル
以
内
を
避
け
、
か
つ
、
通
風
の
良

い
場
所
で
少
量
ず
つ
す
る
こ
と
。

三
　
廃
棄
を
継
続
か
つ
反
復
し
て
す
る
と
き
は
、
液
化

石
油
ガ
ス
の
滞
留
を
検
知
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ

て
す
る
こ
と
。

四
　
廃
棄
し
た
後
は
、
バ
ル
ブ
の
損
傷
を
防
止
す
る
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

五
　
充
塡
容
器
等
、
バ
ル
ブ
又
は
配
管
を
加
熱
す
る
と

き
は
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
行
う

こ
と
。

イ
　
熱
湿
布
を
使
用
す
る
こ
と
。

ロ
　
温
度
四
十
度
以
下
の
温
湯
そ
の
他
の
液
体
（
可

燃
性
の
も
の
及
び
充
塡
容
器
等
、
バ
ル
ブ
又
は
充

塡
用
枝
管
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ

る
も
の
を
除
く
。
）
を
使
用
す
る
こ
と
。

ハ
　
空
気
調
和
設
備
（
空
気
の
温
度
を
四
十
度
以
下

に
調
節
す
る
自
動
制
御
装
置
を
設
け
た
も
の
で
あ

つ
て
、
火
気
で
直
接
空
気
を
加
熱
す
る
構
造
の
も

の
及
び
可
燃
性
ガ
ス
を
冷
媒
と
す
る
も
の
以
外
の

も
の
に
限
る
。
）
を
使
用
す
る
こ
と
。

第
九
章
　
自
主
保
安
の
た
め
の
措
置

（
危
害
予
防
規
程
の
届
出
等
）

第
六
十
一
条
　
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届

出
を
し
よ
う
と
す
る
第
一
種
製
造
者
は
、
様
式
第
三
十

一
の
危
害
予
防
規
程
届
書
に
危
害
予
防
規
程
（
変
更
の

と
き
は
、
変
更
の
明
細
を
記
載
し
た
書
面
）
を
添
え

て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る

事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
細
目
と
す
る
。

一
　
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技

術
上
の
基
準
及
び
同
条
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
保
安
管
理
体
制
並
び
に
保
安
統
括
者
、
保
安
技
術

管
理
者
、
保
安
係
員
、
保
安
主
任
者
及
び
保
安
企
画

推
進
員
の
行
う
べ
き
職
務
の
範
囲
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
製
造
設
備
の
安
全
な
運
転
及
び
操
作
に
関
す
る
こ

と
（
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
。

四
　
製
造
施
設
の
保
安
に
係
る
巡
視
及
び
点
検
に
関
す

る
こ
と
（
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
。

五
　
製
造
施
設
の
新
増
設
に
係
る
工
事
及
び
修
理
作
業

の
管
理
に
関
す
る
こ
と
（
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く
。
）
。

六
　
製
造
施
設
が
危
険
な
状
態
と
な
つ
た
と
き
の
措
置

及
び
そ
の
訓
練
方
法
に
関
す
る
こ
と
。

七
　
大
規
模
な
地
震
に
係
る
防
災
及
び
減
災
対
策
に
関

す
る
こ
と
。

八
　
協
力
会
社
の
作
業
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

九
　
従
業
者
に
対
す
る
当
該
危
害
予
防
規
程
の
周
知
方

法
及
び
当
該
危
害
予
防
規
程
に
違
反
し
た
者
に
対
す

る
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

十
　
保
安
に
係
る
記
録
に
関
す
る
こ
と
。

十
一
　
危
害
予
防
規
程
の
作
成
及
び
変
更
の
手
続
に
関

す
る
こ
と
。

十
二
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
災
害
の
発
生
の

防
止
の
た
め
に
必
要
な
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

３
　
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
三
年
法

律
第
七
十
三
号
）
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
地
震
防

災
対
策
強
化
地
域
（
以
下
「
強
化
地
域
」
と
い
う
。
）

内
に
あ
る
事
業
所
（
同
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る

者
が
設
置
し
て
い
る
事
業
所
を
除
く
。
以
下
次
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
に
係
る
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
経
済

産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
も

の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
細
目
と
す

る
。

一
　
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
第
二
条
第
三
号
に

規
定
す
る
地
震
予
知
情
報
及
び
同
条
第
十
三
号
に
規

定
す
る
警
戒
宣
言
（
以
下
「
警
戒
宣
言
」
と
い
う
。
）

の
伝
達
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
避
難
の

勧
告
又
は
指
示
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
防
災
要

員
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

四
　
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
防
消
火

設
備
、
通
報
設
備
、
防
液
堤
そ
の
他
保
安
に
係
る
設

備
の
整
備
及
び
点
検
に
関
す
る
こ
と
。

五
　
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
製
造
設

備
等
の
整
備
、
点
検
、
運
転
に
関
す
る
こ
と
。

六
　
そ
の
他
地
震
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
を
図

る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

七
　
地
震
防
災
に
係
る
教
育
、
訓
練
及
び
広
報
に
関
す

る
こ
と
。

４
　
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
第
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
強
化
地
域
の
指
定
の
際
、
当
該
強
化
地
域
内

に
お
い
て
液
化
石
油
ガ
ス
の
製
造
を
行
う
事
業
所
を
現

に
管
理
し
て
い
る
第
一
種
製
造
者
は
、
当
該
指
定
が
あ

つ
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
前
項
に
掲
げ
る
事
項
の
細

目
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
二

号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
南
海
ト
ラ
フ
地
震

防
災
対
策
推
進
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域
内
に
あ

る
事
業
所
（
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
が
設

置
し
て
い
る
事
業
所
を
除
き
、
同
法
第
二
条
第
二
項
に

規
定
す
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
（
以
下
「
南
海
ト
ラ
フ
地

震
」
と
い
う
。
）
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
に
係
る
地
震

防
災
対
策
を
講
ず
べ
き
者
と
し
て
同
法
第
四
条
第
一
項

に
規
定
す
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計

画
で
定
め
る
者
が
設
置
し
て
い
る
事
業
所
に
限
る
。
次

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
法
第
二
十
六
条
第
一
項

の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
二
項
各
号
に

掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
細

目
と
す
る
。

一
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
か
ら
の

円
滑
な
避
難
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
防
災
訓
練
並
び
に
地
震

防
災
上
必
要
な
教
育
及
び
広
報
に
関
す
る
こ
と
。

６
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
の
指
定
の
際
、
当

該
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
内
に
お
い
て

液
化
石
油
ガ
ス
の
製
造
を
行
う
事
業
所
を
現
に
管
理
し

て
い
る
第
一
種
製
造
者
は
、
当
該
指
定
が
あ
つ
た
日
か

ら
六
月
以
内
に
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
の
細
目
に
つ

い
て
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
事
業

所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
府
県
知
事
（
当
該
事
業
所

の
所
在
地
が
指
定
都
市
の
区
域
内
に
あ
る
場
合
で
あ
つ

て
、
当
該
事
業
所
に
係
る
事
務
が
令
第
二
十
二
条
に
規

定
す
る
事
務
に
該
当
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該

所
在
地
を
管
轄
す
る
指
定
都
市
の
長
）
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
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７
　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地

震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十

六
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策

推
進
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域
内
に
あ
る
事
業
所

（
同
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
が
設
置
し
て
い

る
事
業
所
を
除
き
、
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
（
以
下
「
日

本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
」
と
い
う
。
）

に
伴
い
発
生
す
る
津
波
に
係
る
地
震
防
災
対
策
を
講
ず

べ
き
者
と
し
て
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
本

海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策
推
進
基

本
計
画
で
定
め
る
者
が
設
置
し
て
い
る
事
業
所
に
限

る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
法
第
二
十
六
条

第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
二
項

各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

項
の
細
目
と
す
る
。

一
　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
伴
い

発
生
す
る
津
波
か
ら
の
円
滑
な
避
難
の
確
保
に
関
す

る
こ
と
。

二
　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る

防
災
訓
練
並
び
に
地
震
防
災
上
必
要
な
教
育
及
び
広

報
に
関
す
る
こ
と
。

８
　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地

震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝

型
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
の
指
定
の
際
、
当
該
日
本

海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策
推
進
地

域
内
に
お
い
て
液
化
石
油
ガ
ス
の
製
造
を
行
う
事
業
所

を
現
に
管
理
し
て
い
る
第
一
種
製
造
者
は
、
当
該
指
定

が
あ
つ
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
前
項
に
規
定
す
る
事

項
の
細
目
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
県
知
事

（
当
該
事
業
所
の
所
在
地
が
指
定
都
市
の
区
域
内
に
あ

る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
事
業
所
に
係
る
事
務
が
令
第

二
十
二
条
に
規
定
す
る
事
務
に
該
当
し
な
い
場
合
に
あ

つ
て
は
、
当
該
所
在
地
を
管
轄
す
る
指
定
都
市
の
長
）

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９
　
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十

三
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
津
波
浸
水
想
定
（
同
項
に
規
定
す
る
「
津
波
浸
水

想
定
」
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
設
定
さ
れ
た
区
域

内
に
あ
る
事
業
所
に
係
る
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
二
項
各
号
に
掲
げ

る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
津
波
浸
水
想
定
に
応
じ
た
次
の

各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
細
目
と
す
る
。

一
　
津
波
に
関
す
る
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
お
け

る
当
該
警
報
の
伝
達
方
法
、
避
難
場
所
、
避
難
の
経

路
そ
の
他
の
避
難
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
津
波
に
関
す
る
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
お
け

る
作
業
の
速
や
か
な
停
止
、
設
備
の
安
全
な
停
止
並

び
に
避
難
時
間
の
確
保
に
係
る
判
断
基
準
、
手
順
及

び
権
限
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
津
波
に
関
す
る
防
災
に
係
る
必
要
な
教
育
、
訓
練

及
び
広
報
に
関
す
る
こ
と
。

四
　
津
波
に
よ
る
製
造
設
備
又
は
貯
蔵
設
備
の
破
損
又

は
流
出
に
よ
る
事
業
所
内
及
び
周
辺
地
域
に
お
い
て

想
定
さ
れ
る
被
害
並
び
に
当
該
被
害
が
及
ぶ
と
想
定

さ
れ
る
地
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
及
び
市
町

村
長
に
対
す
る
当
該
被
害
の
想
定
に
係
る
情
報
提
供

に
関
す
る
こ
と
（
当
該
事
業
所
の
所
在
地
に
お
け
る

津
波
浸
水
想
定
が
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
に
限

る
。
）
。

五
　
充
塡
容
器
等
（
高
圧
ガ
ス
を
燃
料
と
し
て
使
用
す

る
車
両
に
固
定
し
た
燃
料
装
置
用
容
器
を
除
く
。
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
事
業
所
か
ら
の
流

出
防
止
を
図
る
た
め
の
措
置
並
び
に
流
出
し
た
充
塡

容
器
等
の
回
収
方
針
に
関
す
る
こ
と
（
当
該
事
業
所

の
所
在
地
に
お
け
る
津
波
浸
水
想
定
が
一
メ
ー
ト
ル

（
車
両
に
固
定
し
た
容
器
に
係
る
事
項
に
あ
つ
て
は
、

二
メ
ー
ト
ル
）
を
超
え
る
場
合
に
限
る
。
）
。

六
　
津
波
に
関
す
る
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
お
け

る
緊
急
遮
断
装
置
、
防
消
火
設
備
、
通
報
設
備
、
防

液
堤
そ
の
他
の
保
安
に
関
す
る
設
備
等
の
作
業
手
順

及
び
当
該
設
備
等
の
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
け

る
対
応
策
に
関
す
る
こ
と
。

七
　
津
波
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
製
造
施
設
の
保
安
確

保
の
方
法
に
関
す
る
こ
と
。

10
　
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
津
波
浸
水
想
定
の
設
定
の
際
、
当
該

想
定
が
設
定
さ
れ
た
区
域
内
に
お
い
て
液
化
石
油
ガ
ス

の
製
造
を
行
う
事
業
所
を
現
に
管
理
し
て
い
る
第
一
種

製
造
者
は
、
当
該
設
定
が
あ
つ
た
日
か
ら
一
年
以
内

に
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
の
細
目
に
つ
い
て
、
法
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
事
業
所
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
保
安
統
括
者
の
選
任
等
）

第
六
十
二
条
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
同
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
者
（
以
下
次

条
か
ら
第
六
十
五
条
ま
で
及
び
第
七
十
六
条
に
お
い
て

「
第
一
種
製
造
者
等
」
と
い
う
。
）
は
、
事
業
所
ご
と

に
、
保
安
統
括
者
一
人
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
経
済
産
業
省

令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
処
理
能
力
が
二
十
五
万
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
事

業
所
に
お
い
て
、
専
ら
液
化
石
油
ガ
ス
を
燃
料
と
し

て
使
用
す
る
車
両
に
固
定
さ
れ
た
容
器
に
液
化
石
油

ガ
ス
を
充
塡
す
る
者
で
あ
つ
て
、
甲
種
化
学
責
任
者

免
状
、
乙
種
化
学
責
任
者
免
状
、
丙
種
化
学
責
任
者

免
状
、
甲
種
機
械
責
任
者
免
状
又
は
乙
種
機
械
責
任

者
免
状
の
交
付
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
液

化
石
油
ガ
ス
の
製
造
に
関
し
六
月
以
上
の
経
験
を
有

す
る
者
に
そ
の
製
造
に
係
る
保
安
に
つ
い
て
監
督
さ

せ
る
者

二
　
第
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
移
動
式
製
造
設
備
に

よ
り
製
造
を
す
る
者
で
あ
っ
て
、
液
化
石
油
ガ
ス
法

第
三
十
七
条
の
五
第
四
項
の
講
習
の
課
程
を
修
了
し

た
者
に
そ
の
製
造
に
係
る
保
安
に
つ
い
て
監
督
さ
せ

る
者

３
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
保

安
統
括
者
を
選
任
す
る
必
要
の
な
い
第
二
種
製
造
者

は
、
処
理
能
力
が
百
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
処
理
設
備

を
設
置
す
る
者
（
液
化
石
油
ガ
ス
を
加
圧
す
る
た
め
の

ポ
ン
プ
を
設
置
す
る
者
で
あ
つ
て
処
理
能
力
が
三
十
立

方
メ
ー
ト
ル
以
上
百
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
処
理
設
備

を
設
置
す
る
者
を
除
く
。
）
と
す
る
。

（
保
安
技
術
管
理
者
の
選
任
等
）

第
六
十
三
条
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
三
項
本
文
の
規
定

に
よ
り
、
第
一
種
製
造
者
等
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲

げ
る
事
業
所
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄

に
掲
げ
る
製
造
保
安
責
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い

る
者
で
あ
つ
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
高
圧
ガ
ス
の

製
造
に
関
す
る
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
保
安

技
術
管
理
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事

業

所

の
区
分

製
造
保
安
責
任
者
免

状
の
交
付
を
受
け
て

い
る
者

高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
関
す

る
経
験

一

　

処

理

能

力

が

百

万

立

方

メ

ー

ト

ル

（
貯
槽
を

設

置

し

て

専

ら

充

塡

を

行

う

場

合

に

あ

つ
て
は
、

二

百

万

立

方

メ
甲
種
化
学
責
任
者
免

状
又
は
甲
種
機
械
責

任
者
免
状
の
交
付
を

受
け
て
い
る
者

一
　
液
化
石
油
ガ
ス
（
一

般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則

（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産

業
省
令
第
五
十
三
号
）
の

適
用
を
受
け
る
液
化
石
油

ガ
ス
を
含
む
。
以
下
こ
の

表
に
お
い
て
同
じ
。
）
並

び
に
一
種
類
以
上
の
圧
縮

ガ
ス
及
び
液
化
石
油
ガ
ス

以
外
の
液
化
ガ
ス
に
つ
い

て
そ
の
種
類
ご
と
の
製
造

に
関
す
る
一
年
以
上
の
経

験二
　
圧
縮
機
又
は
液
化
石

油
ガ
ス
を
加
圧
す
る
た
め

ー
ト
ル
。

以

下

こ

の

表

に

お

い

て

同
じ
。
）

以

上

の

も
の

の
ポ
ン
プ
を
使
用
し
て
一

時
間
に
処
理
す
る
こ
と
が

で
き
る
ガ
ス
の
容
積
が
三

千
立
方
メ
ー
ト
ル
（
液
化

石
油
ガ
ス
を
加
圧
す
る
た

め
の
ポ
ン
プ
を
使
用
す
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、
送
液

量
三
百
立
方
メ
ー
ト
ル
）

を
超
え
る
設
備
を
使
用
し

て
す
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造

に
関
す
る
一
年
以
上
の
経

験三
　
高
圧
ガ
ス
設
備
の
設

計
、
施
工
、
管
理
、
検
査

業
務
等
に
従
事
し
、
か
つ

、
当
該
設
備
の
試
運
転
業

務
を
熟
知
し
、
第
一
号
又

は
第
二
号
に
掲
げ
る
高
圧

ガ
ス
の
製
造
に
関
す
る
一

年
以
上
の
経
験
を
有
す
る

者
と
同
等
以
上
で
あ
る
経

験

二

　

処

理

能

力

が

百

万

立

方

メ

ー

ト

ル

未

満

の

も
の

甲
種
化
学
責
任
者
免

状
、
乙
種
化
学
責
任

者
免
状
、
甲
種
機
械

責
任
者
免
状
若
し
く

は
乙
種
機
械
責
任
者

免
状
又
は
丙
種
化
学

責
任
者
免
状
の
交
付

を
受
け
て
い
る
者

（
高
圧
ガ
ス
保
安
法

に
基
づ
く
高
圧
ガ
ス

製
造
保
安
責
任
者
試

験
等
に
関
す
る
規
則

（
昭
和
四
十
一
年
通

商
産
業
省
令
第
五
十

四
号
）
第
九
条
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き

同
項
に
規
定
す
る
特

別
試
験
科
目
に
よ
り

高
圧
ガ
ス
製
造
保
安

責
任
者
試
験
を
受

け
、
こ
れ
に
合
格

し
、
丙
種
化
学
責
任

者
免
状
の
交
付
を
受

け
て
い
る
者
（
以
下

「
特
別
試
験
科
目
に

一
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
製

造
に
関
す
る
一
年
以
上
の

経
験

二
　
高
圧
ガ
ス
設
備
の
設

計
、
施
工
、
管
理
、
検
査

業
務
等
に
従
事
し
、
か
つ

、
当
該
設
備
の
試
運
転
業

務
を
熟
知
し
、
前
号
に
掲

げ
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に

関
す
る
一
年
以
上
の
経
験

を
有
す
る
者
と
同
等
以
上

で
あ
る
経
験
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係
る
丙
種
化
学
責
任

者
免
状
の
交
付
を
受

け
て
い
る
者
」
と
い

う
。
）
を
除
く
。
）

２
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ

り
、
保
安
技
術
管
理
者
を
選
任
す
る
必
要
の
な
い
場
合

は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一
　
保
安
統
括
者
に
前
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
製
造
保

安
責
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
つ

て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
関

す
る
経
験
を
有
す
る
者
を
選
任
し
て
い
る
場
合

二
　
処
理
能
力
が
五
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
事
業

所
に
お
い
て
、
専
ら
消
費
（
燃
焼
以
外
の
反
応
に
よ

り
消
費
す
る
場
合
を
除
く
。
）
を
す
る
目
的
で
液
化

石
油
ガ
ス
を
製
造
し
、
又
は
専
ら
液
化
石
油
ガ
ス
を

容
器
若
し
く
は
貯
槽
に
充
塡
す
る
場
合

三
　
移
動
式
製
造
設
備
に
よ
り
液
化
石
油
ガ
ス
を
製
造

す
る
場
合

（
保
安
係
員
の
選
任
等
）

第
六
十
四
条
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
四
項
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
製
造
の
た
め
の
施
設
の
区
分
（
以
下
第

四
項
に
お
い
て
「
製
造
施
設
区
分
」
と
い
う
。
）
は
、

液
化
石
油
ガ
ス
の
製
造
施
設
と
す
る
。

２
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
第
一

種
製
造
者
等
は
、
前
項
に
掲
げ
る
製
造
施
設
区
分
ご
と

に
、
甲
種
化
学
責
任
者
免
状
、
乙
種
化
学
責
任
者
免

状
、
丙
種
化
学
責
任
者
免
状
、
甲
種
機
械
責
任
者
免
状

又
は
乙
種
機
械
責
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

で
あ
つ
て
、
次
項
に
規
定
す
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
関

す
る
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
保
安
係
員
に
選

任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一

の
液
化
石
油
ガ
ス
製
造
施
設
に
つ
き
従
業
員
の
交
替
制

を
と
つ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
液
化
石
油
ガ
ス
製
造
施

設
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
替
制
の
た
め
に
編
成
さ
れ
た

従
業
員
の
単
位
ご
と
に
、
保
安
係
員
を
選
任
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
四
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
関
す
る
経
験
は
、
液
化
石
油

ガ
ス
又
は
可
燃
性
ガ
ス
の
製
造
に
関
す
る
一
年
以
上
の

経
験
又
は
高
圧
ガ
ス
設
備
の
設
計
、
施
工
、
管
理
、
検

査
業
務
等
に
従
事
し
、
か
つ
、
当
該
設
備
の
試
運
転
業

務
を
熟
知
し
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
製
造
に
関
す
る
一
年

以
上
の
経
験
を
有
す
る
者
と
同
等
以
上
で
あ
る
経
験
と

す
る
。

４
　
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る

製
造
施
設
区
分
に
属
す
る
一
又
は
二
以
上
の
製
造
施
設

と
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
第
六
十
六
条
第
一
項
各
号

に
規
定
す
る
一
の
製
造
施
設
区
分
に
属
す
る
一
若
し
く

は
二
以
上
の
製
造
施
設
又
は
同
項
各
号
に
規
定
す
る
異

な
る
製
造
施
設
区
分
に
属
す
る
二
以
上
の
製
造
施
設
が

設
備
の
配
置
等
か
ら
み
て
一
体
と
し
て
管
理
さ
れ
る
も

の
と
し
て
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
同
一
の

計
器
室
に
お
い
て
制
御
さ
れ
て
い
る
と
き
又
は
保
安
管

理
上
こ
れ
と
同
等
以
上
で
あ
る
と
経
済
産
業
大
臣
が
認

め
る
と
き
は
、
当
該
製
造
施
設
は
、
同
一
の
製
造
施
設

区
分
に
属
す
る
も
の
と
み
な
す
。

（
保
安
統
括
者
等
の
選
任
等
の
届
出
）

第
六
十
五
条
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ

り
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
第
一
種
製
造
者
等
は
、
様
式

第
三
十
二
の
高
圧
ガ
ス
保
安
統
括
者
届
書
に
、
保
安
統

括
者
が
当
該
事
業
所
に
お
い
て
そ
の
事
業
の
実
施
を
統

括
管
理
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
添
え

て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
解
任
の
場
合

に
あ
つ
て
は
、
当
該
書
面
又
は
写
し
の
添
付
を
省
略
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を

し
よ
う
と
す
る
第
一
種
製
造
者
等
は
、
そ
の
年
の
前
年

の
八
月
一
日
か
ら
そ
の
年
の
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
期

間
内
に
し
た
保
安
技
術
管
理
者
又
は
保
安
係
員
の
選
任

若
し
く
は
解
任
に
つ
い
て
、
当
該
期
間
終
了
後
遅
滞
な

く
、
様
式
第
三
十
二
の
二
の
高
圧
ガ
ス
保
安
技
術
管
理

者
等
届
書
に
、
当
該
保
安
技
術
管
理
者
又
は
保
安
係
員

が
交
付
を
受
け
た
製
造
保
安
責
任
者
免
状
の
写
し
を
添

え
て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
解
任
の
場

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
写
し
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
保
安
係
員
等
の
講
習
）

第
六
十
六
条
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
七
項
（
法
第
二
十

七
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
法

第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
種

製
造
者
若
し
く
は
法
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
に
規
定

す
る
第
一
種
製
造
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に

「
第
一
種
製
造
者
」
と
い
う
。
）
は
、
保
安
係
員
、
保
安

主
任
者
又
は
保
安
企
画
推
進
員
に
、
法
第
二
十
七
条
の

二
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
第
二
種
製
造
者
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
第
二
種
製
造
者
」
と
い
う
。
）

は
、
保
安
係
員
に
、
保
安
係
員
又
は
保
安
主
任
者
に
あ

つ
て
は
そ
れ
ら
の
者
が
製
造
保
安
責
任
者
免
状
の
交
付

を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
開
始
の
日
か

ら
三
年
以
内
に
、
保
安
企
画
推
進
員
に
あ
つ
て
は
そ
の

者
が
選
任
さ
れ
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
そ
れ
ぞ
れ
第

一
回
の
法
第
二
十
七
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
講
習

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
講
習
」
と
い
う
。
）
を

受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
第
一

種
製
造
者
は
、
保
安
係
員
、
保
安
主
任
者
又
は
保
安
企

画
推
進
員
に
、
第
二
種
製
造
者
は
、
保
安
係
員
に
、
前

項
の
第
一
回
の
講
習
を
受
け
さ
せ
た
日
の
属
す
る
年
度

の
翌
年
度
の
開
始
の
日
か
ら
五
年
以
内
に
、
そ
れ
ぞ
れ

第
二
回
の
講
習
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第

三
回
以
降
の
講
習
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
種
製
造
者
又

は
第
二
種
製
造
者
は
、
保
安
係
員
若
し
く
は
保
安
主
任

者
に
選
任
し
た
日
に
前
二
項
の
期
間
が
経
過
し
て
い
る

場
合
又
は
保
安
係
員
若
し
く
は
保
安
主
任
者
に
選
任
し

た
日
か
ら
前
二
項
の
期
間
が
経
過
す
る
ま
で
の
日
の
期

間
が
六
月
未
満
の
場
合
は
、
保
安
係
員
又
は
保
安
主
任

者
に
選
任
し
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
講
習
を
受
け
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
災
害
そ
の
他
や
む

を
得
な
い
事
由
に
よ
り
前
三
項
の
期
間
内
に
講
習
を
受

け
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大

臣
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間
内
に
講
習
を

受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
安
主
任
者
の
選
任
等
）

第
六
十
七
条
　
法
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
ガ
ス
の
種
類
ご
と
に
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
容
積
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
に
つ
い
て
百
万
立
方

メ
ー
ト
ル
（
貯
槽
を
設
置
し
て
専
ら
液
化
石
油
ガ
ス
の

充
塡
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
百
万
立
方
メ
ー
ト

ル
）
と
す
る
。

２
　
法
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
製
造
の
た
め
の
施
設
の
区
分
は
、
第
六
十
四
条
第

一
項
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

３
　
法
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
法
第

二
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
種
製

造
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
六
十
九
条
に
お
い
て
単
に

「
第
一
種
製
造
者
」
と
い
う
。
）
は
、
前
項
の
製
造
施
設

区
分
ご
と
に
、
甲
種
化
学
責
任
者
免
状
、
乙
種
化
学
責

任
者
免
状
、
甲
種
機
械
責
任
者
免
状
若
し
く
は
乙
種
機

械
責
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
又
は
丙
種
化

学
責
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
（
特
別
試
験

科
目
に
係
る
丙
種
化
学
責
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て

い
る
者
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
次
項
に
規
定
す
る
高

圧
ガ
ス
の
製
造
に
関
す
る
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か

ら
、
保
安
主
任
者
に
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
法
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
関
す
る
経
験
は
、
液
化
石
油

ガ
ス
の
製
造
に
関
す
る
一
年
以
上
の
経
験
又
は
高
圧
ガ

ス
設
備
の
設
計
、
施
工
、
管
理
検
査
業
務
等
に
従
事

し
、
か
つ
、
当
該
設
備
の
試
運
転
業
務
を
熟
知
し
、
液

化
石
油
ガ
ス
の
製
造
に
関
す
る
一
年
以
上
の
経
験
を
有

す
る
者
と
同
等
以
上
で
あ
る
経
験
と
す
る
。

５
　
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
六
十
四
条
第
四

項
の
規
定
は
、
保
安
主
任
者
の
選
任
に
準
用
す
る
。

（
保
安
企
画
推
進
員
の
選
任
等
）

第
六
十
八
条
　
法
第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
係
る
保
安
に
関
す

る
知
識
経
験
を
有
す
る
者
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当

す
る
者
と
す
る
。

一
　
保
安
技
術
管
理
者
に
選
任
さ
れ
、
そ
の
職
務
に
通

算
し
て
三
年
以
上
従
事
し
た
者

二
　
保
安
主
任
者
若
し
く
は
保
安
技
術
管
理
者
又
は
従

前
の
規
定
に
よ
る
高
圧
ガ
ス
作
業
主
任
者
に
選
任
さ

れ
、
そ
れ
ら
の
職
務
に
通
算
し
て
五
年
以
上
従
事
し

た
者

三
　
保
安
係
員
、
保
安
主
任
者
若
し
く
は
保
安
技
術
管

理
者
又
は
従
前
の
規
定
に
よ
る
高
圧
ガ
ス
作
業
主
任

者
に
選
任
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
職
務
に
通
算
し
て
七
年

以
上
従
事
し
た
者

四
　
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
係
る
保
安
に
関
す
る
企
画
又

は
指
導
の
業
務
に
通
算
し
て
三
年
以
上
従
事
し
た
者

五
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
若
し
く
は
高
等
専
門
学

校
又
は
従
前
の
規
定
に
よ
る
大
学
若
し
く
は
専
門
学

校
に
お
い
て
化
学
、
物
理
学
又
は
工
学
に
関
す
る
課

程
を
修
め
て
卒
業
し
（
当
該
課
程
を
修
め
て
同
法
に

よ
る
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
場
合
を

含
む
。
）
、
か
つ
、
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
係
る
保
安
に

関
す
る
業
務
に
通
算
し
て
七
年
以
上
従
事
し
た
者

六
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
又
は
従
前
の
規
定

に
よ
る
工
業
学
校
に
お
い
て
工
業
に
関
す
る
課
程
を

修
め
て
卒
業
し
、
か
つ
、
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
係
る

保
安
に
関
す
る
業
務
に
通
算
し
て
十
年
以
上
従
事
し

た
者

（
保
安
主
任
者
等
の
選
任
等
の
届
出
）

第
六
十
九
条
　
法
第
二
十
七
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
二
十
七
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
届

出
を
し
よ
う
と
す
る
第
一
種
製
造
者
は
、
そ
の
年
の
前

年
の
八
月
一
日
か
ら
そ
の
年
の
七
月
三
十
一
日
ま
で
の

期
間
内
に
し
た
保
安
主
任
者
又
は
保
安
企
画
推
進
員
の

選
任
若
し
く
は
解
任
に
つ
い
て
、
当
該
期
間
終
了
後
遅

滞
な
く
、
様
式
第
三
十
三
の
高
圧
ガ
ス
保
安
主
任
者
等

届
書
に
、
保
安
主
任
者
に
あ
つ
て
は
交
付
を
受
け
た
製

造
保
安
責
任
者
免
状
の
写
し
を
、
保
安
企
画
推
進
員
に

あ
つ
て
は
前
条
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
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を
証
す
る
書
面
を
添
え
て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
解
任
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
書
面
又
は

写
し
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
販
売
主
任
者
の
選
任
等
）

第
七
十
条
　
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
高
圧
ガ
ス
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
と
す
る
。

２
　
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
販
売
業
者

は
、
甲
種
化
学
責
任
者
免
状
、
乙
種
化
学
責
任
者
免

状
、
甲
種
機
械
責
任
者
免
状
、
乙
種
機
械
責
任
者
免
状

の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
又
は
丙
種
化
学
責
任
者
免
状

の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
（
特
別
試
験
科
目
に
係
る
丙

種
化
学
責
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
を
除

く
。
）
若
し
く
は
第
二
種
販
売
主
任
者
免
状
の
交
付
を

受
け
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
次
項
に
規
定
す
る
製
造
又

は
販
売
に
関
す
る
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
販

売
主
任
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る

高
圧
ガ
ス
の
販
売
に
関
す
る
経
験
は
、
液
化
石
油
ガ
ス

に
つ
い
て
の
製
造
又
は
販
売
に
関
す
る
六
月
以
上
の
経

験
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
経
験
と
す
る
。

（
取
扱
主
任
者
の
選
任
）

第
七
十
一
条
　
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

特
定
高
圧
ガ
ス
の
消
費
者
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当

す
る
者
を
、
取
扱
主
任
者
に
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
製
造
又
は
消
費
（
特
定
高
圧
ガ

ス
の
消
費
者
と
し
て
の
消
費
に
限
る
。
以
下
次
号
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
関
し
一
年
以
上
の
経
験
を
有
す

る
者

二
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
若
し
く
は
高
等
専
門
学

校
又
は
従
前
の
規
定
に
よ
る
大
学
若
し
く
は
専
門
学

校
に
お
い
て
理
学
若
し
く
は
工
学
に
関
す
る
課
程
を

修
め
て
卒
業
し
た
者
（
当
該
課
程
を
修
め
て
同
法
に

よ
る
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
者
を
含

む
。
）
、
協
会
が
行
う
液
化
石
油
ガ
ス
の
取
扱
い
に
関

す
る
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
者
又
は
学
校
教
育
法

に
よ
る
高
等
学
校
若
し
く
は
従
前
の
規
定
に
よ
る
工

業
学
校
に
お
い
て
工
業
に
関
す
る
課
程
を
修
め
て
卒

業
し
、
か
つ
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
製
造
又
は
消
費
に

関
し
六
月
以
上
の
経
験
を
有
す
る
者

三
　
甲
種
化
学
責
任
者
免
状
、
乙
種
化
学
責
任
者
免

状
、
甲
種
機
械
責
任
者
免
状
若
し
く
は
乙
種
機
械
責

任
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
又
は
丙
種
化
学

責
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

（
販
売
主
任
者
の
選
任
等
の
届
出
）

第
七
十
二
条
　
法
第
二
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
二
十
七
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
届
出

を
し
よ
う
と
す
る
販
売
業
者
は
、
様
式
第
三
十
四
の
高

圧
ガ
ス
販
売
主
任
者
届
書
に
当
該
販
売
主
任
者
が
交
付

を
受
け
た
高
圧
ガ
ス
製
造
保
安
責
任
者
免
状
又
は
第
二

種
販
売
主
任
者
免
状
の
写
し
を
添
え
て
、
販
売
所
の
所

在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
解
任
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当

該
写
し
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
取
扱
主
任
者
の
選
任
等
の
届
出
）

第
七
十
三
条
　
法
第
二
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
二
十
七
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
届
出

を
し
よ
う
と
す
る
特
定
高
圧
ガ
ス
の
消
費
者
は
、
様
式

第
三
十
五
の
特
定
高
圧
ガ
ス
取
扱
主
任
者
届
書
に
当
該

取
扱
主
任
者
が
第
七
十
一
条
に
規
定
す
る
資
格
を
有
す

る
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
添
え
て
、
事
業
所
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
解
任
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
書

面
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
保
安
係
員
の
職
務
）

第
七
十
四
条
　
法
第
三
十
二
条
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
製
造
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
が
法
第
八
条

第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準

に
適
合
す
る
よ
う
に
監
督
す
る
こ
と
。

二
　
製
造
の
方
法
が
法
第
八
条
第
二
号
の
経
済
産
業
省

令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
監

督
す
る
こ
と
。

三
　
定
期
自
主
検
査
の
実
施
を
監
督
す
る
こ
と
。

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
製
造
施
設
及
び

製
造
の
方
法
に
つ
い
て
の
巡
視
及
び
点
検
を
行
う
こ

と
。

五
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
製
造
に
係
る
保
安
に
つ
い
て
の

作
業
標
準
、
設
備
管
理
基
準
及
び
協
力
会
社
管
理
基

準
並
び
に
災
害
の
発
生
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
の
措
置
基
準
の
作
成
に
関
し
、
助
言
を
行
う
こ

と
。

六
　
災
害
の
発
生
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お

け
る
応
急
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
。

（
保
安
企
画
推
進
員
の
職
務
）

第
七
十
五
条
　
法
第
三
十
二
条
第
五
項
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
危
害
予
防
規
程
の
立
案
及
び
整
備
を
行
う
こ
と
。

二
　
保
安
教
育
計
画
の
立
案
及
び
推
進
を
行
う
こ
と
。

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
液
化
石
油
ガ
ス

の
製
造
に
係
る
保
安
に
関
す
る
基
本
的
方
針
の
立
案

を
行
う
こ
と
。

四
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
製
造
に
係
る
保
安
に
つ
い
て
の

作
業
標
準
、
設
備
管
理
基
準
及
び
協
力
会
社
管
理
基

準
並
び
に
災
害
の
発
生
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
の
措
置
基
準
に
関
し
、
指
導
及
び
勧
告
を
行
う
こ

と
。

五
　
防
災
訓
練
の
企
画
及
び
推
進
を
行
う
こ
と
。

六
　
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
原
因
の
調

査
及
び
対
策
の
検
討
を
行
う
こ
と
。

七
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
製
造
に
係
る
保
安
に
関
す
る
情

報
の
収
集
を
行
う
こ
と
。

（
保
安
統
括
者
等
の
代
理
者
の
選
任
等
）

第
七
十
六
条
　
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

第
一
種
製
造
者
等
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
代
理

者
を
選
任
す
る
と
き
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う

ち
か
ら
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
保
安
統
括
者
の
代
理
者
　
当
該
保
安
統
括
者
に
選

任
さ
れ
て
い
る
者
を
直
接
補
佐
す
る
職
務
を
行
う
者

二
　
保
安
技
術
管
理
者
の
代
理
者
　
当
該
保
安
技
術
管

理
者
に
選
任
さ
れ
て
い
る
者
を
直
接
補
佐
す
る
職
務

を
行
う
者
で
あ
つ
て
、
第
六
十
三
条
第
一
項
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
事
業
所
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
製
造
保
安
責
任
者
免
状
の
交

付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
関
す
る
経
験
を
有
す
る
者

三
　
保
安
係
員
の
代
理
者
　
当
該
保
安
係
員
の
職
務
に

係
る
製
造
施
設
に
お
い
て
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
従
事

す
る
者
で
あ
つ
て
、
第
六
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す

る
製
造
保
安
責
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

で
あ
つ
て
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
高
圧
ガ
ス
の

製
造
に
関
す
る
経
験
を
有
す
る
者

四
　
保
安
主
任
者
の
代
理
者
　
当
該
保
安
主
任
者
に
選

任
さ
れ
て
い
る
者
を
直
接
補
佐
す
る
職
務
を
行
う
者

で
あ
つ
て
、
第
六
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
製
造

保
安
責
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
つ

て
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に

関
す
る
経
験
を
有
す
る
者

五
　
保
安
企
画
推
進
員
の
代
理
者
　
第
六
十
八
条
各
号

の
一
に
該
当
す
る
者

２
　
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る

高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
関
す
る
経
験
は
、
保
安
技
術
管
理

者
の
代
理
者
に
あ
つ
て
は
前
項
第
二
号
に
、
保
安
係
員

の
代
理
者
に
あ
つ
て
は
前
項
第
三
号
に
、
保
安
主
任
者

の
代
理
者
に
あ
つ
て
は
前
項
第
四
号
に
、
そ
れ
ぞ
れ
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

３
　
法
第
三
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二

十
七
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
よ
う
と

す
る
第
一
種
製
造
者
等
は
、
様
式
第
三
十
六
の
高
圧
ガ

ス
保
安
統
括
者
代
理
者
届
書
に
、
保
安
統
括
者
の
代
理

者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
添
え
て
、
事
業
所
の

所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
解
任
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

当
該
書
面
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
章
　
保
安
検
査
及
び
定
期
自
主
検
査

第
一
節
　
保
安
検
査

（
特
定
施
設
の
範
囲
等
）

第
七
十
七
条
　
法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
製

造
施
設
以
外
の
製
造
施
設
（
以
下
「
特
定
施
設
」
と
い

う
。
）
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
都
道
府
県
知
事
若
し

く
は
指
定
都
市
の
長
が
行
う
保
安
検
査
又
は
同
項
第
二

号
の
認
定
保
安
検
査
実
施
者
が
自
ら
行
う
保
安
検
査

は
、
一
年
（
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
施
設
に
あ
つ
て

は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期
間
）
に
一
回
受
け
、

又
は
自
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害

そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
そ
の
回
数
で
保
安

検
査
を
受
け
、
又
は
自
ら
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と

き
は
、
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め

る
期
間
に
一
回
受
け
、
又
は
自
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
を
休
止
し
た
特

定
施
設
で
あ
つ
て
、
様
式
第
三
十
六
の
二
の
高
圧
ガ
ス

製
造
施
設
休
止
届
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
事

業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出

た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
前
回
の
保
安
検
査
（
保
安
検

査
を
受
け
又
は
自
ら
行
つ
た
こ
と
の
な
い
施
設
に
あ
つ

て
は
、
完
成
検
査
。
以
下
同
じ
。
）
の
日
か
ら
当
該
施

設
を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
日
ま
で
の
期
間
が
一
年

以
上
（
前
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
施
設
に
あ
つ

て
は
、
前
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期
間
以
上
）

で
あ
る
も
の
（
以
下
「
休
止
施
設
」
と
い
う
。
）
に
あ

つ
て
は
、
当
該
施
設
を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
と
き

ま
で
受
け
、
又
は
自
ら
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

一
　
使
用
を
休
止
し
た
特
定
施
設
の
位
置
、
範
囲
等
を

明
示
し
た
図
面

二
　
使
用
を
休
止
し
た
特
定
施
設
に
つ
い
て
講
じ
た
措

置
を
記
載
し
た
書
面

４
　
法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
第
二

項
の
保
安
検
査
を
、
前
回
の
保
安
検
査
の
日
か
ら
一
年

を
経
過
し
た
日
（
同
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
施

設
に
あ
つ
て
は
、
同
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期

間
を
経
過
し
た
日
。
以
下
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
の

前
後
一
月
以
内
（
認
定
完
成
検
査
実
施
者
、
認
定
保
安

検
査
実
施
者
又
は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
に
あ
つ
て
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は
、
基
準
日
の
前
後
三
月
以
内
）
に
受
け
又
は
自
ら
保

安
検
査
を
行
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
基
準
日
に
お
い

て
当
該
検
査
を
受
け
、
又
は
自
ら
行
つ
た
も
の
と
み
な

す
。

５
　
法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
第
二

項
の
保
安
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
第
一
種
製
造
者

（
認
定
完
成
検
査
実
施
者
、
認
定
保
安
検
査
実
施
者
又

は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
を
除
く
。
）
は
、
前
回
の

保
安
検
査
の
日
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
項
の
保
安

検
査
を
受
け
、
又
は
自
ら
行
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た

日
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
一
年
を
超
え
な
い
日

（
第
二
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
施
設
（
休
止
施

設
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
同
項
の
経
済
産
業
大
臣

が
定
め
る
期
間
が
終
了
す
る
日
、
休
止
施
設
に
あ
つ
て

は
、
当
該
施
設
を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
日
の
三
十

日
前
）
ま
で
に
、
様
式
第
三
十
七
の
保
安
検
査
申
請
書

を
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
第
二

項
の
保
安
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
認
定
完
成
検
査
実

施
者
、
認
定
保
安
検
査
実
施
者
又
は
自
主
保
安
高
度
化

事
業
者
は
、
前
回
の
保
安
検
査
の
日
か
ら
一
年
二
月
を

超
え
な
い
日
（
第
二
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
施

設
（
休
止
施
設
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
第
二
項
の

経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期
間
が
終
了
す
る
日
か
ら
二

月
を
超
え
な
い
日
、
休
止
施
設
に
あ
つ
て
は
、
当
該
施

設
を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
日
の
三
十
日
前
）
ま
で

に
、
様
式
第
三
十
七
の
保
安
検
査
申
請
書
を
、
事
業
所

の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
は
、
法
第
三
十

五
条
第
一
項
本
文
の
保
安
検
査
に
お
い
て
、
特
定
施
設

が
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術

上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
様
式

第
三
十
八
の
保
安
検
査
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
協
会
等
が
保
安
検
査
を
行
う
特
定
施
設
の
指
定
等
）

第
七
十
八
条
　
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る

製
造
施
設
と
す
る
。

２
　
前
条
第
二
項
及
び
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定

は
、
協
会
が
行
う
保
安
検
査
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
及
び
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま

で
の
規
定
中
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
」
と
あ
る

の
は
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
」
と
、
同
条
第

二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
若
し
く
は
指
定
都
市
の
長
が

行
う
」
と
あ
る
の
は
「
協
会
が
行
う
」
と
、
同
条
第
五

項
及
び
第
六
項
中
「
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都

道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
協
会
」
と
、
同
条
第
七

項
中
「
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
」
と
あ
る

の
は
「
協
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、
協

会
が
行
う
保
安
検
査
を
受
け
た
旨
を
都
道
府
県
知
事
又

は
指
定
都
市
の
長
に
届
け
出
よ
う
と
す
る
第
一
種
製
造

者
は
、
様
式
第
三
十
九
の
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
保
安
検

査
受
検
届
書
を
、
保
安
検
査
を
受
け
た
事
業
所
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

４
　
前
条
第
二
項
及
び
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定

は
、
指
定
保
安
検
査
機
関
が
行
う
保
安
検
査
に
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
及
び
第
四
項

か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
中
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項

本
文
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一

号
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
若
し
く
は

指
定
都
市
の
長
が
行
う
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
保
安
検

査
機
関
が
行
う
」
と
、
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
中

「
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」
と

あ
る
の
は
「
指
定
保
安
検
査
機
関
」
と
、
同
条
第
七
項

中
「
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
」
と
あ
る
の

は
「
指
定
保
安
検
査
機
関
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

５
　
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、
指

定
保
安
検
査
機
関
が
行
う
保
安
検
査
を
受
け
た
旨
を
都

道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
に
届
け
出
よ
う
と
す

る
第
一
種
製
造
者
は
、
様
式
第
四
十
の
指
定
保
安
検
査

機
関
保
安
検
査
受
検
届
書
を
、
保
安
検
査
を
受
け
た
事

業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
協
会
等
の
保
安
検
査
の
報
告
）

第
七
十
九
条
　
法
第
三
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、

協
会
が
同
項
の
報
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式

第
四
十
一
の
保
安
検
査
結
果
報
告
書
に
保
安
検
査
の
記

録
を
添
え
て
、
保
安
検
査
を
し
た
事
業
所
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
法
第
三
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
保
安

検
査
機
関
が
同
項
の
報
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

様
式
第
四
十
二
の
保
安
検
査
結
果
報
告
書
に
保
安
検
査

の
記
録
を
添
え
て
、
保
安
検
査
を
し
た
事
業
所
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
保
安
検
査
の
方
法
）

第
八
十
条
　
法
第
三
十
五
条
第
四
項
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
保
安
検
査
の
方
法
は
、
開
放
検
査
、
分
解
検
査

そ
の
他
の
各
部
の
損
傷
、
変
形
及
び
異
常
の
発
生
状
況

を
確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法
並
び
に
作
動
検
査
そ

の
他
の
機
能
及
び
作
動
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
十

分
な
方
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
保
安
検
査
の
方
法
は
告
示
で
定
め
る
。
た
だ

し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
認
定
保
安
検
査
実
施
者
が
、
法
第
三
十
五
条
第
一

項
第
二
号
の
認
定
に
係
る
特
定
施
設
に
つ
い
て
行
う

保
安
検
査
の
方
法
で
あ
つ
て
、
経
済
産
業
大
臣
が
認

め
た
も
の
を
用
い
る
場
合

二
　
特
定
認
定
事
業
者
が
、
令
第
十
条
た
だ
し
書
の
認

定
に
係
る
特
定
施
設
に
つ
い
て
行
う
保
安
検
査
の
方

法
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
を

用
い
る
場
合

イ
　
製
造
設
備
の
寿
命
等
を
勘
案
し
て
、
適
切
な
時

期
に
、
肉
厚
測
定
検
査
及
び
開
放
検
査
を
行
う

方
法

ロ
　
少
な
く
と
も
八
年
に
一
回
は
運
転
を
停
止
し
た

検
査
を
行
う
方
法

ハ
　
保
安
検
査
に
係
る
責
任
者
が
前
項
に
定
め
る
方

法
に
適
合
す
る
と
認
め
た
方
法

三
　
第
十
六
条
第
一
項
第
八
号
の
認
定
に
係
る
特
定
施

設
に
お
け
る
保
安
検
査
の
方
法
で
あ
つ
て
、
経
済
産

業
大
臣
が
認
め
た
も
の
を
用
い
る
場
合

四
　
第
六
条
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
十
一
号
、
又

は
第
九
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
が
認

め
た
基
準
に
係
る
保
安
検
査
の
方
法
で
あ
つ
て
、
当

該
基
準
に
応
じ
て
適
切
で
あ
る
と
経
済
産
業
大
臣
が

認
め
た
も
の
を
用
い
る
場
合

３
　
認
定
保
安
検
査
実
施
者
又
は
特
定
認
定
保
安
検
査
実

施
事
業
者
（
特
定
認
定
事
業
者
で
あ
る
認
定
保
安
検
査

実
施
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
認
定
が
法
第

三
十
九
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
し
そ
の

他
の
事
由
に
よ
り
そ
の
効
力
を
失
つ
た
と
き
は
、
当
該

認
定
保
安
検
査
実
施
者
で
あ
つ
た
者
又
は
当
該
特
定
認

定
保
安
検
査
実
施
事
業
者
で
あ
つ
た
者
は
、
当
該
認
定

に
係
る
特
定
施
設
に
つ
い
て
、
第
七
十
七
条
第
二
項
本

文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
遅
滞
な
く
、
都
道
府
県
知

事
若
し
く
は
指
定
都
市
の
長
が
行
う
保
安
検
査
を
受

け
、
又
は
協
会
若
し
く
は
指
定
保
安
検
査
機
関
が
行
う

保
安
検
査
を
受
け
て
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
若
し
く

は
指
定
都
市
の
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
若
し
く
は
指
定
都

市
の
長
が
行
う
保
安
検
査
を
受
け
、
又
は
当
該
届
出
を

行
う
ま
で
の
間
は
、
当
該
認
定
保
安
検
査
実
施
者
で
あ

つ
た
者
を
認
定
保
安
検
査
実
施
者
と
み
な
し
て
前
項
第

一
号
の
規
定
を
適
用
し
、
当
該
特
定
認
定
保
安
検
査
実

施
事
業
者
で
あ
つ
た
者
を
特
定
認
定
事
業
者
と
み
な
し

て
同
項
第
二
号
の
規
定
を
適
用
す
る
。

４
　
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
保
安
検
査

を
行
う
特
定
認
定
保
安
検
査
実
施
事
業
者
が
第
九
十
二

条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
十
条
た
だ
し
書
の

規
定
の
適
用
を
受
け
な
く
な
つ
た
と
き
（
前
項
の
規
定

に
該
当
す
る
と
き
を
除
く
。
）
は
、
当
該
特
定
認
定
保

安
検
査
実
施
事
業
者
で
あ
つ
た
者
は
、
当
該
認
定
に
係

る
特
定
施
設
に
つ
い
て
、
第
七
十
七
条
第
二
項
本
文
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
遅
滞
な
く
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
ず
る

ま
で
の
間
は
、
当
該
特
定
認
定
保
安
検
査
実
施
事
業
者

で
あ
つ
た
者
を
特
定
認
定
事
業
者
と
み
な
し
て
、
第
二

項
第
二
号
の
規
定
を
適
用
す
る
。

一
　
第
二
項
の
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
自
ら

保
安
検
査
を
行
う
こ
と
。

二
　
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
が
行
う
保
安

検
査
を
受
け
る
こ
と
。

三
　
協
会
又
は
指
定
保
安
検
査
機
関
が
行
う
保
安
検
査

を
受
け
て
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市

の
長
に
届
け
出
る
こ
と
。

５
　
第
三
項
又
は
前
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県

知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
が
行
う
保
安
検
査
を
受
け
よ

う
と
す
る
認
定
保
安
検
査
実
施
者
で
あ
つ
た
者
又
は
特

定
認
定
保
安
検
査
実
施
事
業
者
で
あ
つ
た
者
は
、
当
該

保
安
検
査
を
受
け
る
ま
で
に
、
様
式
第
三
十
七
の
保
安

検
査
申
請
書
を
、
当
該
認
定
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

６
　
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
は
、
前
項
の
保

安
検
査
に
お
い
て
、
当
該
保
安
検
査
に
係
る
特
定
施
設

が
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術

上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
様
式

第
三
十
八
の
保
安
検
査
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

７
　
前
二
項
の
規
定
は
、
協
会
が
行
う
保
安
検
査
に
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
項
中
「
前
項
第
二

号
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
第
三
号
」
と
、
「
当
該
認
定

に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知

事
」
と
あ
る
の
は
「
協
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

８
　
第
三
項
又
は
第
四
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
協
会
が

行
う
保
安
検
査
を
受
け
た
旨
を
都
道
府
県
知
事
又
は
指

定
都
市
の
長
に
届
け
出
よ
う
と
す
る
認
定
保
安
検
査
実

施
者
で
あ
つ
た
者
又
は
特
定
認
定
保
安
検
査
実
施
事
業

者
で
あ
つ
た
者
は
、
様
式
第
三
十
九
の
高
圧
ガ
ス
保
安

協
会
保
安
検
査
受
検
届
書
を
、
当
該
認
定
に
係
る
事
業

所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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９
　
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
指
定
保
安
検
査
機

関
が
行
う
保
安
検
査
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
五
項
中
「
前
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
項

第
三
号
」
と
、
「
当
該
認
定
に
係
る
事
業
所
又
は
第
一

種
貯
蔵
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」
と

あ
る
の
は
「
指
定
保
安
検
査
機
関
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

10
　
第
三
項
又
は
第
四
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
指
定
保

安
検
査
機
関
が
行
う
保
安
検
査
を
受
け
た
旨
を
都
道
府

県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
に
届
け
出
よ
う
と
す
る
認

定
保
安
検
査
実
施
者
で
あ
つ
た
者
又
は
特
定
認
定
保
安

検
査
実
施
事
業
者
で
あ
つ
た
者
は
、
様
式
第
四
十
の
指

定
保
安
検
査
機
関
保
安
検
査
受
検
届
書
を
、
当
該
認
定

に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

11
　
協
会
及
び
指
定
保
安
検
査
機
関
は
、
第
三
項
又
は
第

四
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
保
安
検
査
を
行
つ
た
と
き

は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
結
果
を
当
該
保
安
検
査
を
行
つ

た
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
報

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

12
　
協
会
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
様
式
第
四
十
一
の
保
安
検
査
結
果
報
告
書
に

保
安
検
査
の
記
録
を
添
え
て
、
当
該
報
告
に
係
る
事
業

所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

13
　
指
定
保
安
検
査
機
関
が
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
報

告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
四
十
二
の
保
安

検
査
結
果
報
告
書
に
保
安
検
査
の
記
録
を
添
え
て
、
当

該
報
告
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府

県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節
　
定
期
自
主
検
査

（
定
期
自
主
検
査
を
行
う
製
造
施
設
等
）

第
八
十
一
条
　
法
第
三
十
五
条
の
二
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
ガ
ス
の
種
類
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
五
条
の
二
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
量

は
、
三
十
立
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

３
　
法
第
三
十
五
条
の
二
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も

の
は
、
製
造
施
設
又
は
消
費
施
設
と
す
る
。

４
　
法
第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
の
自
主

検
査
は
、
前
項
の
製
造
施
設
が
第
一
種
製
造
者
に
あ
つ

て
は
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技

術
上
の
基
準
（
耐
圧
試
験
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
、

同
条
に
掲
げ
る
第
二
種
製
造
者
に
あ
つ
て
は
法
第
十
二

条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準

（
耐
圧
試
験
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
適
合
し
て
い
る

か
、
又
は
前
項
の
消
費
施
設
が
法
第
二
十
四
条
の
三
第

一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
（
耐

圧
試
験
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
適
合
し
て
い
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
、
一
年
（
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る

設
備
又
は
施
設
に
あ
つ
て
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め

る
期
間
）
に
一
回
以
上
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
そ
の

回
数
で
自
主
検
査
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き

は
、
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る

期
間
に
一
回
以
上
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
法
第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
第
一
種
製
造

者
（
第
六
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
保
安
統
括
者

を
選
任
す
る
必
要
の
な
い
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
二
種
製
造
者
（
第
六
十
二
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
保
安
統
括
者
を
選
任
す
る
必
要
の

な
い
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

又
は
特
定
高
圧
ガ
ス
消
費
者
は
、
同
条
の
自
主
検
査
を

行
う
と
き
は
、
第
一
種
製
造
者
又
は
第
二
種
製
造
者
に

あ
つ
て
は
そ
の
選
任
し
た
保
安
係
員
に
、
特
定
高
圧
ガ

ス
消
費
者
に
あ
つ
て
は
そ
の
選
任
し
た
取
扱
主
任
者

に
、
当
該
自
主
検
査
の
実
施
に
つ
い
て
監
督
を
行
わ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
法
第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
第
一
種
製
造

者
、
第
二
種
製
造
者
及
び
特
定
高
圧
ガ
ス
消
費
者
は
、

同
条
の
検
査
記
録
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
検
査
を
し
た
製
造
施
設
又
は
消
費
施
設

二
　
検
査
を
し
た
製
造
施
設
又
は
消
費
施
設
ご
と
の
検

査
の
方
法
及
び
結
果

三
　
検
査
年
月
日

四
　
検
査
の
実
施
に
つ
い
て
監
督
を
行
つ
た
保
安
係
員

又
は
取
扱
主
任
者
の
氏
名

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
八
十
一
条
の
二
　
法
第
三
十
五
条
の
二
に
規
定
す
る
検

査
記
録
は
、
前
条
第
六
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
電
磁

的
方
法
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
の
人
の

知
覚
に
よ
つ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
記
録
す
る
こ
と
に
よ
り
作

成
し
、
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
同
項

の
検
査
記
録
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機

器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
経

済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
章
　
危
険
時
の
措
置

（
危
険
時
の
措
置
）

第
八
十
二
条
　
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
災
害
の
発
生
の
防
止
の
た
め
の
応
急
の
措
置

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
製
造
施
設
又
は
消
費
施
設
が
危
険
な
状
態
に
な
つ

た
と
き
は
、
直
ち
に
、
応
急
の
措
置
を
行
う
と
と
も

に
製
造
又
は
消
費
の
作
業
を
中
止
し
、
製
造
又
は
消

費
設
備
内
の
ガ
ス
を
安
全
な
場
所
に
移
し
、
又
は
大

気
中
に
安
全
に
放
出
し
、
こ
の
作
業
に
特
に
必
要
な

作
業
員
の
ほ
か
は
退
避
さ
せ
る
こ
と
。

二
　
第
一
種
貯
蔵
所
、
第
二
種
貯
蔵
所
又
は
充
塡
容
器

等
が
危
険
な
状
態
に
な
つ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
応

急
の
措
置
を
行
う
と
と
も
に
、
充
塡
容
器
等
を
安
全

な
場
所
に
移
し
、
こ
の
作
業
に
特
に
必
要
な
作
業
員

の
ほ
か
は
退
避
さ
せ
る
こ
と
。

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
き
は
、
従
業
者
又
は
必
要
に
応
じ
付
近
の
住
民

に
退
避
す
る
よ
う
警
告
す
る
こ
と
。

四
　
充
塡
容
器
等
が
外
傷
又
は
火
災
を
受
け
た
と
き

は
、
充
塡
さ
れ
て
い
る
高
圧
ガ
ス
を
第
六
十
条
第
二

号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
放
出

し
、
又
は
そ
の
充
塡
容
器
等
と
と
も
に
損
害
を
他
に

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
な
い
水
中
に
沈
め
、
若
し
く
は
地

中
に
埋
め
る
こ
と
。

第
十
二
章
　
完
成
検
査
及
び
保
安
検
査
に
係
る
認

定
等

（
完
成
検
査
に
係
る
認
定
の
申
請
等
）

第
八
十
三
条
　
法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
法
第
二
十
条
第
三
項
第
二
号
の
認
定
の
申
請
を
し

よ
う
と
す
る
第
一
種
製
造
者
又
は
第
一
種
貯
蔵
所
の
所

有
者
若
し
く
は
占
有
者
は
、
様
式
第
四
十
三
の
認
定
完

成
検
査
実
施
者
認
定
申
請
書
正
本
一
通
及
び
副
本
二
通

に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
事
業
所
又
は

第
一
種
貯
蔵
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督

部
長
を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
　
企
業
の
概
要
　
設
立
年
月
日
、
資
本
金
及
び
資
本

関
係
、
事
業
所
等
の
名
称
、
従
業
員
数
、
主
要
製
品

名
及
び
組
織
図

二
　
認
定
に
係
る
事
業
所
又
は
第
一
種
貯
蔵
所
の
概

要
　
設
立
年
月
日
、
従
業
員
数
、
敷
地
面
積
、
ガ
ス

種
ご
と
の
処
理
能
力
又
は
貯
蔵
能
力
一
覧
表
、
施
設

配
置
図
及
び
系
列
会
社
又
は
協
力
会
社
と
の
関
係
を

示
す
系
統
図
並
び
に
製
造
施
設
に
係
る
完
成
検
査
の

認
定
を
申
請
す
る
者
に
あ
つ
て
は
主
要
製
品
名
、
年

間
生
産
金
額
、
高
圧
ガ
ス
設
備
一
覧
表
及
び
製
造
工

程
図

三
　
法
第
三
十
九
条
の
三
第
一
項
の
認
定
の
基
準
に
関

す
る
事
項

２
　
法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
特
定
変
更
工
事
は
、
製
造
施
設
に
あ
つ
て
は
新
た

な
製
造
施
設
の
設
置
の
工
事
以
外
の
工
事
で
あ
つ
て
継

続
し
て
二
年
以
上
高
圧
ガ
ス
を
製
造
し
て
い
る
施
設
に

係
る
も
の
と
し
、
第
一
種
貯
蔵
所
に
あ
つ
て
は
新
た
な

貯
蔵
設
備
の
設
置
の
工
事
以
外
の
工
事
と
す
る
。

（
完
成
検
査
に
係
る
認
定
の
基
準
等
）

第
八
十
四
条
　
法
第
三
十
九
条
の
三
第
一
項
第
一
号
の
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
基
準
並
び
に
同
項
第
三
号
の
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
条
件
及
び
同
号
の
経
済
産
業
省

令
で
定
め
る
数
は
、
別
表
第
四
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
九
条
の
三
第
二
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
行

う
検
査
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
書
類
検

査
及
び
現
地
検
査
又
は
こ
れ
に
類
す
る
検
査
に
よ
り
行

う
。

一
　
法
第
三
十
九
条
の
三
第
一
項
第
一
号
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
基
準
並
び
に
同
項
第
三
号
の
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
条
件
及
び
同
号
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
数
に
関
す
る
事
項

二
　
法
第
三
十
九
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
完
成
検
査

規
程
に
関
す
る
事
項

３
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
検
査
に
お
い
て
、
前
条

第
一
項
の
申
請
の
内
容
が
法
第
三
十
九
条
の
三
第
一
項

各
号
に
該
当
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
様
式
第
四

十
四
の
認
定
完
成
検
査
実
施
者
認
定
証
を
交
付
す
る
も

の
と
す
る
。

（
保
安
検
査
に
係
る
認
定
の
申
請
等
）

第
八
十
五
条
　
法
第
三
十
九
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
認
定
の
申
請
を

し
よ
う
と
す
る
第
一
種
製
造
者
は
、
様
式
第
四
十
五
の

認
定
保
安
検
査
実
施
者
認
定
申
請
書
正
本
一
通
及
び
副

本
二
通
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
事
業

所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
を
経
由

し
て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
企
業
の
概
要
　
設
立
年
月
日
、
資
本
金
及
び
資
本

関
係
、
事
業
所
等
の
名
称
、
従
業
員
数
、
主
要
製
品

名
及
び
組
織
図

二
　
認
定
に
係
る
事
業
所
の
概
要
　
設
立
年
月
日
、
従

業
員
数
、
敷
地
面
積
、
主
要
製
品
名
、
年
間
生
産
金

額
、
高
圧
ガ
ス
設
備
一
覧
表
、
ガ
ス
種
ご
と
の
処
理

能
力
一
覧
表
、
製
造
工
程
図
、
施
設
配
置
図
及
び
系

列
会
社
又
は
協
力
会
社
と
の
関
係
を
示
す
系
統
図

三
　
法
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
の
認
定
の
基
準
に
関

す
る
事
項

２
　
前
項
の
申
請
に
お
い
て
、
第
八
十
三
条
第
一
項
に
よ

る
完
成
検
査
に
係
る
認
定
の
申
請
を
同
時
に
行
う
場
合

に
あ
つ
て
は
、
前
項
及
び
第
八
十
三
条
第
一
項
の
書
類
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の
う
ち
共
通
の
内
容
と
す
る
も
の
に
限
り
、
当
該
書
類

を
添
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

３
　
法
第
三
十
九
条
の
四
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
特
定
施
設
は
、
第
七
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る

特
定
施
設
の
う
ち
継
続
し
て
二
年
以
上
高
圧
ガ
ス
を
製

造
し
て
い
る
も
の
と
す
る
。

（
保
安
検
査
に
係
る
認
定
の
基
準
等
）

第
八
十
六
条
　
法
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
第
一
号
の
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
基
準
並
び
に
同
項
第
三
号
の
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
条
件
及
び
同
号
の
経
済
産
業
省

令
で
定
め
る
数
は
、
別
表
第
五
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
九
条
の
五
第
二
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
行

う
検
査
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
書
類
検

査
及
び
現
地
検
査
又
は
こ
れ
に
類
す
る
検
査
に
よ
り
行

う
。

一
　
法
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
第
一
号
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
基
準
並
び
に
同
項
第
三
号
の
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
条
件
及
び
同
号
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
数
に
関
す
る
事
項

二
　
法
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
第
二
号
の
保
安
検
査

規
程
に
関
す
る
事
項

３
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
検
査
に
お
い
て
、
前
条

第
一
項
の
申
請
の
内
容
が
法
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項

各
号
に
該
当
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
様
式
第
四

十
六
の
認
定
保
安
検
査
実
施
者
認
定
証
を
交
付
す
る
も

の
と
す
る
。

（
協
会
等
に
よ
る
調
査
の
申
請
等
）

第
八
十
七
条
　
法
第
三
十
九
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
協
会
又
は
検
査
組
織
等
調
査
機
関
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
協
会
等
」
と
い
う
。
）
が
行
う
調
査
を
受

け
よ
う
と
す
る
第
一
種
製
造
者
又
は
第
一
種
貯
蔵
所
の

所
有
者
若
し
く
は
占
有
者
は
、
様
式
第
四
十
七
の
認
定

完
成
検
査
実
施
者
調
査
申
請
書
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る

書
類
を
添
え
て
、
協
会
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
企
業
の
概
要
　
設
立
年
月
日
、
資
本
金
及
び
資
本

関
係
、
事
業
所
等
の
名
称
、
従
業
員
数
、
主
要
製
品

名
及
び
組
織
図

二
　
認
定
に
係
る
事
業
所
又
は
第
一
種
貯
蔵
所
の
概

要
　
設
立
年
月
日
、
従
業
員
数
、
敷
地
面
積
、
ガ
ス

種
ご
と
の
処
理
能
力
又
は
貯
蔵
能
力
一
覧
表
、
施
設

配
置
図
及
び
系
列
会
社
又
は
協
力
会
社
と
の
関
係
を

示
す
系
統
図
並
び
に
製
造
施
設
に
係
る
完
成
検
査
の

認
定
を
申
請
す
る
者
に
あ
つ
て
は
主
要
製
品
名
、
年

間
生
産
金
額
、
高
圧
ガ
ス
設
備
一
覧
表
及
び
製
造
工

程
図

三
　
法
第
三
十
九
条
の
三
第
一
項
の
認
定
の
基
準
に
関

す
る
事
項

２
　
法
第
三
十
九
条
の
七
第
二
項
の
協
会
等
が
行
う
調
査

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
書
類
調
査
及
び

現
地
調
査
又
は
こ
れ
に
類
す
る
調
査
に
よ
り
行
う
。

一
　
法
第
三
十
九
条
の
三
第
一
項
第
一
号
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
基
準
並
び
に
同
項
第
三
号
の
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
条
件
及
び
同
号
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
数
に
関
す
る
事
項

二
　
法
第
三
十
九
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
完
成
検
査

規
程
に
関
す
る
事
項

３
　
法
第
三
十
九
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
協
会

等
は
、
前
項
の
調
査
に
お
い
て
申
請
の
内
容
が
法
第
三

十
九
条
の
三
第
一
項
各
号
に
該
当
し
て
い
る
と
認
め
る

と
き
は
、
様
式
第
四
十
八
の
認
定
完
成
検
査
実
施
者
調

査
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
法
第
三
十
九
条
の
七
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
協
会

等
が
行
う
調
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
第
一
種
製
造
者

は
、
様
式
第
四
十
九
の
認
定
保
安
検
査
実
施
者
調
査
申

請
書
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
協
会
等

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
企
業
の
概
要
　
設
立
年
月
日
、
資
本
金
及
び
資
本

関
係
、
事
業
所
等
の
名
称
、
従
業
員
数
、
主
要
製
品

名
及
び
組
織
図

二
　
認
定
に
係
る
事
業
所
の
概
要
　
設
立
年
月
日
、
従

業
員
数
、
敷
地
面
積
、
主
要
製
品
名
、
年
間
生
産
金

額
、
高
圧
ガ
ス
設
備
一
覧
表
、
ガ
ス
種
ご
と
の
処
理

能
力
一
覧
表
、
製
造
工
程
図
、
施
設
配
置
図
及
び
系

列
会
社
又
は
協
力
会
社
と
の
関
係
を
示
す
系
統
図

三
　
法
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
の
認
定
の
基
準
に
関

す
る
事
項

５
　
前
項
の
申
請
に
お
い
て
、
第
一
項
に
よ
る
完
成
検
査

に
係
る
協
会
等
が
行
う
調
査
の
申
請
を
同
時
に
行
う
場

合
に
あ
つ
て
は
、
前
項
及
び
第
一
項
に
掲
げ
る
書
類
の

う
ち
共
通
の
内
容
と
す
る
も
の
に
限
り
、
当
該
書
類
を

添
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

６
　
法
第
三
十
九
条
の
七
第
三
項
の
協
会
等
が
行
う
調
査

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
書
類
調
査
及
び

現
地
調
査
又
は
こ
れ
に
類
す
る
調
査
に
よ
り
行
う
。

一
　
法
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
第
一
号
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
基
準
並
び
に
同
項
第
三
号
の
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
条
件
及
び
同
号
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
数
に
関
す
る
事
項

二
　
法
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
第
二
号
の
保
安
検
査

規
程
に
関
す
る
事
項

７
　
法
第
三
十
九
条
の
七
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
協
会

等
は
、
前
項
の
調
査
に
お
い
て
申
請
の
内
容
が
法
第
三

十
九
条
の
五
第
一
項
各
号
に
該
当
し
て
い
る
と
認
め
る

と
き
は
、
様
式
第
五
十
の
認
定
保
安
検
査
実
施
者
調
査

証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
認
定
の
更
新
）

第
八
十
八
条
　
法
第
三
十
九
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
認
定
完
成
検
査
実
施
者
及
び
認
定
保
安
検
査
実
施

者
が
認
定
の
更
新
を
受
け
る
場
合
は
、
第
八
十
三
条
か

ら
前
条
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
認
定
内
容
の
変
更
の
届
出
）

第
八
十
九
条
　
法
第
三
十
九
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
認
定
完
成
検
査
実
施
者
は
、

様
式
第
五
十
一
の
認
定
完
成
検
査
実
施
者
変
更
届
正
本

一
通
及
び
副
本
二
通
に
当
該
変
更
の
内
容
を
明
ら
か
に

し
た
書
面
を
添
え
て
、
事
業
所
又
は
第
一
種
貯
蔵
所
の

所
在
地
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
を
経
由
し
て

経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
三
十
九
条
の
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を

し
よ
う
と
す
る
認
定
保
安
検
査
実
施
者
は
、
様
式
第
五

十
二
の
認
定
保
安
検
査
実
施
者
変
更
届
正
本
一
通
及
び

副
本
二
通
に
当
該
変
更
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
書
面

を
添
え
て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
産
業
保
安

監
督
部
長
を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
施
設
の
追
加
）

第
九
十
条
　
認
定
完
成
検
査
実
施
者
が
、
自
ら
特
定
変
更

工
事
に
係
る
完
成
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
製
造
施

設
又
は
貯
蔵
設
備
を
追
加
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第

八
十
三
条
、
第
八
十
四
条
及
び
第
八
十
七
条
第
一
項
か

ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
認
定

完
成
検
査
実
施
者
が
特
定
認
定
事
業
者
で
あ
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
第
八
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
認
定

は
、
令
第
十
条
た
だ
し
書
の
認
定
を
す
る
場
合
に
限
る

こ
と
と
し
、
ま
た
、
第
八
十
三
条
第
一
項
又
は
第
八
十

七
条
第
一
項
に
掲
げ
る
認
定
申
請
書
に
添
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
書
類
の
う
ち
、
特
定
変
更
工
事
に
係
る
施
設

の
追
加
に
よ
り
内
容
の
変
更
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
書

類
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
認
定
保
安
検
査
実
施
者
が
、
自
ら
保
安
検
査
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
特
定
施
設
を
追
加
す
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
第
八
十
五
条
、
第
八
十
六
条
並
び
に
第
八
十
七
条

第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

た
だ
し
、
認
定
保
安
検
査
事
業
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
第
八
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
認
定
は
、
令

第
十
条
た
だ
し
書
の
認
定
を
す
る
場
合
に
限
る
こ
と
と

し
、
ま
た
、
第
八
十
五
条
第
一
項
又
は
第
八
十
七
条
第

四
項
に
掲
げ
る
認
定
申
請
書
に
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
書
類
の
う
ち
、
特
定
施
設
の
追
加
に
よ
り
内
容
の
変

更
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
書
類
の
添
付
を
省
略
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
検
査
記
録
の
作
成
）

第
九
十
一
条
　
法
第
三
十
九
条
の
十
第
二
項
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

一
　
検
査
年
月
日

二
　
検
査
に
係
る
責
任
者
の
氏
名

三
　
検
査
を
し
た
特
定
変
更
工
事
の
内
容

四
　
完
成
検
査
を
行
つ
た
製
造
施
設
又
は
貯
蔵
設
備
ご

と
の
検
査
の
方
法
、
記
録
及
び
そ
の
結
果
の
詳
細

２
　
法
第
三
十
九
条
の
十
第
三
項
で
準
用
す
る
同
条
の
十

第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
検
査
年
月
日

二
　
検
査
に
係
る
責
任
者
の
氏
名

三
　
検
査
を
し
た
特
定
施
設
の
名
称

四
　
保
安
検
査
を
行
つ
た
特
定
施
設
ご
と
の
検
査
の
方

法
、
記
録
及
び
そ
の
結
果
の
詳
細

（
検
査
記
録
の
届
出
）

第
九
十
二
条
　
法
第
三
十
九
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
認
定
完
成
検
査
実
施
者

は
、
様
式
第
五
十
三
の
完
成
検
査
記
録
届
書
に
次
の
各

号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
検
査
の
記
録
を
添
え

て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
検
査
年
月
日

二
　
検
査
結
果
が
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
確
認

し
た
責
任
者
の
氏
名

三
　
検
査
を
し
た
特
定
変
更
工
事
の
内
容

四
　
完
成
検
査
を
行
つ
た
製
造
施
設
又
は
貯
蔵
設
備
ご

と
の
検
査
の
方
法
、
記
録
及
び
そ
の
結
果

２
　
法
第
三
十
九
条
の
十
一
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
事
項
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

３
　
法
第
三
十
九
条
の
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
届
出

を
し
よ
う
と
す
る
認
定
保
安
検
査
実
施
者
は
、
様
式
第

五
十
四
の
保
安
検
査
記
録
届
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
検
査
の
記
録
を
添
え
て
、
事
業
所
の
所

在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
　
検
査
年
月
日

二
　
検
査
結
果
が
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
確
認

し
た
責
任
者
の
氏
名

三
　
検
査
を
し
た
特
定
施
設
の
名
称
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四
　
保
安
検
査
を
行
つ
た
特
定
施
設
ご
と
の
検
査
の
方

法
、
記
録
及
び
そ
の
結
果

４
　
法
第
三
十
九
条
の
十
一
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
事
項
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

（
令
第
十
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
技
術
的
能
力
等
に

係
る
認
定
の
申
請
等
）

第
九
十
二
条
の
二
　
令
第
十
条
た
だ
し
書
の
認
定
は
、
第

三
項
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
法
第
五
条
第
一
項
の

事
業
所
又
は
第
一
種
貯
蔵
所
ご
と
に
、
法
第
二
十
条
第

三
項
第
二
号
又
は
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
認

定
の
申
請
を
す
る
者
で
あ
つ
て
、
令
第
十
条
た
だ
し
書

の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

２
　
前
項
の
申
請
は
、
令
第
十
条
た
だ
し
書
の
認
定
に
係

る
製
造
施
設
又
は
貯
蔵
設
備
（
法
第
二
十
条
第
三
項
第

二
号
の
認
定
の
申
請
を
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
法
第
三

十
九
条
の
二
第
二
項
に
係
る
製
造
施
設
又
は
貯
蔵
設
備

と
、
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
認
定
の
申
請
を

す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
法
第
三
十
九
条
の
四
第
二
項
に

係
る
特
定
施
設
と
同
一
の
も
の
と
す
る
。
）
を
明
ら
か

に
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
第
十
条
た
だ
し
書
の
認

定
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
第
二
十
条
第
三

項
第
二
号
の
認
定
の
申
請
を
す
る
者
に
あ
つ
て
は
様
式

第
五
十
四
の
二
の
特
定
認
定
完
成
検
査
実
施
事
業
者
認

定
申
請
書
正
本
一
通
及
び
副
本
二
通
に
、
法
第
三
十
五

条
第
一
項
第
二
号
の
認
定
の
申
請
を
す
る
者
に
あ
つ
て

は
様
式
第
五
十
四
の
三
の
特
定
認
定
保
安
検
査
実
施
事

業
者
認
定
申
請
書
正
本
一
通
及
び
副
本
二
通
に
、
次
条

の
認
定
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
書

類
を
添
え
て
、
事
業
所
又
は
第
一
種
貯
蔵
所
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
を
経
由
し
て
経
済
産

業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
第
一
項
の
申
請
の
内
容
が
次
条

各
号
に
該
当
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
法
第
二
十

条
第
三
項
第
二
号
の
認
定
の
申
請
を
し
た
者
に
は
様
式

第
五
十
四
の
四
の
特
定
認
定
完
成
検
査
実
施
事
業
者
認

定
証
を
、
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
認
定
の
申

請
を
し
た
者
に
は
様
式
第
五
十
四
の
五
の
特
定
認
定
保

安
検
査
実
施
事
業
者
認
定
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す

る
。

（
令
第
十
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
技
術
的
能
力
等
に

係
る
認
定
の
基
準
）

第
九
十
二
条
の
三
　
令
第
十
条
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省

令
で
定
め
る
技
術
的
能
力
及
び
実
施
体
制
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
危
険
源
の
特
定
及
び
評
価
並
び
に
そ
の
結
果
に
基

づ
く
必
要
な
措
置
を
高
度
に
実
施
し
て
い
る
こ
と

二
　
先
進
的
な
技
術
を
適
切
に
活
用
し
て
い
る
こ
と

三
　
従
業
員
等
の
教
育
及
び
訓
練
を
高
度
に
実
施
し
て

い
る
こ
と

四
　
第
三
者
の
専
門
的
な
知
見
を
適
切
に
活
用
し
て
い

る
こ
と

五
　
連
続
運
転
期
間
（
運
転
を
停
止
し
て
行
つ
た
前
回

の
保
安
検
査
の
日
か
ら
運
転
を
停
止
し
て
行
う
次
回

の
保
安
検
査
の
日
ま
で
の
期
間
を
い
う
。
）
及
び
保

安
検
査
の
方
法
を
適
切
に
評
価
で
き
る
体
制
を
整
備

し
て
い
る
こ
と

六
　
前
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
継
続
的
改
善
を

行
つ
て
い
る
こ
と

七
　
法
第
三
十
九
条
の
三
第
一
項
又
は
法
第
三
十
九
条

の
五
第
一
項
の
認
定
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と

（
令
第
十
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
技
術
的
能
力
等
に

係
る
認
定
の
更
新
）

第
九
十
二
条
の
四
　
令
第
十
条
た
だ
し
書
の
認
定
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
日

に
そ
の
効
力
を
失
う
。

一
　
法
第
三
十
九
条
の
八
に
基
づ
く
認
定
の
更
新
と
同

時
に
令
第
十
条
た
だ
し
書
の
認
定
の
更
新
を
受
け
な

か
つ
た
と
き
　
法
第
三
十
九
条
の
八
に
基
づ
く
認
定

の
更
新
を
受
け
た
日

二
　
法
第
二
十
条
第
三
項
第
二
号
及
び
第
三
十
五
条
第

一
項
第
二
号
の
認
定
の
効
力
を
失
つ
た
と
き
　
法
第

二
十
条
第
三
項
第
二
号
及
び
第
三
十
五
条
第
一
項
第

二
号
の
認
定
の
効
力
を
失
つ
た
日

２
　
第
九
十
二
条
の
二
及
び
第
九
十
二
条
の
三
の
規
定

は
、
前
項
の
認
定
の
更
新
に
準
用
す
る
。

（
令
第
十
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
技
術
的
能
力
等
に

係
る
認
定
内
容
の
変
更
の
届
出
）

第
九
十
二
条
の
五
　
特
定
認
定
完
成
検
査
実
施
事
業
者

は
、
第
九
十
二
条
の
三
の
認
定
の
基
準
に
関
す
る
事
項

に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
様
式
第
五
十
四
の
六
の
特

定
認
定
完
成
検
査
実
施
事
業
者
変
更
届
正
本
一
通
及
び

副
本
二
通
に
当
該
変
更
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
書
面

を
添
え
て
、
遅
滞
な
く
、
事
業
所
又
は
第
一
種
貯
蔵
所

の
所
在
地
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
を
経
由
し

て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
特
定
認
定
保
安
検
査
実
施
事
業
者
は
、
第
九
十
二
条

の
三
の
認
定
の
基
準
に
関
す
る
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た

と
き
は
、
様
式
第
五
十
四
の
七
の
特
定
認
定
保
安
検
査

実
施
事
業
者
変
更
届
正
本
一
通
及
び
副
本
二
通
に
当
該

変
更
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
書
面
を
添
え
て
、
遅
滞

な
く
、
事
業
所
又
は
第
一
種
貯
蔵
所
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
令
第
十
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
技
術
的
能
力
等
に

係
る
認
定
の
施
設
の
追
加
）

第
九
十
二
条
の
六
　
特
定
認
定
事
業
者
が
、
自
ら
特
定
変

更
工
事
に
係
る
完
成
検
査
又
は
保
安
検
査
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
製
造
施
設
又
は
貯
蔵
設
備
を
追
加
す
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
第
九
十
二
条
の
二
及
び
第
九
十
二
条
の

三
の
規
定
を
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
第
九
十
二
条
の
二

第
二
項
又
は
同
条
第
三
項
に
掲
げ
る
第
九
十
二
条
の
三

の
認
定
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
書

類
の
う
ち
、
施
設
の
追
加
に
よ
り
内
容
の
変
更
を
及
ぼ

す
こ
と
の
な
い
書
類
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
令
第
十
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
技
術
的
能
力
等
に

係
る
認
定
の
取
消
し
等
）

第
九
十
二
条
の
七
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
特
定
認
定
事
業

者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
認

定
完
成
検
査
又
は
認
定
保
安
検
査
に
係
る
令
第
十
条
た

だ
し
書
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
法
第
三
十
九
条
の
十
二
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
。

二
　
第
九
十
二
条
の
三
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て

い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

三
　
不
正
の
手
段
に
よ
り
令
第
十
条
た
だ
し
書
の
認
定

又
は
そ
の
更
新
を
受
け
た
と
き
。

２
　
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
五
条
第

一
項
又
は
法
第
十
六
条
第
一
項
の
許
可
が
取
り
消
さ
れ

た
と
き
は
、
許
可
を
取
り
消
さ
れ
た
法
第
五
条
第
一
項

の
事
業
所
又
は
第
一
種
貯
蔵
所
に
係
る
令
第
十
条
た
だ

し
書
の
認
定
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

第
十
二
章
の
二
　
認
定
高
度
保
安
実
施
者
等

（
認
定
の
申
請
等
）

第
九
十
二
条
の
七
の
二
　
法
第
三
十
九
条
の
十
三
の
認
定

の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
第
一
種
製
造
者
は
、
様
式
第

五
十
四
の
七
の
二
の
認
定
高
度
保
安
実
施
者
認
定
申
請

書
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
事
業
所
の

所
在
地
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
を
経
由
し
て

経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
企
業
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類
　
設
立
年
月
日
、

資
本
金
及
び
資
本
関
係
、
事
業
所
の
名
称
、
従
業
員

数
、
主
要
製
品
名
並
び
に
組
織
図

二
　
申
請
に
係
る
事
業
所
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類
　

設
立
年
月
日
、
従
業
員
数
、
敷
地
面
積
、
ガ
ス
種
ご

と
の
処
理
能
力
一
覧
表
、
施
設
配
置
図
及
び
系
列
会

社
又
は
協
力
会
社
と
の
関
係
を
示
す
系
統
図
並
び
に

主
要
製
品
名
、
年
間
生
産
金
額
、
高
圧
ガ
ス
設
備
一

覧
表
及
び
製
造
工
程
図

三
　
次
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適

合
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
書
類

四
　
令
第
十
条
の
二
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
旨
並
び
に
次

条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し

て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
書
類

（
認
定
の
基
準
等
）

第
九
十
二
条
の
七
の
三
　
法
第
三
十
九
条
の
十
四
第
一
項

第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
別
表
第
六
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

二
　
申
請
に
係
る
製
造
施
設
及
び
特
定
施
設
が
、
前
条

の
認
定
の
申
請
時
に
お
い
て
、
継
続
し
て
二
年
以
上

高
圧
ガ
ス
を
製
造
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２
　
法
第
三
十
九
条
の
十
四
第
一
項
第
二
号
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

一
　
保
安
の
確
保
の
方
法
が
高
度
な
情
報
通
信
技
術
を

用
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
前
号
に
掲
げ
る
高
度
な
情
報
通
信
技
術
を
用
い
た

保
安
の
確
保
の
方
法
の
効
果
を
検
証
し
、
必
要
に
応

じ
て
当
該
技
術
の
活
用
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
体

制
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
。

三
　
申
請
に
係
る
第
一
種
製
造
者
の
役
員
又
は
事
業
所

の
長
が
、
第
一
号
に
掲
げ
る
高
度
な
情
報
通
信
技
術

を
用
い
た
保
安
の
確
保
の
方
法
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
る
こ
と
。

３
　
令
第
十
条
の
二
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め

る
特
に
高
度
な
仕
組
み
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
危
険
源
の
特
定
及
び
評
価
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

に
基
づ
き
、
当
該
危
険
源
に
よ
る
保
安
へ
の
影
響
を

軽
減
す
る
た
め
の
措
置
を
網
羅
的
に
実
施
す
る
体
制

を
整
備
し
て
お
り
、
か
つ
、
適
切
に
実
施
し
て
い
る

こ
と
。

二
　
従
業
員
等
の
教
育
及
び
訓
練
を
高
度
に
実
施
す
る

体
制
を
整
備
し
て
お
り
、
か
つ
、
適
切
に
実
施
し
て

い
る
こ
と
。

三
　
第
三
者
の
専
門
的
な
知
見
を
適
切
に
活
用
す
る
体

制
を
整
備
し
て
お
り
、
か
つ
、
適
切
に
活
用
し
て
い

る
こ
と
。

四
　
連
続
運
転
期
間
（
運
転
を
停
止
し
て
行
つ
た
前
回

の
保
安
検
査
の
日
か
ら
運
転
停
止
を
し
て
行
う
次
回

の
保
安
検
査
の
日
ま
で
の
期
間
を
い
う
。
）
及
び
保

安
検
査
の
方
法
を
適
切
に
評
価
で
き
る
体
制
を
整
備

し
て
お
り
、
か
つ
、
適
切
に
評
価
し
て
い
る
こ
と
。

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
継
続
的
改
善
を

行
つ
て
い
る
こ
と
。

４
　
令
第
十
条
の
二
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め

る
特
に
高
度
な
情
報
通
信
技
術
を
用
い
た
も
の
は
、
先
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端
的
な
情
報
通
信
技
術
を
用
い
た
保
安
の
確
保
の
方
法

で
あ
つ
て
、
保
安
を
確
保
す
る
た
め
作
業
員
が
行
う
べ

き
判
断
を
補
助
す
る
技
術
を
活
用
す
る
も
の
を
い
う
。

５
　
法
第
三
十
九
条
の
十
四
第
二
項
の
経
済
産
業
大
臣
が

行
う
検
査
は
、
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
へ
の

適
合
に
関
す
る
事
項
と
し
、
書
類
検
査
及
び
現
地
検
査

又
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
検
査
に
よ
り
行
う
も
の
と
す

る
。

６
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
検
査
に
お
い
て
、
前
条

第
一
項
の
申
請
の
内
容
が
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定

す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
様
式

第
五
十
四
の
七
の
三
の
認
定
高
度
保
安
実
施
者
認
定
証

を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
項
か
ら
第

四
項
ま
で
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め

る
と
き
は
、
認
定
高
度
保
安
実
施
者
認
定
証
に
代
え

て
、
様
式
第
五
十
四
の
七
の
四
の
特
定
認
定
高
度
保
安

実
施
者
認
定
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
協
会
等
の
調
査
）

第
九
十
二
条
の
七
の
四
　
法
第
三
十
九
条
の
十
六
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
協
会
又
は
法
第
三
十
九
条
の
十
四
第

二
項
た
だ
し
書
の
指
定
を
受
け
た
者
が
行
う
調
査
は
、

前
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
へ
の
適
合
に
関

す
る
事
項
の
う
ち
、
高
度
な
保
安
の
確
保
に
関
す
る
専

門
技
術
的
事
項
の
確
認
に
関
す
る
も
の
と
し
、
書
類
調

査
及
び
現
地
調
査
又
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
調
査
に
よ
り

行
う
。

２
　
法
第
三
十
九
条
の
十
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知

は
、
様
式
第
五
十
四
の
七
の
五
の
調
査
通
知
書
に
よ
り

行
う
も
の
と
す
る
。

（
認
定
の
更
新
）

第
九
十
二
条
の
七
の
五
　
前
三
条
の
規
定
は
、
法
第
三
十

九
条
の
十
七
第
一
項
の
認
定
の
更
新
に
準
用
す
る
。

（
認
定
内
容
の
変
更
の
届
出
）

第
九
十
二
条
の
七
の
六
　
法
第
三
十
九
条
の
十
八
の
規
定

に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
認
定
高
度
保
安
実
施
者

は
、
様
式
第
五
十
四
の
七
の
六
の
認
定
高
度
保
安
実
施

者
変
更
届
書
に
当
該
変
更
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
書

面
を
添
え
て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
産
業
保

安
監
督
部
長
を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
施
設
の
追
加
）

第
九
十
二
条
の
七
の
七
　
第
九
十
二
条
の
七
の
二
か
ら
第

九
十
二
条
の
七
の
四
ま
で
の
規
定
は
、
認
定
高
度
保
安

実
施
者
が
自
ら
特
定
変
更
工
事
に
係
る
完
成
検
査
を
行

う
製
造
施
設
又
は
自
ら
保
安
検
査
を
行
う
特
定
施
設
を

追
加
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
第
九
十
二
条
の
七
の
三
第
六
項
た
だ
し
書
の
規

定
は
、
当
該
認
定
高
度
保
安
実
施
者
が
特
定
認
定
高
度

保
安
実
施
者
で
あ
り
、
か
つ
、
こ
の
項
前
段
に
お
い
て

準
用
す
る
第
九
十
二
条
の
七
の
二
の
申
請
の
内
容
が
第

九
十
二
条
の
七
の
三
第
三
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る

基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
場
合
に
限
つ
て
、
適

用
す
る
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
認
定
高
度
保
安
実
施
者

は
、
第
九
十
二
条
の
七
の
二
（
同
項
前
段
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
既
に
提
出
し

た
書
類
の
内
容
に
変
更
が
な
い
と
き
は
、
同
項
前
段
に

お
い
て
準
用
す
る
同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該

規
定
に
よ
り
提
出
す
べ
き
書
類
の
添
付
を
省
略
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
認
定
高
度
保
安
実
施
者
の
承
継
の
届
出
）

第
九
十
二
条
の
七
の
八
　
法
第
三
十
九
条
の
十
九
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
認
定
高
度
保
安

実
施
者
の
地
位
を
承
継
し
た
者
は
、
様
式
第
五
十
四
の

七
の
七
の
認
定
高
度
保
安
実
施
者
承
継
届
書
に
相
続
、

合
併
又
は
当
該
認
定
高
度
保
安
実
施
者
の
そ
の
認
定
に

係
る
事
業
所
を
承
継
さ
せ
た
分
割
が
あ
つ
た
事
実
を
証

す
る
書
面
（
相
続
の
場
合
で
あ
つ
て
、
相
続
人
が
二
人

以
上
あ
る
と
き
は
、
承
継
す
べ
き
相
続
人
の
選
定
に
係

る
全
員
の
同
意
書
）
を
添
え
て
、
当
該
事
業
所
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
を
経
由
し
て
経
済

産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
製
造
の
た
め
の
施
設
等
の
変
更
の
特
例
）

第
九
十
二
条
の
七
の
九
　
法
第
三
十
九
条
の
二
十
一
第
一

項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
重
要
な
も
の
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
変
更
の
工
事
又
は
製
造
の
方
法
の
変
更

と
す
る
。

一
　
特
定
変
更
工
事

二
　
製
造
の
方
法
の
変
更
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
も
の

イ
　
高
圧
ガ
ス
設
備
の
変
更
の
工
事
に
よ
り
、
常
用

の
圧
力
又
は
常
用
の
温
度
を
変
更
す
る
も
の

ロ
　
常
用
の
圧
力
又
は
常
用
の
温
度
に
お
い
て
発
生

す
る
最
大
の
応
力
に
対
し
、
高
圧
ガ
ス
設
備
の
常

用
の
圧
力
又
は
常
用
の
温
度
に
お
け
る
材
料
の
許

容
応
力
、
溶
接
継
手
の
効
率
に
応
じ
、
十
分
な
強

度
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上

で
、
当
該
高
圧
ガ
ス
設
備
の
変
更
の
工
事
を
せ
ず

に
常
用
の
圧
力
又
は
常
用
の
温
度
を
変
更
す
る
も

の
（
設
計
圧
力
又
は
設
計
温
度
を
変
更
す
る
も
の

に
限
る
。
）

２
　
法
第
三
十
九
条
の
二
十
一
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
軽
微
な
も
の
は
、
常
用
の
圧
力
及
び
常
用
の

温
度
の
変
更
を
伴
わ
な
い
製
造
の
方
法
の
変
更
と
す

る
。

３
　
法
第
三
十
九
条
の
二
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
を
し
よ
う
と
す
る
認
定
高
度
保
安
実
施
者
は
、
様
式

第
五
十
四
の
七
の
八
の
認
定
高
度
保
安
実
施
者
高
圧
ガ

ス
製
造
施
設
等
変
更
届
書
に
変
更
明
細
書
を
添
え
て
、

事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
項
の
変
更
明
細
書
に
は
、
第
三
条
第
二
項
各
号
に

掲
げ
る
事
項
の
う
ち
、
変
更
の
あ
つ
た
部
分
に
つ
い
て

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
法
第
三
十
九
条
の
二
十
一
第
二
項
の
記
録
に
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
変
更
の
工
事
の
内
容

二
　
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技

術
上
の
基
準
に
関
す
る
事
項

６
　
法
第
三
十
九
条
の
二
十
一
第
三
項
の
記
録
に
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
製
造
の
方
法
の
変
更
の
内
容

二
　
法
第
八
条
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技

術
上
の
基
準
に
関
す
る
事
項

（
完
成
検
査
の
特
例
）

第
九
十
二
条
の
七
の
十
　
法
第
三
十
九
条
の
二
十
二
第
一

項
後
段
の
規
定
に
よ
り
、
認
定
高
度
保
安
実
施
者
が
自

ら
行
う
完
成
検
査
の
方
法
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
と

す
る
。

２
　
法
第
三
十
九
条
の
二
十
二
第
二
項
の
検
査
記
録
に

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
　
完
成
検
査
年
月
日

二
　
完
成
検
査
に
係
る
責
任
者
の
氏
名

三
　
完
成
検
査
を
し
た
特
定
変
更
工
事
の
内
容

四
　
完
成
検
査
を
行
つ
た
製
造
施
設
の
設
備
ご
と
の
検

査
の
方
法
、
記
録
及
び
そ
の
結
果
の
詳
細

（
保
安
統
括
者
、
保
安
技
術
管
理
者
及
び
保
安
係
員
に

係
る
特
例
）

第
九
十
二
条
の
七
の
十
一
　
法
第
三
十
九
条
の
二
十
四
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
認
定
高
度
保
安
実
施
者
（
法
第

二
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
限
る
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
保
安
係
員
を
選
任
す
る
場

合
は
、
製
造
設
備
の
運
転
状
態
を
監
視
し
、
か
つ
、
緊

急
時
に
お
い
て
保
安
上
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が

で
き
る
な
ど
、
適
切
な
保
安
管
理
の
方
法
で
あ
る
と
経

済
産
業
大
臣
が
認
め
る
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
法
第
三
十
九
条
の
二
十
四
第
二
項
の
記
録
に
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
選
任
し
、
又
は
解
任
し
た
保
安
統
括
者
、
保
安
技

術
管
理
者
又
は
保
安
係
員
の
氏
名

二
　
選
任
し
た
保
安
統
括
者
、
保
安
技
術
管
理
者
又
は

保
安
係
員
の
製
造
保
安
責
任
者
免
状
の
種
類

三
　
選
任
又
は
解
任
の
年
月
日

３
　
前
項
の
記
録
は
、
同
項
第
二
号
の
免
状
の
写
し
と
と

も
に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
安
主
任
者
及
び
保
安
企
画
推
進
員
に
係
る
特
例
）

第
九
十
二
条
の
七
の
十
二
　
法
第
三
十
九
条
の
二
十
五
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
認
定
高
度
保
安
実
施
者
（
法
第

二
十
七
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
第
一
種
製
造
者
で

あ
る
者
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
保
安
主

任
者
を
選
任
す
る
場
合
は
、
製
造
設
備
の
運
転
状
態
を

監
視
し
、
か
つ
、
緊
急
時
に
お
い
て
保
安
上
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
適
切
な
保
安
管
理

の
方
法
で
あ
る
と
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
る
方
法
に
よ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
三
十
九
条
の
二
十
五
第
二
項
の
記
録
に
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
選
任
し
、
又
は
解
任
し
た
保
安
主
任
者
又
は
保
安

企
画
推
進
員
の
氏
名

二
　
選
任
し
た
保
安
主
任
者
又
は
保
安
企
画
推
進
員
の

製
造
保
安
責
任
者
免
状
の
種
類

三
　
選
任
又
は
解
任
の
年
月
日

３
　
前
項
の
記
録
は
、
同
項
第
二
号
の
免
状
の
写
し
と
と

も
に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
安
検
査
等
の
特
例
）

第
九
十
二
条
の
七
の
十
三
　
法
第
三
十
九
条
の
二
十
七
第

一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
、
認
定
高
度
保
安
実
施
者
が

自
ら
行
う
保
安
検
査
は
、
当
該
認
定
に
係
る
特
定
施
設

に
つ
い
て
、
一
年
（
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
施
設
に

あ
つ
て
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期
間
）
に
一
回

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
や

む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
そ
の
回
数
で
行
う
こ
と
が
困

難
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
経
済
産
業

大
臣
が
定
め
る
期
間
に
一
回
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
休
止
施
設
に
あ
つ
て

は
、
第
七
十
七
条
第
三
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

３
　
認
定
高
度
保
安
実
施
者
が
、
基
準
日
の
前
後
三
月
以

内
に
第
一
項
の
保
安
検
査
を
行
つ
た
場
合
に
あ
つ
て

は
、
基
準
日
に
お
い
て
当
該
検
査
を
自
ら
行
つ
た
も
の

と
み
な
す
。

４
　
第
一
項
の
保
安
検
査
の
方
法
は
、
開
放
検
査
、
分
解

検
査
そ
の
他
の
各
部
の
損
傷
、
変
形
及
び
異
常
の
発
生

状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法
並
び
に
作
動
検
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査
そ
の
他
の
機
能
及
び
作
動
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め

に
十
分
な
方
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
保
安
検

査
の
方
法
は
告
示
で
定
め
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
認
定
高
度
保
安
実
施
者
が
、
法
第
三
十
九
条
の
十

三
の
認
定
に
係
る
特
定
施
設
に
つ
い
て
行
う
保
安
検

査
の
方
法
で
あ
つ
て
、
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
た
も

の
を
用
い
る
場
合

二
　
特
定
認
定
高
度
保
安
実
施
者
が
、
令
第
十
条
の
二

た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
に
係
る
特
定
施
設
に
つ
い

て
行
う
保
安
検
査
の
方
法
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
も
の
を
用
い
る
場
合

イ
　
製
造
設
備
の
寿
命
等
を
勘
案
し
て
、
適
切
な
時

期
に
、
肉
厚
測
定
検
査
及
び
開
放
検
査
を
行
う

方
法

ロ
　
少
な
く
と
も
八
年
に
一
回
は
運
転
を
停
止
し
た

検
査
を
行
う
方
法

ハ
　
保
安
検
査
に
係
る
責
任
者
が
前
項
に
定
め
る
方

法
に
適
合
す
る
と
認
め
た
方
法

三
　
特
定
認
定
高
度
保
安
実
施
者
が
、
令
第
十
条
の
二

た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
に
係
る
特
定
施
設
に
つ
い

て
行
う
保
安
検
査
の
方
法
で
あ
つ
て
、
そ
の
保
安
検

査
の
方
法
を
適
切
に
評
価
す
る
能
力
を
有
し
て
い
る

と
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
る
者
が
確
認
し
た
も
の
を

用
い
る
場
合

６
　
第
一
項
の
保
安
検
査
を
行
つ
た
認
定
高
度
保
安
実
施

者
は
、
同
項
の
検
査
記
録
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
保
安
検
査
年
月
日

二
　
保
安
検
査
に
係
る
責
任
者
の
氏
名

三
　
保
安
検
査
を
し
た
特
定
施
設

四
　
保
安
検
査
を
行
つ
た
特
定
施
設
の
設
備
ご
と
の
検

査
の
方
法
、
記
録
及
び
そ
の
結
果

（
認
定
の
取
消
し
等
に
伴
う
保
安
検
査
等
）

第
九
十
二
条
の
七
の
十
四
　
認
定
高
度
保
安
実
施
者
又
は

特
定
認
定
高
度
保
安
実
施
者
に
係
る
認
定
が
法
第
三
十

九
条
の
二
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
し
そ
の
他
の

事
由
に
よ
り
そ
の
効
力
を
失
つ
た
と
き
は
、
当
該
認
定

高
度
保
安
実
施
者
で
あ
つ
た
者
又
は
当
該
特
定
認
定
高

度
保
安
実
施
者
で
あ
つ
た
者
は
、
当
該
認
定
に
係
る
特

定
施
設
に
つ
い
て
、
前
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
遅
滞
な
く
、
都
道
府
県
知
事
若
し
く
は
指
定

都
市
の
長
が
行
う
保
安
検
査
を
受
け
、
又
は
協
会
若
し

く
は
指
定
保
安
検
査
機
関
が
行
う
保
安
検
査
を
受
け
て

そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
若
し
く
は
指
定
都
市
の
長
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

都
道
府
県
知
事
若
し
く
は
指
定
都
市
の
長
が
行
う
保
安

検
査
を
受
け
、
又
は
当
該
届
出
を
行
う
ま
で
の
間
は
、

当
該
認
定
高
度
保
安
実
施
者
で
あ
つ
た
者
を
認
定
高
度

保
安
実
施
者
と
み
な
し
て
前
条
第
五
項
第
一
号
の
規
定

を
適
用
し
、
当
該
特
定
認
定
高
度
保
安
実
施
者
で
あ
つ

た
者
を
特
定
認
定
高
度
保
安
実
施
者
と
み
な
し
て
、
同

項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
規
定
を
適
用
す
る
。

２
　
前
条
第
五
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
方
法

に
よ
り
保
安
検
査
を
行
う
特
定
認
定
高
度
保
安
実
施
者

が
、
第
九
十
二
条
の
七
の
十
六
の
規
定
に
よ
り
令
第
十

条
の
二
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
く
な
つ
た

と
き
（
前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
と
き
を
除
く
。
）
は
、

当
該
規
定
の
適
用
を
受
け
な
く
な
つ
た
特
定
認
定
高
度

保
安
実
施
者
で
あ
つ
た
者
は
、
当
該
適
用
に
係
る
特
定

施
設
に
つ
い
て
、
前
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
遅
滞
な
く
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当

該
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
ず
る
ま
で
の
間
は
、
当
該
特

定
認
定
高
度
保
安
実
施
者
で
あ
つ
た
者
を
特
定
認
定
高

度
保
安
実
施
者
と
み
な
し
て
、
前
条
第
五
項
第
二
号
及

び
第
三
号
の
規
定
を
適
用
す
る
。

一
　
前
条
第
五
項
の
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

又
は
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
、
自
ら

保
安
検
査
を
行
う
こ
と
。

二
　
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
が
行
う
保
安

検
査
を
受
け
る
こ
と
。

三
　
協
会
又
は
指
定
保
安
検
査
機
関
が
行
う
保
安
検
査

を
受
け
て
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市

の
長
に
届
け
出
る
こ
と
。

３
　
第
一
項
又
は
前
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県

知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
が
行
う
保
安
検
査
を
受
け
よ

う
と
す
る
認
定
高
度
保
安
実
施
者
で
あ
つ
た
者
又
は
特

定
認
定
高
度
保
安
実
施
者
で
あ
つ
た
者
は
、
当
該
保
安

検
査
を
受
け
る
ま
で
に
、
様
式
第
三
十
七
の
保
安
検
査

申
請
書
を
、
当
該
認
定
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

４
　
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
は
、
前
項
の
保

安
検
査
に
お
い
て
、
当
該
保
安
検
査
に
係
る
特
定
施
設

が
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術

上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
様
式

第
三
十
八
の
保
安
検
査
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

５
　
前
二
項
の
規
定
は
、
協
会
が
行
う
保
安
検
査
に
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
項
中
「
前
項
第
二

号
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
第
三
号
」
と
、
「
当
該
認
定

に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知

事
」
と
あ
る
の
は
「
協
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

６
　
第
一
項
又
は
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
協
会
が

行
う
保
安
検
査
を
受
け
た
旨
を
都
道
府
県
知
事
又
は
指

定
都
市
の
長
に
届
け
出
よ
う
と
す
る
認
定
高
度
保
安
実

施
者
で
あ
つ
た
者
又
は
特
定
認
定
高
度
保
安
実
施
者
で

あ
つ
た
者
は
、
様
式
第
三
十
九
の
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会

保
安
検
査
受
検
届
書
を
、
当
該
認
定
に
係
る
事
業
所
の

所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

７
　
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
指
定
保
安
検
査
機

関
が
行
う
保
安
検
査
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
三
項
中
「
前
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
項

第
三
号
」
と
、
「
当
該
認
定
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
保

安
検
査
機
関
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

８
　
第
一
項
又
は
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
指
定
保

安
検
査
機
関
が
行
う
保
安
検
査
を
受
け
た
旨
を
都
道
府

県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
に
届
け
出
よ
う
と
す
る
認

定
高
度
保
安
実
施
者
で
あ
つ
た
者
又
は
特
定
認
定
高
度

保
安
実
施
者
で
あ
つ
た
者
は
、
様
式
第
四
十
の
指
定
保

安
検
査
機
関
保
安
検
査
受
検
届
書
を
、
当
該
認
定
に
係

る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９
　
協
会
及
び
指
定
保
安
検
査
機
関
は
、
第
一
項
又
は
第

二
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
保
安
検
査
を
行
つ
た
と
き

は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
結
果
を
当
該
保
安
検
査
を
行
つ

た
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
報

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

10
　
協
会
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
様
式
第
四
十
一
の
保
安
検
査
結
果
報
告
書
に

保
安
検
査
の
記
録
を
添
え
て
、
当
該
報
告
に
係
る
事
業

所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

11
　
指
定
保
安
検
査
機
関
が
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
報
告

を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
四
十
二
の
保
安
検

査
結
果
報
告
書
に
保
安
検
査
の
記
録
を
添
え
て
、
当
該

報
告
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県

知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
九
十
二
条
の
七
の
十
五
　
法
第
三
十
九
条
の
二
十
一
第

二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
記
録
、
法
第
三
十
九
条

の
二
十
二
第
二
項
に
規
定
す
る
検
査
記
録
、
法
第
三
十

九
条
の
二
十
三
に
規
定
す
る
危
害
予
防
規
程
、
法
第
三

十
九
条
の
二
十
四
第
二
項
及
び
法
第
三
十
九
条
の
二
十

五
第
二
項
に
規
定
す
る
記
録
並
び
に
法
第
三
十
九
条
の

二
十
七
第
一
項
に
規
定
す
る
検
査
記
録
は
、
こ
れ
ら
の

記
録
又
は
規
程
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
磁
的
方
法
に

よ
り
記
録
す
る
こ
と
に
よ
り
作
成
し
、
保
存
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
同
項

の
記
録
又
は
規
程
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他

の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
経

済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
令
第
十
条
の
二
た
だ
し
書
の
適
用
）

第
九
十
二
条
の
七
の
十
六
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
特
定
認

定
高
度
保
安
実
施
者
が
第
九
十
二
条
の
七
の
三
第
三
項

又
は
第
四
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
な
く
な
つ
た

と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
特
定
認
定
高
度
保
安
実
施
者

に
つ
い
て
、
令
第
十
条
の
二
た
だ
し
書
の
規
定
を
適
用

し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
経
済
産
業
大
臣
は
、
当
該
特
定
認
定
高
度
保
安

実
施
者
に
対
し
、
様
式
第
五
十
四
の
七
の
九
の
通
知
書

に
よ
り
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
三
章
　
雑
則

（
帳
簿
）

第
九
十
三
条
　
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
第

一
種
製
造
者
は
、
事
業
所
ご
と
に
、
次
の
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
場
合
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
帳
簿
を
備
え
、
同
表
第
一
項
及

び
第
二
項
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
記
載
の
日
か
ら

二
年
間
、
同
表
第
三
項
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
記

載
の
日
か
ら
十
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

記
載
す
べ
き
場
合

記
載
す
べ
き
事
項

一
　
液
化
石
油
ガ
ス
を
容
器
に
充

塡
し
た
場
合
（
液
化
石
油
ガ
ス
を

燃
料
と
し
て
使
用
す
る
車
両
に
固

定
さ
れ
た
容
器
（
当
該
車
両
の
燃

料
の
用
に
供
す
る
液
化
石
油
ガ
ス

を
充
塡
す
る
た
め
の
も
の
に
限
る

。
）
に
液
化
石
油
ガ
ス
を
充
塡
し
た

場
合
を
除
く
。
）

充
塡
容
器
の
記
号
及

び
番
号
、
充
塡
容
器

ご
と
の
充
塡
質
量
並

び
に
充
塡
年
月
日

二
　
液
化
石
油
ガ
ス
を
容
器
に
よ

り
授
受
し
た
場
合

充
塡
容
器
の
記
号
及

び
番
号
、
授
受
先
並

び
に
授
受
年
月
日

三
　
製
造
施
設
に
異
常
が
あ
つ
た

場
合

異
常
が
あ
つ
た
年
月

日
及
び
そ
れ
に
対
し

て
と
つ
た
措
置

２
　
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
第
一
種
貯
蔵

所
又
は
第
二
種
貯
蔵
所
の
所
有
者
又
は
占
有
者
は
、
貯

蔵
所
ご
と
に
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
帳
簿
を
備
え
、
同
表
第
一
項
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ

て
は
記
載
の
日
か
ら
二
年
間
、
同
表
第
二
項
に
掲
げ
る
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場
合
に
あ
つ
て
は
記
載
の
日
か
ら
十
年
間
保
存
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

記
載
す
べ
き
場
合

記
載
す
べ
き
事
項

一
　
液
化
石
油
ガ
ス
を

容
器
に
よ
り
授
受
し
た

場
合

充
塡
容
器
の
記
号
及
び
番
号
、

充
塡
容
器
ご
と
の
充
塡
質
量
、

授
受
先
並
び
に
授
受
年
月
日

二
　
第
一
種
貯
蔵
所
又

は
第
二
種
貯
蔵
所
に
異

常
が
あ
つ
た
場
合

異
常
が
あ
つ
た
年
月
日
及
び
そ

れ
に
対
し
て
と
つ
た
措
置

３
　
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
販
売
業
者

は
、
販
売
所
ご
と
に
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合

に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
帳
簿
を
備
え
、
記
載
の
日
か
ら
二
年
間
保
存

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

記
載
す
べ
き
場
合

記
載
す
べ
き
事
項

一
　
液
化
石
油
ガ
ス
を

容
器
に
よ
り
授
受
し
た

場
合

一
　
充
塡
容
器
の
種
類
及
び
数

二
　
販
売
の
年
月
日

三
　
販
売
先

二
　
法
第
二
十
条
の
五

第
一
項
の
周
知
を
行
つ

た
場
合

一
　
周
知
に
係
る
消
費
者
の
氏
名

又
は
名
称
及
び
住
所

二
　
周
知
を
し
た
者
の
氏
名

三
　
周
知
の
年
月
日

（
調
査
の
要
請
）

第
九
十
三
条
の
二
　
法
第
六
十
条
の
二
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
者
は
、
第
一
種
製
造
者
と
す
る
。

２
　
第
一
種
製
造
者
は
、
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進

機
構
が
行
う
調
査
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る
。

（
報
告
の
徴
収
）

第
九
十
三
条
の
二
　
法
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
液
化
石
油
ガ
ス
法
第
六
条
の
液
化
石
油
ガ
ス
販
売

事
業
者
は
、
同
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
消
費
設

備
（
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
と
末
端
ガ
ス
栓
の
間
の
配
管
そ
の

他
の
設
備
を
除
く
。
以
下
「
特
定
消
費
設
備
」
と
い

う
。
）
に
つ
い
て
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
事
故
が
発

生
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
事
故
の
発
生
日
時
及
び
場

所
、
概
要
、
原
因
並
び
に
当
該
事
故
に
係
る
特
定
消
費

設
備
の
製
造
者
又
は
輸
入
者
の
名
称
、
機
種
、
型
式
及

び
製
造
年
月
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
、
電

話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
そ
の
他
適
当
な
方
法
に
よ
り

事
故
の
発
生
し
た
場
所
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部

長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
特
定
消
費
設
備
の
使
用
に
伴
い
人
が
死
亡
し
、
中

毒
し
又
は
酸
素
欠
乏
症
と
な
つ
た
事
故

二
　
特
定
消
費
設
備
か
ら
漏
え
い
し
た
ガ
ス
に
引
火
す

る
こ
と
に
よ
り
発
生
し
た
負
傷
又
は
物
損
事
故

（
収
去
証
）

第
九
十
四
条
　
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

経
済
産
業
大
臣
が
そ
の
職
員
に
よ
り
高
圧
ガ
ス
を
収
去

さ
せ
る
と
き
は
、
被
収
去
者
に
様
式
第
五
十
五
の
収
去

証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
身
分
を
示
す
証
票
）

第
九
十
五
条
　
法
第
六
十
二
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、

経
済
産
業
大
臣
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長

が
そ
の
職
員
に
携
帯
さ
せ
る
証
票
は
、
様
式
第
五
十
六

と
す
る
。

（
事
故
届
）

第
九
十
六
条
　
法
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
に
事
故
を
届
け
出

よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
五
十
七
の
事
故
届
書
（
特

定
消
費
設
備
に
係
る
事
故
の
場
合
に
あ
つ
て
は
様
式
第

五
十
七
の
二
の
事
故
届
書
）
を
事
故
の
発
生
し
た
場
所

を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
当
該
場
所
が
指
定
都
市

の
区
域
内
に
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
発
生
し
た
事

故
に
係
る
事
務
が
令
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
事
務
に

該
当
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
場
所
を
管
轄
す

る
指
定
都
市
の
長
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
産
業
保
安
監
督
部
長
に
対
す
る
都
道
府
県
知
事
等
の

報
告
）

第
九
十
六
条
の
二
　
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長

は
、
法
第
七
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
行

う
と
き
は
、
速
や
か
に
事
態
又
は
事
故
の
発
生
日
時
及

び
場
所
、
概
要
、
理
由
又
は
原
因
、
措
置
模
様
そ
の
他

参
考
と
な
る
事
項
（
特
定
消
費
設
備
に
係
る
事
故
の
場

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特
定
消
費
設
備
の
製
造
者
又
は

輸
入
者
の
名
称
、
機
種
、
型
式
及
び
製
造
年
月
そ
の
他

参
考
と
な
る
事
項
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
適
当
な
方
法

に
よ
り
当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
の
区
域
を
管
轄

す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
詳
細
に
つ
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
故
の

区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
報
告

期
限
ま
で
に
様
式
第
五
十
八
の
事
故
報
告
書
（
特
定
消

費
設
備
に
係
る
事
故
の
場
合
に
あ
つ
て
は
様
式
第
五
十

八
の
二
の
事
故
報
告
書
）
を
当
該
産
業
保
安
監
督
部
長

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
故
の
区
分

報
告
期
限

一
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
故

イ
　
死
者
が
一
名
以
上
、
重
傷
者
（
負
傷

の
治
療
に
要
す
る
期
間
が
三
十
日
以
上
の

負
傷
者
を
い
う
。
）
が
二
名
以
上
若
し
く
は

軽
傷
者
（
負
傷
の
治
療
に
要
す
る
期
間
が

三
十
日
未
満
の
負
傷
者
を
い
う
。
）
が
六
名

以
上
の
人
身
被
害
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上

の
人
身
被
害
が
生
じ
た
事
故

ロ
　
直
接
に
生
ず
る
物
的
被
害
の
総
額
が

一
億
円
以
上
の
事
故

事
故
発
生
の

日
か
ら
十
日

以
内

ハ
　
大
規
模
な
火
災
又
は
ガ
ス
の
大
量
の

漏
え
い
が
あ
つ
た
事
故
そ
の
他
重
大
な
社

会
的
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
認
め
ら
れ
る
事

故ニ
　
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
事
故
を
発

生
し
た
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
な
い
間
に

発
生
し
た
事
故

二
　
前
号
に
規
定
す
る
事
故
以
外
の
事
故

当
該
事
故
が

発
生
し
た
月

の
一
月
分
の

事
故
を
取
り

ま
と
め
、
翌

月
十
日
ま
で

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
令
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
報
告
を
行
う
と
き
は
、
速
や
か
に
様
式
第
五
十
九

の
報
告
徴
収
等
結
果
報
告
書
を
当
該
都
道
府
県
の
区
域

を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
危
険
の
お
そ
れ
の
な
い
場
合
等
の
特
則
）

第
九
十
七
条
　
第
六
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
二
条
か

ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
九
条
、
第
二
十
三
条
、
第
二

十
四
条
、
第
二
十
七
条
、
第
四
十
一
条
、
第
四
十
八
条

か
ら
第
五
十
条
ま
で
、
第
五
十
三
条
、
第
五
十
八
条
及

び
第
六
十
条
に
規
定
す
る
基
準
並
び
に
試
験
研
究
の
た

め
に
製
造
設
備
を
使
用
す
る
試
験
研
究
機
関
に
係
る
第

六
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
保
安
統
括
者
の
選
任
の
基
準

に
つ
い
て
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
高
圧
ガ
ス
の
種
類
、

周
囲
の
状
況
そ
の
他
の
関
係
に
よ
り
危
険
の
お
そ
れ
が

な
い
と
認
め
た
場
合
に
限
り
、
当
該
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
経
済
産
業
大
臣
が
そ
の
程
度
に
応
じ
て
認
め
た
も

の
を
も
つ
て
基
準
と
す
る
。

（
適
用
除
外
）

第
九
十
八
条
　
鉱
山
保
安
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
七

十
号
）
第
二
条
第
二
項
の
鉱
山
に
お
い
て
は
、
第
十
九

条
、
第
四
十
八
条
か
ら
第
五
十
条
ま
で
、
第
五
十
八
条

及
び
第
六
十
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
条
例
等
に
係
る
適
用
除
外
）

第
九
十
九
条
　
第
七
十
九
条
、
第
九
十
二
条
、
第
九
十
五

条
及
び
第
九
十
六
条
（
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市

の
長
の
事
務
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
都

道
府
県
又
は
指
定
都
市
の
条
例
、
規
則
そ
の
他
の
定
め

に
別
段
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
限
度
に
お
い
て

適
用
し
な
い
。

附
　
則
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
高
圧
ガ
ス
取
締
法
施
行
規
則

（
昭
和
二
十
六
年
通
商
産
業
省
令
第
六
十
八
号
。
以
下

「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
、
第
十
三
条
、
第
十

四
条
の
四
、
第
十
七
条
お
よ
び
第
二
十
二
条
の
三
の
規

定
に
よ
り
通
商
産
業
大
臣
が
危
険
の
お
そ
れ
の
な
い
と

認
め
た
製
造
施
設
、
製
造
の
方
法
、
販
売
施
設
、
貯
蔵

所
お
よ
び
消
費
施
設
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
中
こ
れ

ら
に
相
当
す
る
規
定
に
よ
り
通
商
産
業
大
臣
が
危
険
の

お
そ
れ
の
な
い
も
の
と
認
め
た
も
の
と
み
な
す
。

５
　
通
商
産
業
大
臣
の
行
な
つ
た
丙
種
化
学
主
任
者
免
状

に
か
か
る
高
圧
ガ
ス
作
業
主
任
者
試
験
に
合
格
し
て
い

る
者
に
つ
い
て
の
第
二
十
六
条
お
よ
び
第
二
十
七
条
の

規
定
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
六
条
中
「
そ
の
丙
種
化
学

主
任
者
免
状
に
か
か
る
高
圧
ガ
ス
作
業
主
任
者
試
験
を

行
な
つ
た
都
道
府
県
知
事
。
以
下
次
条
に
お
い
て
同

じ
。
」
と
あ
る
の
は
「
居
住
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県

知
事
」
と
、
第
二
十
七
条
中
「
通
商
産
業
大
臣
」
と
あ

る
の
は
「
当
該
作
業
主
任
者
免
状
の
交
付
を
行
な
つ
た

都
道
府
県
知
事
（
昭
和
四
十
三
年
六
月
一
日
前
に
丙
種

化
学
主
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
が
同
日
以

後
に
お
け
る
最
初
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
居
住
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
）
」

と
す
る
。

６
　
こ
の
省
令
施
行
前
に
旧
規
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
交

付
さ
れ
た
第
一
種
販
売
主
任
者
免
状
は
、
こ
の
省
令
の

規
定
に
基
づ
く
第
二
種
販
売
主
任
者
免
状
と
み
な
す
。

７
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
旧
規
則
の
規
定
に
基
づ
い
て

交
付
さ
れ
た
第
二
種
販
売
主
任
者
免
状
は
、
当
該
免
状

に
指
定
さ
れ
た
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
省
令

の
規
定
に
基
づ
く
第
二
種
販
売
主
任
者
免
状
と
み
な

す
。

８
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
旧
規
則
第
十
一
条
第
一
項
第

一
号
の
五
の
規
定
に
よ
り
通
商
産
業
大
臣
が
指
定
し
た

地
域
に
お
け
る
貯
槽
に
つ
い
て
は
、
第
九
条
第
二
項
お

よ
び
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
一
年
一
〇
月
八
日
通
商
産
業

省
令
第
一
一
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
二
年
四
月
二
二
日
通
商
産
業

省
令
第
四
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
二
年
一
一
月
一
〇
日
通
商
産

業
省
令
第
一
五
〇
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
十
五
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
三
年
二
月
七
日
通
商
産
業
省

令
第
一
四
号
）
　
抄
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（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
三

年
三
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
三
年
六
月
一
日
通
商
産
業
省

令
第
六
五
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
三
年
六
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
四
三
年
一
二
月
一
六
日
通
商
産

業
省
令
第
一
二
七
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

３
　
こ
の
省
令
施
行
の
際
現
に
法
第
五
条
、
第
六
条
、
第

十
四
条
、
第
十
四
条
の
三
、
第
十
六
条
も
し
く
は
第
十

九
条
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
を
受
け
て
地
盤
面
下
に
埋

設
す
る
貯
槽
を
設
置
し
、
ま
た
は
設
置
に
着
手
し
た
者

の
当
該
貯
槽
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
液
化
石
油
ガ
ス

保
安
規
則
第
九
条
第
一
項
第
五
号
の
二
の
規
定
は
、
適

用
し
な
い
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
五
年
一
〇
月
九
日
通
商
産
業

省
令
第
九
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
五
年
十
月
十
二
日
か

ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
六
年
九
月
一
日
通
商
産
業
省

令
第
九
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

し
、
第
六
十
七
条
第
四
号
の
二
、
第
五
号
ハ
お
よ
び
ホ

お
よ
び
第
六
号
、
第
七
十
五
条
第
一
項
第
四
号
の
二
な

ら
び
に
第
八
十
三
条
第
二
号
の
二
の
改
正
規
定
は
、
公

布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
四
月
二
五
日
通
商
産
業

省
令
第
四
〇
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
高
圧
ガ
ス
取
締
法
（
昭

和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
五
条
第
一
項
、
第
六
条
、
第
十
四
条
第
一
項
、

第
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は

第
十
九
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
、
又
は
第
二
十
四
条

の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
を
し
て
設
置
さ
れ
、
又
は
設
置
若
し
く

は
変
更
の
た
め
の
工
事
に
着
手
し
て
い
る
製
造
施
設
、

販
売
施
設
、
高
圧
ガ
ス
貯
蔵
所
又
は
消
費
施
設
（
以
下

「
既
存
製
造
施
設
等
」
と
総
称
す
る
。
）
に
つ
い
て
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
に
関
し
て
は
、
こ
の

省
令
の
施
行
の
日
か
ら
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

一
　
改
正
後
の
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
（
以
下
「
新

規
則
」
と
い
う
。
）
第
九
条
第
一
項
第
六
号
、
第
十

三
号
、
第
十
三
号
の
二
及
び
第
十
四
号
、
第
十
条

（
第
九
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
十
三
号
に
係
る
部

分
に
限
る
。
）
、
第
五
十
九
条
第
一
項
（
第
九
条
第
一

項
第
六
号
、
第
十
三
号
及
び
第
十
四
号
に
係
る
部
分

に
限
る
。
）
並
び
に
第
七
十
五
条
第
一
項
第
七
号
　

一
年
間

二
　
新
規
則
第
九
条
第
一
項
第
十
九
号
、
第
十
条
（
第

九
条
第
一
項
第
十
九
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及

び
第
七
十
五
条
第
一
項
第
四
号
の
二
　
一
年
六
月
間

三
　
新
規
則
第
九
条
第
一
項
第
七
号
、
第
八
号
の
二
、

第
八
号
の
三
及
び
第
二
十
号
、
第
十
条
（
第
九
条
第

一
項
第
二
十
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
五
十
九

条
第
一
項
（
第
九
条
第
一
項
第
七
号
、
第
八
号
の

二
、
第
八
号
の
三
及
び
第
二
十
号
に
係
る
部
分
に
限

る
。
）
並
び
に
第
七
十
五
条
第
一
項
第
八
号
　
二
年

間

３
　
既
存
製
造
施
設
等
に
属
す
る
導
管
及
び
こ
の
省
令
の

施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
、
又
は
設
置
若
し
く
は
変
更

の
た
め
の
工
事
に
着
手
し
て
い
る
導
管
で
あ
つ
て
法
第

二
十
三
条
第
二
項
の
通
商
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上

の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
新
規
則

第
九
条
第
一
項
第
二
十
六
号
イ
、
第
四
十
条
（
第
九
条

第
一
項
第
二
十
六
号
イ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び

第
六
十
九
条
第
一
項
（
第
九
条
第
一
項
第
二
十
六
号
イ

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
の
適
用
に
関
し
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
既
存
製
造
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
当
該
各
号
に

定
め
る
期
間
は
、
適
用
し
な
い
。

一
　
新
規
則
第
九
条
第
一
項
第
十
号
の
二
、
第
十
号
の

三
、
第
十
四
号
の
二
、
第
十
九
号
の
二
、
第
二
十
号

の
三
及
び
第
二
十
号
の
四
、
第
十
条
（
第
九
条
第
一

項
第
十
号
の
二
、
第
十
号
の
三
（
前
段
に
限
る
。
）
、

第
十
三
号
の
二
、
第
十
九
号
の
二
、
第
二
十
号
の
三

及
び
第
二
十
号
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
五

十
九
条
第
一
項
（
第
九
条
第
一
項
第
十
号
の
二
、
第

十
号
の
三
、
第
十
四
号
の
二
、
第
十
九
号
の
二
、
第

二
十
号
の
三
及
び
第
二
十
号
の
四
に
係
る
部
分
に
限

る
。
）
並
び
に
第
七
十
五
条
第
一
項
第
五
号
の
三
、

第
五
号
の
四
及
び
第
十
号
の
二
　
一
年
間

二
　
新
規
則
第
五
十
九
条
第
一
項
（
第
九
条
第
一
項
第

十
九
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
　
一
年
六
月
間

三
　
新
規
則
第
九
条
第
一
項
第
二
十
号
の
二
及
び
第
十

条
（
第
九
条
第
一
項
第
二
十
号
の
二
に
係
る
部
分
に

限
る
。
）
　
二
年
間

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
八
月
一
日
通
商
産
業
省

令
第
七
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
二
月
一
七
日
通
商
産
業

省
令
第
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
高
圧
ガ
ス
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
改
正

法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
一
年
二
月

二
十
二
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
四
条
第

一
項
の
改
正
規
定
中
第
九
条
第
一
項
第
十
一
号
、
第
十

二
号
、
第
十
三
号
、
第
十
三
号
の
二
、
第
十
四
号
及
び

第
十
九
号
並
び
に
第
十
二
条
第
三
号
に
係
る
部
分
は
、

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
た
日
か
ら
施

行
す
る
。

２
　
改
正
法
の
施
行
前
に
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
高
圧

ガ
ス
取
締
法
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し

た
者
の
製
造
施
設
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の

日
か
ら
六
月
間
は
改
正
後
の
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則

（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
一
項
第
一

号
の
規
定
（
第
十
二
条
第
六
号
、
第
十
六
号
、
第
十
九

号
の
二
及
び
第
二
十
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び

新
規
則
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
（
第
十
三
条

第
五
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
適
用
し
な
い
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
認
可
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
危
害
予
防

規
定
に
定
め
る
べ
き
事
項
の
細
目
は
、
改
正
後
の
第
十

七
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
省
令
の
施

行
の
日
か
ら
一
年
間
（
法
第
二
十
六
条
第
二
項
に
規
定

す
る
第
一
種
製
造
者
に
あ
つ
て
は
、
三
年
間
）
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
者
が

そ
の
期
間
内
に
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

認
可
の
申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
申
請
に
つ

い
て
認
可
又
は
不
認
可
の
処
分
が
あ
る
ま
で
の
間
も
、

同
様
と
す
る
。

４
　
改
正
法
附
則
第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
通
商
産

業
省
令
で
定
め
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
係
る
保
安
に
関

す
る
知
識
経
験
を
有
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

一
　
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六

号
）
に
よ
る
大
学
若
し
く
は
高
等
専
門
学
校
又
は
従

前
の
規
定
に
よ
る
大
学
若
し
く
は
専
門
学
校
に
お
い

て
、
化
学
、
物
理
学
又
は
工
学
に
関
す
る
課
程
を
修

め
て
卒
業
し
、
か
つ
、
液
化
石
油
ガ
ス
（
一
般
高
圧

ガ
ス
保
安
規
則
の
適
用
を
受
け
る
液
化
石
油
ガ
ス
を

含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
製
造
に

係
る
保
安
に
関
す
る
業
務
に
、
通
算
し
て
、
保
安
管

理
技
術
者
及
び
そ
の
代
理
者
に
あ
つ
て
は
七
年
以

上
、
保
安
主
任
者
及
び
そ
の
代
理
者
に
あ
つ
て
は
五

年
以
上
、
保
安
係
員
及
び
そ
の
代
理
者
に
あ
つ
て
は

三
年
以
上
従
事
し
た
者

二
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
又
は
従
前
の
規
定

に
よ
る
工
業
学
校
に
お
い
て
工
業
に
関
す
る
課
程
を

修
め
て
卒
業
し
、
か
つ
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
製
造
に

係
る
保
安
に
関
す
る
業
務
に
、
通
算
し
て
、
保
安
技

術
管
理
者
及
び
そ
の
代
理
者
に
あ
つ
て
は
十
年
以

上
、
保
安
主
任
者
及
び
そ
の
代
理
者
に
あ
つ
て
は
七

年
以
上
、
保
安
係
員
及
び
そ
の
代
理
者
に
あ
つ
て
は

五
年
以
上
従
事
し
た
者

三
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
製
造
に
係
る
保
安
に
関
す
る
業

務
に
、
通
算
し
て
、
保
安
技
術
管
理
者
及
び
そ
の
代

理
者
に
あ
つ
て
は
十
五
年
以
上
、
保
安
主
任
者
及
び

そ
の
代
理
者
に
あ
つ
て
は
十
年
以
上
、
保
安
係
員
及

び
そ
の
代
理
者
に
あ
つ
て
は
七
年
以
上
従
事
し
た
者

５
　
改
正
法
附
則
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
前
項

各
号
に
掲
げ
る
者
が
保
安
係
員
又
は
そ
の
代
理
者
に
選

任
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
新
規
則
第
二
十
条
第
一
項
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
製
造
保
安
責
任

者
免
状
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
三
年
以
内
に
」
と
あ

る
の
は
「
選
任
さ
れ
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
（
昭
和
五

十
二
年
二
月
二
十
一
日
ま
で
に
選
任
さ
れ
た
者
に
あ
つ

て
は
、
昭
和
五
十
二
年
八
月
二
十
一
日
ま
で
に
）
」
と

す
る
。

６
　
新
規
則
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
省
令
の

施
行
後
一
年
以
内
に
、
保
安
係
員
、
保
安
主
任
者
又
は

保
安
企
画
推
進
員
に
同
条
の
講
習
を
受
け
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
第
一
種
製
造
者
は
、
同
条
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
昭
和
五
十
二
年
八
月
二
十
一
日
ま
で
に
当
該

講
習
を
受
け
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
五
月
一
一
日
通
商
産
業

省
令
第
三
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
一
年
五
月
二
十
日
か
ら
施

行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
高
圧
ガ
ス
取
締
法
（
昭
和
二

十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）
第
四
十
四
条
第
一
項
の
容

器
検
査
に
合
格
し
た
容
器
（
以
下
「
既
存
容
器
」
と
い

う
。
）
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
液
化
石
油
ガ
ス
保
安

規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
六
十
七
条
第

二
号
及
び
第
四
号
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

３
　
既
存
容
器
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定

は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
当
該
各
号
に
定
め
る

期
間
は
、
適
用
し
な
い
。

一
　
新
規
則
第
六
十
七
条
第
五
号
、
第
六
号
及
び
第
八

号
か
ら
第
十
号
ま
で
　
一
年
六
月
間

二
　
新
規
則
第
六
十
七
条
第
七
号
　
二
年
間
（
容
器
の

後
面
と
車
両
の
後
バ
ン
パ
の
後
面
と
の
距
離
が
二
十

26



セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
な
る
よ
う
に
当
該
容
器
が

車
両
に
固
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
五
年

間
）附

　
則
　
（
昭
和
五
二
年
六
月
八
日
通
商
産
業
省

令
第
二
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
二
年
六
月
十
五
日
か
ら
施

行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
乙
種
化
学
責
任
者
免
状

又
は
乙
種
機
械
責
任
者
免
状
に
係
る
高
圧
ガ
ス
製
造
保

安
責
任
者
試
験
に
合
格
し
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
こ
の

省
令
の
施
行
後
に
こ
れ
ら
の
免
状
の
交
付
又
は
再
交
付

を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
の
改
正
後
の
第
二

十
六
条
及
び
第
二
十
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
第
二
十
六
条
中
「
居
住
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県

知
事
を
経
由
し
て
通
商
産
業
大
臣
（
乙
種
化
学
責
任
者

免
状
、
丙
種
化
学
責
任
者
免
状
及
び
乙
種
機
械
責
任
者

免
状
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
乙
種
化
学
責
任
者

免
状
、
丙
種
化
学
責
任
者
免
状
又
は
乙
種
機
械
責
任
者

免
状
に
係
る
高
圧
ガ
ス
製
造
保
安
責
任
者
試
験
を
行
つ

た
都
道
府
県
知
事
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る

の
は
「
居
住
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」
と
、
第

二
十
七
条
中
「
通
商
産
業
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
当
該

乙
種
化
学
責
任
者
免
状
又
は
乙
種
機
械
責
任
者
免
状
の

交
付
を
行
つ
た
都
道
府
県
知
事
（
当
該
高
圧
ガ
ス
製
造

保
安
責
任
者
免
状
の
交
付
を
行
つ
た
都
道
府
県
知
事
が

な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
高
圧
ガ
ス
製
造
保
安
責

任
者
免
状
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
こ
の
省

令
施
行
後
に
当
該
高
圧
ガ
ス
製
造
保
安
責
任
者
免
状
の

再
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
と
き
は
当
該
再
交
付

を
最
初
に
行
つ
た
都
道
府
県
知
事
、
再
交
付
を
受
け
て

い
な
い
者
で
あ
る
と
き
は
居
住
地
を
管
轄
す
る
都
道
府

県
知
事
）
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
四
年
三
月
三
一
日
通
商
産
業

省
令
第
二
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び

取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
八
十
五
号
）
の
施
行
の
日

（
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
四
年
九
月
一
〇
日
通
商
産
業

省
令
第
六
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
二
月
一
七
日
通
商
産
業

省
令
第
一
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
五
六
年
一
〇
月
二
六
日
通
商
産

業
省
令
第
六
五
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
高
圧
ガ
ス
取
締
法
（
以

下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
一
項
、
第
六
条
、
第

十
四
条
第
一
項
、
第
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
十
六
条

第
一
項
若
し
く
は
第
十
九
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て

設
置
さ
れ
、
又
は
設
置
若
し
く
は
変
更
の
た
め
の
工
事

に
着
手
し
て
い
る
耐
震
設
計
構
造
物
又
は
こ
れ
ら
の
耐

震
設
計
構
造
物
に
つ
い
て
こ
の
省
令
の
施
行
後
法
第
十

四
条
第
一
項
、
第
十
四
条
の
三
第
一
項
、
若
し
く
は
第

十
九
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
行
わ
れ
る
耐
震
上
軽

微
な
変
更
の
工
事
に
係
る
耐
震
設
計
構
造
物
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
六
月
二
五
日
通
商
産
業

省
令
第
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
五
七
年
七
月
二
三
日
通
商
産
業

省
令
第
三
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
七
年
八
月
二
十
三
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
一
月
二
一
日
通
商
産
業

省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経

過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
、
第
二

条
中
第
九
条
第
一
項
第
五
号
、
第
十
五
条
、
第
十
九
条

の
五
第
一
項
、
第
二
十
六
条
及
び
第
二
十
七
条
の
改
正

規
定
、
第
二
十
八
条
第
二
項
に
た
だ
し
書
を
加
え
る
改

正
規
定
並
び
に
第
二
十
八
条
第
三
項
、
第
三
十
五
条
及

び
第
五
十
七
条
の
改
正
規
定
並
び
に
第
三
条
中
第
十
六

条
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
八
条
第
三
項
及
び
第
二
十

九
条
の
改
正
規
定
、
第
三
十
条
第
二
項
に
た
だ
し
書
を

加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
第
三
十
条
第
三
項
、
第
四
十

二
条
及
び
第
六
十
条
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
一
二
月
四
日
通
商
産
業

省
令
第
八
〇
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
一
二
月
一
三
日
通
商
産

業
省
令
第
八
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
二
年
一
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
附
則
第
五
条
中
液
石
則
第
二
十
六
条
及
び
第
四
十

九
条
の
改
正
規
定
、
附
則
第
六
条
中
一
般
則
第
二
十

七
条
及
び
第
五
十
一
条
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第

七
条
の
規
定
　
公
布
の
日

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
五
月
一
二
日
通
商
産
業

省
令
第
三
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
五
月
一
一
日
通
商
産
業
省

令
第
二
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
四
年
五
月
十
五
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
液
石
規
則
に
係
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
第
五
条
第
一

項
若
し
く
は
第
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
設
置

さ
れ
、
若
し
く
は
設
置
若
し
く
は
変
更
の
た
め
の
工
事

に
着
工
し
て
い
る
製
造
施
設
又
は
現
に
液
化
石
油
ガ
ス

を
消
費
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
当
該
各
号
に

定
め
る
期
間
は
、
適
用
し
な
い
。

一
　
改
正
後
の
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
（
以
下
「
新

液
石
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
第
五
号
及
び
第

七
十
五
条
第
七
号
の
二
（
第
八
十
一
条
第
八
号
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
　
一
年
間

二
　
新
液
石
規
則
第
八
十
一
条
第
八
号
に
お
い
て
準
用

す
る
第
七
十
五
条
第
一
項
第
四
号
の
二
　
一
年
六

月
間

三
　
新
液
石
規
則
第
八
十
一
条
第
七
号
　
二
年
間

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
第
五
条
第
一
項
又

は
第
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
貯
蔵
設
備
で
あ

る
充
て
ん
容
器
等
に
よ
り
貯
蔵
し
、
又
は
貯
蔵
し
よ
う

と
す
る
者
に
関
す
る
新
液
石
規
則
第
十
二
条
第
六
号
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
あ
ら
か
じ
め
」

と
あ
る
の
は
、
「
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
等
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
四
年
通
商
産
業
省
令
第
二
十

九
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
一
月
以
内
に
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
一
〇
日
通
商
産
業
省

令
第
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
七
月
二
五
日
通
商
産
業
省

令
第
五
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
七
月
二
十
九
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
六
年
七
月
二
七
日
通
商
産
業
省

令
第
五
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

し
、
改
正
後
の
火
薬
類
取
締
法
施
行
規
則
、
容
器
保
安

規
則
、
冷
凍
保
安
規
則
、
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
、

一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
、
高
圧
ガ
ス
保
安
管
理
員
等

規
則
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
並
び
に
液
化
石
油

ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
の
規
定
の
適
用
に
関
し
て
は
、
平
成
七
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と

が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
四
月
四
日
通
商
産
業
省
令

第
三
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
三
月
二
九
日
通
商
産
業
省

令
第
二
九
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た

だ
し
、
第
一
条
中
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
第
二
十
条

の
改
正
規
定
、
第
二
条
中
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
第

二
十
一
条
の
改
正
規
定
及
び
第
三
条
中
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

等
保
安
規
則
第
二
十
八
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
八
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
後
の
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
（
以
下
「
改
正
液

石
則
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
の
二
若
し
く
は
第
六
十

一
条
の
二
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
一
般
高

圧
ガ
ス
保
安
規
則
（
以
下
「
改
正
一
般
則
」
と
い
う
。
）

第
十
五
条
の
二
若
し
く
は
第
六
十
四
条
の
二
又
は
第
三

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規

則
（
以
下
「
改
正
コ
ン
ビ
則
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条

に
規
定
す
る
軽
微
な
変
更
の
工
事
に
つ
い
て
高
圧
ガ
ス

取
締
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
一
項

若
し
く
は
法
第
十
九
条
第
一
項
の
許
可
又
は
法
第
二
十

条
の
規
定
に
よ
る
完
成
検
査
に
係
る
申
請
を
し
た
者

は
、
法
第
十
四
条
第
二
項
又
は
第
十
九
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
を
行
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

第
三
条
　
改
正
液
石
則
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、

改
正
一
般
則
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に

改
正
コ
ン
ビ
則
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
は
、
平
成
五
年
四
月
一
日
以
後
に
改
正
前
の
液
化
石

油
ガ
ス
保
安
規
則
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
及
び

同
令
第
二
十
条
第
三
項
、
改
正
前
の
一
般
高
圧
ガ
ス
保

安
規
則
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
及
び
同
令
第

二
十
一
条
第
三
項
並
び
に
改
正
前
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等

保
安
規
則
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
及
び
同
令

第
二
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
講
習
を
受
け
た
保
安

係
員
、
保
安
主
任
者
及
び
保
安
企
画
推
進
員
に
適
用
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
三
月
一
七
日
通
商
産
業
省

令
第
一
四
号
）

27



（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
液
化
石
油
ガ
ス
保
安

規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一

号
の
改
正
規
定
及
び
第
二
条
の
次
に
十
二
章
を
加
え

る
改
正
規
定
の
う
ち
第
六
条
第
一
項
第
二
十
号
に
係

る
部
分
で
あ
っ
て
配
管
に
係
る
も
の
　
平
成
十
年
四

月
一
日

二
　
第
二
条
の
次
に
十
二
章
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う

ち
第
二
十
四
条
第
四
号
に
係
る
部
分
　
平
成
十
年
四

月
一
日

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
次
の
各
号
に
掲
げ

る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
係
る
第
一
種
保
安

物
件
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
液
化

石
油
ガ
ス
保
安
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）

第
二
条
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

一
　
現
に
法
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
法
第
十
四
条
第

一
項
の
許
可
を
受
け
、
若
し
く
は
そ
の
許
可
を
申
請

し
、
又
は
法
第
五
条
第
二
項
若
し
く
は
法
第
十
四
条

第
四
項
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
者

二
　
現
に
法
第
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
法
第
十
九
条

第
一
項
の
許
可
を
受
け
、
若
し
く
は
そ
の
許
可
を
申

請
し
、
又
は
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
法

第
十
九
条
第
四
項
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
者

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
次
の
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
規
定

に
係
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

一
　
第
一
種
製
造
者
で
あ

っ
て
そ
の
製
造
設
備
が
定

置
式
製
造
設
備
で
あ
る
者

新
規
則
第
六
条
第
一
項
第
十

六
号
（
同
規
則
第
八
条
第
一

項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）

二
　
第
二
種
製
造
者
の
う

ち
処
理
能
力
が
三
十
立
方

メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
者

新
規
則
第
十
二
条
第
一
号
の

規
定
の
う
ち
同
規
則
第
六
条

第
一
項
第
十
六
号
に
係
る
部

分
（
同
規
則
第
十
二
条
第
三

号
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）

三
　
法
第
十
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
高
圧
ガ
ス

の
貯
蔵
を
す
る
者

新
規
則
第
十
九
条
第
一
号
ホ

四
　
貯
槽
に
よ
り
貯
蔵
す

る
第
一
種
貯
蔵
所
に
お
い

て
高
圧
ガ
ス
を
貯
蔵
す

る
者

新
規
則
第
二
十
三
条
第
一
項

の
規
定
の
う
ち
同
規
則
第
六

条
第
一
項
第
十
六
号
に
係
る

部
分

五
　
貯
槽
に
よ
り
貯
蔵
す

る
第
二
種
貯
蔵
所
に
お
い

て
高
圧
ガ
ス
を
貯
蔵
す

る
者

新
規
則
第
二
十
七
条
第
一
号

の
規
定
の
う
ち
同
規
則
第
六

条
第
一
項
第
十
六
号
に
係
る

部
分

六
　
特
定
高
圧
ガ
ス
消

費
者

新
規
則
第
五
十
三
条
第
一
項

第
十
五
号

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
次
の
各
号
に
掲
げ

る
者
に
該
当
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当

該
各
号
に
掲
げ
る
規
定
の
う
ち
配
管
に
係
る
部
分
は
、

適
用
し
な
い
。

一
　
第
一
種
製
造
者
で
あ
っ
て
そ
の
製
造
設
備
が
定
置

式
製
造
設
備
で
あ
る
も
の
　
新
規
則
第
六
条
第
一
項

第
二
十
号

二
　
第
二
種
製
造
者
で
あ
っ
て
そ
の
処
理
能
力
が
三
十

立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
も
の
　
新
規
則
第
十
二

条
第
一
号
の
規
定
の
う
ち
同
規
則
第
六
条
第
一
項
第

二
十
号
に
係
る
部
分

三
　
貯
槽
に
よ
り
貯
蔵
す
る
第
一
種
貯
蔵
所
に
お
い
て

高
圧
ガ
ス
を
貯
蔵
す
る
者
　
新
規
則
第
二
十
三
条
の

規
定
の
う
ち
同
規
則
第
六
条
第
一
項
第
二
十
号
に
係

る
部
分

四
　
貯
槽
に
よ
り
貯
蔵
す
る
第
二
種
貯
蔵
所
に
お
い
て

高
圧
ガ
ス
を
貯
蔵
す
る
者
　
新
規
則
第
二
十
六
条
第

一
号
で
引
用
す
る
同
規
則
第
二
十
三
条
の
規
定
の
う

ち
同
規
則
第
六
条
第
一
項
第
二
十
号

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
五
条
第
一
項

の
許
可
を
受
け
、
液
化
石
油
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
で
あ
る
製

造
施
設
に
お
い
て
高
圧
ガ
ス
の
製
造
を
行
っ
て
い
る
者

に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
八
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
規
定
に
係
る
基
準
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
六
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
第
六
十
条
第

三
号
の
基
準
に
よ
り
貯
蔵
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、

新
規
則
第
二
十
四
条
第
四
号
の
基
準
は
、
適
用
し
な

い
。

第
七
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
旧
規
則
第
十
三
条
、
第

十
九
条
第
二
号
、
第
四
十
一
条
、
第
六
十
一
条
又
は
第

七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
通
商
産
業
大
臣
が
危

険
の
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
た
基
準
に
つ
い
て
は
、
新

規
則
第
九
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
通
商
産
業
大
臣
が
危

険
の
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
認
め
た
基
準
と
み
な
す
。

第
八
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
旧
規
則
第
六
十
四
条
各

号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
添
え
て
、
高
圧

ガ
ス
取
締
法
及
び
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び

取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
八
年
法
律
第
十
四
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と

い
う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
高
圧
ガ
ス
取
締
法
第
二
十

二
条
第
一
項
の
届
出
を
行
っ
た
者
で
あ
っ
て
改
正
法
に

よ
る
改
正
後
の
高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
二
十
二
条
第
一
項

の
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
新
規
則

第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の

輸
入
高
圧
ガ
ス
明
細
書
を
提
出
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
九
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
規
則
第
六
十
七

条
第
十
五
号
の
規
定
に
よ
り
高
圧
ガ
ス
の
製
造
の
作
業

に
関
す
る
一
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
者
と
し
て
高
圧

ガ
ス
の
移
動
の
監
視
を
行
っ
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、

新
規
則
第
四
十
八
条
第
十
五
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
従
前
の
例
に
よ
り
高
圧
ガ
ス
の
移
動
に
つ
い
て
監

視
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
そ
の
処
理
能
力
が

百
立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
第
一
種
製
造
者
に
あ
っ
て

は
、
新
規
則
第
六
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
保
安
統
括
者
を
選
任
す
る

こ
と
を
要
し
な
い
。

第
十
一
条
　
第
一
種
製
造
者
又
は
第
二
種
製
造
者
は
、
平

成
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
旧
規
則
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
講
習
を
受
け
た
者

に
、
新
規
則
第
六
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
当
該
講
習
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度

の
開
始
の
日
か
ら
三
年
以
内
に
第
二
回
又
は
第
三
回
以

降
の
法
第
二
十
七
条
の
二
第
六
項
（
法
第
二
十
七
条
の

三
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
で
規
定
す
る

講
習
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安

規
則
の
適
用
を
受
け
た
液
化
石
油
ガ
ス
を
販
売
す
る
販

売
業
者
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
第
一

種
販
売
主
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
を
販
売

主
任
者
に
選
任
し
て
い
る
販
売
業
者
に
あ
っ
て
は
、
新

規
則
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
販
売
主
任
者

を
選
任
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

第
十
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
交
付
さ
れ
た
収
去
証

の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
様
式
第
五
十
五
の
様
式

に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
十
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法

第
六
十
二
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
通
商
産
業
大
臣
又

は
都
道
府
県
知
事
が
そ
の
職
員
に
携
帯
さ
せ
た
証
票

は
、
新
規
則
様
式
第
五
十
六
の
様
式
に
関
わ
ら
ず
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
手
続
等
の
効
力
の
引
継
ぎ
）

第
十
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安

規
則
の
適
用
を
受
け
、
こ
の
省
令
の
施
行
に
よ
り
新
た

に
新
規
則
の
適
用
を
受
け
る
者
に
つ
い
て
は
、
一
般
高

圧
ガ
ス
保
安
規
則
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
手
続
き
そ
の

他
の
行
為
は
、
新
規
則
の
相
当
規
定
に
よ
っ
て
し
た
も

の
と
み
な
す
。

第
十
六
条
　
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
も

の
の
ほ
か
、
旧
規
則
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
手
続
き
そ

の
他
の
行
為
は
、
新
規
則
の
相
当
規
定
に
よ
っ
て
し
た

も
の
と
み
な
す
。

（
そ
の
他
の
措
置
の
告
示
へ
の
委
任
）

第
十
七
条
　
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の

の
ほ
か
、
こ
の
省
令
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置

は
、
告
示
で
定
め
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
三
月
二
七
日
通
商
産
業
省

令
第
三
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

し
、
第
七
条
か
ら
第
十
条
ま
で
及
び
第
十
二
条
か
ら
第

十
五
条
ま
で
の
規
定
は
、
平
成
九
年
四
月
二
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
四
月
二
四
日
通
商
産
業
省

令
第
八
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
三
月
一
八
日
通
商
産
業

省
令
第
一
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
九
月
三
〇
日
通
商
産
業

省
令
第
八
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
高
圧
ガ
ス
保
安
法

（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）
第
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
い
る
製
造
施
設
（
改
正

後
の
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
第
八
条
第
一
項
第
三
号

に
規
定
す
る
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
を
除
く
。
）
に
つ
い
て

は
、
改
正
後
の
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
第
八
条
第
一

項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
九
月
三
〇
日
通
商
産
業

省
令
第
八
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
一
日
通
商
産
業
省

令
第
二
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
二
八
日
通
商
産
業

省
令
第
四
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
三
一
日
通
商
産
業

省
令
第
六
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
液
化
石
油
ガ

ス
保
安
規
則
第
七
十
七
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
届
出
を

し
た
者
は
、
改
正
後
の
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
第
七

十
七
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
届
出
を
し
た
者
と
み
な

す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
三
一
日
通
商
産
業

省
令
第
七
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
三
〇
日
通
商
産
業

省
令
第
一
二
七
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改

正
前
の
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
第
四
十
五
条
の
規
定

に
よ
る
検
査
の
申
請
が
さ
れ
た
輸
入
検
査
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
さ
れ
た
保
安
技
術
管
理

者
又
は
保
安
係
員
の
選
任
若
し
く
は
解
任
に
係
る
保
安

技
術
管
理
者
等
届
書
又
は
製
造
保
安
責
任
者
免
状
の
写

し
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の

液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
（
以
下
「
改
正
液
石
則
」
と

い
う
。
）
第
六
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
さ
れ
た
保
安
主
任
者
の

選
任
又
は
解
任
に
係
る
保
安
主
任
者
等
届
書
又
は
製
造

保
安
責
任
者
免
状
の
写
し
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
改
正

液
石
則
第
六
十
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
さ
れ
た
保
安
企
画
推
進

員
の
選
任
又
は
解
任
に
係
る
保
安
主
任
者
等
届
書
又
は

書
面
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
改
正
液
石
則
第
六
十
九
条

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
六
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
さ
れ
た
保
安
技
術
管
理

者
、
保
安
係
員
、
保
安
主
任
者
又
は
保
安
企
画
推
進
員

の
代
理
者
の
選
任
若
し
く
は
解
任
に
係
る
保
安
統
括
者

等
代
理
者
届
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
改
正
液
石
則
第

七
十
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。附

　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
三
一
日
通
商
産

業
省
令
第
三
二
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
二
六
日
経
済
産
業

省
令
第
四
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
二
九
日
経
済
産
業

省
令
第
九
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及

び
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十

三
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
三
月
二
〇
日
経
済
産
業

省
令
第
三
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
三
月
二
八
日
経
済
産
業

省
令
第
五
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
九
月
三
〇
日
経
済
産
業

省
令
第
一
〇
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
経
済
産
業

省
令
第
四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
七
月
二
五
日
経
済
産
業

省
令
第
八
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
三
一
日
経
済
産
業

省
令
第
五
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
三
一
日
経
済
産
業

省
令
第
五
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
一
月
三
〇
日
経
済
産

業
省
令
第
一
〇
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か

ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
保
安
検
査
の
方
法

は
、
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
次
項
に
掲
げ

る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規

則
別
表
第
三
第
一
項
第
十
七
号
た
だ
し
書
、
一
般
高
圧

ガ
ス
保
安
規
則
別
表
第
三
第
一
項
第
十
一
号
た
だ
し
書

及
び
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
別
表
第
四
第
一
項
第

十
八
号
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
当
分
の
間
、
な
お
そ
の

効
力
を
有
す
る
。

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
自
ら
保
安
検
査

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
の
認

定
を
受
け
て
い
る
認
定
保
安
検
査
実
施
者
が
行
う
保
安

検
査
の
方
法
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
最
初
の
認
定
の

更
新
を
受
け
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
冷
凍
保
安
規
則

第
六
十
九
条
、
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
第
六
条
第
一

項
第
二
号
若
し
く
は
第
十
一
号
若
し
く
は
第
九
十
七

条
、
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
第
六
条
第
一
項
第
二

号
、
第
八
号
若
し
く
は
第
二
十
六
号
若
し
く
は
第
九
十

九
条
又
は
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
第
五
条
第
一
項

第
二
号
、
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
、
第
三
十
六
号
若

し
く
は
第
四
十
八
号
若
し
く
は
第
五
十
四
条
の
規
定
に

よ
り
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
て
い
る
基
準
に
係
る
保
安

検
査
の
方
法
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
六
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
液
化
石
油
ガ
ス

保
安
規
則
別
表
第
三
第
一
項
第
十
七
号
た
だ
し
書
、
一

般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
別
表
第
三
第
一
項
第
十
一
号
た

だ
し
書
又
は
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
別
表
第
四
第

一
項
第
十
八
号
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い

る
高
圧
ガ
ス
設
備
に
係
る
耐
圧
試
験
の
適
用
除
外
の
期

間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
、
冷
凍
保
安
規
則

別
表
第
三
及
び
別
表
第
四
、
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則

別
表
第
四
及
び
別
表
第
五
、
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則

別
表
第
四
及
び
別
表
第
五
、
並
び
に
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等

保
安
規
則
別
表
第
五
、
別
表
第
六
、
別
表
第
七
及
び
別

表
第
八
に
規
定
す
る
完
成
検
査
又
は
保
安
検
査
に
係
る

認
定
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
認
定
完
成
検
査
実
施
者
又

は
認
定
保
安
検
査
実
施
者
が
こ
の
省
令
の
施
行
後
最
初

の
認
定
の
更
新
を
受
け
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
一
一
日
経
済
産
業

省
令
第
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
二
四
日
経
済
産
業

省
令
第
二
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か

ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
三
〇
日
経
済
産
業

省
令
第
三
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か

ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
九
月
一
日
経
済
産
業
省

令
第
八
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型

地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
九
月
一
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
九
月
二
九
日
経
済
産
業

省
令
第
八
九
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
障
害
者
自
立
支
援

法
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
の

前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の

一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
第
二
条
第
一
項
第
五
号
ニ
、

液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
第
二
条
第
一
項
第
一
号
ニ
、

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
第
二
条
第
一
項
第
五
号
ニ

及
び
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一
条
第
二
項
第
六
号
ニ

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
若

し
く
は
同
条
第
二
十
二
項
の
福
祉
ホ
ー
ム
」
と
あ
る
の

は
、
「
、
同
条
第
二
十
二
項
の
福
祉
ホ
ー
ム
若
し
く
は

同
法
附
則
第
四
十
一
条
第
一
項
、
附
則
第
四
十
八
条
若

し
く
は
附
則
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お

従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

さ
れ
た
附
則
第
四
十
一
条
第
一
項
の
身
体
障
害
者
更
生

援
護
施
設
、
附
則
第
四
十
八
条
の
精
神
障
害
者
社
会
復

帰
施
設
若
し
く
は
附
則
第
五
十
八
条
第
一
項
の
知
的
障

害
者
援
護
施
設
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
二
月
二
二
日
経
済
産

業
省
令
第
一
〇
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
三
月
二
八
日
経
済
産
業

省
令
第
二
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。
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附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
三
月
一
九
日
経
済
産
業

省
令
第
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
一
月
一
二
日
経
済
産
業

省
令
第
三
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た

だ
し
、
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
第
二
条
及
び
第
十
三

条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過

措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
五
条
第
一
項

の
許
可
を
受
け
、
若
し
く
は
そ
の
許
可
を
申
請
し
、
又

は
同
条
第
二
項
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
者
に
係
る
製
造

施
設
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
第
二
条
第
一
項
第
十
五
号
並

び
に
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
、
第
二
項
第
二
号
及
び

第
四
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
三
月
三
〇
日
経
済
産
業

省
令
第
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
五
年
三
月
二
九
日
経
済
産
業

省
令
第
一
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実
現
に

向
け
て
新
た
な
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
講
ず
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成

二
十
五
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
二
月
二
六
日
経
済
産

業
省
令
第
六
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防

災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十

七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
三
月
一
七
日
経
済
産
業

省
令
第
一
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実
現
に

向
け
て
新
た
な
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
講
ず
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号

に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
四
月
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
二
月
二
四
日
経
済
産
業

省
令
第
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
九
月
二
九
日
経
済
産
業

省
令
第
六
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
勤
労
青
少
年
福
祉
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
十
月
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
改
正
規
定
中
「
母
子

及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦

福
祉
法
」
に
改
め
る
部
分
、
「
母
子
福
祉
施
設
」
を

「
母
子
・
父
子
福
祉
施
設
」
に
改
め
る
部
分
及
び
「
地

域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の

促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
四
号
）

第
二
条
第
三
項
」
を
「
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護

の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年

法
律
第
六
十
四
号
）
第
二
条
第
四
項
」
に
改
め
る
部
分

は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
四
月
一
日
経
済
産
業
省

令
第
六
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
八
年
一
一
月
一
日
経
済
産
業

省
令
第
一
〇
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
二
二
日
経
済
産
業

省
令
第
一
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
九
年
五
月
八
日
経
済
産
業
省

令
第
四
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
一
一
月
一
五
日
経
済
産

業
省
令
第
八
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

前
の
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
第
七
十
七
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
さ
れ
て
い
る
届

出
で
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
お
い
て
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
後
の
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
第
七
十
七

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一

項
の
指
定
都
市
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
都

市
」
と
い
う
。
）
の
長
に
対
し
て
行
う
こ
と
と
な
る
行

政
事
務
に
係
る
も
の
は
、
施
行
日
以
後
に
お
い
て
は
、

指
定
都
市
の
長
に
対
し
て
さ
れ
た
届
出
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
三
月
三
〇
日
経
済
産
業

省
令
第
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
三
十
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
容
器
保
安
規
則
第
四

条
、
第
十
四
条
、
第
二
十
三
条
、
第
三
十
条
第
一
項
、

第
三
十
二
条
及
び
第
三
十
六
条
の
改
正
規
定
、
第
二

条
、
第
三
条
、
第
四
条
中
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
第

二
条
第
一
項
第
五
号
ニ
、
第
三
条
第
一
項
、
第
三
十
一

条
第
一
項
並
び
に
第
三
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の

改
正
規
定
、
第
五
条
中
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
第

二
条
第
一
項
第
五
号
ニ
の
改
正
規
定
並
び
に
第
六
条
中

国
際
相
互
承
認
に
係
る
容
器
保
安
規
則
第
一
条
、
第
十

四
条
及
び
第
二
十
三
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
三
十
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰

則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
七
月
一
七
日
経
済
産
業

省
令
第
四
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
一
月
一
四
日
経
済
産

業
省
令
第
六
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
九
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、

当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
一
条
並
び
に
第
三
条
中
様
式
第
三
十
七
、
様
式

第
五
十
三
、
様
式
第
五
十
四
、
様
式
第
五
十
七
及
び

様
式
第
五
十
七
の
二
の
改
正
規
定
　
公
布
の
日

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
（
附
則
第
一
条
本
文
の
規
定

に
よ
る
施
行
を
い
う
。
以
下
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
際
現
に
設
置
さ
れ
、
若
し
く
は
設
置
若
し
く
は
変
更

の
た
め
の
工
事
に
着
手
し
て
い
る
耐
震
設
計
構
造
物
又

は
こ
れ
ら
の
耐
震
設
計
構
造
物
に
つ
い
て
こ
の
省
令
の

施
行
後
に
高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第

二
百
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
一

項
又
は
第
十
九
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
行
わ
れ
る

耐
震
上
軽
微
な
変
更
の
工
事
が
行
わ
れ
る
場
合
の
当
該

耐
震
設
計
構
造
物
の
こ
の
省
令
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
を
し
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
こ
の
省
令

の
施
行
の
際
現
に
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法

律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
津
波
浸
水
想
定
が
設
定
さ
れ
た
区

域
内
に
あ
る
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
危
害
予
防
規
程
に

定
め
る
べ
き
事
項
の
細
目
は
、
第
二
条
に
よ
る
改
正
後

の
冷
凍
保
安
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第

五
十
一
号
）
第
三
十
五
条
第
十
項
、
第
三
条
に
よ
る
改

正
後
の
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通

商
産
業
省
令
第
五
十
二
号
）
第
六
十
一
条
第
十
項
の
規

定
、
第
四
条
に
よ
る
改
正
後
の
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規

則
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
三
号
）
第

六
十
三
条
第
十
項
の
規
定
及
び
第
六
条
に
よ
る
改
正
後

の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
通
商

産
業
省
令
第
八
十
八
号
）
第
二
十
二
条
第
十
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
一
年
間

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
を
し
て
い
る
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
危

害
予
防
規
程
に
定
め
る
べ
き
事
項
の
細
目
は
、
第
二
条

に
よ
る
改
正
後
の
冷
凍
保
安
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通

商
産
業
省
令
第
五
十
一
号
）
第
三
十
五
条
第
二
項
第
七

号
、
第
三
条
に
よ
る
改
正
後
の
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規

則
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
二
号
）
第

六
十
一
条
第
二
項
第
七
号
、
第
四
条
に
よ
る
改
正
後
の

一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業

省
令
第
五
十
三
号
）
第
六
十
三
条
第
二
項
第
七
号
の
規

定
及
び
第
六
条
に
よ
る
改
正
後
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保

安
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
八
十
八

号
）
第
二
十
二
条
第
二
項
第
七
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
一
年
間
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰

則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
七
月
一
日
経
済
産
業
省
令

第
一
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
九
月
一
一
日
経
済
産
業
省

令
第
三
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に

係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
九
月
十
四

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
一
七
日
経
済
産
業
省

令
第
一
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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附
　
則
　
（
令
和
二
年
四
月
一
〇
日
経
済
産
業
省

令
第
三
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
六
月
二
六
日
経
済
産
業
省

令
第
六
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
〇
月
三
〇
日
経
済
産
業

省
令
第
八
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
八
日
経
済
産
業

省
令
第
九
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と

い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
（
第
九
十
二

条
に
よ
る
改
正
前
の
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令

様
式
第
十
三
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
（
第
九
十
二
条
に
よ
る
改
正
前
の
電
気
事
業
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置

に
関
す
る
省
令
様
式
第
十
三
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。附

　
則
　
（
令
和
三
年
二
月
二
二
日
経
済
産
業
省

令
第
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
二
月
二
一
日
経
済
産
業

省
令
第
六
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
五
年
十
二
月
二
十
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
一
（
第
三
十
六
条
第
一
項
関
係
）

検
査
項
目

完
成
検
査
の
方
法

１
　
製
造
設
備

が
第
一
種
製
造

設
備
で
あ
る
製

造
施
設
の
場
合

　

一
　
第
六
条
第

一
項
第
一
号
の

境
界
線
及
び
警

戒
標

一
　
事
業
所
の
境
界
線
の
明
示
及
び
警

戒
標
の
掲
示
の
状
況
を
目
視
又
は
こ
れ

に
類
す
る
方
法
（
以
下
こ
の
表
及
び
別

表
第
二
に
お
い
て
「
目
視
等
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
　
第
六
条
第

一
項
第
二
号
の

第
一
種
設
備
距

離
及
び
第
二
種

設
備
距
離

二
　
貯
蔵
設
備
及
び
処
理
設
備
の
外
面

か
ら
第
一
種
保
安
物
件
及
び
第
二
種
保

安
物
件
に
対
す
る
距
離
を
巻
尺
そ
の
他

の
測
定
器
具
を
用
い
た
測
定
又
は
図
面

に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測

定
に
お
い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
目
視
等
に
よ
り
容
易
に

判
定
で
き
る
場
合
に
限
り
、
目
視
等
に

よ
る
検
査
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
第
六
条
第

一
項
第
三
号
イ

及
び
ロ
の
貯
蔵

設
備
又
は
処
理

設
備
の
障
壁

三
　
前
号
の
検
査
に
よ
り
、
保
安
物
件

ま
で
の
距
離
が
足
り
な
い
場
合
に
お
い

て
、
貯
蔵
設
備
又
は
処
理
設
備
が
地
盤

面
下
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
、
か
つ
、
障
壁
の
設
置
状
況
を
目
視

等
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
　
第
六
条
第

一
項
第
三
号
ハ

の
貯
蔵
設
備
又

は
処
理
設
備
に

講
じ
た
防
火
上

及
び
消
火
上
有

効
な
措
置

四
　
第
二
号
の
検
査
に
よ
り
、
保
安
物

件
ま
で
の
距
離
が
足
り
な
い
場
合
で
あ

つ
て
、
か
つ
貯
蔵
設
備
又
は
処
理
設
備

が
地
盤
面
下
に
設
置
さ
れ
て
い
な
い
も

の
に
つ
い
て
、
防
火
上
及
び
消
火
上
有

効
な
措
置
の
状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検

査
し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
作
動
試
験

又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
　
第
六
条
第

一
項
第
五
号
の

地
盤
面
下
に
埋

設
さ
れ
た
貯
槽

五
　
貯
槽
及
び
貯
槽
室
等
の
設
置
状
況

を
目
視
等
、
図
面
及
び
記
録
に
よ
り
検

査
す
る
。

六
　
第
六
条
第

一
項
第
六
号
の

一
部
が
地
盤
面

下
に
埋
設
さ
れ

た
貯
槽
の
腐
食

防
止
措
置

六
　
貯
槽
の
地
盤
面
下
に
あ
る
部
分
の

腐
食
を
防
止
す
る
措
置
の
状
況
を
目
視

等
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

七
　
第
六
条
第

一
項
第
七
号
の

火
気
を
取
り
扱

う
施
設
ま
で
の

距
離

七
　
製
造
設
備
の
外
面
か
ら
火
気
を
取

り
扱
う
施
設
ま
で
の
距
離
を
巻
尺
そ
の

他
の
測
定
器
具
を
用
い
た
測
定
に
よ
り

検
査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に
お

い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
が
目
視
等
に
よ
り
容
易
に
判
定
で

き
る
場
合
に
限
り
、
目
視
等
に
よ
る
検

査
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、

規
定
の
距
離
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
製
造
設
備

と
火
気
を
取
り
扱
う
施
設
と
の
間
に
漏

え
い
し
た
ガ
ス
の
流
動
防
止
措
置
を
講

じ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
当
該
措
置

の
状
況
を
目
視
等
又
は
図
面
に
よ
り
検

査
し
、
連
動
装
置
に
よ
り
直
ち
に
使
用

中
の
火
気
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
措
置

を
講
じ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

該
措
置
の
状
況
を
目
視
等
、
図
面
等
に

よ
り
検
査
し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
作

動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

八
　
第
六
条
第

一
項
第
八
号
の

貯
槽
間
の
距
離

八
　
貯
槽
の
外
面
か
ら
他
の
貯
槽
又
は

酸
素
の
貯
槽
ま
で
の
距
離
を
巻
尺
そ
の

他
の
測
定
器
具
を
用
い
た
測
定
に
よ
り

検
査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に
お

い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
が
目
視
等
に
よ
り
容
易
に
判
定
で

き
る
場
合
に
限
り
、
目
視
等
に
よ
る
検

査
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、

規
定
の
距
離
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
防
火
上
及
び
消

火
上
有
効
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
当
該
措
置
の
状
況
を
目

視
等
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
措
置
の
機

能
を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り

検
査
す
る
。

九
　
第
六
条
第

一
項
第
九
号
の

液
化
石
油
ガ
ス

の
貯
槽
で
あ
る

こ
と
が
識
別
で

き
る
措
置

九
　
貯
槽
の
周
囲
か
ら
、
液
化
石
油
ガ

ス
の
貯
槽
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
識
別

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
措
置
の
状

況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
　
第
六
条
第

一
項
第
十
号
の

貯
槽
の
周
囲
の

流
出
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置

十
　
貯
槽
の
周
囲
に
講
じ
た
流
出
を
防

止
す
る
た
め
の
措
置
の
状
況
を
目
視
等

に
よ
り
検
査
し
、
当
該
措
置
と
し
て
設

置
さ
れ
た
設
備
の
主
要
な
寸
法
を
巻
尺

そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た
測
定
又

は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
一
　
第
六
条

第
一
項
第
十
一

号
の
防
液
堤
内

及
び
周
辺
の
設

備
設
置
制
限

十
一
　
防
液
堤
の
内
側
及
び
規
定
距
離

の
範
囲
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
設
備
又

は
施
設
の
種
類
を
目
視
等
に
よ
り
検
査

し
、
当
該
設
備
又
は
施
設
ま
で
の
距
離

を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た

測
定
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
二
　
第
六
条

第
一
項
第
十
二

号
の
製
造
設
備

を
設
置
す
る
室

の
ガ
ス
が
滞
留

し
な
い
構
造

十
二
　
製
造
設
備
を
設
置
す
る
室
の
ガ

ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
滞
留
し
な
い
構

造
等
を
目
視
等
に
よ
り
検
査
し
、
必
要

に
応
じ
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

十
三
　
第
六
条

第
一
項
第
十
三

号
の
ガ
ス
設
備

の
気
密
な
構
造

十
三
　
ガ
ス
設
備
の
気
密
な
構
造
を
、

組
立
後
の
内
圧
の
あ
る
状
態
に
お
い

て
、
発
泡
液
の
塗
布
若
し
く
は
ガ
ス
漏

え
い
検
知
器
等
を
用
い
た
測
定
又
は
そ

の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
四
　
第
六
条

第
一
項
第
十
四

号
の
ガ
ス
設
備

に
使
用
さ
れ
て

い
る
材
料

十
四
　
ガ
ス
設
備
に
使
用
さ
れ
て
い
る

材
料
を
記
録
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す

る
。

十
五
　
第
六
条

第
一
項
第
十
五

号
の
高
圧
ガ
ス

設
備
の
基
礎

十
五
　
高
圧
ガ
ス
設
備
の
基
礎
の
状
況

を
記
録
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
し
、
貯

槽
の
支
柱
又
は
底
部
と
基
礎
の
緊
結
状

態
を
目
視
等
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す

る
。

十
六
　
第
六
条

第
一
項
第
十
六

号
の
貯
槽
の
沈

下
状
況
の
測
定

十
六
　
貯
槽
の
沈
下
の
程
度
を
測
定
す

る
た
め
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
等
の
設
備
が

設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
目
視
等
又

は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
七
　
第
六
条

第
一
項
第
十
七

号
の
高
圧
ガ
ス

設
備
の
耐
圧
試

験

十
七
　
高
圧
ガ
ス
設
備
を
耐
圧
試
験
用

設
備
を
用
い
た
常
用
の
圧
力
の
一
・
五

倍
以
上
（
第
二
種
特
定
設
備
に
あ
つ
て

は
、
常
用
の
圧
力
の
一
・
三
倍
以
上
）

の
圧
力
で
水
そ
の
他
の
安
全
な
液
体
を

使
用
し
て
行
う
耐
圧
試
験
（
液
体
を
使

用
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き
は
、
常
用
の
圧
力
の
一
・
二

五
倍
以
上
（
第
二
種
特
定
設
備
に
あ
つ

て
は
、
常
用
の
圧
力
の
一
・
一
倍
以

上
）
の
圧
力
で
空
気
、
窒
素
等
の
気
体

を
使
用
し
て
行
う
耐
圧
試
験
）
又
は
そ

の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、

当
該
設
備
が
移
設
等
に
係
る
も
の
で
あ

つ
て
、
当
該
設
備
の
内
部
及
び
外
部
に

つ
い
て
、
目
視
等
及
び
経
済
産
業
大
臣

が
定
め
る
非
破
壊
検
査
設
備
を
用
い
た

測
定
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
欠
陥
の
有

無
を
検
査
し
、
当
該
設
備
に
割
れ
、

傷
、
腐
食
等
の
欠
陥
が
な
い
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
場
合
、
又
は
発
見
さ
れ
た
欠

陥
が
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
加
工
等
で
補
修
で

き
る
程
度
の
軽
微
な
も
の
で
あ
つ
て
、

当
該
補
修
部
分
を
非
破
壊
検
査
設
備
を

用
い
た
測
定
に
よ
る
検
査
で
異
常
の
な

い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。
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十
八
　
第
六
条

第
一
項
第
十
八

号
の
高
圧
ガ
ス

設
備
の
気
密
試

験

十
八
　
高
圧
ガ
ス
設
備
を
耐
圧
性
能
の

確
認
後
の
組
立
状
態
に
お
い
て
、
気
密

試
験
用
設
備
を
用
い
た
常
用
の
圧
力
以

上
の
圧
力
で
行
う
気
密
試
験
又
は
そ
の

記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
九
　
第
六
条

第
一
項
第
十
九

号
の
高
圧
ガ
ス

設
備
の
強
度

十
九
　
高
圧
ガ
ス
設
備
が
十
分
な
強
度

を
有
し
て
い
る
こ
と
を
非
破
壊
検
査
設

備
等
肉
厚
測
定
用
器
具
を
用
い
た
測
定

又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。
た

だ
し
、
計
算
に
よ
る
強
度
の
算
定
が
困

難
な
も
の
等
の
場
合
は
、
常
用
の
圧
力

の
四
倍
の
圧
力
で
行
う
耐
圧
試
験
若
し

く
は
そ
の
記
録
に
よ
る
検
査
又
は
抵
抗

線
ひ
ず
み
計
に
よ
る
応
力
の
測
定
若
し

く
は
そ
の
記
録
に
よ
る
検
査
に
代
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

二
十
　
第
六
条

第
一
項
第
二
十

号
の
耐
震
設
計

構
造
物
の
耐
震

に
関
す
る
性
能

二
十
　
耐
震
設
計
構
造
物
が
適
切
な
耐

震
に
関
す
る
性
能
を
有
す
る
こ
と
を
目

視
等
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
一
　
第
六

条
第
一
項
第
二

十
一
号
の
高
圧

ガ
ス
設
備
の
圧

力
計

二
十
一
　
高
圧
ガ
ス
設
備
の
圧
力
計
の

設
置
状
況
を
目
視
等
、
図
面
等
に
よ
り

検
査
し
、
当
該
圧
力
計
の
精
度
を
圧
力

計
精
度
確
認
用
器
具
を
用
い
た
測
定
又

は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
二
　
第
六

条
第
一
項
第
二

十
一
号
の
高
圧

ガ
ス
設
備
の
安

全
装
置

二
十
二
　
高
圧
ガ
ス
設
備
の
安
全
装
置

の
設
置
状
況
を
目
視
等
、
図
面
等
に
よ

り
検
査
す
る
。
バ
ネ
式
安
全
弁
等
作
動

試
験
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
装
置
に
つ

い
て
は
、
そ
の
機
能
を
安
全
弁
作
動
試

験
用
器
具
若
し
く
は
設
備
を
用
い
た
作

動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

二
十
三
　
第
六

条
第
一
項
第
二

十
二
号
の
高
圧

ガ
ス
設
備
の
安

全
弁
等
の
放
出

管

二
十
三
　
高
圧
ガ
ス
設
備
の
安
全
弁
又

は
破
裂
板
の
放
出
管
の
開
口
部
の
位
置

及
び
放
出
管
の
設
置
状
況
を
目
視
等
に

よ
る
ほ
か
、
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具

を
用
い
た
測
定
又
は
図
面
に
よ
り
検
査

す
る
。

二
十
四
　
第
六

条
第
一
項
第
二

十
三
号
の
低
温

貯
槽
の
負
圧
防

止
措
置

二
十
四
　
低
温
貯
槽
の
負
圧
防
止
措
置

の
設
置
状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査

し
、
当
該
負
圧
防
止
措
置
の
機
能
を
作

動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

二
十
五
　
第
六

条
第
一
項
第
二

十
四
号
の
液
化

ガ
ス
貯
槽
の
液

面
計
等

二
十
五
　
貯
槽
に
設
け
ら
れ
た
液
面
計

の
設
置
状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査
す

る
。
な
お
、
当
該
液
面
計
に
ガ
ラ
ス
液

面
計
を
使
用
し
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
ガ
ラ
ス
液
面
計
の
破
損
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置
の
状
況
を
目
視
等
に
よ

り
検
査
し
、
か
つ
、
当
該
液
面
計
を
接

続
す
る
配
管
に
講
じ
た
漏
え
い
を
防
止

す
る
た
め
の
措
置
の
状
況
を
目
視
等
に

よ
り
検
査
し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
作

動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

二
十
六
　
第
六

条
第
一
項
第
二

十
五
号
の
貯
槽

の
配
管
に
設
け

た
バ
ル
ブ

二
十
六
　
貯
槽
の
配
管
に
設
け
た
バ
ル

ブ
の
設
置
状
況
を
目
視
等
、
図
面
等
に

よ
り
検
査
す
る
。

二
十
七
　
第
六

条
第
一
項
第
二

十
六
号
の
貯
槽

の
配
管
に
講
じ

た
安
全
に
、
か

つ
、
速
や
か
に

遮
断
す
る
た
め

の
措
置

二
十
七
　
貯
槽
の
配
管
に
講
じ
た
液
化

石
油
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
に
安
全

に
、
か
つ
、
速
や
か
に
遮
断
す
る
た
め

の
措
置
の
状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査

し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
作
動
試
験
又

は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
八
　
第
六

条
第
一
項
第
二

十
七
号
の
高
圧

ガ
ス
設
備
に
係

る
電
気
設
備

二
十
八
　
高
圧
ガ
ス
設
備
に
係
る
電
気

設
備
の
位
置
及
び
防
爆
性
能
を
有
す
る

構
造
で
あ
る
こ
と
を
目
視
等
に
よ
る
ほ

か
、
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

二
十
九
　
第
六

条
第
一
項
第
二

十
八
号
の
貯
槽

及
び
そ
の
支
柱

の
耐
熱
又
は
冷

却
上
有
効
な
措

置

二
十
九
　
貯
槽
及
び
そ
の
支
柱
に
講
じ

た
十
分
な
耐
熱
性
を
有
す
る
た
め
の
措

置
又
は
有
効
に
冷
却
す
る
た
め
の
措
置

の
状
況
を
目
視
等
、
図
面
等
に
よ
り
検

査
し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
作
動
試
験

又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
　
第
六
条

第
一
項
第
二
十

九
号
の
製
造
施

設
の
ガ
ス
の
漏

え
い
を
検
知
し
、

か
つ
、
警
報
す

る
た
め
の
設
備

三
十
　
製
造
施
設
に
設
置
さ
れ
た
ガ
ス

の
漏
え
い
を
検
知
し
、
か
つ
、
警
報
す

る
た
め
の
設
備
の
設
置
状
況
を
目
視
等

及
び
記
録
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
し
、

当
該
設
備
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ

の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
一
　
第
六

条
第
一
項
第
三

三
十
一
　
製
造
設
備
に
つ
い
て
、
静
電

気
を
除
去
す
る
措
置
の
状
況
を
目
視
等

十
号
の
製
造
設

備
の
静
電
気
を

除
去
す
る
装
置

に
よ
る
ほ
か
、
記
録
等
に
よ
り
検
査
す

る
。

三
十
二
　
第
六

条
第
一
項
第
三

十
一
号
の
製
造

施
設
の
防
消
火

設
備

三
十
二
　
製
造
施
設
の
防
消
火
設
備
の

設
置
状
況
を
目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、
記

録
等
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
防
消
火
設

備
の
性
能
を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録

に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
三
　
第
六

条
第
一
項
第
三

十
二
号
の
製
造

施
設
に
講
じ
た

停
電
等
に
よ
り

機
能
が
失
わ
れ

る
こ
と
の
な
い

措
置

三
十
三
　
製
造
施
設
に
講
じ
た
停
電
等

に
よ
り
当
該
設
備
の
機
能
が
失
わ
れ
る

こ
と
の
な
い
措
置
の
状
況
を
目
視
等
に

よ
る
ほ
か
、
図
面
、
記
録
等
に
よ
り
検

査
し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
作
動
試
験

又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
四
　
第
六

条
第
一
項
第
三

十
三
号
の
通
報

を
速
や
か
に
行

う
た
め
の
措
置

三
十
四
　
通
報
を
速
や
か
に
行
う
た
め

の
措
置
の
状
況
を
目
視
等
及
び
図
面
に

よ
り
検
査
し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
実

際
に
使
用
し
て
検
査
す
る
。

三
十
五
　
第
六

条
第
一
項
第
三

十
四
号
の
製
造

設
備
の
バ
ル
ブ

等
の
操
作
に
係

る
措
置

三
十
五
　
作
業
員
が
バ
ル
ブ
又
は
コ
ッ

ク
を
適
切
に
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
措
置
の
状
況
を
目
視
等
に
よ
り

検
査
す
る
。

三
十
六
　
第
六

条
第
一
項
第
三

十
五
号
イ
の
容

器
置
場
の
警
戒

標

三
十
六
　
容
器
置
場
の
警
戒
標
の
掲
示

の
状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
七
　
第
六

条
第
一
項
第
三

十
五
号
ハ
の
容

器
置
場
の
第
一

種
置
場
距
離
及

び
第
二
種
置
場

距
離

三
十
七
　
容
器
置
場
の
外
面
か
ら
第
一

種
保
安
物
件
及
び
第
二
種
保
安
物
件
に

対
す
る
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器

具
を
用
い
た
測
定
又
は
図
面
に
よ
り
検

査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に
お
い

て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
が
目
視
等
に
よ
り
容
易
に
判
定
で
き

る
場
合
に
限
り
、
目
視
等
に
よ
る
検
査

に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
十
八
　
第
六

条
第
一
項
第
三

十
五
号
ニ
の
容

器
置
場
の
障
壁

三
十
八
　
容
器
置
場
の
障
壁
の
設
置
状

況
を
目
視
等
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す

る
。

三
十
九
　
第
六

条
第
一
項
第
三

十
五
号
ホ
の
充

塡
容
器
の
容
器

置
場
に
講
じ
た

直
射
日
光
を
遮

る
た
め
の
措
置

三
十
九
　
充
塡
容
器
の
容
器
置
場
に
講

じ
た
直
射
日
光
を
遮
る
た
め
の
措
置
の

状
況
を
目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、
図
面
又

は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
十
　
第
六
条

第
一
項
第
三
十

五
号
ヘ
の
容
器

置
場
の
ガ
ス
が

滞
留
し
な
い
構

造

四
十
　
容
器
置
場
の
ガ
ス
が
漏
え
い
し

た
と
き
滞
留
し
な
い
構
造
を
目
視
等
に

よ
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
図
面
又
は
記

録
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
十
一
　
第
六

条
第
一
項
第
三

十
五
号
ト
の
二

階
建
の
容
器
置

場
の
構
造

四
十
一
　
二
階
建
の
容
器
置
場
の
構
造

を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た

測
定
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
十
二
　
第
六

条
第
一
項
第
三

十
五
号
チ
の
容

器
置
場
の
消
火

設
備

四
十
二
　
容
器
置
場
の
消
火
設
備
の
設

置
状
況
を
目
視
等
及
び
記
録
に
よ
り
検

査
す
る
。

四
十
三
　
第
六

条
第
一
項
第
三

十
六
号
イ
の
導

管
の
設
置
場
所

四
十
三
　
導
管
の
設
置
さ
れ
て
い
る
場

所
の
状
況
を
目
視
等
又
は
図
面
若
し
く

は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
十
四
　
第
六

条
第
一
項
第
三

十
六
号
ロ
の
地

盤
面
上
の
導
管

の
設
置
及
び
そ

の
標
識

四
十
四
　
地
盤
面
上
の
導
管
の
設
置
状

況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
導

管
に
係
る
標
識
の
記
載
内
容
及
び
設
置

状
況
を
目
視
等
又
は
記
録
に
よ
り
検
査

す
る
。

四
十
五
　
第
六

条
第
一
項
第
三

十
六
号
ハ
の
地

盤
面
下
の
導
管

の
埋
設
及
び
そ

の
標
識

四
十
五
　
地
盤
面
下
の
導
管
の
埋
設
状

況
を
目
視
等
又
は
図
面
若
し
く
は
記
録

に
よ
り
検
査
し
、
当
該
導
管
に
係
る
標

識
の
記
載
内
容
及
び
設
置
状
況
を
目
視

等
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
十
六
　
第
六

条
第
一
項
第
三

十
六
号
ニ
の
水

中
の
導
管
の
設

置

四
十
六
　
水
中
の
導
管
の
設
置
状
況
を

図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
十
七
　
第
六

条
第
一
項
第
三

四
十
七
　
導
管
を
耐
圧
試
験
用
設
備
を

用
い
た
常
用
の
圧
力
の
一
・
五
倍
以
上
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十
六
号
ホ
の
導

管
の
耐
圧
試
験

の
圧
力
で
水
そ
の
他
の
安
全
な
液
体
を

使
用
し
て
行
う
耐
圧
試
験
（
液
体
を
使

用
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き
は
、
常
用
の
圧
力
の
一
・
二

五
倍
以
上
の
圧
力
で
空
気
、
窒
素
等
の

気
体
を
使
用
し
て
行
う
耐
圧
試
験
）
又

は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
十
八
　
第
六

条
第
一
項
第
三

十
六
号
ホ
の
導

管
の
気
密
試
験

四
十
八
　
導
管
を
気
密
試
験
用
設
備
を

用
い
た
常
用
の
圧
力
以
上
の
圧
力
で
行

う
気
密
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検

査
す
る
。

四
十
九
　
第
六

条
第
一
項
第
三

十
六
号
ヘ
の
導

管
の
強
度

四
十
九
　
導
管
が
十
分
な
強
度
を
有
し

て
い
る
こ
と
を
非
破
壊
検
査
設
備
等
肉

厚
測
定
用
器
具
を
用
い
た
測
定
又
は
そ

の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、

計
算
に
よ
る
強
度
の
算
定
が
困
難
な
も

の
等
の
場
合
は
、
常
用
の
圧
力
の
四
倍

の
圧
力
で
行
う
耐
圧
試
験
若
し
く
は
そ

の
記
録
に
よ
る
検
査
又
は
抵
抗
線
ひ
ず

み
計
に
よ
る
応
力
の
測
定
若
し
く
は
そ

の
記
録
に
よ
る
検
査
に
代
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

五
十
　
第
六
条

第
一
項
第
三
十

六
号
ト
の
導
管

の
腐
食
を
防
止

す
る
た
め
の
措

置

五
十
　
導
管
の
内
面
及
び
外
面
の
腐
食

を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
の
状
況
を
目

視
等
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。
た

だ
し
、
電
気
防
食
措
置
を
講
じ
た
導
管

に
つ
い
て
は
、
対
地
電
位
の
測
定
又
は

そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
十
一
　
第
六

条
第
一
項
第
三

十
六
号
ト
の
導

管
の
応
力
を
吸

収
す
る
た
め
の

措
置

五
十
一
　
導
管
の
応
力
を
吸
収
す
る
た

め
の
措
置
の
状
況
を
目
視
等
及
び
記
録

に
よ
り
検
査
す
る
。

五
十
二
　
第
六

条
第
一
項
第
三

十
六
号
チ
の
導

管
の
温
度
の
上

昇
を
防
止
す
る

た
め
の
措
置

五
十
二
　
導
管
の
温
度
の
上
昇
を
防
止

す
る
た
め
の
措
置
の
状
況
を
目
視
等
及

び
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
十
三
　
第
六

条
第
一
項
第
三

十
六
号
リ
の
導

管
内
の
圧
力
の

上
昇
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置

五
十
三
　
導
管
内
の
圧
力
の
上
昇
を
防

止
す
る
た
め
の
措
置
の
状
況
を
目
視
等

及
び
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。
な
お
、

バ
ネ
式
安
全
弁
等
作
動
試
験
を
行
う
こ

と
が
可
能
な
装
置
に
つ
い
て
は
、
そ
の

機
能
を
安
全
弁
作
動
試
験
用
器
具
若
し

く
は
設
備
を
用
い
た
作
動
試
験
又
は
そ

の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
十
四
　
第
六

条
第
一
項
第
三

十
六
号
ヌ
の
事

業
所
を
連
絡
す

る
導
管
に
講
じ

た
通
報
を
速
や

か
に
行
う
た
め

の
措
置

五
十
四
　
通
報
を
速
や
か
に
行
う
た
め

の
措
置
の
状
況
を
目
視
等
及
び
図
面
に

よ
り
検
査
し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
実

際
に
使
用
し
て
検
査
す
る
。

２
　
製
造
設
備

が
第
二
種
製
造

設
備
で
あ
る
製

造
施
設
の
場
合

　

一
　
第
七
条
第

一
項
で
準
用
す

る
前
項
第
一
号

か
ら
第
四
号
ま

で
、
第
七
号
、

第
十
二
号
か
ら

第
十
四
号
ま
で
、

第
十
七
号
か
ら

第
十
九
号
ま
で
、

第
二
十
一
号
か

ら
第
二
十
三
号

ま
で
、
第
二
十

八
号
及
び
第
三

十
号
か
ら
第
四

十
二
号
ま
で
に

掲
げ
る
検
査
項

目

一
　
前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、

第
七
号
、
第
十
二
号
か
ら
第
十
四
号
ま

で
、
第
十
七
号
か
ら
第
十
九
号
ま
で
、

第
二
十
一
号
か
ら
第
二
十
三
号
ま
で
、

第
二
十
八
号
及
び
第
三
十
号
か
ら
第
四

十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
完
成
検
査
の
方

法
に
よ
り
検
査
を
行
う
。

二
　
第
七
条
第

一
項
で
準
用
す

る
高
圧
ガ
ス
設

備
の
基
礎

二
　
高
圧
ガ
ス
設
備
の
基
礎
の
状
態

を
、
目
視
等
に
よ
り
検
査
す
る
。

３
　
製
造
設
備

が
液
化
石
油
ガ

ス
ス
タ
ン
ド
で

あ
る
製
造
施
設

の
場
合

　

一
　
第
八
条
第

一
項
第
一
号
で

準
用
す
る
第
一

項
第
一
号
か
ら

第
四
十
二
号
ま

一
　
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
十
二
号

ま
で
に
掲
げ
る
完
成
検
査
の
方
法
に
よ

り
検
査
を
行
う
。

で
に
掲
げ
る
検

査
項
目

二
　
第
八
条
第

一
項
第
二
号
の

デ
ィ
ス
ペ
ン
サ

ー
か
ら
公
道
の

道
路
境
界
線
に

対
す
る
距
離

二
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
外
面
か
ら
公

道
の
道
路
境
界
線
に
対
す
る
距
離
を
巻

尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た
測
定

又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ

し
、
当
該
測
定
に
お
い
て
、
規
定
の
距

離
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
目
視
等
に

よ
り
容
易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限

り
、
目
視
等
に
よ
る
検
査
に
代
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

三
　
第
八
条
第

一
項
第
三
号
の

デ
ィ
ス
ペ
ン
サ

ー
に
設
置
さ
れ

た
停
止
装
置

三
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
に
設
置
さ
れ
た

停
止
装
置
を
目
視
等
に
よ
り
検
査
し
、

当
該
装
置
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ

の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
　
第
八
条
第

一
項
第
三
号
の

デ
ィ
ス
ペ
ン
サ

ー
に
講
じ
た
漏

え
い
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置

四
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
に
講
じ
た
漏
え

い
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
の
状
況
を

目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、
図
面
又
は
記
録

に
よ
り
検
査
す
る
。

五
　
第
八
条
第

一
項
第
四
号
の

車
両
の
停
止
位

置
又
は
貯
槽
と

車
両
間
の
防
護

措
置

五
　
地
盤
面
上
に
設
置
し
た
貯
槽
の
外

面
か
ら
車
両
の
停
止
位
置
に
対
す
る
距

離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い

た
測
定
に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、

当
該
測
定
に
お
い
て
、
規
定
の
距
離
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
が
目
視
等
に
よ
り

容
易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限
り
、
目

視
等
に
よ
る
検
査
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
な
お
、
防
護
措
置
を
講
じ
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
措
置
の
状

況
を
目
視
等
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す

る
。

４
　
製
造
設
備

が
移
動
式
製
造

設
備
で
あ
る
製

造
施
設
の
場
合

　

一
　
第
九
条
第

一
項
第
一
号
の

製
造
施
設
の
付

近
の
引
火
性
物

質
等
の
状
況

一
　
製
造
施
設
の
周
辺
に
つ
い
て
、
引

火
性
又
は
発
火
性
物
質
の
有
無
を
目
視

等
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
　
第
九
条
第

一
項
第
二
号
の

警
戒
標

二
　
警
戒
標
の
掲
示
の
状
況
を
目
視
等

に
よ
り
検
査
す
る
。

三
　
第
九
条
第

一
項
第
三
号
で

準
用
す
る
第
一

項
第
十
七
号
か

ら
第
十
九
号
ま

で
に
掲
げ
る
検

査
項
目

三
　
第
一
項
第
十
七
号
か
ら
第
十
九
号

ま
で
に
掲
げ
る
完
成
検
査
の
方
法
に
よ

り
検
査
を
行
う
。

四
　
第
九
条
第

一
項
第
四
号
の

製
造
施
設
の
消

火
設
備

四
　
製
造
施
設
の
消
火
設
備
の
設
置
状

況
を
目
視
等
及
び
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

五
　
第
九
条
第

一
項
第
五
号
で

準
用
す
る
第
一

項
第
三
十
六
号

か
ら
第
三
十
八

号
ま
で
及
び
第

四
十
号
か
ら
第

四
十
二
号
ま
で

に
掲
げ
る
検
査

項
目

五
　
第
一
項
第
三
十
六
号
か
ら
第
三
十

八
号
ま
で
及
び
第
四
十
号
か
ら
第
四
十

二
号
ま
で
に
掲
げ
る
完
成
検
査
の
方
法

に
よ
り
検
査
を
行
う
。

備
考

一
　
第
六
条
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
十
一
号
、
又

は
第
九
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
が
認
め

た
基
準
に
係
る
完
成
検
査
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
こ
の

表
の
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
基
準
に
応
じ
て
適
切
で
あ
る
と
経
済
産
業
大
臣
が

認
め
た
も
の
を
も
つ
て
完
成
検
査
の
方
法
と
す
る
。

二
　
移
設
等
に
係
る
高
圧
ガ
ス
設
備
で
あ
つ
て
、
当
該

高
圧
ガ
ス
設
備
の
使
用
の
経
歴
及
び
保
管
状
態
の
記
録

が
確
認
で
き
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
使
用
の
経
歴

及
び
保
管
状
態
の
記
録
の
検
査
を
も
つ
て
、
こ
の
表
の

各
号
に
規
定
す
る
記
録
に
よ
る
検
査
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

別
表
第
二
（
第
三
十
六
条
第
二
項
関
係
）

検
査
項
目

完
成
検
査
の
方
法

１
　
貯
槽
に
よ
り
貯
蔵
す

る
第
一
種
貯
蔵
所
の
基
準

　

一
　
第
二
十
三
条
第
一
項

で
準
用
す
る
別
表
第
一
の

第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二

十
七
号
ま
で
（
バ
ル
ク
貯

槽
に
あ
つ
て
は
、
第
二
十

五
号
か
ら
第
二
十
七
号
を

除
く
。
）
、
第
二
十
九
号
か

ら
第
三
十
二
号
ま
で
、
第

一
　
別
表
第
一
の
第
一
項
第

一
号
か
ら
第
二
十
七
号
ま
で

（
バ
ル
ク
貯
槽
に
あ
つ
て
は
、

第
二
十
五
号
か
ら
第
二
十
七

号
を
除
く
。
）
、
第
二
十
九
号

か
ら
第
三
十
二
号
ま
で
、
第

三
十
四
号
及
び
第
三
十
五
号
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三
十
四
号
及
び
第
三
十
五

号
に
掲
げ
る
検
査
項
目

ま
で
に
掲
げ
る
完
成
検
査
の

方
法
に
よ
り
検
査
を
行
う
。

２
　
容
器
に
よ
り
貯
蔵
す

る
第
一
種
貯
蔵
所
の
基
準

　

一
　
第
二
十
四
条
第
一
号

の
第
一
種
設
備
距
離
及
び

第
二
種
設
備
距
離

一
　
貯
蔵
設
備
の
外
面
か
ら

第
一
種
保
安
物
件
及
び
第
二

種
保
安
物
件
に
対
す
る
距
離

を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具

を
用
い
た
測
定
又
は
図
面
に

よ
り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、

当
該
測
定
に
お
い
て
、
規
定

の
距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
が
目
視
等
に
よ
り
容
易
に

判
定
で
き
る
場
合
に
限
り
、

目
視
等
に
よ
る
検
査
に
代
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

二
　
第
二
十
四
条
第
二
号

の
貯
蔵
設
備
に
係
る
障
壁

二
　
容
器
置
場
の
障
壁
の
設

置
状
況
を
目
視
等
及
び
図
面

に
よ
り
検
査
す
る
。

三
　
第
二
十
四
条
第
三
号

で
準
用
す
る
別
表
第
一
の

第
一
項
第
三
十
六
号
及
び

第
三
十
九
号
か
ら
第
四
十

二
号
ま
で
に
掲
げ
る
検
査

項
目

三
　
別
表
第
一
の
第
一
項
第

三
十
六
号
及
び
第
三
十
九
号

か
ら
第
四
十
二
号
ま
で
に
掲

げ
る
完
成
検
査
の
方
法
に
よ

り
検
査
を
行
う
。

四
　
第
二
十
四
条
第
四
号

で
準
用
す
る
別
表
第
一
の

第
一
項
第
十
七
号
か
ら
第

十
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
検

査
項
目

四
　
別
表
第
一
の
第
一
項
第

十
七
号
か
ら
第
十
九
号
ま
で

に
掲
げ
る
完
成
検
査
の
方
法

に
よ
り
検
査
を
行
う
。

五
　
第
二
十
四
条
第
五
号

で
準
用
す
る
別
表
第
一
の

第
一
項
第
三
十
六
号
か
ら

第
四
十
二
号
ま
で
に
掲
げ

る
検
査
項
目

五
　
別
表
第
一
の
第
一
項
第

三
十
六
号
か
ら
第
四
十
二
号

ま
で
に
掲
げ
る
完
成
検
査
の

方
法
に
よ
り
検
査
を
行
う
。

備
考

一
　
第
二
十
三
条
で
準
用
す
る
第
六
条
第
一
項
第
二
号

若
し
く
は
第
十
一
号
、
又
は
第
九
十
七
条
の
規
定
に
よ

り
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
た
基
準
に
係
る
完
成
検
査
の

方
法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
表
の
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま

で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
基
準
に
応
じ
て
適
切

で
あ
る
と
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
た
も
の
を
も
つ
て
完

成
検
査
の
方
法
と
す
る
。

二
　
移
設
等
に
係
る
貯
蔵
設
備
で
あ
つ
て
、
当
該
貯
蔵

設
備
の
使
用
の
経
歴
及
び
保
管
状
態
の
記
録
が
確
認
で

き
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
使
用
の
経
歴
及
び
保
管

状
態
の
記
録
の
検
査
を
も
つ
て
、
こ
の
表
の
各
号
に
規

定
す
る
記
録
に
よ
る
検
査
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
三
　
削
除

別
表
第
四
（
第
八
十
四
条
第
一
項
関
係
）

項
目

完
成
検
査
に
係
る
認
定
の
基
準

一
　
本
社
の

体
制
に
つ
い

て

　

イ
　
保
安
に

係
る
基
本
姿

勢

一
　
法
人
の
代
表
者
に
よ
つ
て
、
保
安
の

確
保
に
関
す
る
理
念
、
基
本
方
針
等
の
諸

施
策
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書

化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

諸
施
策
が
各
事
業
所
等
の
全
て
の
就
業
者

に
理
解
さ
れ
、
実
施
さ
れ
、
か
つ
、
維
持

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
法
人
の
代
表
者
が
、
本
社
及
び
事
業

所
を
こ
の
表
に
定
め
る
基
準
に
適
合
さ
せ

る
責
任
を
有
す
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら

れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
　
保
安
管

理

一
　
役
員
を
長
と
す
る
保
安
対
策
本
部
等

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
保
安
管
理
の
基
本

方
針
の
決
定
、
各
事
業
所
ご
と
の
保
安
管

理
実
績
の
検
討
等
の
実
施
に
つ
い
て
明
確

に
定
め
ら
れ
、
文
書
化
さ
れ
、
か
つ
、
適

切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
保
安
管
理
を
担
当
す
る
組
織
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
生
産
計
画
、
設
備
管
理
計

画
等
に
当
該
組
織
の
意
見
が
十
分
に
反
映

さ
れ
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
文
書

化
さ
れ
、
か
つ
、
意
見
が
十
分
反
映
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

三
　
保
安
管
理
を
担
当
す
る
組
織
の
長
は
、

申
請
そ
の
他
認
定
に
関
す
る
業
務
を
統
括

し
、
認
定
業
務
の
責
任
者
と
な
る
こ
と
が

明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

四
　
本
社
が
、
一
年
に
一
回
以
上
事
業
所

及
び
検
査
管
理
（
認
定
完
成
検
査
の
実
施

状
況
の
不
備
及
び
検
査
結
果
が
こ
の
規
則

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
場
合
の
改
善

勧
告
を
い
う
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同

じ
。
）
を
行
う
組
織
に
対
し
、
こ
の
表
に
定

め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
監
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
明
確
に

定
め
ら
れ
、
文
書
化
さ
れ
、
か
つ
、
適
切

に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

五
　
本
社
又
は
事
業
所
に
お
け
る
法
令
違

反
等
に
関
す
る
報
告
の
受
付
等
の
業
務
を

行
う
組
織
が
、
独
立
し
て
設
置
さ
れ
て
お

り
、
か
つ
、
適
切
に
運
営
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

二
　
事
業
所

の
体
制
に
つ

い
て

経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
、

保
安
管
理
に
関
す
る
計
画
の
策
定
、
実
施
、

評
価
及
び
そ
の
改
善
等
を
継
続
的
に
行
つ

て
い
る
こ
と
。

三
　
認
定
完

成
検
査
実
施

者
の
行
う
検

査

（

以

下

「
認
定
完
成

検
査
」
と
い

う
。
）
の
体

制
に
つ
い
て

　

イ
　
認
定
完

成
検
査
組
織

一
　
認
定
完
成
検
査
を
実
施
す
る
組
織

（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
検
査
組
織
」
と

い
う
。
）
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文

書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
検
査
組
織
の
長
は
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
経
験
十
年
以
上
（
本
社
又
は
事
業
所

等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、
設
備
管
理
又

は
運
転
管
理
を
担
当
す
る
組
織
の
経
験
年

数
を
通
算
す
る
。
）
で
、
か
つ
、
甲
種
機
械

責
任
者
免
状
又
は
乙
種
機
械
責
任
者
免
状

を
有
し
て
い
る
者

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識

及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
経
済
産
業
大

臣
が
認
め
る
者

三
　
検
査
組
織
の
長
は
、
特
定
変
更
工
事

（
工
事
に
係
る
協
力
会
社
の
管
理
を
含
む
。
）

に
必
要
な
工
事
計
画
に
関
す
る
事
項
、
施

工
管
理
に
関
す
る
事
項
、
工
事
の
安
全
に

関
す
る
事
項
等
（
以
下
「
工
事
計
画
書
等
」

と
い
う
。
）
を
工
事
責
任
者
に
作
成
さ
せ
る

責
任
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
定
め

ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
検
査
組
織
に
お
い
て
、
工
事
計
画
書

等
の
と
お
り
に
特
定
変
更
工
事
が
適
切
に

実
施
さ
れ
た
こ
と
を
工
事
検
査
記
録
等
に

よ
り
確
認
を
行
う
こ
と
が
、
明
確
に
定
め

ら
れ
、
文
書
化
さ
れ
、
か
つ
、
適
切
に
確

認
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

五
　
検
査
組
織
の
長
は
、
検
査
上
不
備
な

箇
所
に
つ
い
て
工
事
責
任
者
に
対
し
勧
告

す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
、
明
確

に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

六
　
検
査
組
織
に
所
属
し
て
い
る
者
（
検

査
組
織
の
長
を
除
く
。
）
の
五
十
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
が
製
造
保
安
責
任
者
免
状
又
は
必

要
な
非
破
壊
検
査
技
術
に
関
す
る
資
格
を

有
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
　
認
定
完

成
検
査
業
務

一
　
検
査
組
織
が
行
う
業
務
範
囲
及
び
責

任
の
所
在
が
、
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、

文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
場
合
、

認
定
完
成
検
査
の
実
施
に
協
力
会
社
を
活

用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
も
、
検
査
結
果
の

評
価
・
判
定
は
事
業
所
に
お
い
て
行
う
も

の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
認
定
完
成
検
査
は
、
各
々
の
検
査
箇

所
に
適
し
た
経
験
等
を
有
す
る
者
が
、
法

第
三
十
九
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
完
成

検
査
規
程
に
基
づ
き
、
適
切
に
実
施
さ
れ

る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
適

切
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
。

三
　
認
定
完
成
検
査
の
適
切
な
実
施
の
た

め
に
必
要
と
す
る
適
正
な
精
度
を
有
す
る

検
査
設
備
等
を
保
有
又
は
調
達
す
る
こ
と

が
、
明
確
に
定
め
ら
れ
、
文
書
化
さ
れ
、

か
つ
、
適
切
に
保
有
又
は
調
達
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
。

四
　
認
定
完
成
検
査
記
録
に
関
す
る
規
程

が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
記
録
が
作
成

さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
保
存
さ
れ
た
記
録
は
、
保
安
検
査

等
に
お
い
て
活
用
で
き
る
体
制
に
な
つ
て

い
る
こ
と
。

ハ
　
認
定
完

成
検
査
の
検

査
管
理

一
　
検
査
組
織
以
外
の
組
織
（
委
員
会
等

を
含
む
。
）
に
よ
り
、
検
査
管
理
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
体
制
に
な
つ
て
い
る
こ
と
が
、

明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

二
　
検
査
管
理
を
行
う
組
織
の
長
（
た
だ

し
、
検
査
組
織
の
長
が
兼
務
す
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
な
い
。
）
は
、
法
人
の
代
表
者
に

よ
り
任
命
さ
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
経
験
十
年
以
上
（
本
社
又
は
事
業
所

等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、
設
備
管
理
又

は
運
転
管
理
を
担
当
す
る
組
織
の
経
験
年

数
を
通
算
す
る
。
）
で
、
か
つ
、
甲
種
化
学

責
任
者
免
状
、
乙
種
化
学
責
任
者
免
状
、
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甲
種
機
械
責
任
者
免
状
又
は
乙
種
機
械
責

任
者
免
状
を
有
し
て
い
る
者

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識

及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
経
済
産
業
大

臣
が
認
め
る
者

三
　
検
査
管
理
を
行
う
組
織
に
所
属
す
る

者
（
検
査
管
理
を
行
う
組
織
の
長
を
除
く

。
）
は
、
経
験
五
年
以
上
（
本
社
又
は
事
業

所
等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、
設
備
管
理

又
は
運
転
管
理
を
担
当
す
る
組
織
の
経
験

年
数
を
通
算
す
る
。
）
で
二
人
以
上
で
あ
る

こ
と
が
、
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文

書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
一
の
事
業
所
に
対
し
検
査
管
理
を
行

う
組
織
に
、
本
社
又
は
他
の
事
業
所
の
適

当
な
数
の
職
員
（
本
社
の
職
員
で
あ
つ
て
、

当
該
検
査
管
理
を
行
う
組
織
に
対
し
監
査

を
行
う
も
の
を
除
く
。
）
が
所
属
し
て
い
る

こ
と
。

五
　
検
査
管
理
に
関
す
る
規
程
・
基
準
類

（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
）
が
明
確
に
定
め
ら

れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
検
査
管
理
が
適
切

に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
　
検
査
管
理
の
記
録
に
関
す
る
規
程
が

定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
記
録
が
作
成
さ

れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま

た
、
保
存
さ
れ
た
記
録
は
、
そ
の
後
の
認

定
完
成
検
査
等
に
お
い
て
活
用
で
き
る
体

制
に
な
つ
て
い
る
こ
と
。

備
考
　
上
欄
一
ロ
の
項
下
欄
第
四
号
及
び
上
欄
三
ハ
の

項
下
欄
第
四
号
に
規
定
す
る
本
社
に
は
、
出
資
、
人
事
、

資
金
、
技
術
、
取
引
等
の
関
係
を
通
じ
て
認
定
完
成
検

査
実
施
者
の
財
務
及
び
事
業
の
方
針
に
係
る
決
定
を
支

配
し
、
又
は
そ
れ
ら
に
対
し
て
重
要
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
法
人
で
あ
つ
て
、
当
該
認
定
完
成
検
査

実
施
者
に
対
し
て
適
切
な
監
査
及
び
検
査
管
理
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
も
の
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
五
（
第
八
十
六
条
第
一
項
関
係
）

項
目

保
安
検
査
に
係
る
認
定
の
基
準

一
　
本
社
の

体
制
に
つ
い

て

　

イ
　
保
安
に

係
る
基
本
姿

勢

一
　
法
人
の
代
表
者
に
よ
つ
て
、
保
安
の

確
保
に
関
す
る
理
念
、
基
本
方
針
等
の
諸

施
策
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書

化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

諸
施
策
が
各
事
業
所
等
の
全
て
の
就
業
者

に
理
解
さ
れ
、
実
施
さ
れ
、
か
つ
、
維
持

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
法
人
の
代
表
者
が
、
本
社
及
び
事
業

所
を
こ
の
表
に
定
め
る
基
準
に
適
合
さ
せ

る
責
任
を
有
す
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら

れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
　
保
安
管

理

一
　
役
員
を
長
と
す
る
保
安
対
策
本
部
等

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
保
安
管
理
の
基
本

方
針
の
決
定
、
各
事
業
所
ご
と
の
保
安
管

理
実
績
の
検
討
等
の
実
施
に
つ
い
て
明
確

に
定
め
ら
れ
、
文
書
化
さ
れ
、
か
つ
、
適

切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
保
安
管
理
を
担
当
す
る
組
織
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
生
産
計
画
、
設
備
管
理
計

画
等
に
当
該
組
織
の
意
見
が
十
分
に
反
映

さ
れ
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
文
書

化
さ
れ
、
か
つ
、
意
見
が
十
分
反
映
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

三
　
保
安
管
理
を
担
当
す
る
組
織
の
長

は
、
申
請
そ
の
他
認
定
に
関
す
る
業
務
を

統
括
し
、
認
定
業
務
の
責
任
者
と
な
る
こ

と
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
本
社
が
、
一
年
に
一
回
以
上
事
業
所

及
び
検
査
管
理
（
認
定
保
安
検
査
の
実
施

状
況
の
不
備
及
び
検
査
結
果
が
こ
の
規
則

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
場
合
の
改
善

勧
告
を
い
う
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同

じ
。
）
を
行
う
組
織
に
対
し
、
こ
の
表
に

定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
監
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
明
確

に
定
め
ら
れ
、
文
書
化
さ
れ
、
か
つ
、
適

切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

五
　
本
社
又
は
事
業
所
に
お
け
る
法
令
違

反
等
に
関
す
る
報
告
の
受
付
等
の
業
務
を

行
う
組
織
が
、
独
立
し
て
設
置
さ
れ
て
お

り
、
か
つ
、
適
切
に
運
営
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

二
　
事
業
所

の
体
制
に
つ

い
て

経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
つ

て
、
保
安
管
理
に
関
す
る
計
画
の
策
定
、

実
施
、
評
価
及
び
そ
の
改
善
等
を
継
続
的

に
行
つ
て
い
る
こ
と
。

三
　
認
定
保

安
検
査
実
施

者
の
行
う
検

　

査

（

以

下

「
認
定
保
安
検

査
」
と
い
う

。
）
の
体
制
に

つ
い
て

イ
　
運
転
を

停
止
す
る
こ

と
な
く
保
安

検
査
を
行
う

た
め
の
措
置

一
　
運
転
を
停
止
す
る
こ
と
な
く
保
安
検

査
を
行
う
た
め
に
適
切
な
設
備
改
善
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
前
号
の
設
備
改
善
に
関
し
、
そ
の
改

善
箇
所
、
改
善
内
容
、
改
善
理
由
等
が
明

確
に
な
つ
て
い
る
こ
と
。

三
　
運
転
を
停
止
す
る
こ
と
な
く
保
安
検

査
を
行
う
施
設
の
的
確
な
管
理
の
た
め
の

手
引
書
（
工
程
ご
と
の
操
業
条
件
等
）
が

明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

ロ
　
認
定
保

安
検
査
組
織

一
　
認
定
保
安
検
査
を
実
施
す
る
組
織

（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
検
査
組
織
」

と
い
う
。
）
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、

文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
検
査
組
織
の
長
は
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
経
験
十
年
以
上
（
本
社
又
は
事
業
所

等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、
設
備
管
理
又

は
運
転
管
理
を
担
当
す
る
組
織
の
経
験
年

数
を
通
算
す
る
。
）
で
、
か
つ
、
甲
種
機

械
責
任
者
免
状
又
は
乙
種
機
械
責
任
者
免

状
を
有
し
て
い
る
者

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識

及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
経
済
産
業
大

臣
が
認
め
る
者

三
　
検
査
組
織
に
所
属
し
て
い
る
者
（
検

査
組
織
の
長
を
除
く
。
）
の
五
十
パ
ー
セ

ン
ト
以
上
が
製
造
保
安
責
任
者
免
状
又
は

必
要
な
非
破
壊
検
査
技
術
に
関
す
る
資
格

を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ハ
　
認
定
保

安
検
査
業
務

一
　
検
査
組
織
が
行
う
業
務
範
囲
及
び
責

任
の
所
在
が
、
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か

つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
場

合
、
認
定
保
安
検
査
の
実
施
に
協
力
会
社

を
活
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
も
、
検
査
結

果
の
評
価
・
判
定
は
当
該
事
業
所
に
お
い

て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
認
定
保
安
検
査
は
、
各
々
の
検
査
箇

所
に
適
し
た
経
験
等
を
有
す
る
者
が
、
法

第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
第
二
号
の
保
安

検
査
規
程
に
基
づ
き
、
適
切
に
実
施
さ
れ

る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
適

切
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
。

三
　
認
定
保
安
検
査
の
適
切
な
実
施
の
た

め
に
必
要
と
す
る
適
正
な
精
度
を
有
す
る

検
査
設
備
等
を
保
有
又
は
調
達
す
る
こ
と

が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
文
書
化
さ
れ
、
か

つ
、
適
切
に
保
有
又
は
調
達
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
。

四
　
認
定
保
安
検
査
記
録
に
関
す
る
規
程

が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
記
録
が
作
成

さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
保
存
さ
れ
た
記
録
は
、
そ
の
後
の

認
定
保
安
検
査
等
に
お
い
て
活
用
で
き
る

体
制
に
な
つ
て
い
る
こ
と
。

ニ
　
認
定
保

安
検
査
の
検

査
管
理

一
　
検
査
組
織
以
外
の
組
織
（
委
員
会
等

を
含
む
。
）
に
よ
り
、
検
査
管
理
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
体
制
に
な
つ
て
い
る
こ
と

が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
検
査
管
理
を
行
う
組
織
の
長
（
た
だ

し
、
検
査
組
織
の
長
が
兼
務
す
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
な
い
。
）
は
、
法
人
の
代
表
者

に
よ
り
任
命
さ
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
経
験
十
年
以
上
（
本
社
又
は
事
業
所

等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、
設
備
管
理
又

は
運
転
管
理
を
担
当
す
る
組
織
の
経
験
年

数
を
通
算
す
る
。
）
で
、
か
つ
、
甲
種
化

学
責
任
者
免
状
、
乙
種
化
学
責
任
者
免

状
、
甲
種
機
械
責
任
者
免
状
又
は
乙
種
機

械
責
任
者
免
状
を
有
し
て
い
る
者

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識

及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
経
済
産
業
大

臣
が
認
め
る
者

三
　
検
査
管
理
を
行
う
組
織
に
所
属
す
る

者
（
検
査
管
理
を
行
う
組
織
の
長
を
除

く
。
）
は
、
経
験
五
年
以
上
（
本
社
又
は

事
業
所
等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、
設
備

管
理
又
は
運
転
管
理
を
担
当
す
る
組
織
の

経
験
年
数
を
通
算
す
る
。
）
で
二
人
以
上

で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か

つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
一
の
事
業
所
に
対
し
検
査
管
理
を
行

う
組
織
に
、
本
社
又
は
他
の
事
業
所
の
適

当
な
数
の
職
員
（
本
社
の
職
員
で
あ
つ

て
、
当
該
検
査
管
理
を
行
う
組
織
に
対
し
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監
査
を
行
う
も
の
を
除
く
。
）
が
所
属
し

て
い
る
こ
と
。

五
　
検
査
管
理
に
関
す
る
規
程
・
基
準
類

（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
）
が
明
確
に
定
め

ら
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
検
査
管
理
が
適

切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
　
検
査
管
理
の
記
録
に
関
す
る
規
程
が

定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
記
録
が
作
成
さ

れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま

た
、
保
存
さ
れ
た
記
録
は
、
そ
の
後
の
認

定
保
安
検
査
等
に
お
い
て
活
用
で
き
る
体

制
に
な
つ
て
い
る
こ
と
。

備
考

一
　
特
定
施
設
の
運
転
を
停
止
し
て
行
う
保
安
検
査
の

み
に
限
定
し
て
認
定
保
安
検
査
実
施
者
の
申
請
を
し
よ

う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
本
基
準
中
上
欄
三
イ
の
項

目
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。

二
　
上
欄
一
ロ
の
項
下
欄
第
四
号
及
び
上
欄
三
ニ
の
項

下
欄
第
四
号
に
規
定
す
る
本
社
に
は
、
出
資
、
人
事
、

資
金
、
技
術
、
取
引
等
の
関
係
を
通
じ
て
認
定
保
安
検

査
実
施
者
の
財
務
及
び
事
業
の
方
針
に
係
る
決
定
を
支

配
し
、
又
は
そ
れ
ら
に
対
し
て
重
要
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
法
人
で
あ
つ
て
、
当
該
認
定
保
安
検
査

実
施
者
に
対
し
て
適
切
な
監
査
及
び
検
査
管
理
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
も
の
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
六
（
第
九
十
二
条
の
七
の
三
第
一
項
関
係
）

項
目

認
定
の
基
準

１
　
本
社
の

関
与
及
び
法

令
遵
守
の
体

制
の
確
保

一
　
保
安
に

係
る
基
本
姿

勢

一
　
法
人
の
代
表
者
に
よ
つ
て
、
保
安
の

確
保
に
関
す
る
理
念
、
基
本
方
針
等
の
諸

施
策
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書

化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

諸
施
策
が
各
事
業
所
等
の
全
て
の
就
業
者

に
理
解
さ
れ
、
実
施
さ
れ
、
か
つ
、
維
持

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
法
人
の
代
表
者
が
、
本
社
及
び
事
業

所
を
こ
の
表
に
定
め
る
基
準
に
適
合
さ
せ

る
責
任
を
有
す
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら

れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
　
保
安
管
理
を
担
当
す
る
役
員
（
取
締

役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を

い
う
。
）
が
選
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社

に
あ
つ
て
は
監
査
等
委
員
、
指
名
委
員
会

等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
監
査
委
員
）
の

監
査
が
実
効
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保

す
る
た
め
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

二
　
法
令
遵

守
の
体
制

一
　
本
社
又
は
事
業
所
に
お
い
て
、
保
安

に
関
す
る
法
令
（
法
、
令
及
び
こ
の
規
則

を
い
う
。
）
の
遵
守
の
た
め
の
体
制
が
整
備

さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
適
切
に
維
持
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

二
　
本
社
又
は
事
業
所
に
お
け
る
法
令
違

反
等
に
関
す
る
報
告
の
受
付
等
の
業
務
を

行
う
組
織
が
、
独
立
し
て
設
置
さ
れ
て
お

り
、
か
つ
、
適
切
に
運
営
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

三
　
事
業
所
が
法
令
に
違
反
す
る
行
為
が

あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
場
合
に
、
本
社
及

び
行
政
庁
へ
速
や
か
に
通
報
す
る
た
め
の

手
順
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書

化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

２
　
保
安
に

関
す
る
リ
ス

ク
管
理
の
体

制一
　
本
社
の

体
制

一
　
役
員
（
上
欄
１
一
の
項
下
欄
第
三
号

の
保
安
管
理
を
担
当
す
る
役
員
を
含
む
。
）

を
長
と
す
る
保
安
対
策
本
部
等
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
保
安
管
理
の
基
本
方
針
の
決

定
、
各
事
業
所
ご
と
の
保
安
管
理
実
績
の

検
討
等
の
実
施
に
つ
い
て
明
確
に
定
め
ら

れ
、
文
書
化
さ
れ
、
か
つ
、
適
切
に
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
保
安
管
理
を
担
当
す
る
組
織
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
生
産
計
画
、
設
備
管
理
計

画
等
に
当
該
組
織
の
意
見
が
十
分
に
反
映

さ
れ
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
文
書

化
さ
れ
、
か
つ
、
意
見
が
十
分
反
映
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

三
　
保
安
管
理
を
担
当
す
る
組
織
の
長
は
、

申
請
そ
の
他
認
定
に
関
す
る
業
務
を
統
括

し
、
認
定
業
務
の
責
任
者
と
な
る
こ
と
が

明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

四
　
本
社
が
、
一
年
に
一
回
以
上
事
業
所

及
び
検
査
管
理
（
認
定
高
度
完
成
検
査
及

び
認
定
高
度
保
安
検
査
の
実
施
状
況
の
不

備
及
び
こ
れ
ら
の
検
査
結
果
が
こ
の
規
則

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
場
合
の
改
善

勧
告
を
い
う
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同

じ
。
）
を
行
う
組
織
に
対
し
、
こ
の
表
に
定

め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
監
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
明
確
に

定
め
ら
れ
、
文
書
化
さ
れ
、
か
つ
、
適
切

に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
事
業
所

の
体
制

経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
、

保
安
管
理
に
関
す
る
計
画
の
策
定
、
実
施
、

評
価
及
び
そ
の
改
善
等
を
継
続
的
に
行
つ

て
い
る
こ
と
。

三
　
認
定
高

度
保
安
実
施

者
の
行
う
完

成
検
査
（
以

下
こ
の
表
に

お
い
て
「
認

定
高
度
完
成

検
査
」
と
い

う
。
）
の
体

制イ
　
認
定
高

度
完
成
検
査

組
織

一
　
認
定
高
度
完
成
検
査
を
実
施
す
る
組

織
（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
完
成
検
査

組
織
」
と
い
う
。
）
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、

か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
完
成
検
査
組
織
の
長
は
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
経
験
十
年
以
上
（
本
社
又
は
事
業
所

等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、
設
備
管
理
又

は
運
転
管
理
を
担
当
す
る
組
織
の
経
験
年

数
を
通
算
す
る
。
）
で
、
か
つ
、
甲
種
機
械

責
任
者
免
状
又
は
乙
種
機
械
責
任
者
免
状

を
有
し
て
い
る
者

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識

及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
経
済
産
業
大

臣
が
認
め
る
者

三
　
完
成
検
査
組
織
の
長
は
、
特
定
変
更

工
事
（
工
事
に
係
る
協
力
会
社
の
管
理
を

含
む
。
）
に
必
要
な
工
事
計
画
に
関
す
る
事

項
、
施
工
管
理
に
関
す
る
事
項
及
び
工
事

の
安
全
に
関
す
る
事
項
等
（
以
下
こ
の
表

に
お
い
て
「
工
事
計
画
書
等
」
と
い
う
。
）

を
工
事
責
任
者
に
作
成
さ
せ
る
責
任
を
有

し
て
い
る
こ
と
が
、
明
確
に
定
め
ら
れ
、

か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
完
成
検
査
組
織
に
お
い
て
、
工
事
計

画
書
等
の
と
お
り
に
特
定
変
更
工
事
が
適

切
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
工
事
検
査
記
録

等
に
よ
り
確
認
を
行
う
こ
と
が
、
明
確
に

定
め
ら
れ
、
文
書
化
さ
れ
、
か
つ
、
適
切

に
確
認
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

五
　
完
成
検
査
組
織
の
長
は
、
検
査
上
不

備
な
箇
所
に
つ
い
て
工
事
責
任
者
に
対
し

勧
告
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
、

明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

六
　
完
成
検
査
組
織
に
所
属
し
て
い
る
者

（
完
成
検
査
組
織
の
長
を
除
く
。
）
の
五
十

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
製
造
保
安
責
任
者
免

状
又
は
必
要
な
非
破
壊
検
査
技
術
に
関
す

る
資
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
　
認
定
高

度
完
成
検
査

業
務

一
　
完
成
検
査
組
織
が
行
う
業
務
範
囲
及

び
責
任
の
所
在
が
、
明
確
に
定
め
ら
れ
、

か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
の

場
合
、
認
定
高
度
完
成
検
査
の
実
施
に
協

力
会
社
を
活
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
も
、

検
査
結
果
の
評
価
・
判
定
は
事
業
所
に
お

い
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
認
定
高
度
完
成
検
査
は
、
各
々
の
検

査
箇
所
に
適
し
た
経
験
等
を
有
す
る
者
が
、

製
造
施
設
に
係
る
完
成
検
査
の
方
法
を
定

め
る
規
程
（
当
該
完
成
検
査
の
方
法
が
第

九
十
二
条
の
七
の
十
第
一
項
の
規
定
に
適

合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
基
づ
き
、
適
切

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、

か
つ
、
適
切
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
。

三
　
認
定
高
度
完
成
検
査
の
適
切
な
実
施

の
た
め
に
必
要
と
す
る
適
正
な
精
度
を
有

す
る
検
査
設
備
等
を
保
有
し
、
又
は
調
達

す
る
こ
と
が
、
明
確
に
定
め
ら
れ
、
文
書

化
さ
れ
、
か
つ
、
適
切
に
保
有
又
は
調
達

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
認
定
高
度
完
成
検
査
記
録
に
関
す
る

規
程
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
記
録
が

作
成
さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
ま
た
、
保
存
さ
れ
た
記
録
は
、
保
安

検
査
等
に
お
い
て
活
用
で
き
る
体
制
に
な

つ
て
い
る
こ
と
。

ハ
　
認
定
高

度
完
成
検
査

の
検
査
管
理

一
　
完
成
検
査
組
織
以
外
の
組
織
（
委
員

会
等
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
完
成
検
査
管
理

（
認
定
高
度
完
成
検
査
の
実
施
状
況
の
不
備

及
び
検
査
結
果
が
こ
の
規
則
の
基
準
に
適

合
し
て
い
な
い
場
合
の
改
善
勧
告
を
い
う
。

以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
体
制
に
な
つ
て
い
る
こ
と
が
、
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明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

二
　
完
成
検
査
管
理
を
行
う
組
織
の
長

（
た
だ
し
、
完
成
検
査
組
織
の
長
が
兼
務
す

る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
）
は
、
法
人
の

代
表
者
に
よ
り
任
命
さ
れ
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
経
験
十
年
以
上
（
本
社
又
は
事
業
所

等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、
設
備
管
理
又

は
運
転
管
理
を
担
当
す
る
組
織
の
経
験
年

数
を
通
算
す
る
。
）
で
、
か
つ
、
甲
種
化
学

責
任
者
免
状
、
乙
種
化
学
責
任
者
免
状
、

甲
種
機
械
責
任
者
免
状
又
は
乙
種
機
械
責

任
者
免
状
を
有
し
て
い
る
者

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識

及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
経
済
産
業
大

臣
が
認
め
る
者

三
　
完
成
検
査
管
理
を
行
う
組
織
に
所
属

す
る
者
（
完
成
検
査
管
理
を
行
う
組
織
の

長
を
除
く
。
）
は
、
経
験
五
年
以
上
（
本
社

又
は
事
業
所
等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、

設
備
管
理
又
は
運
転
管
理
を
担
当
す
る
組

織
の
経
験
年
数
を
通
算
す
る
。
）
で
二
人
以

上
で
あ
る
こ
と
が
、
明
確
に
定
め
ら
れ
、

か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
一
の
事
業
所
に
対
し
完
成
検
査
管
理

を
行
う
組
織
に
、
本
社
又
は
他
の
事
業
所

の
適
当
な
数
の
職
員
（
本
社
の
職
員
で
あ

つ
て
、
当
該
完
成
検
査
管
理
を
行
う
組
織

に
対
し
監
査
を
行
う
も
の
を
除
く
。
）
が
所

属
し
て
い
る
こ
と
。

五
　
完
成
検
査
管
理
に
関
す
る
規
程
・
基

準
類
（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
）
が
明
確
に

定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
完
成
検
査

管
理
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
　
完
成
検
査
管
理
の
記
録
に
関
す
る
規

程
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
記
録
が
作

成
さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
保
存
さ
れ
た
記
録
は
、
そ
の
後
の

認
定
高
度
完
成
検
査
等
に
お
い
て
活
用
で

き
る
体
制
に
な
つ
て
い
る
こ
と
。

四
　
認
定
高

度
保
安
実
施

者
の
行
う
保

安
検
査
（
以

下
こ
の
表
に

お
い
て
「
認

定
高
度
保
安

検
査
」
と
い

う
。
）
の
体

制イ
　
運
転
を

停
止
す
る
こ

と
な
く
保
安

検
査
を
行
う

た
め
の
措
置

一
　
運
転
を
停
止
す
る
こ
と
な
く
保
安
検

査
を
行
う
た
め
に
適
切
な
設
備
改
善
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
前
号
の
設
備
改
善
に
関
し
、
そ
の
改

善
箇
所
、
改
善
内
容
、
改
善
理
由
等
が
明

確
に
な
つ
て
い
る
こ
と
。

三
　
運
転
を
停
止
す
る
こ
と
な
く
保
安
検

査
を
行
う
施
設
の
的
確
な
管
理
の
た
め
の

手
引
書
（
工
程
ご
と
の
操
業
条
件
等
）
が

明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

ロ
　
認
定
高

度
保
安
検
査

組
織

一
　
認
定
高
度
保
安
検
査
を
実
施
す
る
組

織
（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
保
安
検
査

組
織
」
と
い
う
。
）
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、

か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
保
安
検
査
組
織
の
長
は
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
経
験
十
年
以
上
（
本
社
又
は
事
業
所

等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、
設
備
管
理
又

は
運
転
管
理
を
担
当
す
る
組
織
の
経
験
年

数
を
通
算
す
る
。
）
で
、
か
つ
、
甲
種
機
械

責
任
者
免
状
又
は
乙
種
機
械
責
任
者
免
状

を
有
し
て
い
る
者

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識

及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
経
済
産
業
大

臣
が
認
め
る
者

三
　
保
安
検
査
組
織
に
所
属
し
て
い
る
者

（
保
安
検
査
組
織
の
長
を
除
く
。
）
の
五
十

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
製
造
保
安
責
任
者
免

状
又
は
必
要
な
非
破
壊
検
査
技
術
に
関
す

る
資
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ハ
　
認
定
高

度
保
安
検
査

業
務

一
　
保
安
検
査
組
織
が
行
う
業
務
範
囲
及

び
責
任
の
所
在
が
、
明
確
に
定
め
ら
れ
、

か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
の

場
合
、
認
定
高
度
保
安
検
査
の
実
施
に
協

力
会
社
を
活
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
も
、

検
査
結
果
の
評
価
・
判
定
は
当
該
事
業
所

に
お
い
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
認
定
高
度
保
安
検
査
は
、
各
々
の
検

査
箇
所
に
適
し
た
経
験
等
を
有
す
る
者
が
、

特
定
施
設
に
係
る
保
安
検
査
の
方
法
を
定

め
る
規
程
（
当
該
保
安
検
査
の
方
法
が
第

九
十
二
条
の
七
の
十
三
第
四
項
又
は
第
五

項
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に

基
づ
き
、
適
切
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
明

確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
適
切
に
実
施
さ

れ
る
こ
と
。

三
　
認
定
高
度
保
安
検
査
の
適
切
な
実
施

の
た
め
に
必
要
と
す
る
適
正
な
精
度
を
有

す
る
検
査
設
備
等
を
保
有
し
、
又
は
調
達

す
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
文
書
化

さ
れ
、
か
つ
、
適
切
に
保
有
又
は
調
達
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
認
定
高
度
保
安
検
査
記
録
に
関
す
る

規
程
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
記
録
が

作
成
さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
ま
た
、
保
存
さ
れ
た
記
録
は
、
そ
の

後
の
認
定
高
度
保
安
検
査
等
に
お
い
て
活

用
で
き
る
体
制
に
な
つ
て
い
る
こ
と
。

ニ
　
認
定
高

度
保
安
検
査

の
検
査
管
理

一
　
保
安
検
査
組
織
以
外
の
組
織
（
委
員

会
等
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
保
安
検
査
管
理

（
認
定
高
度
保
安
検
査
の
実
施
状
況
の
不
備

及
び
検
査
結
果
が
こ
の
規
則
の
基
準
に
適

合
し
て
い
な
い
場
合
の
改
善
勧
告
を
い
う
。

以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
体
制
に
な
つ
て
い
る
こ
と
が

明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

二
　
保
安
検
査
管
理
を
行
う
組
織
の
長

（
た
だ
し
、
保
安
検
査
組
織
の
長
が
兼
務
す

る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
）
は
、
法
人
の

代
表
者
に
よ
り
任
命
さ
れ
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
経
験
十
年
以
上
（
本
社
又
は
事
業
所

等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、
設
備
管
理
又

は
運
転
管
理
を
担
当
す
る
組
織
の
経
験
年

数
を
通
算
す
る
。
）
で
、
か
つ
、
甲
種
化
学

責
任
者
免
状
、
乙
種
化
学
責
任
者
免
状
、

甲
種
機
械
責
任
者
免
状
又
は
乙
種
機
械
責

任
者
免
状
を
有
し
て
い
る
者

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識

及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
経
済
産
業
大

臣
が
認
め
る
者

三
　
保
安
検
査
管
理
を
行
う
組
織
に
所
属

す
る
者
（
保
安
検
査
管
理
を
行
う
組
織
の

長
を
除
く
。
）
は
、
経
験
五
年
以
上
（
本
社

又
は
事
業
所
等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、

設
備
管
理
又
は
運
転
管
理
を
担
当
す
る
組

織
の
経
験
年
数
を
通
算
す
る
。
）
で
二
人
以

上
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か

つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
一
の
事
業
所
に
対
し
保
安
検
査
管
理

を
行
う
組
織
に
、
本
社
又
は
他
の
事
業
所

の
適
当
な
数
の
職
員
（
本
社
の
職
員
で
あ

つ
て
、
当
該
保
安
検
査
管
理
を
行
う
組
織

に
対
し
監
査
を
行
う
も
の
を
除
く
。
）
が
所

属
し
て
い
る
こ
と
。

五
　
保
安
検
査
管
理
に
関
す
る
規
程
・
基

準
類
（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
）
が
明
確
に

定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
保
安
検
査

管
理
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
　
保
安
検
査
管
理
の
記
録
に
関
す
る
規

程
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
記
録
が
作

成
さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
保
存
さ
れ
た
記
録
は
、
そ
の
後
の

認
定
高
度
保
安
検
査
等
に
お
い
て
活
用
で

き
る
体
制
に
な
つ
て
い
る
こ
と
。

３
　
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
（
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
基
本

法
（
平
成
二

十
六
年
法
律

第
百
四
号
）

第
二
条
に
規

定
す
る
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
を
い

う
。
以
下
同

じ
。
）
の
確

保

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
関
す

る
計
画
の
策
定
、
実
施
、
評
価
及
び
そ
の

改
善
等
を
継
続
的
に
行
つ
て
い
る
こ
と
。

備
考

一
　
上
欄
２
一
の
項
下
欄
第
四
号
、
上
欄
２
三
ハ
の
項

下
欄
第
四
号
及
び
上
欄
２
四
ニ
の
項
下
欄
第
四
号
に
掲

げ
る
本
社
に
は
、
出
資
、
人
事
、
資
金
、
技
術
、
取
引

等
の
関
係
を
通
じ
て
認
定
高
度
保
安
実
施
者
の
財
務
及

び
事
業
の
方
針
に
係
る
決
定
を
支
配
し
、
又
は
そ
れ
ら

に
対
し
て
重
要
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
法
人

で
あ
つ
て
、
当
該
認
定
高
度
保
安
実
施
者
に
対
し
て
適

切
な
監
査
及
び
検
査
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の

を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
　
特
定
施
設
の
運
転
を
停
止
し
て
行
う
保
安
検
査
の

み
に
限
定
し
て
認
定
高
度
保
安
実
施
者
の
申
請
を
し
よ

う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
本
基
準
中
上
欄
２
四
イ
の

項
目
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。

37



様
式
第
１
（
第
３
条
関
係
）

様式第1（第3条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平12通産令45・平29経産令83・令元経産令17・令元経産令36・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×審査結果 高圧ガス製造許可申請書液石 ×受理年月日年月日 ×許可番号 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 1高圧ガス保安法第38条第1 項の規定により許可を取り消 され、取消しの日から2年を 経過しない者 2この法律又はこの法律に基 づく命令の規定に違反し、罰 金以上の刑に処せられ、その 欠格事由に執行を終わり、又は執行を受 関する事項けることがなくなつた日から 2年を経過しない者 3心身の故障により高圧ガス の製造を適正に行うことが できない者として経済産業 省令で定める者 4法人であつて、その業務を 行う役員のうちに前三号のい ずれかに該当する者があるも の 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 

 

様
式
第
２
（
第
４
条
関
係
）

様式第2（第4条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 高圧ガス製造事業届書液石 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
３
（
第
１
０
条
関
係
）

様式第3（第10条関係）（平9通産令85・全改、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 第一種製造事業承継届書液石 ×受理年月日年月日 承継された第一種製造者 の名称 （事業所の名称を含む。） 承継された事業所所在地 承継後の名称 （事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
３
の
２
（
第
１
０
条
の
２
関
係
）

様式第3の2（第10条の2関係）（平9通産令85・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 第二種製造事業承継届書液石 ×受理年月日年月日 承継された第二種製造者 の名称 （事業所の名称を含む。） 承継された事業所所在地 承継後の名称 （事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
４
（
第
１
５
条
関
係
）

様式第4（第15条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平12通産令64・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 高圧ガス製造施設等 ×審査結果 液石 ×受理年月日年月日 変更許可申請書 ×許可番号 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 変更の種類 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3二以上の変更の許可申請を同時に行う場合には、「変更の種類」の欄に一括申請である旨を記載すること。  

様
式
第
５
（
第
１
６
条
関
係
）

様式第5（第16条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 高圧ガス製造施設軽微×整理番号 液石 変更届書×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 変更の種類 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
６
（
第
１
７
条
関
係
）

様式第6（第17条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平12通産令64・平12通産令127・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 高圧ガス製造施設等変更届書液石 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 変更の種類 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3二以上の変更の届出を同時に行う場合には、「変更の種類」の欄に一括届出である旨を記載すること。  
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様
式
第
７
（
第
２
１
条
関
係
）

様式第7（第21条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×審査結果 第一種貯蔵所設置許可申請書液石 ×受理年月日年月日 ×許可番号 名称 事務所（本社）所在地 貯蔵所所在地 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
８
（
第
２
５
条
関
係
）

様式第8（第25条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 第一種貯蔵所承継届書液石 ×受理年月日年月日 承継された貯蔵所の所有者 又は占有者の名称 承継された貯蔵所所在地 承継後の名称 事務所（本社）所在地 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
９
（
第
２
６
条
関
係
）

様式第9（第26条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 第二種貯蔵所設置届書液石 ×受理年月日年月日 名称 事務所（本社）所在地 貯蔵所所在地 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
１
０
（
第
２
８
条
関
係
）

様式第10（第28条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平12通産令64・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 第一種貯蔵所位置等変更許可×審査結果 液石 申請書×受理年月日年月日 ×許可番号 名称 事務所（本社）所在地 貯蔵所所在地 変更の種類 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3二以上の変更の許可申請を同時に行う場合には、「変更の種類」の欄に一括申請である旨を記載すること。  
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様
式
第
１
１
（
第
２
９
条
関
係
）

様式第11（第29条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 第一種貯蔵所軽微変更届書液石 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 貯蔵所所在地 変更の種類 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
１
２
（
第
３
０
条
関
係
）

様式第12（第30条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平12通産令64・平12通産令127・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 第二種貯蔵所位置等変更届書液石 ×受理年月日年月日 名称 事務所（本社）所在地 貯蔵所所在地 変更の種類 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3二以上の変更の届出を同時に行う場合には、「変更の種類」の欄に一括届出である旨を記載すること。  

様
式
第
１
３
（
第
３
２
条
関
係
）

様式第13（第32条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×審査結果 製造施設完成検査申請書液石 ×受理年月日年月日 ×許可番号 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 許可年月日及び許可番号年月日都道府県第号 完成年月日 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
１
４
（
第
３
２
条
、
第
３
３
条
関
係
）

様式第14（第32条、第33条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×審査結果 第一種貯蔵所完成検査申請書液石 ×受理年月日年月日 ×許可番号 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 許可年月日及び許可番号 完成年月日 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
１
５
（
第
３
２
条
関
係
）

様式第15（第32条関係）（平9通産令14・追加、平29経産令83・令元経産令17・一部改正） 製造施設完成検査証液石 事業所の名称 事務所所在地 許可年月日及び許可番号年月日都道府県第号 検査年月日 検査職員又は検査員氏名 年月日 高圧ガス保安協会 検査番号 第号 指定完成検査機関名 備考 都道府県知事 指定都市の長 高圧ガス保安協会印 指定完成検査機関名 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A5とすること。 2検査番号の項は、高圧ガス保安協会又は指定完成検査機関が交付する場合に限り記載すること。 3（）内は該当する一機関名を記載すればよい。  

様
式
第
１
６
（
第
３
２
条
関
係
）

様式第16（第32条関係）（平9通産令14・追加、平29経産令83・令元経産令17・一部改正） 第一種貯蔵所完成検査証液石 貯蔵所の所有者若しくは 占有者の氏名 貯蔵所所在地 許可年月日及び許可番号年月日都道府県第号 検査年月日 検査職員又は検査員氏名 年月日 高圧ガス保安協会 検査番号 第号 指定完成検査機関名 備考 都道府県知事 指定都市の長 高圧ガス保安協会印 指定完成検査機関名 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A5とすること。 2検査番号の項は、高圧ガス保安協会又は指定完成検査機関が交付する場合に限り記載すること。 3（）内は該当する一機関名を記載すればよい。  

様
式
第
１
７
（
第
３
３
条
関
係
）

様式第17（第33条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 高圧ガス保安協会×整理番号 液石 完成検査受検届書×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 検査を受けた製造施設又は貯 蔵設備 許可年月日及び許可番号年月日都道府県第号 年月日 完成検査証の検査番号 高圧ガス保安協会第号 検査を受けた年月日 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
１
８
（
第
３
３
条
関
係
）

様式第18（第33条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 指定完成検査機関×整理番号 液石 完成検査受検届書×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 検査を受けた製造施設又は貯 蔵設備 許可年月日及び許可番号年月日都道府県第号 年月日 完成検査証の検査番号 指定完成検査機関名第号 検査を受けた年月日 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
１
９
（
第
３
５
条
関
係
）

様式第19（第35条関係）（平9通産令14・追加、平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 完成検査結果報告書液石 ×受理年月日年月日 検査をした施設 及びその所在地 名称（事業所の名称を含む。） 検査の結果 許可年月日及び許可番号年月日都道府県第号 年月日 完成検査証の検査番号 高圧ガス保安協会第号 検査年月日 検査員氏名 備考 年月日 高圧ガス保安協会 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
２
０
（
第
３
５
条
関
係
）

様式第20（第35条関係）（平9通産令14・追加、平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 完成検査結果報告書液石 ×受理年月日年月日 検査をした施設 及びその所在地 名称（事業所の名称を含む。） 検査の結果 許可年月日及び許可番号年月日都道府県第号 年月日 完成検査証の検査番号 指定完成検査機関名第号 検査年月日 検査員氏名 備考 年月日 指定完成検査機関名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
２
１
（
第
３
８
条
関
係
）

様式第21（第38条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 高圧ガス販売事業届書液石 ×受理年月日年月日 名称（販売所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 販売所所在地 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
２
１
の
２
（
第
３
８
条
の
２
関
係
）

様式第21の2（第38条の2関係）（平9通産令85・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 高圧ガス販売事業承継届書液石 ×受理年月日年月日 承継された販売業者の名称 （事業所の名称を含む。） 承継された事業所所在地 承継後の名称 （事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
２
２
（
第
４
２
条
関
係
）

様式第22（第42条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 高圧ガス製造開始届書液石 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 製造開始年月日 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
２
３
（
第
４
２
条
関
係
）

様式第23（第42条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 高圧ガス製造廃止届書液石 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 製造廃止年月日 製造廃止の理由 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
２
４
（
第
４
３
条
関
係
）

様式第24（第43条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 貯蔵所廃止届書液石 ×受理年月日年月日 名称 事務所（本社）所在地 貯蔵所所在地 貯蔵所廃止年月日 貯蔵所廃止の理由 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
２
５
（
第
４
４
条
関
係
）

様式第25（第44条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 高圧ガス販売事業廃止届書液石 ×受理年月日年月日 名称（販売所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 販売所所在地 販売事業廃止年月日 販売事業廃止の理由 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
２
６
（
第
４
５
条
関
係
）

様式第26（第45条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平12通産令127・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 輸入検査申請書液石×検査結果 ×受理年月日年月日 名称 事務所（本社）所在地 液化石油ガスの数量 陸揚地及び陸揚年月日 貯蔵又は保管場所 年月日 代表者氏名 殿 ×検査職員確認印 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
２
６
の
２
（
第
４
５
条
関
係
）

様式第26の2（第45条関係）（平12通産令64・追加、平13経産令42・平28経産令105・令元経産令17・一部改正） 輸入高圧ガス明細書 製品名 使用目的 高圧ガスの圧力 高圧ガスの成分 高圧ガスの数量 名称 充事業所 所在地 容器規格名 規格番号 容器記号・番号 容器の種類 耐圧試験圧力 最高充圧力 内容積 （又は内容量） 名称 容器製造所 所在地 名称 連絡先 部署・氏名 名称 代行手続者 部署・氏名 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2高圧ガスの圧力、高圧ガスの成分、高圧ガスの数量及び容器の種類の記載事項については、その内容を証明する書面を添付すること。ただし当該容器に打刻されている刻印又は貼付されている標章により確認することができる記載事項については、この限りでない。  

様
式
第
２
７
（
第
４
５
条
関
係
）

様式第27（第45条関係）（平12通産令127・全改、平29経産令83・令元経産令17・一部改正） 輸入検査合格証液石 液化石油ガスの数量 輸入時の所有者名 検査年月日 検査職員又は検査員氏名 年月日 検査番号高圧ガス保安協会 第号 指定輸入検査機関名 備考 都道府県知事 指定都市の長 高圧ガス保安協会印 指定輸入検査機関名 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A5とすること。 2検査番号の項は、高圧ガス保安協会又は指定輸入検査機関が交付する場合に限り記載すること。 3（）内は該当する一機関名を記載すればよい。  

様
式
第
２
７
の
２
（
第
４
５
条
の
２
関
係
）

様式第27の2（第45条の2関係）（平12通産令127・追加、平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 高圧ガス保安協会輸入検査受×整理番号 液石 検届書×受理年月日年月日 名称 事務所（本社）所在地 検査を受けた液化石油ガスの 数量 検査を受けた貯蔵又は保管場 所 陸揚地及び陸揚年月日 年月日 輸入検査合格証の検査番号 高圧ガス保安協会第号 検査を受けた年月日 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
２
７
の
３
（
第
４
５
条
の
２
関
係
）

様式第27の3（第45条の2関係）（平12通産令127・追加、平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 指定輸入検査機関輸入検査受 液石 検届書 ×受理年月日年月日 名称 事務所（本社）所在地 検査を受けた液化石油ガスの 数量 検査を受けた貯蔵又は保管場 所 陸揚地及び陸揚年月日 年月日 輸入検査合格証の検査番号 指定輸入検査機関名第号 検査を受けた年月日 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
２
７
の
４
（
第
４
５
条
の
５
関
係
）

様式第27の4（第45条の5関係）（平12通産令127・追加、平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 輸入検査結果報告書液石 ×受理年月日年月日 検査をした液化石油ガスの数 量 検査をした貯蔵又は保管場所 名称 事務所（本社）所在地 検査の結果 年月日 輸入検査合格証の検査番号 高圧ガス保安協会第号 検査年月日 検査員氏名 備考 年月日 高圧ガス保安協会 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
２
７
の
５
（
第
４
５
条
の
５
関
係
）

様式第27の5（第45条の5関係）（平12通産令127・追加、平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 輸入検査結果報告書液石 ×受理年月日年月日 検査をした液化石油ガスの数 量 検査をした貯蔵又は保管場所 名称 事務所（本社）所在地 検査の結果 年月日 輸入検査合格証の検査番号 指定輸入検査機関名第号 検査年月日 検査員氏名 備考 年月日 指定輸入検査機関名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
２
８
（
第
５
１
条
関
係
）

様式第28（第51条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 特定高圧ガス消費届書液石 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
２
８
の
２
（
第
５
１
条
の
２
関
係
）

様式第28の2（第51条の2関係）（平9通産令85・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 特定高圧ガス消費者承継届書液石 ×受理年月日年月日 承継された特定高圧ガス消費 者の名称 （事業所の名称を含む。） 承継された事業所所在地 承継後の名称 （事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
２
９
（
第
５
４
条
関
係
）

様式第29（第54条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平12通産令64・平12通産令127・平19経産令22・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 特定高圧ガス消費施設等変更 届書 液石 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 変更の種類 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3二以上の変更の届出を同時に行う場合には、「変更の種類」の欄に一括届出である旨を記載すること。  

様
式
第
３
０
（
第
５
６
条
関
係
）

様式第30（第56条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 特定高圧ガス消費廃止届書液石 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 消費廃止年月日 消費廃止の理由 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
３
１
（
第
６
１
条
関
係
）

様式第31（第61条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） （制定）×整理番号 危害予防規程届書液石 （変更）×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を 含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
３
２
（
第
６
５
条
関
係
）

様式第32（第65条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平12通産令127・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） （選任）×整理番号 高圧ガス保安統括者届 液石 書 （解任）×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を 含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 保安統括者の区分 製造施設の区分 製造保安責任者免 選 状の種類 保安統括者の 任 氏名 製造保安責任者免 解 状の種類 保安統括者の 任 氏名 選任 年月日 解任 解任の理由 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
３
２
の
２
（
第
６
５
条
関
係
）

様式第32の2（第65条関係）（平12通産令127・追加、平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 高圧ガス保安技術管理者等届 液石 書 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 保安技術管理者又は保安係員 別紙のとおり の選任若しくは解任の状況 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3保安技術管理者又は保安係員の選任若しくは解任の状況については、別紙にできるだけ詳細に記載すること。  

様
式
第
３
３
（
第
６
９
条
関
係
）

様式第33（第69条関係）（平12通産令127・全改、平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 高圧ガス保安主任者等届書液石 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 保安主任者又は保安企画推進 別紙のとおり 員の選任若しくは解任の状況 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3保安主任者又は保安企画推進員の選任若しくは解任の状況については、別紙にできるだけ詳細に記載すること。  

様
式
第
３
４
（
第
７
２
条
関
係
）

様式第34（第72条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） （選任）×整理番号 高圧ガス販売主任者届 液石 書 （解任）×受理年月日年月日 名称（販売所の名称を 含む。） 事務所（本社）所在地 販売所所在地 製造保安責任者免 選 状又は販売主任者 免状の種類 販売主任者の氏名 任 製造保安責任者免 解 状又は販売主任者 免状の種類 販売主任者の氏名 任 選任 年月日 解任 解任の理由 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
３
５
（
第
７
３
条
関
係
）

様式第35（第73条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） （選任）×整理番号 特定高圧ガス取扱主任 液石 者届書 （解任）×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を 含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 選 取扱主任者の氏名 任 解 取扱主任者の氏名 任 選任 年月日 解任 解任の理由 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
３
６
（
第
７
６
条
関
係
）

様式第36（第76条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平12通産令127・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） （選任）×整理番号 高圧ガス保安統括者代 液石 理者届書 （解任）×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を 含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 保安統括者代理者の区 分 製造施設の区分 製造保安責任者免 選 状の種類 任代理者の氏名 製造保安責任者免 解 状の種類 任代理者の氏名 選任 年月日 解任 解任の理由 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
３
６
の
２
（
第
７
７
条
、
第
７
８
条
関
係
）

様式第36の2（第77条、第78条関係）（平12通産令64・追加、平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 高圧ガス製造施設休止届書液石 ×受理年月日年月日 名称 （事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 使用を休止した特定施設 休止期間 休止理由 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
３
７
（
第
７
７
条
、
第
７
８
条
、
第
８
０
条
、
第

９
２
条
の
７
の
１
４
関
係
）

様式第37(第77条、第78条、第80条、第92条の7の14関係) 

保 安 検 査 申 請 書 液石 

×整 理 番 号  

×検 査 結 果  

×受理年月日 年  月  日 

×許 可 番 号  

名称(事業所の名称を含む。)   

事 務 所 ( 本 社 ) 所 在 地   

事 業 所 所 在 地   

製造施設完成検査の年月日   

前 回 の 保 安 検 査

の 年 月 日 
  

備 考   

      年  月  日 

代表者 氏 名             

              殿 

 

 備考 1 この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 

    2 ×印の項は記載しないこと。 

    3 前回の保安検査後、施設を休止した場合には、前回の保安検査の年月日の欄

に、( )を設け、休止期間を記載すること。 

    4 前回の保安検査の年月日の欄には、第77条第4項により当該検査を受け又は自

ら行つたとみなされる日がある場合は、当該年月日を記載すること。 

    5 備考の欄には、次に掲げる事項を記載すること。 

     (1) 申請者が認定完成検査実施事業者、認定保安検査実施事業者、特定認定

事業者又は自主保安高度化事業者の場合にあつてはその旨 

     (2) 第77条第2項ただし書の経済産業大臣が災害その他の事由を勘案して定め

る期間に保安検査を受ける場合はその旨 

     (3) その他必要な事項 
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様
式
第
３
８
（
第
７
７
条
、
第
７
８
条
、
第
８
０
条
、
第

９
２
条
の
７
の
１
４
関
係
）

様式第38(第77条、第78条、第80条、第92条の7の14関係) 

保 安 検 査 証 液 石 

名称(事業所の名称を含む。)   

検 査 し た 特 定 施 設 及 び

そ の 所 在 地 
  

保 安 検 査 の 年 月 日

検 査 職 員 又 は 検 査 員 氏 名 
  

検 査 番 号 

     年  月  日 

  高圧ガス保安協会 

  指定保安検査機関名 
第      号 

備 考   

 

  

都 道 府 県 知 事 

指 定 都 市 の 長 

高圧ガス保安協会 

指定保安検査機関名 
印  

 
 備考 1 この用紙の大きさは、日本産業規格A5とすること。 

    2 保安検査の年月日検査職員又は検査員番号の欄には、第77条第4項により当該

検査を受け又は自ら行つたとみなされる日がある場合に、当該年月日を記載す

ること。 

    3 検査番号の欄は、高圧ガス保安協会又は指定保安検査機関が交付する場合に

限り記載すること。 

    4 ［ ］内は、該当する一の機関の名称を記載すればよい。 

様
式
第
３
９
（
第
７
８
条
、
第
８
０
条
、
第
９
２
条
の
７

の
１
４
関
係
）

様式第39(第78条、第80条、第92条の7の14関係) 

高 圧 ガ ス 保 安 協 会

保 安 検 査 受 検 届 書 
液石 

× 整 理 番 号   

×受理年月日 年  月  日 

名称(事業所の名称を含む。)   

事 務 所 ( 本 社 ) 所 在 地   

事 業 所 所 在 地   

検 査 を 受 け た 特 定 施 設   

保 安 検 査 証 の 検 査 番 号 
      年  月  日 

 高圧ガス保安協会  第          号 

保 安 検 査 の 年 月 日   

備 考   

      年  月  日 

代表者 氏 名              

        殿 

 

 備考 1 この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 

    2 ×印の項は記載しないこと。 

    3 保安検査の年月日の欄には、第77条第4項により当該検査を受け又は自ら行つ

たとみなされる日がある場合は、当該年月日を記載すること。 

    4 備考の欄には、次に掲げる事項を記載すること。 

     (1) 申請者が認定完成検査実施事業者、認定保安検査実施事業者、特定認定

事業者又は自主保安高度化事業者の場合にあつてはその旨 

     (2) 第77条第2項ただし書の経済産業大臣が災害その他の事由を勘案して定め

る期間に保安検査を受けた場合はその旨 

     (3) その他必要な事項 

様
式
第
４
０
（
第
７
８
条
、
第
８
０
条
、
第
９
２
条
の
７

の
１
４
関
係
）

様式第40(第78条、第80条、第92条の7の14関係) 

指 定 保 安 検 査 機 関

保 安 検 査 受 検 届 書 
液石 

× 整 理 番 号   

×受理年月日 年  月  日    

名称(事業所の名称を含む。)   

事 務 所 (本 社 ) 所 在 地   

事 業 所 所 在 地   

検 査 を 受 け た 特 定 施 設   

保 安 検 査 証 の 検 査 番 号 
年  月  日 

指定保安検査機関名 第    号     

保 安 検 査 の 年 月 日   

備 考   

       年  月  日 

 

代表者 氏 名            

 

         殿 

 

 

 備考 1 この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 

    2 ×印の項は記載しないこと。 

    3 保安検査の年月日の欄には、第77条第4項により当該検査を受け又は自ら行つ

たとみなされる日がある場合は、当該年月日を記載すること。 

    4 備考の欄には、次に掲げる事項を記載すること。 

     (1) 申請者が認定完成検査実施事業者、認定保安検査実施事業者、特定認定

事業者又は自主保安高度化事業者の場合にあつてはその旨 

     (2) 第77条第2項ただし書の経済産業大臣が災害その他の事由を勘案して定め

る期間に保安検査を受けた場合はその旨 

     (3) その他必要な事項 

様
式
第
４
１
（
第
７
９
条
、
第
８
０
条
、
第
９
２
条
の
７

の
１
４
関
係
）

様式第41(第79条、第80条、第92条の7の14関係) 

保 安 検 査 結 果 報 告 書 液石 

× 整 理 番 号  

×受理年月日 年  月  日   

検 査 を し た 特 定 施 設

及 び そ の 所 在 地 
 

名称(事業所の名称を含む。)  

検 査 の 結 果  

保 安 検 査 証 の 検 査 番 号 
年  月  日 

高圧ガス保安協会  第    号     

保 安 検 査 の 年 月 日 

検 査 員 氏 名 
 

備 考  

       年  月  日 

 

高圧ガス保安協会             

 

         殿 

 

 

 備考 1 この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 

    2 ×印の項は記載しないこと。 

    3 保安検査の年月日検査員氏名の欄には、第77条第4項により当該検査を受け又

は自ら行つたとみなされる日がある場合は、当該年月日を記載すること。 

    4 備考の欄には、次に掲げる事項を記載すること。 

     (1) 第77条第2項ただし書の経済産業大臣が災害その他の事由を勘案して定め

る期間に保安検査を行った場合はその旨 

     (2) その他必要な事項 
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様
式
第
４
２
（
第
７
９
条
、
第
８
０
条
、
第
９
２
条
の
７

の
１
４
関
係
）

様式第42(第79条、第80条、第92条の7の14関係) 

保 安 検 査 結 果 報 告 書 液石 

× 整 理 番 号  

×受理年月日 年  月  日    

検 査 を し た 特 定 施 設

及 び そ の 所 在 地 
 

名称(事業所の名称を含む。)  

検 査 の 結 果  

保 安 検 査 証 の 検 査 番 号 
年  月  日 

指定保安検査機関名  第     号    

保 安 検 査 の 年 月 日 

検 査 員 氏 名 
 

備 考  

      年  月  日 

 

指定保安検査機関名             

 

        殿 

 

 

 備考 1 この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 

    2 ×印の項は記載しないこと。 

    3 保安検査の年月日検査員氏名の欄には、第77条第4項により当該検査を受け又

は自ら行つたとみなされる日がある場合は、当該年月日を記載すること。 

    4 備考の欄には、次に掲げる事項を記載すること。 

     (1) 第77条第2項ただし書の経済産業大臣が災害その他の事由を勘案して定め

る期間に保安検査を行った場合はその旨 

     (2) その他必要な事項 

様
式
第
４
３
（
第
８
３
条
関
係
）

様式第43（第83条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平12通産令323・平29経産令14・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 認定完成検査実施者×整理番号 液石 認定申請書×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 申請の種類 特定変更工事を行う 製造施設又は貯蔵設備 認定完成検査実施者調査証年月日 交付年月日及び調査証番号高圧ガス保安協会第号 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
４
４
（
第
８
４
条
関
係
）

様式第44（第84条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令323・平29経産令14・令元経産令17・一部改正） 認定完成検査実施者認定証液石 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 認定の種類 認定に係る特定変更工事を 行う製造施設又は貯蔵設備 認定年月日及び認定番号年月日第号 認定の有効期間 （） 製造施設又は貯蔵設備の検査 の方法等 備考 経済産業大臣印 代表者氏名殿 備考この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2申請者が特定認定完成検査実施事業者の場合は、認定の有効期間の欄における（）内に、特定認定完成検査実施事業者の認定の有効期間を記載すること。  

様
式
第
４
５
（
第
８
５
条
関
係
）

様式第45（第85条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平12通産令323・平29経産令14・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 認定保安検査実施者×整理番号 液石 認定申請書×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 申請の種類 自ら保安検査を行う特定施設 運転を停止することなく自ら 保安検査を行う特定施設及び その連続運転期間 高圧ガス保安協会調査証年月日 交付年月日及び調査証番号高圧ガス保安協会第号 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3運転を停止することなく保安検査を行う特定施設及びその連続運転期間の項は、特定認定保安検査実施事業者申請書と同時に提出する場合は、記載しなくてもよい。  
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様
式
第
４
６
（
第
８
６
条
関
係
）

様式第46（第86条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令323・平29経産令14・令元経産令17・一部改正） 認定保安検査実施者認定証液石 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 認定の種類 自ら保安検査を行う特定施設 運転を停止することなく自ら 保安検査を行う特定施設及び その連続運転期間 認定年月日及び認定番号年月日第号 認定の有効期間 （） 製造施設の検査の方法等 備考 経済産業大臣印 代表者氏名殿 備考この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2認定の有効期間の欄における（）には、申請者が特定認定保安検査実施事業者の場合、特定認定保安検査実施事業者である際の認定の有効期間を記載する。  

様
式
第
４
７
（
第
８
７
条
関
係
）

様式第47（第87条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平12通産令127・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 認定完成検査実施者×整理番号 液石 調査申請書×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 申請の種類 特定変更工事を行う 製造施設又は貯蔵施設 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
４
８
（
第
８
７
条
関
係
）

様式第48（第87条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令127・令元経産令17・一部改正） 認定完成検査実施者調査証液石 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 調査の種類 特定変更工事を行う 製造施設又は貯蔵施設 認定完成検査実施者調査証年月日 交付年月日及び調査証番号高圧ガス保安協会第号 備考 年月日 高圧ガス保安協会 印 検査組織等調査機関名 代表者氏名殿 備考この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
４
９
（
第
８
７
条
関
係
）

様式第49（第87条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平12通産令127・平29経産令14・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 認定保安検査実施者×整理番号 液石 調査申請書×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 申請の種類 自ら保安検査を行う特定施設 運転を停止することなく自ら 保安検査を行う特定施設及び その連続運転期間 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3法第35条第1項第2号の認定と令第10条ただし書の認定を同時に申請しようとする者は、運転を停止することなく自ら保安検査を行う特定施設及びその連続運転期間の項は、記載することを要しない。  
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様
式
第
５
０
（
第
８
７
条
関
係
）

様式第50（第87条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令127・平29経産令14・令元経産令17・令2経産令82・一部改正） 認定保安検査実施者調査証液石 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 調査の種類 自ら保安検査を行う特定施設 運転を停止することなく自ら 保安検査を行う特定施設及び その連続運転期間 認定保安検査実施者調査証交 付年月日及び調査証番号 備考 年月日 高圧ガス保安協会 検査組織等調査機関名 代表者氏名殿 備考この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
５
１
（
第
８
９
条
関
係
）

様式第51（第89条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平12通産令323・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 認定完成検査実施者×整理番号 液石 変更届×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 変更の内容 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
５
２
（
第
８
９
条
関
係
）

様式第52（第89条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平12通産令323・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 認定保安検査実施者×整理番号 液石 変更届×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 変更の内容 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
５
３
（
第
９
２
条
関
係
）

様式第53（第92条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平30経産令61・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 完成検査記録届書液石 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 変更許可年月日及び許可番号年月日都道府県第号 検査年月日年月日～年月日 検査実施期間年月日～年月日 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
５
４
（
第
９
２
条
関
係
）

様式第54（第92条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平29経産令14・平30経産令61・令元経産令17・令2経産令37・令2経産令60・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 保安検査記録届書液石 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 前回の保安検査の年月日年月日 検査実施期間年月日～年月日 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3前回の保安検査の年月日の欄には、第77条第4項により当該検査を受け又は自ら行つたとみなされる日がある場合は、当該年月日を記載すること。 4備考の欄には、次に掲げる事項を記載すること。 第77条第2項ただし書の経済産業大臣が災害その他の事由を勘案して定める期間に保安検査を行った場合はその旨 その他必要な事項  

様
式
第
５
４
の
２
（
第
９
２
条
の
２
関
係
）

様式第54の2（第92条の2関係）（平29経産令14・追加、平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 特定認定完成検査実施事業者 液石 認定申請書 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 申請の種類 認定に係る製造施設又は貯蔵設備 特定認定完成検査実施事業者調査証年月日 交付年月日及び調査証番号高圧ガス保安協会第号 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
５
４
の
３
（
第
９
２
条
の
２
関
係
）

様式第54の3（第92条の2関係）（平29経産令14・追加、平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 特定認定保安検査実施事業者 液石 認定申請書 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 申請の種類 認定に係る特定施設 特定認定保安検査実施事業者調査証年月日 交付年月日及び調査証番号高圧ガス保安協会第号 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
５
４
の
４
（
第
９
２
条
の
２
関
係
）

様式第54の4（第92条の2関係）（平29経産令14・追加、令元経産令17・一部改正） 特定認定完成検査実施事業者認定証液石 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 認定の種類 認定に係る製造施設又は貯蔵設備 認定年月日及び認定番号年月日第号 認定の有効期間 備考 経済産業大臣印 代表者氏名殿 備考この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
５
４
の
５
（
第
９
２
条
の
２
関
係
）

様式第54の5（第92条の2関係）（平29経産令14・追加、令元経産令17・一部改正） 特定認定保安検査実施事業者認定証液石 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 認定の種類 認定に係る特定施設 認定年月日及び認定番号年月日第号 認定の有効期間 備考 経済産業大臣印 代表者氏名殿 備考この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
５
４
の
６
（
第
９
２
条
の
５
関
係
）

様式第54の6（第92条の5関係）（平29経産令14・追加、平29経産令83、令元経産令17・令2経産令60・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 特定認定完成検査実施事業者 液石 変更届 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 変更の内容 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
５
４
の
７
（
第
９
２
条
の
５
関
係
）

様式第54の7（第92条の5関係）（平29経産令14・追加、平29経産令83・令元経産令17・令2経産令60・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 特定認定保安検査実施事業者 液石 変更届 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 変更の内容 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
５
４
の
７
の
２
（
第
９
２
条
の
７
の
２
関
係
）
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様
式
第
５
４
の
７
の
３
（
第
９
２
条
の
７
の
３
関
係
）

 

様
式
第
５
４
の
７
の
４
（
第
９
２
条
の
７
の
３
関
係
）

 

様
式
第
５
４
の
７
の
５
（
第
９
２
条
の
７
の
４
関
係
）

 

様
式
第
５
４
の
７
の
６
（
第
９
２
条
の
７
の
６
関
係
）
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様
式
第
５
４
の
７
の
７
（
第
９
２
条
の
７
の
８
関
係
）

 

様
式
第
５
４
の
７
の
８
（
第
９
２
条
の
７
の
９
関
係
）

 

様
式
第
５
４
の
７
の
９
（
第
９
２
条
の
７
の
１
６
関
係
）

 

様
式
第
５
５
（
第
９
４
条
関
係
）

様式第55（第94条関係）（平9通産令14・追加、令元経産令17・一部改正） 番号 収去証 事務所又は事業所等の所在地 氏名又は名称 収去場所 品名及び数量 高圧ガス保安法第62条第1項の規定により収去する。 年月日 職氏名印 備考この用紙の大きさは、日本産業規格A5とする。  
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様式第56（第95条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令127・平12通産令323・平29経産令83・一部改正） 第1頁 8．4センチメートル ←→ ↑ 写真貼付面 ー ルトメチンセ21 第号 職氏名 生年月日 高圧ガス保安法第62条 立入検査証 の規定による 年月日発行 有効期間 印 ↓ 第2頁 高圧ガス保安法抜枠 第62条経済産業大臣又は都道府県知事は、公共の安全の維持又は災害の発 生の防止のため必要があると認めるときは、その職員に、高圧ガスの製造 をする者、第一種貯蔵所若しくは第二種貯蔵所の所有者若しくは占有者、 販売業者、高圧ガスを貯蔵し、若しくは消費する者、高圧ガスの輸入をし た者、液化石油ガス法第6条の液化石油ガス販売事業者、容器の製造をす る者、容器の輸入をした者又は容器検査所の登録を受けた者の事務所、営 業所、工場、事業場、高圧ガス若しくは容器の保管場所又は容器検査所に 立ち入り、その者の帳簿書類その他必要な物件を検査させ、関係者に質問 させ、又は試験のため必要な最少限度の容積に限り高圧ガスを収去させる ことができる。 2経済産業大臣は、公共の安全の維持又は災害の発生の防止のため必要が あると認めるときは、その職員に、指定完成検査機関、指定輸入検査機 関、指定保安検査機関、指定容器検査機関、指定特定設備検査機関、指定 設備認定機関又は検査組織等調査機関の事務所又は事業所に立ち入り、業 務の状況若しくは帳簿書類その他必要な物件を検査させ、又は関係者に質 問させることができる。 3経済産業大臣は、第31条第3項の講習の業務又は試験事務の適正な実施 を確保するため必要があると認めるときは、その職員に、指定講習機関又 は指定試験機関の事務所に立ち入り、業務の状況若しくは帳簿書類その他 必要な物件を検査させ、又は関係者に質問させることができる。 4委任都道府県知事は、その行わせることとした試験事務の適正な実施を 確保するため必要があると認めるときは、その職員に、当該試験事務を取 り扱う指定試験機関の事務所に立ち入り、当該試験事務の状況若しくは帳 簿書類その他必要な物件を検査させ、又は関係者に質問させることができ る。 5警察官は、人の生命、身体又は財産に対する危害を予防するため特に必 要があるときは、高圧ガスの製造、販売若しくは消費の場所又は第一種貯 蔵所若しくは第二種貯蔵所その他の高圧ガスの保管場所に立ち入り、関係 者に質問することができる。 6前各項の職員は、その身分を示す証票を携帯し、関係者に提示しなけれ ばならない。 7第1項から第5項までの規定による立入検査、質問及び収去の権限は、 犯罪捜査のために認められたものと解釈してはならない。 第79条の3（略）第62条第1項（略）の規定により都道府県知事が処理 することとされている事務は、指定都市においては、指定都市の長が処理 するものとする。この場合においては、この法律中前段に規定する事務に 係る都道府県知事に関する規定は、指定都市の長に関する規定として指定 都市の長に適用があるものとする。（略） 第83条次の各号の一に該当する者は、三十万円以下の罰金に処する。 四第35条第1項又は第62条第1項の規定による検査又は収去を拒み、妨 げ、又は忌避した者 
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様式第57（第96条関係）（平9通産令14・追加、平12通産令23・平30経産令61・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 事故届書液石 ×受理年月日年月日 氏名又は名称 （事業所の名称又は 販売所の名称を含む。） 住所又は事務所（本社）所在地 事業所所在地 事故発生年月日 事故発生場所 事故の状況別紙のとおり 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3事故の状況については、別紙にできるだけ詳細に記載すること。  
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様式第57の2（第96条関係）（平18経産令105・追加、平19経産令22・平30経産令61・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 事故届書液石 ×受理年月日年月日 氏名又は名称 （事業者の名称又は販売所の名称を 含む。） 住所又は事務所（本社）所在地 事業所所在地 事故発生年月日 事故発生場所 事故の状況別紙のとおり 事故発生の特定消費製造者又は輸 設備入者の名称 機種 型式 製造年月年月 特定ガス消工事業者の氏 費機器の設名又は名称及 置工事の監び連絡先 督に関する 法律第6条監督者の氏名 の規定によ る表示資格証の番号 施工内容及び 施工年月日 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3事故の状況については、別紙にできるだけ詳細に記載すること。  
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様式第58（第96条の2関係）（平12通産令64・追加、平12通産令323・平17経産令21・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 事故報告書液石 ×受理年月日年月日 名称 （事業所の名称又は販売所の 名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 事故発生年月日 事故発生場所 事故の状況別紙のとおり 都道府県の行つた措置 事故原因別紙のとおり その他参考となる事項別紙のとおり 年月日 都道府県知事 指定都市の長 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3［］内は該当する一機関名を記載すればよい。 4事故の状況、事故原因及びその他参考となる事項については、別紙にできるだけ詳細に記載すること。  
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様式第58の2（第96条の2関係）（平18経産令105・追加、平19経産令22・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 事故報告書液石 ×受理年月日年月日 氏名又は名称 （事業者の名称又は販売所の名称を 含む。） 住所又は事務所（本社）所在地 事業所所在地 事故発生年月日 事故発生場所 事故の状況別紙のとおり 都道府県が行った措置 事故原因別紙のとおり その他参考となる事項別紙のとおり 事故発生の特定消費製造者又は輸 設備入者の名称 機種 型式 製造年月年月 特定ガス消工事業者の氏 費機器の設名又は名称及 置工事の監び連絡先 督に関する 法律第6条監督者の氏名 の規定によ る表示資格証の番号 施工内容及び 施工年月日 年月日 都道府県知事 指定都市の長 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3［］内は該当する一機関名を記載すればよい。 4事故の状況、事故原因及びその他参考となる事項については、別紙にできるだけ詳細に記載すること。  
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様式第59（第96条の2関係）（平12通産令64・追加、平12通産令323・平17経産令21・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 報告徴収等結果報告書液石 ×受理年月日年月日 名称 （事業所の名称又は販売所の 名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 都道府県の行つた措置 事務の内容別紙のとおり 事務の結果別紙のとおり 年月日 都道府県知事 指定都市の長 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3［］内は該当する一機関名を記載すればよい。 4事務の内容及び事務の結果については、別紙にできるだけ詳細に記載すること。  
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